
    
      
        
      
    

  



























  
   本作品的封面和插图等图像是以本作品的剧情为前提制作的，因此在阅读本作品之前，请先阅读本作品的正文。

   本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

   


   本作品的排版是竖排的。

   本作品は縦書きでレイアウトされています。

   此外，由于阅读设备的不同，显示效果可能会有所差异。

   また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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   　我被冻醒了。

   　寒さで目が
     
      醒
     さめた。

   　好暗，好冷。这是哪里？我睁开眼睛，移动视线，一片壮阔的星海映入眼帘。这是我有生以来第一次看到这样的星空。有明亮的星星，也有暗淡的星星，还有壮阔的彩色星云，以及意外地看起来离我很近的小行星群。

   　暗くて、寒い。ここはどこだ？　目を開き、視線を動かすと壮大な星の海が目に入ってくる。こんな星空を目にするのは生まれて初めてだ。明るい星に暗い星、壮大な極彩色の星雲に、意外と近い位置に見える小惑星群。

   「什么？」

   「何だと？」

   　在可见范围内，存在着小行星，看起来就像碎裂的岩块。怎么可能，地球上不可能有地方能看见这种东西。这种东西应该只会在电影或游戏中出现才对。这种东西竟然会出现在肉眼可见的位置，这种事根本不可能发生。

   　砕けた岩塊そのものといった小惑星が目に見える範囲に存在している。馬鹿な、地球でこんなものが見られるポイントなどあるはずが無い。こんなものは映画や、ゲームの中で見るのが普通のはずだ。肉眼で見える位置にそんなものがあるなんて、そんな事が有り得るはずが無い。

   「是梦……？不对，这股寒意是……」

   「夢……？　いや、この寒さは」

   　这股刺骨的寒意实在太过真实。刚睡醒时脑袋昏昏沉沉的感觉，以及这股焦躁感，以梦境来说实在太过真实。

   　身を刺すようなこの寒さはあまりにもリアル過ぎる。寝起きで頭がぼんやりしているような感覚も、この焦燥感も夢にしてはあまりにもリアルだ。

   「说到底……这里是哪里？」

   「そもそもここは……どこだ？」

   　我所在的空间似乎并不宽敞。我坐在某种像是椅子的东西上吗？我被类似安全带的东西固定在座位上……不对，更重要的是，这股轻飘飘的感觉是什么？现在到底是什么状况！？

   　俺の存在しているスペースは決して広くはないようだ。何か椅子のようなものに座っているのか？　シートベルトのようなもので席に固定されて……いや、それよりもこのふわふわとした感覚は何だ？　一体どういう状況なんだ!?

   　我无法理解状况，差点陷入恐慌，但眼睛逐渐适应了黑暗。

   　状況を理解できずにパニックになりかけるが、次第に
     
      暗
     くら
     
      闇
     やみに目が慣れてきた。

   「这是……」

   「これ……」

   　我好像在哪里见过……对了，这个房间，不对，这个驾驶舱我有印象。

   　どこか見たことのあるような……そうだ、この部屋、いや、コックピットには見覚えがある。

   「游戏的……克里希那的驾驶舱？果然是梦吗？」

   「ゲームの……クリシュナのコックピット？　やっぱ夢か？」

   　不管怎么看，这都是我这几年沉迷的游戏中的宇宙船——名为克里希那的爱机的驾驶舱。

   　どう見ても俺がここ数年やりこんでいるゲームの宇宙船──クリシュナと呼んでいる愛機のコックピットだった。

   　我沉迷的游戏是一款名为『Stella Online』的SF风格在线游戏，名字非常简单。

   　俺がやりこんでいるゲームというのは『
     
      Stella
     ステラ 
     
      Online
     オンライン』というシンプルな名前のＳＦテイストのオンラインゲームだ。

   　这是一款自由度非常高的游戏，既可以横跨广阔的宇宙冒险，也可以作为佣兵在战场上穿梭，还可以成为集装箱船的主人进行交易，有多少玩家就有多少玩法，这就是这款游戏的卖点。

   　非常に自由度の高いゲームで、広大な宇宙を
     
      股
     またにかけて冒険をするもよし、
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいとして戦場を渡り歩くもよし、コンテナ船のオーナーになって交易をするもよし、という感じでプレイヤーの数だけプレイスタイルがあるというのが売りのゲームだった。

   　我选择了标准的佣兵玩法。不，为了买下战斗力高的船，我必须赚钱，所以我也做过运输工等各种赚钱的工作。

   　俺はスタンダードに傭兵プレイをしていた。いや、戦闘能力の高い船を買うためには金を稼がなきゃならないから、運び屋でもなんでも金になりそうなことは色々したけどな。

   　在得到战斗力相对较高的船之后，我通过佣兵工作赚钱，然后换乘新船……我就是以这种方式玩游戏的。

   　ある程度戦闘能力の高い船を手に入れてからは傭兵稼業で金を稼いでは新しい船に乗り換え……って感じで遊んでいた。

   　我现在的爱机克里希那是几个月前在游戏活动里得到的最新锐的船。不过，这仅限于玩家能获得的船。

   　現在の愛機であるクリシュナは数ヶ月前にゲーム内イベントで手に入れたばかりの最新鋭の船だ。プレイヤーが手に入れられるものの中では、という但し書きがつくけど。

   　它的正式型号是【ASX-08 Krishna】。因为是独一无二的船，我就直接叫它克里希那了。

   　正式な型番は【ASX-08 Krishna】だ。ユニークな船なので、俺はそのままクリシュナと呼んでいる。

   　它拥有小型舰特有的轻快机动性，以及重巡洋舰级的火力，是个很厉害的家伙。根据条件，它甚至能击败战舰级。

   　小型艦特有の軽快な機動性に重巡洋艦級の火力を併せ持つヤベー
     
      奴
     やつだ。条件次第では戦艦級も撃破できるぞ。

   「话说回来，好冷……」

   「それにしてもさっぶ……」

   　我操作触控板式的控制台，启动主动力炉，打开生命维持装置。然后，驾驶舱内立刻吹起了温暖的空气。

   　タッチパネル式のコンソールを操作し、メインジェネレーターを起動して生命維持装置をオンラインにする。そうすると、すぐにコックピット内に暖かい空気が流れてきた。

   「好险……要是那样睡着的话，不就窒息而死了吗？」

   「あっぶね……あのまま寝てたら窒息死するところじゃねぇか」

   　显示船内温度和氧气浓度的小屏幕上，清楚地留下了船内氧气浓度降低的痕迹。船内的气温似乎也轻松地低于零下5℃。

   　船内の温度や酸素濃度を表示している小さな画面にはしっかりと船内の酸素濃度が低下していたという
     
      痕
     こん
     
      跡
     せきが残っていた。船内の気温もマイナス５℃を軽く下回っていたようだ。

   　总之，虽然还不清楚状况，但似乎已经脱离了生命危险。

   　とりあえず状況は依然としてわからないままだが、生命の危機は脱する事ができたようだった。

   「这到底是怎么回事？」

   「これは一体何事なんだ」

   　我环视着变亮的驾驶舱，双手抱胸陷入沉思。不管怎么看，这个空间都是我作为爱机的宇宙船的驾驶舱。

   　明るくなったコックピット内を眺めながら腕を組んで考え込む。どう見ても、この空間はステラオンラインにおいて俺が愛機としている宇宙船のコックピットの中である。

   　在玩游戏的时候，偶尔会梦到自己沉迷的游戏。比如玩恐怖游戏时梦到被怪物追赶，玩剑与魔法的RPG时梦到自己用剑和魔物战斗。这些都是常有的事。

   　やりこんでいるゲームの夢を見るなんてことはゲームで遊んでいればままあることだよな。ホラーゲームをやって怪物に追われる夢を見るとか、剣と魔法のＲＰＧをやって自分自身が剣とかで魔物と戦っている夢を見るとか。よくある話だ。

   「不过，这算是清醒梦吗？」

   「しかしこれは
     
      明
     めい
     
      晰
     せき夢というやつなのか？」

   　清醒梦是指在梦中意识到自己在做梦的梦。

   　明晰夢というのは夢であることを自覚しながら見る夢のことである。

   　不过，听说在意识到是清醒梦的时候，通常都会醒来……但完全没有要醒来的迹象。而且驾驶舱内的温度逐渐上升，全身都能感受到温度，完全不像是在做梦。

   　しかし、明晰夢であると自覚した時点で覚めてしまうことも多いとか聞くが……一向に覚める気配がないな。しかも、この徐々に上がっていくコックピット内の温度や、それを感じる
     
      身体
     からだ全体の感覚はまったく夢とは思えない。

   「嗯……？」

   「うーん……？」

   　我思考着这个状况到底是什么，但似乎得不出答案。我试着捏了捏自己的脸颊，又轻轻敲了敲头，结果都痛得要命。难道这不是梦吗？

   　この状況は一体何なのかと考えるが、答えは出そうにない。ベタに自分の
     
      頰
     ほおをつねってみたり、頭を小突いてみたりしたのだが、普通に痛い。まさか夢じゃないのか？

   　不不不，怎么可能？

   　いやいや、まさかだろう？

   「操作意外地简单呢。」

   「意外と操作は簡単だな」

   　我一边逃避现实，一边试着实际操作克里希那。虽然在不习惯的操纵杆和踏板的操作上有些苦战，但只要把操纵杆和键盘鼠标联想在一起，把踏板和鼠标联想在一起，之后就轻松多了。甚至能直觉地操作，做到更细致的操作。

   　現実逃避がてら、クリシュナを実際に操作してみる。扱い慣れない
     
      操
     そう
     
      縦
     じゆう
     
      桿
     かんやフットペダルでの操作には若干苦戦したが、キーボードとマウスで考えれば操縦桿の扱いはこう、フットペダルの扱いはこう、という感じに符合させてしまえば後は楽だった。直感的に動かせるようになった分、繊細な操作ができるようになったくらいだ。

   「完全没有要醒来的迹象」

   「全く夢が覚める気配がない」

   　我反复加速和减速，体验了加速时身体被压在座位上的感觉，以及安全带因惯性而勒紧身体的感觉。然而，我那废柴的大脑似乎并不打算从梦中醒来。

   　何度も加速や減速を繰り返し、加速でシートに身体が押し付けられる感覚も、慣性でシートベルトが身体に食い込む感覚も味わった。しかし、俺のポンコツな頭は夢から覚めようとはしてくれないらしい。

   「好，爸爸也来试射武器吧」

   「よーし、パパ武器の試射もしちゃうぞー」

   　我已经有点自暴自弃了。我将武器系统设置为在线，启动了武装。于是，船体的一部分变形，出现了四只武装臂。

   　もう半ば
     
      自
     や
     
      棄
     けである。ウェポンシステムをオンラインにして武装を起動する。そうすると、船体の一部が変形して四本の武装腕が現れた。

   　从船体伸出的武装臂上装备着军用规格的强力重脉冲激光，在Stella Online中被称为重激光，是最强级别的武装。而且竟然有四门。

   　船体から伸びた武装腕に装備されているのは軍用規格の強力な重パルスレーザーで、ステラオンラインでは重レーザーと呼ばれていた最強クラスの武装だ。それがなんと四門である。

   　驾驶舱的左右两侧也伸出了两门炮身。这是名为大型碎片加农炮的武装，在游戏中被称为散弹炮。它能大量发射威力强大的实弹，是近战时火力最强的武器。只要在极近距离下发射两发，大多数的小型舰艇都会爆炸四散。

   　更にコックピットの左右からも二本の砲身が前へと伸びる。こちらは大型シャードキャノンという武装で、ゲーム内では散弾砲と呼ばれていた。威力の高い実体弾を大量にばら
     
      撒
     まく武器で、接近戦時の火力は随一だ。至近距離で二発
     
      叩
     たたき
     
      込
     こめば大抵の小型艦は爆発四散する。

   　虽然还有一张王牌，但不能试射这个。因为弹药费贵得要命。

   　あともう一つ切り札があるのだが、こいつを試射するのはナシだ。弾薬費がクッソ高いからな。

   「好，上吧」

   「よっしゃ、行くぞぉ」

   　我瞄准附近的小行星，四门重激光同时发射。

   　手近な小惑星を照準し、重レーザーを四門斉射する。

   「哇哦！？」

   「うおぉ!?」

   　四条蓝色的光线准确地命中目标，仅仅一齐射击就让小行星爆炸四散。小行星的碎片接触到克里希那周围展开的护盾，护盾闪烁着火花。

   　四条の
     
      碧
     みどりの光線は
     
      狙
     ねらい
     
      違
     たがわず目標へと命中し、小惑星をたったの一斉射で爆発四散させてしまった。飛散した小惑星の
     
      欠片
     かけらがクリシュナの周囲に展開されているシールドに接触し、バチバチとシールドを明滅させる。

   「威力超乎想象……」

   「予想以上の威力だった……」

   　这就是能秒杀战斗舰的护盾，让船体爆炸四散的重激光的威力吗……真不是盖的。而且，到了这个地步，我再怎么欺骗自己也到极限了。

   　これが戦闘艦のシールドを秒で溶かして船体を爆発四散させる重レーザーの威力か……半端ないな。そしてアレだな。ここまでくると
     
      流石
     さすがに自分を
     
      誤
     ご
     
      魔
     ま
     
      化
     かすのも限界だ。

   　承认吧，承认现实。

   　認めよう、現実を。

   


   「这不是梦，是现实」

   「これは
     
      夢
     ゲームじゃない。
     
      現実
     リアルだ」

  

 
  
   
    ＃1：初阵

    ＃１：初陣

   

   


   


   　这是现实。

   　これは現実。

   　这样一来就有很多麻烦了。我到底为什么会变成这样？完全搞不懂。我想不到任何理由，能让我陷入这种荒唐的状况。

   　そうなると色々と困ることになる。一体俺はなんでこんなことになっているんだ？　まったくもって意味がわからない。こんな
     
      奇
     き
     
      天
     て
     
      烈
     れつな状況に至る理由が一つも思い浮かばないのだ。

   「昨天我做了什么？」

   「
     
      昨日
     きのうは何してたっけ？」

   　我应该跟平常一样去上班，跟平常一样下班回家，跟平常一样吃饭，洗澡，打完游戏就睡了。

   　いつもどおりに仕事に行って、いつもどおりに仕事から帰ってきて、いつもどおりに飯を食って、シャワー浴びて、ゲームをしてから寝たはずだ。

   　我既没有被这种老套的卡车撞到，也没有在玩游戏的电脑上跳出神秘的信息。

   　こういうので定番のトラックにも
     
      轢
     ひかれてないし、ゲームをやっているパソコン上に謎のメッセージが出てきたりもしなかった。

   「搞不懂。」

   「意味がわからん」

   　话虽如此，唉声叹气也无济于事。积极地思考吧。如果这是现实，那我应该算是进入了Stella Online的世界吧？

   　とはいえ、嘆いていても仕方がない。ポジティブに考えよう。これが現実だとしたら、俺はステラオンラインの中に入り込んだような状態なんじゃないか？

   　如果是这样，那我是不是可以像游戏里一样，自由自在地当个佣兵呢？不受任何束缚，只靠自己的力量出人头地。嗯，这不是很好吗？比在前途无望的中小企业当个网络管理业好一百倍。而且好像也能活用我的特长。

   　だとすれば、ゲームでやっていたように
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいとして自由に生きられるのではないだろうか？　何にも縛られず、ただ己の力のみで成り上がる。うん、良いじゃないか。うだつの上がらない中小企業のネットワーク管理業よりは一〇〇倍マシだ。俺の特技も生かせそうだし。

   　很好很好，心情开始变好了。既然如此，那我就得好好享受这个状况。嗯，就这么办吧。虽然有很多不安，但还是尽量无视它们吧，无视。

   　よーしよし、気持ちが上向いてきたぞ。どうせなら状況を楽しまないとな。うん。そういうことにしよう。色々と不安だけどそういうのはできるだけ無視だ、無視。

   　好了，既然决定了……那这里到底是哪里？我打开银河地图试图确认现在的位置，但上面显示的却是『NO　DATA』这几个无情的文字。我完全不知道哪里有什么东西。这状况非常不妙。

   　さて、そうと決まれば……一体ここはどこなんだ？　
     
      銀河地図
     ギヤラクシーマツプを開いて現在地を確認しようとしてみるが、表示されるのは『ＮＯ　ＤＡＴＡ』という無情な文字列。どこに何があるのかサッパリわからない。これは非常によろしくない状況だ。

   　总之，宇宙是很广阔的。没有情报就盲目地到处乱跑，是无法解决任何问题的。

   　とにかく宇宙というのは広大なものだ。何の情報もなしに闇雲に動き回ってどうにかなるようなスケールのものではない。

   　就连Stella Online这款游戏，即使已经营运了四年，也还没有人到达银河中心。虽然不知道这个宇宙是否也一样，但还是假设规模差不多比较保险。

   　ゲームであるステラオンラインですらサービス開始から四年が
     
      経
     たった今でも銀河中心部に
     
      辿
     たどり
     
      着
     ついた人が居ないくらいだ。この宇宙も同じかどうかはわからないが、同じくらいのスケールはあると想定していたほうが無難だろう。

   　我放弃确认现在的位置，接着调查这艘船的状态。并没有被悬赏。我松了一口气。看来不会突然被星系警备队逮捕，落得吃牢饭的下场。

   　現在地の確認は
     
      諦
     あきらめ、次にこの船のステータスを調べてみる。特に賞金がついているということはなかった。一安心だ。いきなり星系警備隊にとっ捕まって臭い飯を食う羽目にはならないで済みそうだ。

   　接下来，我试着调查身为船主的我所隶属的公会和持有金钱。隶属公会显示为无，连佣兵公会都没有加入，完全就是一般民众。船长名称似乎和游戏时使用的相同。

   　そして次に船の
     
      主
     あるじである俺の所属や所持金を調べてみる。所属はなしになっていた。傭兵ギルドにすら所属していない完全な一般人だ。キャプテンネームはゲームの時に使っていたのと同じになっているようだ。

   　而持有金钱的余额为0艾尼。怎么会这样，我身无分文啊。我辛苦存下来的钱……我感到有些绝望，接着开始调查船上的货物。

   　そして所持金の残高は〇エネル。なんということだ。俺、無一文かよ。
     
      貯
     ために貯めた金が……と軽く絶望しながら今度は船の積み荷を調べてみる。

   「有几样食物啊……」

   「食料はいくらかあるか……」

   　我操作触控式显示器进行确认，发现货物中准备了一些食物和水。这简直就像是为我量身订做。到底是谁准备的呢？我实在想不透。

   　タッチパネル式のディスプレイを操作して確認すると、少々の食料と水が積み荷の中に用意されていた。実におあつらえ向きなことに。一体どこの
     
      誰
     だれが用意したのか？　これがわからない。

   　其他还有少量的霰弹炮弹药，以及两个船的备用能源包。

   　他には散弾砲の弾薬が少々と、船の予備エネルギーパックが二つ。

   「还有稀有金属啊……数量还不少，这下可不得了。」

   「それと、レアメタルね……結構な量だな。こいつはやべぇ」

   　什么不得了？要说明这一点，首先必须从Stella Online的货币开始说起。

   　何がヤバいのか？　それを説明するには、まずステラオンラインにおける通貨について話す必要がある。

   　在Stella Online的世界里，纸币和硬币早已被废除，名为艾尼的电子货币在银河规模下流通。艾尼的交易非常简单方便，但因为是电子货币，所以所有交易纪录当然都会留下。

   　ステラオンラインの世界では紙幣や硬貨といったものはとっくに廃れており、エネルという名の電子通貨が銀河規模で流通しているのだ。エネルのやり取りは非常に簡単で便利なのだが、電子通貨なので当然
     
      全
     すべてのやり取りの履歴が残るようになっている。

   　回到稀有金属的话题，稀有金属是银河中任何地方都处于慢性不足的重要物资，无论在哪个殖民卫星或空间站都能轻易兑换成艾尼的道具。

   　ここでレアメタルに話が戻るのだが、レアメタルというものは銀河中のどこでも慢性的に不足している重要物資で、どこのコロニーやステーションでも容易にエネルに換金できるアイテムなのだ。

   　简单来说，就是地球上所谓的金银宝石之类的东西。

   　要は、地球で言うところの金とか銀とか宝石みたいなものだな。

   　由于实物交易很难留下痕迹，对于想要避免在艾尼交易中留下痕迹的宙贼来说，稀有金属是令人垂涎三尺的物品。

   　現物を直接やり取りする分には足がつきにくいということもあって、エネルのやり取りで足がつくのを避けたい宙賊のような連中にとってレアメタルはまさに
     
      垂
     すい
     
      涎
     ぜんの品なのである。

   　说到这里，我想大家应该很容易想象得到，如果大量携带稀有金属，很容易被那些有前科的人盯上。以游戏来说，就是遭遇被称为宙贼的盗贼NPC的概率会大幅上升。

   　ここまで言えば容易に想像はつくと思うが、このレアメタルというものを大量に持ち運んでいると、そういった
     
      脛
     すねに傷を持つような
     
      輩
     やからに非常に狙われやすくなる。ゲーム的に言えば、宙賊と呼ばれる盗賊ＮＰＣとのエンカウント率が格段に上がる。

   『警告，不明所属的舰船正在扫描本船』

   『警告、所属不明艦船からスキャンを受けています』

   　克里希那搭载的辅助AI发出了警告。

   　クリシュナに搭載されたサポートＡＩから警告が入る。

   「这么快就来了……」

   「早速かー……」

   　虽然被扫描了，但对方未必就是宙贼。也有可能是出于善意的第三者，认为我的机体出了问题，所以才进行扫描。

   　スキャンされたからといって相手が宙賊だと決まったわけではない。俺の機体がトラブっているのでは？　と考えてとりあえずスキャンをしている善意の第三者である可能性も充分に有り得る。

   　不过，最有可能的情况还是因为觉得可疑才进行扫描！

   　単に怪しいからスキャンしている可能性が一番高いけどな！

   　带着大量难以追踪的贵重物品，在空无一物的宇宙空间停船，这太可疑了。如果是我，肯定会怀疑对方是不是打算用难以追踪的稀有金属和宙贼进行非法交易。

   　足がつきにくい大量の金品を持って何もない宙域で停船している船とか怪しい。怪し過ぎる。俺なら足のつきにくいレアメタルを使って宙賊と違法な取引でもするつもりじゃないかと疑うね。

   『所属不明舰船的武装，上线』

   『所属不明艦船の武装、オンライン』

   　啊，真是无情。看来幸运女神并没有对我微笑。一上来就用武器指着不是悬赏对象的对手，十有八九是宙贼。

   　
     
      嗚
     あ
     
      呼
     あ、無情。どうやら幸運の女神は俺に
     
      微笑
     ほほえまなかったようである。賞金首でもない相手にいきなり武器を向けてくるのは十中八九宙賊だ。

   『哟，兄弟。你在这里睡午觉吗？』

   『よぉ、兄弟。こんなところでお昼寝でもしてんのかぁ？』

   「哈哈哈，没什么，别在意。」

   「ははは、別になんでもありませんよ。お構いなく」

   『嘿嘿嘿，别这么说嘛，兄弟。我们可是幸运地在广阔的宇宙中相遇了啊。没什么，只要把货物分给我们一点，我们就不会对你做什么。』

   『へへへ、そう言うなよ兄弟。この広い宇宙で運良く出会えた仲じゃねぇか。なに、ちょっとばかりカーゴの中身を分けてくれりゃ何もしねぇからよ』

   「恕我拒绝。如果你们愿意出合理的价格，我倒是可以卖你们」

   「それはお断りですわ。適正価格なら売っても良いかな？」

   　就在我们交谈的时候，三艘不明所属的舰船发出“砰、砰、砰”的独特声音，解除了超光速驱动，出现在了周边的宇宙空间。所有舰船的武装都已经上线，处于随时可以开火的状态。

   　などと話している間にバン、バン、バン、と特徴的な音を立てて超光速ドライブを解除した所属不明艦船が三機、周辺宙域に現れる。既に全機の武装がオンラインになっており、いつでも発砲可能な状態だ。

   　随着距离的接近，三艘不明所属舰船的情报依次显示在显示器上。三艘船的机种各不相同。每艘船的货舱容量都相当大，而且都是能够搭载一定武装的平衡型机体，但每艘船的整备状况都不太好，上面也满是伤痕和凹陷。感觉就是典型的宙贼船。

   　近づいたことによって三機の所属不明艦船の情報が次々にディスプレイ上に表示されていく。三機の機種はてんでバラバラだ。どれもそれなりのカーゴ容量を持ち、武装もそこそこに搭載できるバランス型の機体で、
     
      何
     いずれも整備状況はあまり良くなさそうだ。傷やへこみも多い。典型的な宙賊船って感じだな。

   『嗯嗯？这艘船我可没见过啊。小鬼，这是哪里的船？』

   『んんー？　見慣れねぇ船だなぁ。そいつはどこの船だ？　坊主』

   「无可奉告」

   「ノーコメントで」

   　我也对不明所属的舰船进行了扫描，不出所料，他们都是通缉犯。每艘船都悬赏了五千到八千艾尼的赏金。

   　こちらからも所属不明艦船にスキャンをかけていくが、予想通り、真っ黒だった。どの船にも五〇〇〇から八〇〇〇エネルの賞金が懸かっている。

   『嘿嘿嘿，你看到了吧？既然被你看到了，那也没办法。乖乖把货物交出来吧。这样的话，至少能让你保住一条小命』

   『へへへ、見ちまったなぁ？　見られちまったもんは仕方ねぇ。大人しく積み荷を寄越しな。そうすりゃ命だけは助けてやるぜ』

   「嗯……没办法了」

   「うーん……致し方ないか」

   　我将主动力炉的输出从通常水平慢慢提升到战斗水平，同时做好了觉悟。什么觉悟？当然是杀人的觉悟。

   　メインジェネレーターの出力を通常レベルから戦闘レベルに徐々に引き上げながら覚悟を決める。何の覚悟をって？　そりゃ、人を殺す覚悟ってやつだ。

   　对我来说，这些稀有金属就是生命线。毕竟人没有钱就活不下去。如果有人用武器威胁我，想要抢夺这些稀有金属，那我就必须保护自己。也就是说，我必须击溃这些宙贼。

   　俺にとってこのレアメタルは生命線だ。金が無ければ人は生きてはゆけないのだから。それを武器で脅して奪おうというのなら、俺は自分の身を守らなきゃならない。つまりそれは、この宙賊どもを
     
      叩
     たたき
     
      潰
     つぶすということだ。

   『这样就对了。你也不想死吧？』

   『それでいいんだよ。死にたくはねぇだろ？』

   「那倒是」

   「それはそうだな」

   　在宇宙空间里，一旦失去了名为太空船的摇篮，人类会有什么下场，根本连想都不用想。不过，他们应该会被卷入船的爆炸而死吧。

   　宇宙空間で船という
     
      揺
     ゆり
     
      籠
     かごを失った人間がどうなるのかなんて考えるまでもない。そもそも、船の爆発に巻き込まれて死ぬだろうけどな。

   　明明接下来就要开始互相厮杀了，我却不可思议地没有恐惧感。这一定是因为我驾驶的是克里希那吧。

   　今から殺し合いを始めようと考えているというのに、不思議と恐怖感は無い。きっとそれは俺の乗っている機体がクリシュナだからだろう。

   　宙贼们驾驶的船是民用的平衡型，而且还是已经用了很久的数代前的型号。无论是主要动力炉的输出，还是护盾的输出，以及武装，都贫弱得可怜，整备也不到位，装甲也坑坑洼洼的。

   　宙賊達の乗っている船は民間用のバランス機、それも使い古された数世代前のモデルだ。メインジェネレーターの出力も、シールド出力も、武装も哀れなほどに貧弱で、整備も行き届いておらず装甲もベコベコ。

   　相比之下，我驾驶的克里希那是真正的军用机，而且还是为了我而进行了魔改的专用机。

   　対して俺の乗っているクリシュナはガチの軍用機で、しかも俺用に魔改造まで施している専用機だ。

   　无论是护盾的输出，还是武装的输出，性能都远超他们驾驶的破船，装甲也是军用规格的坚固产品。

   　シールドの出力も、武装の出力も
     
      奴
     やつらの乗っているオンボロ船に比べれば段違いの性能だし、装甲だって軍用規格の頑丈な一品である。

   　我就直说了吧。我根本不可能会输。接下来要开始的不是战斗，而是单方面的狩猎。或者说是蹂躏。

   　はっきりと言おう。負けることなどまずありえない。これから始まるのは戦いではなく、一方的な狩り。
     
      或
     あるいは
     
      蹂
     じゆう
     
      躙
     りんだ。

   　我将动力炉的输出从慢慢提升到一口气提升到战斗水平。

   　徐々に上げていたジェネレーター出力を一気に戦闘レベルまで上昇させる。

   「我不想死，所以我会抵抗。虽然我大概会杀了你们，但别恨我啊」

   「死にたくはないから、抵抗することにする。多分あんた達を殺すことになると思うが、恨むなよ」

   『面对三艘船还敢叫嚣，可别后悔啊！』

   『三機相手に
     
      吠
     ほえるじゃねぇか。後悔するなよ！』

   　在我船的周围盘旋的宙贼船一齐将舰首对准了我。

   　俺の船の周りを回っていた宙賊船が一斉に俺に艦首を向けた。

   　在那一瞬间，我将克里希那的节流阀开到了最大。

   　その瞬間に俺はクリシュナのスロットルを最大開放した。

   「呜噢！？」

   「ぐぉっ!?」

   『什么！？好快！？』

   『なっ!?　速ぇ!?』

   　我一边被急剧产生的G力吓到，一边操作触摸屏，展开武装并将其联机。

   　急激にかかるＧに面食らいながらもタッチパネルを操作し、武装を展開してオンラインにする。

   　从有着锐角外形的克里希那身上伸出了四条装备着重激光炮的武装臂，驾驶舱旁边的武器舱也展开，两门霰弹炮将炮身向前伸出。

   　鋭角なフォルムを有するクリシュナから重レーザー砲を備えた四本の武装腕が伸び、コックピット
     
      脇
     わきのウェポンベイが展開されて二門の散弾砲がその砲身を前へと伸ばした。

   　我启动辅助推进器，保持着初动的势头旋转，将船体转向后方。紧接着，我将四门重激光炮对准了宙贼船。

   　サブブースターを噴かし、初動の勢いを保ったまま回転して後ろを向いた。すかさず四門の重レーザーを宙賊船に向ける。

   『居然变形了——！！』

   『変形しやが──ッ!!』

   　连续发射的军用重激光炮轻易地贯穿了宙贼船的护盾，蒸发了装甲，引起了小爆炸。驾驶舱似乎也顺利地烧毁了。

   　連続で発射された軍用重レーザーが易々と宙賊船のシールドを貫通し、装甲を蒸発させて小爆発を起こす。コックピットも上手に焼けたようだ。

   『仅仅一击就！？』

   『たった一撃でだと!?』

   　我默默地再次加速，绕到了试图逃跑的宙贼船背后。急剧产生的G力让我的视野变得昏暗。我一边享受着这种感觉，一边再次齐射重激光炮。

   　無言で再加速し、逃げようとする宙賊船の背後を取る。急激にかかるＧで視界が暗くなりかける。そんな感覚を半ば心地よく感じながら再度重レーザーを斉射。

   『不、不要！我不想死！我不想死！！我不想——！！！』

   『い、嫌だ！　死にたくねぇ！　死にたくねぇ!!　死にた──！！！』

   　齐射的四道脉冲激光无情地贯穿了护盾，击中了正在求饶的宙贼船的主要助推器。重激光似乎直接击中了主动力炉，第二艘宙贼船爆炸四散。

   　斉射された四本のパルスレーザーが無慈悲にシールドを突き破り、
     
      命
     いのち
     
      乞
     ごいをする宙賊船のメインブースターに突き刺さった。そのまま重レーザーがメインジェネレーターにまで届いたのか、二機目の宙賊船は爆発四散する。

   『混蛋！我要杀了你！』

   『野郎オォォォ！　ぶっ殺してやる！』

   　第三艘船没有逃跑，而是向我发起挑战。看到同伴被干掉，它打算至少要报一箭之仇吗？激光炮以光速飞来，发射后想要躲避几乎是不可能的。那我该怎么办？只能采取随机机动，让对方无法瞄准我了。

   　三機目は逃げるのではなく、戦いを挑んできた。仲間がやられたのを見て、せめて一矢報いようとしたのだろうか？　光の速度で飛来するレーザー砲の攻撃を発射後に
     
      避
     よけるのは実質的には不可能に近い。ではどうするか？　的を絞らせないように動く、それしかない。

   「咕！？呜……！」

   「ぐっ!?　うゥ……ッ！」

   　我操纵着克里希那，一边反复进行急加速和减速，一边使用各种辅助助推器进行随机机动。感觉要吐了。

   　クリシュナを操り、急加速と減速を繰り返しながら各種サブブースターを駆使してランダム機動を取る。吐きそうだ。

   『可恶，这动作是怎么回事！』

   『くそっ、なんて動きをしやがる！』

   　宙贼也修正了射击精度，准确地向我射击。这是在游戏里没有的动作。这果然不是梦，宙贼船里似乎也和我一样是人类。我感觉想吐。

   　宙賊も射撃精度を補正して的確に射撃をしてくる。ゲームの
     
      頃
     ころにはなかった挙動だ。やはりこれは夢ではなく、宙賊船にも俺と同じ人間が乗っているらしい。吐き気がする。

   　不知是呕吐感影响了克里希那的动作，还是宙贼的射击修正超过了我回避运动的速度，激光炮终于击中了克里希那。

   　吐き気がクリシュナの動きに影響したのか、それとも宙賊の射撃補正が俺の回避運動を上回ったのか、ついにクリシュナにレーザー砲が着弾した。

   『没、没用！？』

   『き、効いてねぇ!?』

   　宙贼船发射的红色激光被克里希那展开的护盾完全挡下，连装甲上都没有留下焦痕。

   　宙賊船の放った赤いレーザーはクリシュナが展開しているシールドに完全に防がれ、その装甲に焦げ目を残すことすらできなかった。

   　已经足够了吧。

   　もう充分だろう。

   　我开始加速，朝着舰首朝向我的宙贼船冲去。转眼间，宙贼船就迫近到我眼前。简直就像在玩胆小鬼博弈。

   　俺は艦首をこちらに向けている宙賊船に向かって加速を開始する。みるみるうちに宙賊船が目の前に迫ってくる。まるでチキンレースだ。

   　宙贼船在最后关头发射激光炮，但可能是因为太过焦急，没有造成有效打击。就算打中了，那艘船的激光炮也打不穿克里希那的护盾。

   　宙賊船が苦し紛れにレーザー砲を発射してくるが、焦っているのか有効打はない。当たったとしても、あの船のレーザー砲ではクリシュナのシールドは抜けないが。

   『住、住手！妈、妈妈——！』

   『や、やめっ！　か、母さ──！』

   　在撞上去之前，我躲开了宙贼船，在擦身而过时用两门霰弹炮开火。超高速的实体弹让宙贼船的护盾达到饱和，然后将其突破，将船体打成了蜂窝。

   　激突する前に俺は宙賊の船を
     
      躱
     かわし、すれ違いざまに二門の散弾砲を撃ち込んでやった。超高速の実体弾が宙賊船のシールドを飽和させ、突き破り、その船体を
     
      穿
     うがって穴だらけにする。

   　瑞士奶酪完成了。

   　スイスチーズの出来上がりだ。

   「哈啊！哈啊、哈啊……」

   「はぁっ！　はぁ、はぁ……」

   　我让船紧急回旋，一边看着爆炸四散的宙贼船，一边调整不知何时变得紊乱的呼吸，将动力炉的输出恢复到通常模式，关闭了武装。

   　船を急旋回させ、爆発四散する宙賊の船を眺めながらいつの間にか乱れていた呼吸を整え、ジェネレーターの出力を通常モードに戻して武装をオフラインにする。

   　呕吐感不知何时消失了。看来不是心理因素，只是因为做了乱来的机动动作，让内脏吓了一跳而已。我的内心似乎比想象中还要强韧。

   　吐き気はいつの間にか収まっていた。心理的なものではなく、単に無茶な機動をしたせいで内臓がビックリしただけだったのだろうか。俺の心は思ったよりも
     
      強
     きよう
     
      靭
     じんだったらしい。

   「都做到这个份上了还没醒，那果然是现实啊……」

   「ここまでやって覚めないなら、やっぱり現実だよなぁ……」

   　不能陷入消极的情绪。要积极，积极。不然会死的，精神上。

   　暗い気持ちになってはいかん。ポジティブにいこう、ポジティブに。じゃないと死ぬ、精神的に。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「头疼了」

   「困った」

   　承认吧。这不是梦。这样的话就有很多麻烦了。要说有什么麻烦，那就是完全不知道接下来该怎么办，非常头疼。

   　認めよう。これは夢ではないということを。だとしたら色々と困る。何が困るって、これからどうしたら良いのかさっぱりわからないのがとても困る。

   　回过神来就发现自己一个人在太空船里，身处宇宙的正中央。不知道为什么会变成这样，也不觉得有办法回家。

   　気がついたら宇宙船に乗って宇宙のど真ん中に一人きり。
     
      何
     な
     
      故
     ぜこんなことになっているのかもわからない。家に帰れる方法があるとも思えない。

   「其实完全潜行型的VR装置在我不知道的时候被开发出来了，而我现在正处于完全潜行状态之类的」

   「実は俺の知らない間に完全没入型のＶＲ装置が開発されていて、俺はフルダイブ状態にあるとか」

   　我尝试着操作各种控制台，也试着喊了“打开菜单！”“登出！”之类的，但既没有出现我想要的登出菜单，也没能从这个现实中脱离。真是无情。

   　色々とコンソールを
     
      弄
     いじってみたり、メニュー呼び出し！　とかログアウト！　とか叫んでもみたが、俺の望むログアウトメニューらしきものが出てくることも、この現実から抜け出せるようなことも無かった。無情である。

   　虽然事态已经发展到让人束手无策的地步，但既然无计可施，那就只能适应现在的状况了。人类是能够适应的生物。一定会有办法的。

   　ほとほと困り果てるしかない事態であるが、どうにもならないならどうにもならないで今の状況に適応する他ない。人間は適応できる生き物だ。きっとなんとかなる。

   「换个角度想，这说不定是个不错的状况」

   「考えようによっては悪くない状況かもしれない」

   　我不仅驾驶着自己熟悉的爱机，而且培养出的操纵技术似乎也能通用。最重要的是，这架机体拥有足以轻松击败宙贼的战斗能力。既然如此，我应该能用在Stella Online里作为“佣兵”时的生存方式来生活下去。

   　俺は自身が扱い慣れた愛機と共にあり、培った操縦のスキルも通用するようだ。何より、この機体はしっかりと宙賊を
     
      一
     いつ
     
      蹴
     しゆうできるだけの戦闘能力を有している。ならば、俺がステラオンラインで繰り返してきた『
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい』としてのやり方で生活だけはできるはずだ。

   　幸运的是，货舱里装载着价值不菲的货物，我的操纵技术和爱机应该能通过狩猎宙贼来赚钱。

   　幸いなことにカーゴにはそれなりの額になるであろう積み荷があり、俺の操縦技術と愛機は恐らく宙賊狩りで金を稼ぐことができそうである。

   　再加上刚才扫描并击破的宙贼的赏金总额为一万九千艾尼。虽然不知道这个世界的物价如何，但乘坐武装太空船的宙贼的赏金应该不会是小数目。

   　更に先ほどスキャンし、撃破した宙賊の賞金総額は一九〇〇〇エネルになる。この世界の物価がどうなっているかはわからないが、武装した宇宙船に乗った宙賊の賞金が
     
      端
     はした
     
      金
     がねということはあるまい。

   　如果按照我玩的Stella Online的物价来考虑，一万九千艾尼完全不够买一艘太空船，但应该足够用来为太空船补充能源和弹药，以及进行充分的整备。

   　俺がプレイしていたステラオンラインの物価で考えれば、一九〇〇〇エネルは宇宙船の購入費用には全く足りないが、乗っている船のエネルギーの補給と弾薬の補充、そして船の整備を十全に行なってもなお余りある金額であったはずだ。

   「对了，去回收货物和资料吧。」

   「そうだ、積み荷とデータを回収しよう」

   　在Stella Online中，可以从击破的宙贼船残骸中掠夺货物和资料快取。虽然金额不大，但偶尔也能掠夺到意想不到的宝物。

   　ステラオンラインでは撃破した宙賊の船の
     
      残
     ざん
     
      骸
     がいから積み荷やデータキャッシュを略奪することができた。大した金額にはならないが、たまに掘り出し物を略奪できることもある。

   　而资料快取则可以通过分析来获得周边空域的情报。运气好的话，还能得到宙贼根据地的座标。

   　データキャッシュに関しては分析することによって周辺宙域の情報を獲得することが可能だ。運が良ければ宙賊の本拠地の座標がわかったりもする。

   　只要知道宙贼根据地的座标，就可以袭击并歼灭他们，掠夺他们囤积的所有财宝。或者，也可以将这些情报报告给管理恒星系的警备队，从而获取情报费。不管怎么说，都是有益的。

   　宙賊の本拠地の座標がわかりさえすれば、それを襲撃して
     
      殲
     せん
     
      滅
     めつし、本拠地に
     
      溜
     ため込まれたお宝を
     
      全
     すべて略奪することなども可能だ。または、その情報を恒星系を管理する警備隊に報告することによって、情報料をせしめることもできる。どちらにせよ、有益なものである。

   　我驾驶着克里希那，兴冲冲地从宙贼船的残骸中回收货物和资料快取，以及状态相对完好的装备。Stella Online的太空船都标准配备了回收这类物资的无人机。当然，我的克里希那也搭载了无人机。

   　俺はクリシュナを操縦していそいそと宙賊船の残骸から積み荷とデータキャッシュ、そして破損状態がマシな装備を
     
      剝
     はぎ取った。ステラオンラインの宇宙船にはこういった物資を回収するためのドローンが標準搭載されているのだ。当然、俺のクリシュナにもドローンは搭載されていた。

   「没什么大不了的东西啊。」

   「大したものは無いな」

   　宙贼的货物只有低质量的食品和酿造酒。酿造酒虽然能卖到不错的价钱，但根据管理恒星系的宇宙帝国的方针，有时也会被视为非法物品。是一种处理起来有点麻烦的物品。

   　宙賊の積み荷は低品質の食料品や醸造酒くらいのものだった。醸造酒はそれなりの値で売れるのだが、恒星系を管理する宇宙帝国の方針によっては非合法ということもある。扱いが少しデリケートな品だ。

   　不过，就算酿造酒是非法物品，顶多也就是被没收然后被训斥几句而已。如果是非法奴隶或者毒品之类的东西，那就相当危险了。不仅会被没收，还要支付高额的罚款，甚至有可能被逐出恒星系，最坏的情况是遭到恒星系警备队的攻击。

   　まぁ、非合法だったとしても醸造酒程度なら精々没収されてお小言を
     
      貰
     もらう程度のものである。これが違法
     
      奴
     ど
     
      隷
     れいとか、麻薬の類だとかなり危ない。没収の上高額の罰金、恒星系からの追放、最悪は恒星系警備隊からの攻撃すら有り得る。

   「哦」

   「おっ」

   　资料快取中有了收获。不仅有这个恒星系主要空间站的座标，还有宙贼据点的座标。光是把这份情报卖出去，应该就能得到比刚才击毁三艘宙贼船的报酬更高的报酬。

   　データキャッシュのほうは当たりだった。この恒星系にある主なステーションの座標だけでなく、宙賊の拠点の座標を入手することができたのだ。この情報を売りつけるだけでも先ほどの三機の宙賊船の撃破報酬よりも高い報酬を手に入れられるはずだ。

   　从资料来看，这个恒星系似乎没有可居住的行星。似乎有很多富含矿物资源的小行星带，星系内散布着几个采掘站、监狱（强迫罪犯进行严酷的采掘工作）和交易殖民地。

   　どうやら、データを見る限りこの恒星系には居住可能惑星は存在しないようである。鉱物資源の豊富な小惑星帯が多いらしく、採掘ステーションや監獄（罪人に過酷な採掘を強いている）、そして交易コロニーなどが星系内にいくつか点在しているようだ。

   「没有周边星系的资料吗……」

   「周辺星系のデータはなし、か……」

   　遗憾的是，我只得到了这个恒星系的资料，没有找到周边星系的资料。

   　残念ながら手に入ったのはこの恒星系内のデータのみで、周辺星系のデータなどは見つからなかった。

   　这个恒星系位于银河的哪个位置，这一点依然没有头绪。要想获取这些数据，就必须在某个空间站或殖民卫星连接上情报网络。

   　この恒星系が銀河のどの辺りに位置するのか、という点については依然としてわからないままだ。そういったデータを入手するにはどこかのステーションかコロニーで情報ネットワークに接続する必要があるだろう。

   「要去的话就去交易殖民卫星吧」

   「行くなら交易コロニーだな」

   　我暂且将目的地设定为这个恒星系最大的交易殖民卫星。根据情报来看，负责警备这个恒星系的警备队本部似乎也在这里。无论是领取悬赏犯的赏金，还是出售从宙贼那里得到的据点情报，这里都是个不错的选择。

   　とりあえずの目的地をこの恒星系で一番大きい交易コロニーに設定する。情報を見る限り、この恒星系を警備する警備隊本部もそこにあるらしい。賞金首の賞金を受け取るのにも、宙賊から手に入れた本拠地の情報を売り払うのにも都合が良いだろう。

   　我将主动力炉的输出设定为巡航模式，将舰首转向交易殖民卫星的方向。然后慢慢打开节流阀，在获得充分的加速后启动了超光速驱动。

   　メインジェネレーターの出力を巡航モードに設定し、艦首を交易コロニーの方向に向ける。そしてスロットルを徐々に開き、充分な加速を得たところで超光速ドライブを起動した。

   「噢噢……」

   「おぉ……」

   　伴随着轰鸣声，周围的风景扭曲变形，原本是光点的星星化为发光的线条开始向后流动。我不清楚超光速驱动的技术理论，Stella Online也没有详细说明，所以不是很清楚，但这是主要在恒星系内进行长距离移动时使用的功能。

   　
     
      轟
     ごう
     
      音
     おんと共に風景がぐにゃりと曲がったかと思うと、光点であった星々が光る線と化して後方へと流れ始めた。超光速ドライブの技術的な理論は俺にはわからないし、ステラオンライン上でも詳細は説明されていなかったのでよくはわからないのだが、これは主に恒星系内での長距離移動に使われる機能だ。

   　从驾驶舱里能看到的景色确实在动，所以我觉得应该只是以非常快的速度在移动。从没有撞上太空垃圾和小行星群导致船体严重受损来看，应该是使用了某种特殊方法来避免这些问题的技术吧。

   　実際にコックピットから見える
     
      景
     け
     
      色
     しきが動いているのが見えるので、単に
     
      物
     もの
     
      凄
     すごい速度で移動しているんだろうとは思うけれど。スペースデブリや小惑星群に衝突して船が大破しないところを見る限り、何か特殊な方法でそういった問題を回避する技術が使われているのではないだろうか。

   　顺便一提，克里希那也搭载了在恒星间移动的航行能力。那是被称为超空间驱动的功能，似乎可以通过连接恒星系和恒星系的亚空间回廊，以远超光速的速度进行恒星间移动。按照惯例，我不清楚详细的理论。

   　ちなみに、恒星間を移動する航行能力もこのクリシュナには搭載されている。そちらはハイパードライブという機能で、なんでも恒星系と恒星系を
     
      繫
     つなぐ亜空間の回廊を通って光よりも
     
      遥
     はるかに速い速度で恒星間移動をするという機能であるらしい。例によって細かい理論は俺にはわからない。

   　从游戏和玩家的角度来看，能够进行恒星间移动才是最重要的，所以采取了“细节不重要！”的立场。毕竟我也不是科幻迷……。

   　ゲーム的にもプレイヤー的にも恒星間を移動できるということが重要なのであって、細けぇこたぁいいんだよ！　というスタンスだったので。俺は別にＳＦマニアというわけでもないしな……。

   　除此之外，还有使用虫洞的超长距离移动。这种移动方式大多由NPC运营的宇宙帝国进行管理，使用上往往受到严格的限制。虽然也有玩家通过为宇宙帝国做出贡献来解除限制，但遗憾的是，我这个流浪佣兵并没有这样的机会。

   　他にもワームホールゲートを使った超長距離移動というのもある。これは大抵の場合ＮＰＣの運営している宇宙帝国が管理しており、その使用には厳しい制限が課されている事が多い。プレイヤーの中には宇宙帝国に対する貢献度を上げることによって利用が解禁された者もいたようだが、流れの傭兵プレイをしていた俺には残念ながらそういった機会はなかった。

   　在我思考着恒星间移动的时候，巨大的气体行星从我身旁掠过。我忍不住想解除超光速驱动，观察这壮阔的宇宙景象，但我还是忍住了，继续赶往贸易殖民地。要是在发呆的时候又被宙贼袭击，那可就糟了。

   　恒星間移動について思いを
     
      馳
     はせているうちに巨大なガス惑星の横を通り過ぎる。ついつい超光速ドライブを解除して壮大な宇宙の光景を観察したくなったが、ここはぐっと我慢して交易コロニーへと急ぐ。ぼけっとしているうちにまたぞろ宙賊なんぞに襲われたらたまらない。

   　现在，我应该优先考虑的不是满足自己的求知欲，而是尽快到达安全的贸易殖民地收集情报。之后再观察气体行星、小行星群和其他从未见过的宇宙景象，时间要多少有多少。一定是这样的。希望如此。

   　今、この瞬間に優先すべき事項は知的好奇心を満たすことでなく一刻も早く安全圏である交易コロニーに到達して情報を収集することである。その後であればいくらでもガス惑星や小惑星群、その他見たことも聞いたこともない不思議な宇宙の光景を観察する時間ができることだろう。そうに違いない。そうであってほしいなぁ。

   　虽然我对科幻和宇宙并没有狂热到痴迷的程度，但还是拥有着能被眼前壮阔的景象所吸引的感性。我希望能永远保持这份好奇心。

   　俺という人間にはＳＦに対しても宇宙に対しても熱狂的というまでの興味は存在していないが、それでも目の前にある壮大な光景に見入るくらいの感性は持っている。こういった好奇心は忘れずに大切にしていきたいものだ。

   　在我沉浸于宇宙的幻想时，克里希那的辅助AI通知我即将接近贸易殖民卫星。我做好了准备以应对超光速驱动的解除，但超光速驱动比我想象的还要顺利地解除了。虽然还是老样子发出了谜一般的轰鸣声。惯性之类的到底怎么了？可能是用某种未知的力场保护着船吧。

   　宇宙に思いを馳せている間に交易コロニーに接近したことをクリシュナのサポートＡＩが通知してきた。超光速ドライブの解除に備えて身構えてみたが、思ったよりもスムーズに超光速ドライブは解除された。相変わらず謎の轟音は鳴るけど。慣性とかどうなっているのだろうか？　何か未知の力場のようなもので船を保護しているのかもしれない。

   　我按照平时的步骤操作驾驶舱的侧面显示器，向贸易殖民卫星的机库坞发送对接请求。

   　いつもどおりの手順でコックピットのサイドディスプレイを操作し、交易コロニーのハンガーベイにドッキング要請を送る。

   『这里是特里梅因普莱姆殖民卫星的港湾管理局。已接受对接请求。那个，船长……？不好意思，名字部分的数据似乎损坏了』

   『こちらコロニー、ターメーンプライムの港湾管理局。当コロニーへのドッキング要請を受諾。ええと、キャプテン……？　すみません、お名前の部分のデータが破損しているようです』

   「哎？啊……这里是机体名克里希那，名字是——」

   「えぇ？　あー……こちらは機体名クリシュナ、名前は──」

   　名字，名字啊。我的本名是随处可见的平凡名字……但以这个世界的命名法则来说，听起来可能有点奇怪。

   　名前、名前か。俺の本名はどこにでも居そうな割とありふれた名前なのだが……この世界の命名法則的にはちょっと奇妙に聞こえるだろうな。

   　这里就报上刚才确认过的游戏内昵称吧。

   　ここは先ほど確認したゲーム内ネームを名乗っておこう。

   「我是希罗。船长希罗」

   「ヒロだ。俺はキャプテン・ヒロだ」

   


   　就这样，名为船长希罗的佣兵诞生于这片银河。

   　こうしてこの銀河にキャプテン・ヒロという傭兵が誕生した。

   　这是古兰坎帝国历2397年8月10日发生的事。

   　グラッカン帝国暦２３９７年８月10日のことであった。

  

 
  
   
    ＃2：第一次的太空殖民地

    ＃２：はじめてのスペースコロニー

   

   


   


   　那么，差不多该来聊聊我，佐藤孝弘这个男人的事情了。

   　さて、そろそろこの俺、
     
      佐
     さ
     
      藤
     とう
     
      孝
     たか
     
      弘
     ひろという男のことについて語っておこう。

   　佐藤孝弘，日本人，居住于北海道某市。年龄二十七岁，单身。高中毕业后，从当地的工业大学毕业后就职于当地的企业。大学时代和在网络上认识的女性交往，但因为是远距离恋爱而分手。就职后因为会用电脑而被任命为公司内的网络管理员，但由于没有专业知识，所以一边学习一边处理业务，每天都过得很辛苦。

   　佐藤孝弘、日本人、北海道某市在住。年齢は二十七歳、独身。高校卒業後、地元の工業大学を卒業して地元企業に就職。大学時代にネットで知り合った女性と交際するも、遠距離恋愛だったため破局。就職後はパソコンを使えるということで社内のネットワーク管理者とされたが、専門知識など無かったので勉強をしながらの業務に四苦八苦する。

   　每天都在处理业务的同时，还要应付在工作时浏览新闻网站、购物网站，甚至浏览奇怪的网页游戏和色情网站而感染病毒的男女老少同事们，有时还会对他们发火。

   　業務中にニュースサイトや通販サイト、果ては怪しいブラウザゲームやらエロサイトまで見てウィルスを
     
      貰
     もらってくる老若男女の同僚達に時にブチ切れつつ業務をこなす毎日。

   　兴趣是游戏。总之就是游戏。杂食性，和风游戏和欧美游戏都玩。有一段时间沉迷于某款FPS游戏，不断钻研，最后在得分排行榜上成为单人排名者。

   　趣味はゲーム。とにかくゲーム。雑食性で和ゲーも洋ゲーも割と何でもやる。一時期とあるＦＰＳゲームにドハマリし、やりこみにやりこみを重ねてスコアランキングでシングルランカーになる。

   　虽然没有拿到第一名的实力，但当时在日本也是争夺个位数排名的排名者。每天都过着杀气腾腾的生活，甚至被同事说「眼神很锐利，很可怕」而感到害怕。

   　
     
      流石
     さすがに一位を取るだけの腕はなかったが、当時は日本でも
     
      一
     ひと
     
      桁
     けたのランクを争うランカーであった。同僚に『目付きが鋭くて怖い』と
     
      怯
     おびえられるくらいに殺伐とした毎日を過ごしていたと思う。

   　但是，这样的日子也让我在不知不觉间感到疲惫，于是开始玩起了能让我在浩瀚宇宙中冒险的Stella Online。结果我也沉迷于这款游戏，玩得不亦乐乎。

   　しかし、そんな毎日にもいつしか疲れて広大な宇宙を冒険できるというステラオンラインを始めた。結局これにもドハマリしてやりこんでいたわけだけれども。

   　我本人能说的情报也就这些了……啊，还有我喜欢碳酸饮料。那种刺激喉咙的感觉让人欲罢不能。

   　俺個人の語るべき情報なんてこれくらいのこと……ああ、あと好物は炭酸飲料だ。シュワッとした
     
      喉
     のど
     
      越
     ごしってたまらないよな。

   　好了，虽然我一直在唠唠叨叨地讲自己的事情，但说到我现在的状况。

   　さて、だらだらと俺のことについて語ったが、俺の今の状況はと言うと。

   「那么，这些大量的稀有金属是从哪里来的？」

   「それで、この積み荷の大量のレアメタルはどこで？」

   「船上装载的这些『几乎』都是从击破的宙贼那里抢来的战利品。除此之外还能有什么？」

   「船に積んであるものは『ほぼ』宙賊を撃破して奪った略奪品ですが。それ以上何があると？」

   　我正被港湾管理局职员疯狂盘问。酿造酒在这个殖民卫星并不是什么违禁品，所以倒还好，但关于这些数量庞大的稀有金属，他们就追问起来源了。说实话，就算他们追问，我也不知道来源，所以只能装傻。

   　港湾管理局員に
     
      滅
     め
     
      茶
     ちや
     
      苦
     く
     
      茶
     ちや尋問されていた。このコロニーにおいて醸造酒は別に禁制品でもなんでも無かったのは良かったのだが、まとまった量のレアメタルに関しては
     
      出
     で
     
      処
     どころを探られた。ぶっちゃけ出処を探られても俺もわからないので、しらを切るしかない。

   　现在的我是个没有所属单位的自称佣兵。没有任何能证明身份的东西。要是有这种可疑的家伙带着大量的贵金属进来？那当然很可疑。可以说是可疑到爆。港湾管理局职员也干劲十足地盘问我。

   　今の俺は所属も何もない自称
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいである。身分を証明するものが何一つ無いのだ。そんな怪しい
     
      奴
     やつが大量の貴金属を持ち込んできたら？　そりゃ怪しい。怪しさ大爆発というやつだ。港湾管理局員さんも張り切って尋問するというものだろう。

   「……无论如何都不能说出来源吗？」

   「……どうしても出処は言えないと？」

   「关于货物的来源，我刚才不是已经毫不隐瞒地告诉你们了吗？这种毫无意义的对话我已经受够了」

   「積み荷の出処に関してはさっきから包み隠さず言ってるでしょうが。いい加減この不毛なやり取りにはうんざりなんだが」

   　我感觉这个男人是故意在重复毫无意义的对话。他是在等我受够了之后露出马脚吗？还是说他想要我给他什么好处？比如贿赂？

   　どうもこの男、意図的に堂々巡りを繰り返している感じなんだよな。俺がうんざりして何かしらのボロを出すのを待っているんだろうか？　それとも、何か求められているのか？　
     
      袖
     そでの
     
      下
     したとか？

   　哈哈？他是想让我自己说出贿赂之类的话，然后以此为借口把我抓起来，或者威胁我吗？

   　ははぁん？　こっちから袖の下を
     
      仄
     ほのめかすような発言を引き出して、それをネタに俺をしょっぴくか、脅して
     
      強
     ゆ
     
      請
     するかするつもりだな？

   　和这种人认真对话只是浪费时间。该怎么办呢……正当我这么想的时候，审讯室的门突然被打开，有人闯了进来。

   　こういう手合いにまともに付き合うのは時間の無駄だなぁ。どうしたものか……と、そう考えているとノックもなしに尋問室の扉が開き、
     
      闖
     ちん
     
      入
     にゆうしてくる者があった。

   　那是一个年轻的女人，甚至可以说是少女。而且还是个大美人。她有着端正的五官，闪亮的金发，红色的眼睛，还穿着纯白的军服和红色的斗篷。她的打扮简直就像女骑士，不，是女武神吗？

   　若い女だ。いっそ少女と言っても良い。それもかなりの美人である。整った目鼻立ち、輝く金髪、
     
      紅
     あかい
     
      瞳
     ひとみ、そして純白の軍服に赤いマントまである。その
     
      出
     いで
     
      立
     たちはまるで女騎士、いや戦乙女だろうか？

   　虽然她看起来很文静，但我觉得她的眼神中有一瞬间透露出猛禽般的锐利。看来最好别被她的外表所欺骗。

   　おっとりとした雰囲気を
     
      纏
     まとっているように見えるが、その瞳に一瞬だけ
     
      猛
     もう
     
      禽
     きんのような鋭さが
     
      垣
     かい
     
      間
     ま
     
      見
     みえたように思える。どうも、見た目の雰囲気に
     
      騙
     だまされないほうが良さそうな娘だな。

   「这，这不是瑟琳娜大人吗。您为什么会在这里？」

   「こ、これはセレナ様。
     
      何
     な
     
      故
     ぜこのような場所に？」

   「我在机库坞看到了一艘陌生的船。他就是那艘船的主人吗？」

   「ハンガーベイで見慣れない船を見かけたものですから。彼が船の主ですか？」

   「是、是的。」

   「は、はい」

   　港湾管理局职员突然开始冷汗直冒，将自己手上类似平板电脑的东西交给了被称为瑟琳娜大人的女军人。她大致浏览了一下，然后将视线转向我。

   　急にだらだらと脂汗を流し始めた港湾管理局員がセレナ様と呼んだ女軍人に自分が持っていたタブレット端末のようなものを渡す。それにザッと目を通した彼女は俺に視線を向けてきた。

   「虽然你运了相当多的稀有金属，但应该不是什么见不得人的东西吧？」

   「結構な量のレアメタルですが、後ろ暗いものではないのですね？」

   「我可以发誓。」

   「誓っても良い」

   「唔……没有在佣兵公会注册的自称佣兵击破了宙贼吗？还有其他需要报告的事情吗？」

   「ふむ……傭兵ギルドに登録もしていない自称傭兵が宙賊を撃破ですか。他に何か報告することはありますか？」

   「我的船上载着疑似是那些家伙根据地的座标资料。这是分析了击破的宙贼船的资料快取后得到的情报。我本来打算在领取赏金的时候，顺便把这份情报也交出去，但一让他们看到货物，就被带到这里来了。」

   「船に奴らの本拠地らしき場所の座標データがある。撃破した宙賊船のデータキャッシュを解析して得た情報だ。賞金を貰うついでに、その情報も引き渡そうとしていたんだが、積み荷を見せた途端にここに引っ張ってこられてな」

   　我像是在强调自己真的很困扰一样，对着女军人耸了耸肩。

   　ほとほと困っているのだ、ということを主張するように女軍人に向かって肩を
     
      竦
     すくめてみせる。

   　我猜她是隶属于恒星系警备队的人，才会采取这样的行动。她看起来比港湾管理局职员的立场更高，所以我才想表现出合作的态度，希望她能帮忙解决这个问题。

   　彼女は恒星系の警備隊に所属する人物だろう、と踏んでの行動だ。どうやら彼女は港湾管理局員より立場が上であるようだし、協力する意思を見せてなんとかしてもらえないかと考えたのだ。

   [image: ]

   「没有证据证明他的货物是赃物吧？」

   「彼の積み荷が盗品であるという証拠は無いのですね？」

   「是、是的，您说得没错。」

   「え、ええ、それはそうですが」

   「那不就没事了吗？他不是要把货物卸载到这个殖民卫星吗？稀有金属一直都有些短缺，应该没有任何问题吧？」

   「では良いではありませんか。彼は積み荷をこのコロニーに卸してくれるのでしょう？　レアメタルは常に不足気味ですし、何の問題もないのでは？」

   「可、可是……」

   「し、しかし……」

   「可是？你打算对身为霍尔斯侯爵女儿的我提出什么意见吗？」

   「しかし？　ホールズ侯爵の娘であるこの私に何か意見をするつもりなのですか？」

   「不，那个……」

   「いえ、その……」

   「说起来，最近好像有个港湾管理局职员，会刁难停靠到这个殖民卫星的船只货物，然后要求贿赂呢？」

   「そういえば、最近このコロニーに立ち寄る船の積み荷に難癖をつけて袖の下を要求する港湾管理局員がいるそうですね？」

   　被称为瑟琳娜大人的女军人对港湾管理局职员露出了微笑。被她微笑以对的港湾管理局职员浑身颤抖。我也浑身颤抖。明明是笑容，却不知为何很可怕。

   　セレナ様と呼ばれた女軍人が港湾管理局員ににっこりと笑みを向けた。笑みを向けられた港湾管理局員が震え上がる。俺も震え上がる。笑顔なのになぜか怖い。

   「我、我绝对没有做过那种事！」

   「わ、私はそんなことは決して！」

   「我们能以合理的价格买到稀有金属，而讨伐了宙贼，有实际成绩的善良自称佣兵的他则能拿到艾尼作为报酬，然后他会在这个殖民卫星使用那些艾尼。谁都没有损失吧？」

   「我々は適正価格でレアメタルを手に入れられる、宙賊を討伐した実績のある善良な自称
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいの彼は対価としてエネルを受け取る、そして彼はそのエネルをこのコロニーで使う。
     
      誰
     だれも損をしませんね？」

   「是、是的，您说得没错！我这就去办理手续！」

   「は、はい、
     
      仰
     おつしやる通りです！　手続きを進めてまいります！」

   　港湾管理局职员从座位上起身，逃也似地离开了审讯室。他应该不是真的在逃命吧。我被留在了和被称为瑟琳娜大人的女军人独处的房间里。目送港湾管理局职员离开的瑟琳娜将视线转向了我。

   　港湾管理局員が席を立ち、逃げるように尋問室を去っていく。実際に逃げたのではないだろうか。俺はセレナ様と呼ばれた女軍人と二人きりにされてしまった。港湾管理局員の背中を見送ったセレナがこちらに視線を向けてくる。

   「不好意思，他有点过于忠于职守了。」

   「すみませんね、彼は少々職務に忠実過ぎるところがありまして」

   「不，我的身份确实可疑，这也是没办法的事。」

   「いえ、確かに怪しい身の上ですから仕方がないかと」

   　实际上我的身份确实很可疑，没办法。毕竟我在附近的佣兵公会没有活动记录。不仅如此，我的船甚至没有在附近恒星系活动过的痕迹。

   　実際に怪しいのだから仕方ない。近隣の傭兵ギルドにおける活動実績なし。それどころか、近隣恒星系で俺の船が活動した
     
      痕
     こん
     
      跡
     せきすら無いだろうからな。

   　而且船上的所有者名称数据损坏了。虽然生物认证毫无疑问地通过了我的数据，所以船才没有被没收，但只要走错一步，连船都会被抢走。

   　しかも船に登録されているオーナー名はデータが壊れていた。生体認証は間違いなく俺のデータで通ったので、なんとか船は取り上げられずに済んだが、一歩間違えば船まで奪われるところだった。

   「是啊，你可疑到就算说你是从别的宇宙迷路过来的也不奇怪。你是怎么来到这个恒星系的？」

   「そうですね、まるで突然別の宇宙から迷いこんできたと言われてもおかしくないくらいに怪しいですね。どういう経緯でこの恒星系に？」

   「好像是在超空间驱动航行中发生了事故。因为事故的影响，我的记忆很模糊，老实说我现在正不知所措。在混乱的时候被宙贼袭击，我反过来击败了他们，掠夺了他们的资料快取和货物，然后分析了这些资料，才来到了这个空间站。幸运的是，我只清楚地记得自己的名字和佣兵的身份。」

   「ハイパードライブでの航行中になんらかの事故が起きたようで。事故の影響か記憶ははっきりしないですし、正直途方に暮れているところです。混乱している間に宙賊に襲われ、それを返り討ちにしてデータキャッシュと積み荷を略奪、それを解析してこのステーションに
     
      辿
     たどり
     
      着
     ついたというわけです。幸い、自分の名前と傭兵という立場だけははっきりと覚えていたので」

   　我将虚实交织在一起，讲述自己的来历。这个设定是在被港湾管理局职员盘问的时候想出来的。虽然不是没有可以吐槽的地方，但应该不会让人觉得绝对不可能。

   　虚実を織り交ぜて身の上を話す。この設定は港湾管理局員に尋問されている間に考えたものだ。ツッコミどころは無くもないが、絶対にありえないとも言えない話という感じになっている
     
      筈
     はずである。

   「记忆模糊不清吗？你还有可能是贝雷贝雷姆联邦的间谍哦？」

   「記憶がはっきりしない、ですか。
     
      貴方
     あなたにはベレベレム連邦のスパイではないかという嫌疑もかかっているのですが？」

   「那也太牵强了吧。如果我是那个，贝雷贝雷姆联邦？」

   「それは
     
      流石
     さすがに無理筋かと。もし私がその、ベレベレ連邦？」

   「是贝雷贝雷姆联邦。」

   「ベレベレム連邦です」

   「如果我是贝雷贝雷姆联邦的间谍，会光明正大地带着出处不明的稀有金属，乘着陌生的船，而且还是从正面进入这个殖民卫星吗？而且还是身份不明的自称佣兵。再怎么说也太引人注目了吧。如果我是那个间谍的上司，在看到计划书的阶段就会立刻把那家伙叫出来揍一顿了。」

   「ベレベレム連邦のスパイだとして、堂々と出処不明のレアメタルを持って、見慣れない船に乗って、しかも真正面からこのコロニーに入港しようとなどするものですかね。しかも身分不詳の自称傭兵として。いくらなんでも目立ちすぎでしょう。私がそのスパイの上司なら、計画書に目を通した段階で即そいつを呼び出してぶん殴りますね」

   　虽然也不是不能考虑故意反其道而行，但再怎么说也太夸张了吧。

   　
     
      敢
     あえて裏を
     
      突
     ついて、ということも考えられなくはないだろうが、いくらなんでもやりすぎだろう。

   「真巧，我也会这么做。」

   「奇遇ですね、私もそうします」

   　女军人噗哧一笑。她笑起来的样子非常可爱。不过她给人的印象太可怕了，我并不想接近她。

   　女軍人はクスリと笑った。普通に笑うととてつもなく
     
      可愛
     かわいらしいな。おっかない印象のほうが強いからお近づきになりたいとは思わないが。

   「算了，没关系。我会跟警备队本部的人说一声，你只要去领取奖金和交出资料快取就好。」

   「まぁ、良いです。私のほうから警備隊本部の者には話を通しておきますので、賞金の受け取りとデータキャッシュの引き渡しをしてくださいね」

   「感谢。」

   「感謝します」

   　我老实地低头道谢，她露出满意的表情离开侦讯室……在离开前，她转过头来。

   　素直に頭を下げて感謝を示すと、彼女は満足そうな顔で尋問室を出てい……く前にこちらに振り返った。

   「你这个人真有趣。我会根据情报制定作战计划，你一定要参加哦？」

   「貴方、面白いですね。情報を元に作戦を立てますから、きっと参加してくださいね？」

   　她笑嘻嘻地离开了。虽然和刚才不同，不再那么可怕，但那笑容却让我本能地感到危险。

   　にっこりと笑ってから彼女が去っていく。先ほどと違って怖くはなかったが、何か本能的な部分で危険を感じさせる笑みだった。

   　消灭宙贼虽然是个赚钱的工作……但和她扯上关系似乎有点危险。

   　宙賊退治は稼げる仕事ではあるが……ちょっと彼女と密接に関わるのは危ないようにも思えるな。

   　过了一会儿，港湾管理局职员回来了，我终于得以离开侦讯室。肚子也差不多饿了。

   　少しして港湾管理局員が戻ってきたので、ようやっと俺も尋問室から解放される。そろそろ腹が減ってきたところだったんだよ。

   「那么，稀有金属的收购金额是两百五十万艾尼。请确认。」

   「では、レアメタルを引き取らせていただきまして、その代金が二五〇万エネルになります。ご確認ください」

   「好。」

   「はいよ」

   　我启动了手机形状的小型情报终端，确认我的账户里确实收到了两百五十万艾尼。这个小型情报终端是放在克里希那驾驶舱里的居住空间里的东西，是这个银河系里最普及的工具之一。它具备了与船通信，导航，钱包，以及其他各种各样的功能。

   　スマートフォンのような形をしている小型情報端末を起動し、確かに二五〇万エネルが俺の口座に振り込まれていることを確認する。この小型情報端末はクリシュナのコックピット裏にある居住スペースに置いてあったもので、この銀河において最もポピュラーなツールの一つだ。これ一つで船との通信、ナビゲーション、財布、その他
     
      諸
     もろ
     
      々
     もろの機能を備えている。

   　虽然居住空间的收纳箱里还放着很多其他方便的东西，但这次我只带出了这个情报终端和防身用的激光枪。激光枪在进入审讯室之前连同枪套一起被没收了，所以我请他们还给我。

   　他にも色々と便利なものが居住スペースの収納には入っていたのだが、今回持ち出してきたのはこの情報端末と護身用のレーザーガンだけだ。レーザーガンは尋問室に入る前にホルスターごと没収されていたので、しっかりと返してもらう。

   「没有其他东西了吧？没有的话，我想赶紧去警备队本部领赏金，然后回船上休息了」

   「他には何もないな？　ないならとっとと警備隊本部に行って賞金を受け取って、船に戻って休みたいんだが？」

   「嗯，已经没有了。耽误你的时间了」

   「ええ、もう大丈夫です。お手間を取らせました」

   「是吗。那再见」

   「そうか。じゃあな」

   　在这里和他们争执也没有任何好处，所以我赶紧离开了港湾管理局。然后我去了警备队本部，但那个被称为瑟琳娜大人的女军人似乎已经和他们沟通过了，所以事情进展得很顺利。

   　ここで突っかかっていっても良いことなど何もないので、とっとと港湾管理局を後にする。そして次に向かうのは警備隊本部だが、こちらはセレナ様と呼ばれていた女軍人がちゃんと話を通してくれていたらしく、スムーズに事を運ぶことができた。

   　宙贼的赏金一万九千艾尼和情报提供费十五万艾尼很快就支付完毕。这样一来我的持有金额就变成了两百六十六万九千艾尼。好多钱啊！

   　宙賊の賞金一九〇〇〇エネルと、情報提供料一五万エネルが速やかに支払われた。これで俺の所持金は二六六九〇〇〇エネルとなったわけだ。たくさんだな！

   　我稍微打听了一下这个殖民卫星的物价，一顿基本的饭菜差不多要五艾尼。稍微奢侈一点的话要十到十五艾尼。清洁的饮用水一升要三艾尼。船的停泊费是二十四小时一百五十艾尼。嗯，把一艾尼想成一百日元应该没问题吧？水好像有点贵。停泊费也是一天一万五千日元的话感觉还挺贵的。

   　軽くこのコロニーの物価を聞いてみたのだが、基本的な食事一食分でだいたい五エネル。少し
     
      贅
     ぜい
     
      沢
     たくをすれば一〇から一五エネル。清潔な飲料水は一リットルで三エネル。船の停泊料は二十四時間当たり一五〇エネルだそうだ。うーん、一エネル一〇〇円くらいで考えれば良いのだろうか？　水がちょっと高いかな。停泊料も一日一五〇〇〇円と考えると結構高く感じるな。

   　不过，毕竟是殖民卫星，空气也要花钱，水本来应该也很珍贵。这么一想，这个价格或许还算良心。

   　まぁ、コロニーだから空気にもコストがかかっているのだろうし、水だって本来貴重なはずだ。そう考えると割と良心的なお値段なのかもしれない。

   　我想想，如果在船上睡觉，滞留在这个殖民卫星一天所需的最低费用是三顿饭十五艾尼，四升水十二艾尼，停泊费一百五十艾尼，加起来一共是一百七十七艾尼。

   　ええと、船で寝るとして、このコロニーに滞在するのにかかるお金は一日当たり最低限でも食事三回で一五エネル、水四リットル分で一二エネル、停泊料で一五〇エネル、合わせて一七七エネルか。

   　可以滞留四十年左右，太棒了。不过，滞留那么久的话，感觉又会遇到其他问题。或许找个地方建立一个可以定居的据点比较好。

   　四〇年くらいは滞在できるぞ、やったぜ。まぁ、そんなに長期滞在したら別の問題に見舞われそうだが。どこかに定住できるような拠点でも作ったほうが良いのかもしれない。

   　总之，只要不乱花钱，我手头的钱足够让我过上一段衣食无忧的生活。

   　とにかく、散財さえしなければ当面の生活には全く不自由しない程度の金が手に入ったわけだ。

   　来到陌生的土地，我本来还有些不安，但拿到足够生活一段时间的钱后，我松了一口气。先是突然被宙贼缠上，然后一到殖民卫星又被官员缠上，我其实一直都很紧张。现在终于可以放下肩上的担子了。

   　見知らぬ土地に来てちょっと不安だったが、とりあえず当面生活するだけの金が手に入ったことに俺はホッとした。いきなり宙賊に絡まれるわ、コロニーに着いたら着いたで役人に絡まれるわと割と緊張しっぱなしだったからな。肩の荷が降りた気分だ。

   　我一边想着这些事，一边踏着轻快的脚步回到了停泊的船上。

   　俺はそんなことを考えながら若干軽くなった足取りで停泊している船へと戻るのだった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　回到船上的我连接到贸易殖民卫星的网络，花了几天时间收集情报。

   　船に戻った俺は交易コロニーのネットワークに接続し、数日を情報収集に費やした。

   　当然，我用的是合法的方法，而非非法手段。我向港湾管理局申请连接网络以收集情报，然后在他们的网络管理员的监控下收集情报。

   　
     
      勿
     もち
     
      論
     ろん、
     
      非合法
     イリーガルな方法ではなく
     
      合法
     リーガルな方法でだ。港湾管理局に情報収集のためのネットワーク接続を要求し、彼らのネットワーク管理者にアクセス内容を監視されながらの情報収集である。

   　我首先收集的是邻近恒星系和统治该恒星系的宇宙帝国的情报。我决定先了解一下自己所在的地方的情势。

   　俺がまず収集したのは、近隣恒星系やそれを支配する宇宙帝国の情報である。自分が今いる場所の情勢をチェックすることにしたわけだ。

   　首先，我所在的恒星系被称为特里梅因星系。这是一个以B型恒星特里梅因为中心的恒星系，有四颗行星。

   　まず、俺が今いる恒星系の名前だが、ターメーン星系と呼ばれている恒星系だ。Ｂ型恒星であるターメーンを中心とした恒星系で、四つの惑星が存在している。

   　特里梅因Ⅰ离恒星很近，地表温度非常高，几乎没有利用价值。离恒星第二近的是特里梅因Ⅱ，是由氘和氦3构成的气体行星。这些物质似乎可以从这颗气体行星上开采出来作为能源资源。

   　ターメーンⅠは恒星に近く、非常に地表温度の高い星で利用価値が
     
      殆
     ほとんど無い。次に恒星に近いのがターメーンⅡで、重水素やヘリウム３で構成されているガス惑星だ。このガス惑星からはそれらの物質がエネルギー資源として採掘されているらしい。

   　这三颗行星周围有一条小行星带，从这里可以开采到稀有金属和其他丰富的矿物资源。

   　その三つの星を取り囲むように小惑星帯が存在しており、この小惑星帯からはレアメタル他、豊富な鉱物資源が採掘されているそうだ。

   　更外侧还有两颗行星，分别叫做特里梅因Ⅲ和Ⅳ。真是毫无创意的名字。

   　更にその外側に二つの惑星があり、それぞれの名前がターメーンⅢとⅣときた。何の
     
      捻
     ひねりもない名前だな。

   　特里梅因Ⅲ是一颗有毒的大气和酸雨不断降落的有毒行星，但这些大气和酸雨似乎可以作为有价值的化学物质来利用，而且地表和地底也埋藏着有用的金属。轨道上建有开采站兼监狱，罪犯在那里被强迫进行严酷的劳动。

   　ターメーンⅢは有毒な大気と酸の雨が降り注ぐ有毒惑星なのだが、この大気と酸の雨が価値のある化学物質として利用されるらしく、さらに地表や地中にも有用な金属が埋蔵されているのだとか。軌道上に採掘ステーション兼監獄が建設されており、罪人が過酷な労働を課されているという。

   　特里梅因Ⅳ也和特里梅因Ⅱ一样是气体行星，但离贸易殖民地很远。同样作为气体行星的特里梅因Ⅱ离小行星带更近，开采起来更方便，所以特里梅因Ⅳ似乎被搁置了。

   　ターメーンⅣもターメーンⅡと同じくガス惑星であるそうだが、こちらは交易コロニーから遠い。同じガス惑星であるターメーンⅡのほうが小惑星帯にも近く採掘の便が良いため放置されているようである。

   　总结一下，这个恒星系的资源相当丰富。各种规模的商船和采掘船都会在这样的恒星系活动，宙贼们也不愁没有猎物。也就是说，佣兵们也不愁没有工作。

   　まとめると、この恒星系はなかなかに資源の豊富なところであるということである。こういった恒星系では様々な規模の商船や採掘船が活動するので、宙賊どもも獲物に事欠かない。つまり、傭兵の仕事にも事欠かないというわけだ。

   　虽然还有一个佣兵们不愁没有工作的要素，但先来说明一下支配这个恒星系的宇宙帝国吧。

   　もう一つ傭兵の仕事に事欠かなそうな要素があるのだが、先にこの恒星系を支配している宇宙帝国について説明しよう。

   　支配这个恒星系的宇宙帝国名为古兰坎帝国。国家由皇帝和服从于皇帝的贵族阶级运营，作为国家的势力似乎相当强大。

   　この恒星系を支配している宇宙帝国の名はグラッカン帝国という。皇帝とそれに従う貴族階級によって国家が運営されており、国家としての勢いはなかなかのもののようだ。

   　最近几年，古兰坎帝国和原本关系就不太好的邻国贝雷贝雷姆联邦之间的对立浮出水面，国境附近的零星冲突不断。

   　ここ数年で元から仲の悪かった隣国のベレベレム連邦との対立が表面化してきており、国境付近での小競り合いが絶えないようである。

   　这就是另一个“佣兵们不愁没有工作的要素”，这个特里梅因星系非常靠近古兰坎帝国和贝雷贝雷姆联邦的国境，或者可以说，它就位于国境上。

   　これがもう一つの『傭兵の仕事に事欠かなそうな要素』というやつなのだが、このターメーン星系というのはグラッカン帝国とベレベレム連邦の国境に非常に近いというか、まさに国境にある恒星系なのである。

   「再这样待在这个星域的话，会被卷入纷争的」

   「このままこの星域にいたら紛争に巻き込まれるな」

   　毫无疑问。绝对会被卷进去。虽然对佣兵来说这是赚钱的好机会，但老实说，在对这个世界一无所知的情况下参加纷争风险太大了。

   　間違いない。絶対に巻き込まれる。傭兵としては稼ぎどころなのだが、正直この世界のことが右も左もわからない状況で紛争に参加するのはあまりにもリスキーだ。

   　参加纷争就意味着要和宇宙帝国的正规军战斗。这和对付那些只有破烂船的宙贼完全不是一个级别的。

   　紛争に参加するということは、宇宙帝国の正規軍相手に戦うということである。ボロい艦艇しか持っていない宙賊相手に戦うのとはわけが違うのだ。

   「要赶紧飞去别的恒星系吗？这也不太好……」

   「とっとと他の恒星系に飛ぶか？　それもなぁ……」

   　上次那件事之后，我好像被瑟琳娜大人给盯上了。虽然她没有主动和我接触，但偶尔查看一下船外的情况，就会发现有貌似警备队队员的军人在监视着这艘船。

   　先の一件でどうもあのセレナ様に目をつけられたっぽいんだよなぁ。向こうからなにか接触があるわけではないが、たまに船外の様子を探ると警備隊の隊員らしき軍人がこの船を監視するように眺めていることがあるし。

   　要是慌慌张张地离开这个恒星系，我有预感会发生不好的事情。现在还是像个佣兵一样暂时去消灭一下宙贼，等风头过去比较好。

   　慌ててこの恒星系を後にしたらどうにも悪いことが起こる予感しかしない。ここは傭兵らしく
     
      暫
     しばらく宙賊退治でもして過ごすなりしてほとぼりが冷めるのを待ったほうが良さそうだ。

   「话说回来……」

   「それにしても……」

   　我看着银河地图沉吟起来。我试着输入了几个在Stella Online里存在的星系名称，但这些星系在银河地图上却搜索不到。

   　
     
      銀河地図
     ギヤラクシーマツプを眺めて
     
      唸
     うなる。俺の記憶にあるステラオンラインに存在した星系の名前をいくつか入力してみたのだが、ギャラクシーマップ上ではそれら星系が検索にヒットしないのだ。

   　我还调查了其他各种各样的东西，但总感觉有些奇怪。比如造船厂和市面上流通的船的性能，还有其他装备和道具之类的东西，有很多都和Stella Online里存在的一样。我所拥有的知识也大多都能通用。

   　その他にも色々と調べてみたのだが、どうにも妙な感じなのである。例えば、シップメーカーや流通している船の性能、その他装備やアイテム類などはステラオンラインにも存在したものが多くある。俺の持っている知識もそのまま通じるものが多い。

   　但是另一方面，这里似乎也流通着一些我从未见过的船和道具。

   　しかし、一方で俺も見たことがない船やアイテムなども流通しているようだ。

   　而最大的问题就是各地的势力。比如支配这个星系的古兰坎帝国，似乎是一个规模相当大的宇宙帝国。但是在我记忆中，Stella Online里并没有名为古兰坎帝国的宇宙帝国。至少在玩家们探索过的范围内没有。

   　そして、一番の問題が各地の勢力である。例えばこの星系を支配しているグラッカン帝国なのだが、かなりの規模を誇る宇宙帝国であるようだ。しかし、俺の記憶ではステラオンライン内にグラッカン帝国という名前の宇宙帝国は存在しない。少なくとも、プレイヤーが探索している範囲内には。

   　在Stella Online中，可以冒险的银河非常广阔，玩家们至今仍未到达银河的中心区域。或许，古兰坎帝国是Stella Online中尚未发现的宇宙帝国——也就是说，它可能位于银河的另一侧……但如果是这样的话，Stella Online中的造船厂制造的船会在这个地区流通就显得很奇怪了。

   　ステラオンラインで冒険できる銀河は広く、
     
      未
     いまだにプレイヤー達は銀河中心部に到達していなかった。もしかしたら、ステラオンラインでは未発見の宇宙帝国──つまり、銀河の反対側とかに位置する宇宙帝国である可能性もあるのだが……それだとステラオンラインに存在するシップメーカーの船がこの辺りにも流通しているのはおかしいような気がする。

   「嗯……这真的是同一个世界吗？」

   「うーん……同じ世界なのかどうなのか」

   　在这种异常情况下，我所拥有的优势就是这艘克里希那，以及在Stella Online中培养的经验和知识。但是，我无法准确地估计这些经验和知识能起到多大作用。

   　この異常な状況下で俺が持つアドバンテージ。それはこのクリシュナと、ステラオンラインで培った経験や知識ということになるのだろうが、どうにもその経験や知識というのがどの程度役立つのかが測りきれない。

   　我所知道的知识可能会成为多余的先入为主观念，导致我犯下致命的错误。今后，即使是我应该知道的知识，我也应该抱持怀疑的态度，养成习惯去确认这些知识在这个世界是否也适用。先入为主的想法是很危险的。

   　俺の知っている知識が余計な先入観となって致命的な失敗を犯す可能性も有り得る。今後、知っているはずの知識でも疑ってかかり、この世界においても知識通りなのかどうなのか、
     
      摺
     すり合わせる癖をつけていったほうが良いかもしれない。思い込みというのは危険なものだ。

   「……差不多该补充食物了。」

   「……そろそろ食料の補給もしなきゃならんな」

   　这几天，船里原本装载的食物几乎都被吃光了。谷麦棒、肉干、罐头，还有自动调理器用的自动食物料理包，都是这类的东西。

   　この数日で船に元々積み込まれていた食料はほぼ食い尽くした。グラノーラバーのようなものとか、ジャーキーのようなものとか、缶詰だとか、あとは自動調理器用のフードカートリッジだとか、そういった類のものだ。

   　自动食物料理包是用栽培的藻类加工而成的，用于自动调理器……简单来说，就是一种能做出食物的3D打印机。

   　フードカートリッジというのは栽培された藻を加工したもので、自動調理器……簡単に言えば食べ物を作れる３Ｄプリンタのような機械に使うものだ。

   　它能做出肉和鱼等食物，其逼真程度让人难以相信原料是藻类。虽然不怎么好吃，但还是能吃。不愧是科幻世界的烹饪机器。

   　元が藻だということが信じられないレベルで肉っぽいものや魚っぽいものを作り出す。
     
      美
     う
     
      味
     まくはないが、普通に食える。
     
      流石
     さすがはＳＦ世界の調理マシンだな。

   　顺便一提，产生的垃圾和我的排泄物会在克里希那内部进行回收处理，压缩成块状，然后由殖民卫星回收。处理费用似乎包含在停泊费中。

   　ちなみに、発生したごみや俺の
     
      排
     はい
     
      泄
     せつ物はクリシュナの内部でリサイクル処理が
     
      為
     なされてブロック状に圧縮され、コロニーに引き取ってもらうようになっていた。処理代金などは停泊費に含まれているらしい。

   　我当然不知道有这种系统，所以向前来回收的职员请教，结果被对方一脸诧异地看着，仿佛在说“这家伙连这种常识都不知道吗”。对不起，真的很抱歉。毕竟Stella Online里没有描写到这种程度。

   　当然俺はそんなシステムを知らなかったので、回収に来た職員の人に教えを
     
      乞
     こう形になって変な顔をされた。こいつはこんな常識も知らんのかと。すまない、本当にすまない。流石にステラオンラインにはそこまでの描写は無かったんだ。

   　关于这方面的常识，我通过网络进行了各种调查和学习。虽然还有些危险，但应该已经没问题了。

   　その辺りの常識に関してはネットワーク経由で色々と調べて学習した。まだ危なっかしい面はあるが、もう
     
      概
     おおむね大丈夫だと思う。

   　另外，我仔细地探索了克里希那的内外，发现克里希那的居住性比我想象的要好。克里希那原本是最多可搭乘五人的小型舰，舰内有一间单人房、两间双人房，还有淋浴间、洗衣间、厨房和医务室等设施。

   　あと、じっくりとクリシュナの内外を探検してわかったことなのだが、俺の想像以上にクリシュナの居住性は悪くなかった。クリシュナは元々最大搭乗人数が五人の小型艦なのだが、艦内には一人部屋が一つ、二人部屋が二つあり、しっかりとシャワーやランドリー、キッチンに医務室などもあった。

   　虽然我进行了魔改造，导致外观发生了很大的变化，但克里希那原本是军用舰。

   　俺が魔改造を施した結果、外見はかなり変わってしまっているがクリシュナは元々軍用艦である。

   　考虑到军队的任务，搭乘的船员可能会在舰内度过数个月，甚至以年为单位的长期时间，进行作战行动。因为在广阔的宇宙中四处奔波时，移动时间会变得相当长。

   　軍の任務となれば搭乗クルーは数ヶ月、
     
      下
     へ
     
      手
     たすると年単位の長期間を艦内で過ごし、作戦行動を行うことも考えられる。この広大な宇宙をあちこち駆け回る際にはとにかく移動時間というものが長くなるからだ。

   　考虑到这些因素，克里希那的居住性才会这么高。

   　そういったことを考慮してクリシュナの居住性は高くなっているのだと思う。

   　不管怎么说，为了购买食物，我必须前往殖民卫星内部。我做好准备，带着小型情报终端和护身用的激光枪走下船。

   　ともあれ、食料品の買い出しをするためにコロニー内部に足を延ばさなければならない。身支度を調え、小型情報端末と護身用のレーザーガンを携えて船を降りる。

   　我故意把激光枪放在枪套里带着走。这样就能向周围的人展示，如果对我出手会很危险。就像动物和昆虫的警戒色一样。

   　レーザーガンはこれみよがしにホルスターに収めて持ち歩くことにする。こうする事によって手を出したら危ないぞと周囲に示すわけだ。動物や昆虫の警戒色みたいなもんだな。

   　老实说，我连试射都没试过，所以不知道它有多可靠，但我已经仔细阅读了说明书，所以使用上应该没有问题。说明书上没有写整备的方法，所以我不太清楚。也许总有一天需要把它带到枪店去。

   　正直、試し撃ちもしていないのでどの程度信頼できるものかわからないのだが、マニュアルはちゃんと読んでおいたので扱うのは問題ない。はずだ。整備の仕方は載っていなかったのでよくわからない。いずれガンショップにでも持ち込む必要があるかもしれない。

   　Stella Online也有白兵战模式，驾驶员会直接用激光枪或激光步枪战斗。

   　ステラオンラインにも白兵戦モードという、パイロットが直接レーザーガンやレーザーライフルで戦うモードがあった。

   　这把激光枪是我参加游戏内活动举办的白兵战大会并获得冠军时得到的。性能和设计都很棒，我很喜欢。

   　このレーザーガンはゲーム内イベントで行われた白兵戦大会で優勝した時に手に入れたものだ。性能もデザインも良いので気に入っている。

   　其他还有在白兵战时使用兼具装甲和火力的动力装甲或战车等武器战斗的模式。这艘船的货舱里也有一台动力装甲。当然是最高级的定制品。

   　その他にも白兵戦時には装甲と火力を併せ持つパワーアーマーや戦車などの兵器を使って戦うモードもあった。この船のカーゴにもパワーアーマーが一機積んである。勿論最高級のカスタマイズ品だ。

   「好，走吧。」

   「よし、行くか」

   　虽然我在游戏中从未在白兵战中输过，但以前的技能在这个世界不一定能发挥作用。我不想太乱来。

   　俺はゲーム内では白兵戦で負けたことがなかったが、昔取った
     
      杵
     きね
     
      柄
     づかでこの世界でも
     
      上
     う
     
      手
     まくいくとは限らない。あまり無茶はしたくないものだな。

  

 
  
   
    ＃3：残念宇宙精灵与佣兵公会

    ＃３：残念宇宙エルフと
      
       傭
      よう
      
       兵
      へいギルド

   

   


   


   「哦……」

   「ほう……」

   　我停靠的交易殖民卫星特里梅因普莱姆是轮形……不，说是甜甜圈形可能更好理解。总之就是甜甜圈形的殖民卫星。

   　俺が寄港している交易コロニー・ターメーンプライムはトーラス型……いや、ドーナツ型と言ったほうがわかりやすいか。ドーナツ型のコロニーである。

   　殖民卫星一直在旋转，通过产生的离心力模拟出重力。因此，甜甜圈的内侧就是地面。

   　コロニーは常に回転しており、それによって生み出される遠心力で擬似的に重量を生み出しているようだ。そのため、ドーナツの輪の内側が地面ということになる。

   「嗯，这还挺不错的」

   「うーむ、これはなかなか」

   　我朝某个方向看去，地面就像上坡一样无尽延伸。抬头仰望天空，可以看到遥远的彼方有一片玻璃材质的天花板，以及天花板外的宇宙和甜甜圈状殖民卫星的中央部分的轮辐。地面上有好几台电梯以一定间隔朝轮辐延伸，看上去就像自行车的辐条一样。

   　ある方向に視線を向けると、上り坂のように地面が果てしなく続いているのが見える。空を見上げれば
     
      遥
     はるか
     
      彼方
     かなたにガラスのような素材でできた天井と、その先にある宇宙や、ドーナツ状のコロニーの中央部分のハブが見える。地上からは一定間隔で何本もハブに向かってエレベーターが延びており、その様はまるで自転車のタイヤのスポークのようだ。

   　考虑到这些像辐条一样延伸的电梯和位于甜甜圈状殖民卫星中心的轮辐，与其说这个殖民卫星是甜甜圈形，不如说它是自行车轮胎形的殖民卫星可能更准确。

   　このスポークのように延びるエレベーターやドーナツ状のコロニーの中心部にあるハブの存在も考えると、このコロニーはドーナツ型というよりは自転車のタイヤ型のコロニーとでも表現するほうが正しいのかもしれない。

   「嗯，好」

   「うむ、よし」

   　因为已经尽情享受了殖民卫星的风景，我开始随意地闲逛起来。虽然周围的人用奇怪的眼神看着我，但我可没空去在意这些。对我来说，眼前所见的大部分事物都是第一次见到。

   　コロニーの光景というものを思う存分堪能したので、適当にぶらつき始めることにする。周りの人には変な目で見られたが、いちいち気にしてはいられない。俺にとっては見るものの大半が初めてのものばかりなのだ。

   　话虽如此，表现得像个乡巴佬一样也不太好。这个殖民卫星的治安在五级评价中是正中间的『普通』。我原本居住的地方，也就是日本的治安，以这个世界的治安标准来说是『最好』。身为外来者的我被允许携带激光枪武装，从这一点就可以看出这个殖民卫星的治安有多好了。

   　とはいえ、あんまりおのぼりさんムードを出しすぎるのも良くはない。このコロニーの治安の良さは五段階評価の真ん中である『普通』だ。俺が元々住んでいた場所、即ち日本の治安をこの世界の治安の基準に当てはめると『最良』である。よそ者の俺がレーザーガンによる武装を許される時点でこのコロニーの治安の良さなんぞお察しというものだ。

   　而且，身为外来者的我能够进入的范围只有被称为第三区的区域。看来是治安不太好的区域。虽然不想在这里待太久，但该怎么办呢？

   　しかも、よそ者の俺が立ち入ることのできる範囲は第三区画と呼ばれる区画だけだ。どうやら治安のあまりよろしくない区画であるらしい。あまり長居はしたくないが、さてどうしたものか。

   　有几个男人朝我这边投来视线，感觉有点粗野——说白了就是小混混，但他们看到我收在枪套里的激光枪后，似乎觉得不要扯上关系比较好，于是露出无趣的表情消失在小巷里。果然，炫耀用的激光枪能发挥充分的效果。

   　こちらに視線を送っていたちょっと雰囲気が野卑な感じの男達──有り体に言ってチンピラ達が何人か居たが、ホルスターに収まっているレーザーガンを見て関わるのをやめたようでつまらなそうな顔をしながら路地裏へと消えていった。やはりこれ見よがしなレーザーガンは十分に効果を発揮してくれるようである。

   「嗨，新人。你这把枪不错嘛」

   「ハイ、
     
      新人
     ニユービー。良い銃持ってるわね」

   　我切身体会到激光枪的威吓效果，正松了一口气的时候，身后有人向我搭话。

   　レーザーガンの威嚇効果を実感して内心で
     
      胸
     むねを
     
      撫
     なで
     
      下
     おろしていると、後ろから声をかけられた。

   　回头一看，站在那里的是一个银发美女。该怎么说呢，是个从未见过的美人。五官异常端正，头发的颜色非常淡，是银色的短发。身材娇小，但肌肉结实，给人的印象并不纤细。

   　振り返ってみると、そこに居たのは銀髪の美女である。なんというか、見たこともないくらいの美人だ。目鼻立ちは異常なレベルで整っており、髪の毛は色素が非常に薄く、透き通るような銀髪のショートボブだ。
     
      身体
     からだつきは小柄だが、しっかりと肉はついていて
     
      華
     きや
     
      奢
     しやな印象はあまりない。

   　最引人注目的是那对从银发中露出的尖耳朵。精灵？宇宙里有精灵？本来以为是科幻世界，突然就来了个奇幻元素？我记得Stella Online里没有这种角色吧……？

   　何より目立つのはその銀髪の間からぴょこんと横に飛び出した
     
      尖
     とがった耳だ。エルフ？　宇宙にエルフ？　ＳＦかと思ったら唐突にファンタジーぶっこんでくるね？　ステラオンラインにはこんな
     
      奴
     やつは居なかったように思うが……？

   　不，仔细想想，在科幻世界里出现尖耳朵的人类外星人，这也不是什么稀奇的事。没什么好大惊小怪的。

   　いや、でもよく考えてみればＳＦっぽい世界に耳の尖った人間似の異星人、なんてのは定番と言えば定番か。別に騒ぐほどのものでもない。

   　然后她的服装……该怎么形容呢。像是军人，但又有点随意。

   　そして服装は……なんと言ったら良いのか。軍人っぽいようで少しラフな感じ。

   　明明是精灵，却不是那种暴露的打扮，也没有穿着轻飘飘的衣服，而是和我一样穿着结实的裤子和朴素颜色的素色衬衫，以及看起来很结实的夹克。臀部枪套里放着一把比我小的激光枪。

   　エルフなのに肌の露出が多いわけでも、ひらひらした服を着ているわけでもなく、俺と同じような丈夫そうなズボンに地味な色の無地のシャツ、丈夫そうなジャケット。ヒップホルスターには俺のものよりは小型のレーザーガンらしき銃。

   「怎么了？一直盯着别人看」

   「何よ？　人のことをジロジロと」

   「不，突然被不认识的人搭话，一般都会警惕的吧。这是常识」

   「いや、いきなり知らない人に声をかけられたら警戒するでしょう。常識的に考えて」

   「你这么一说好像也是？不过，我不是什么可疑的人。看就知道了吧？我和你一样是佣兵！」

   「そう言われればそうね？　でも、私は怪しい者ではないわよ。見ればわかるでしょう？　
     
      貴方
     あなたと同じ傭兵よ！」

   　说着，佣兵风银发精灵一脸得意地挺起胸膛。胸部的分量……哈哈哈，看起来不像是值得骄傲的东西。虽然也不是没有。这个世界是精灵胸部贫瘠的世界线吗？不，只看这个残念宇宙精灵就下判断还为时过早。

   　そう言って傭兵風銀髪エルフがドヤ顔で胸を張る。胸のボリュームは……ははは、自慢するほどのものではないように見えるな。無いわけではないようだけど。この世界はエルフの胸が貧しい世界線なのだろうか？　いや、この残念そうな宇宙エルフだけを見て判断するのは早計というものだな。

   「喂，你在看哪里啊？」

   「ちょっとあんた、どこ見てんのよ？」

   　注意到我的视线的残念宇宙精灵用双手遮住自己单薄的胸部，不高兴地瞪着我。

   　俺の視線に気付いた残念宇宙エルフが両手で自分の薄い胸を隠すようにして不機嫌そうな視線を向けてくる。

   「我在看你那自傲地挺起的贫瘠胸部，怎么了？」

   「自慢げに反らされた貧相な胸を見ていますが、何か？」

   「什么怎么了？真是个精神的新人啊」

   「何か？　じゃないわよ。なかなかイキの良い
     
      新人
     ニユービーね」

   　残念宇宙精灵小姐用凶狠的眼神瞪着我，脸上浮现出狰狞的笑容。惹她生气好像很危险。毕竟她也带着激光枪。

   　残念宇宙エルフが据わった目で俺を
     
      睨
     にらみつけながら
     
      獰
     どう
     
      猛
     もうな笑みを浮かべる。流石に怒らせるのは危なそうだ。こいつもレーザーガンを持っているし。

   「话说回来，真亏你能看出我是新人啊？有什么标志吗？」

   「それにしても、よく俺が
     
      新人
     ニユービーだとわかりましたね？　なにか目印でも？」

   「首先，别再用那种肉麻的做作语气说话了。我都起鸡皮疙瘩了」

   「まず、その歯の浮くようなわざとらしい言葉遣いをやめなさい。鳥肌が立ちそうだわ」

   「了解。然后呢？」

   「了解。それで？」

   「首先，从你的打扮和激光枪一眼就能看出你是佣兵」

   「まず、あんたのなりとレーザーガンで傭兵だっていうのはひと目でわかるわ」

   「原来如此」

   「なるほど」

   　确实。仔细一看，没有一个居民像我和眼前的残念宇宙精灵小姐一样穿着看起来很结实的裤子和夹克。大家都穿着质地不厚的轻便服装。重新一看，我们的打扮确实和周围格格不入。

   　確かに。よく見れば俺や目の前の残念宇宙エルフのように妙に丈夫そうなズボンやジャケットを着ている住人は見当たらないな。皆さして厚くもない生地の身軽そうな服を着ている。改めて見てみると俺達の格好は周りから浮いているな。

   「而且，你不是一直在东张西望，还一脸佩服地观察殖民卫星的风景吗？这是从未离开过自己居留地的人的特征之一」

   「そして、妙にキョロキョロしたり、コロニーの風景を感心したように見たりしていたでしょう？　今まで一度も自分の居留地から出たことがない奴の特徴的な行動の一つね」

   「原来如此，残念宇宙精灵小姐真聪明啊」

   「なるほど、残念宇宙エルフさんは頭が良いな」

   「你刚才说什么？」

   「今なんつったお前」

   「我什么都没说。那么，这位聪明的前辈佣兵小姐找我有什么事？」

   「ナンデモアリマセンヨー。で、その頭の良い先輩傭兵さんは一体何の用で？」

   　我感觉她一瞬间释放出了真正的杀气。果然对贫乳指出事实是很危险的。以后要注意。

   　一瞬本気の殺気のようなものを飛ばされた気がする。やはり貧乳相手に事実を指摘するのは危険だ。気をつけよう。

   「……哼，算了。我啊，现在很闲」

   「……ふん、まぁ良いわ。私はね、暇なのよ」

   「哈？」

   「はぁ？」

   「虽然我知道星系警备队在做些可疑的行动，但什么通知都没有，所以很闲。因为感觉会发生什么，所以离开殖民卫星的话可能会出丑，但这个殖民卫星也没有什么有趣的东西。所以，我很闲」

   「星系警備隊がきな臭い動きをしているのはわかっているんだけど、何の通達もなくて暇なの。何かありそうだからコロニーを離れるとバカを見そうだし、だからってこのコロニーには面白いものもないしね。だから、暇なの」

   「……所以呢？」

   「……それで？」

   「所以我在闲逛的时候，看到一个一看就是新人的小鬼在走着。所以就想捉弄你玩玩」

   「それでブラブラしてたらいかにも
     
      新人
     ニユービーって感じの坊やが歩いてるじゃない。だからからかって遊ぼうと思ったわけ」

   「原来如此」

   「なるほど」

   　似懂非懂。不过，难得对方主动搭话，就利用一下吧。我可以得到情报。对方可以打发时间和消磨时间。这正是双赢的关系。

   　わかるようなわからんような。まぁ、折角向こうから話しかけてきてくれたんだから利用するとしよう。俺は情報を手に入れられる。向こうは時間と暇を
     
      潰
     つぶせる。まさにＷｉｎ－Ｗｉｎな関係だな。

   「那么，前辈，为了打发时间，带我去能买到食物的地方吧」

   「じゃあ暇潰しに俺を食料の買える場所に連れて行ってくれよ、先輩」

   「哎——怎么办呢？这里的商店连酒都没有卖，很无聊呢」

   「えー、どうしようかしら？　ここのショップはお酒も置いてないし、面白くないのよね」

   「酒？酒啊……」

   「酒？　酒ねぇ……」

   　说起来，从宙贼的船上回收的酿造酒的集装箱还在船的货舱里呢。就算卖掉也卖不了多少钱，而且我也不喝酒……正好用得上。

   　そう言えば、宙賊の船から回収した醸造酒のコンテナが船のカーゴに入ったままだな。売っても大した金にはならないし、俺も酒は
     
      嗜
     たしなまないし……使い所だな。

   「我的货舱里有一个从宙贼那里抢来的酿造酒集装箱」

   「俺の船のカーゴに宙賊からかっぱらった醸造酒のコンテナが一つあるんだ」

   「嘿？然后呢？」

   「へぇ？　それで？」

   「那个给你，所以带我去食品店吧。还有，如果你能回答我的问题，或者给我一些前辈的建议的话，我会很高兴的」

   「それをやるから俺を食料品店に連れてってくれ。あと、俺の質問に答えてくれたり先輩としてのアドバイスをくれたりすると
     
      嬉
     うれしいな」

   「唔……」

   「ふむ……」

   　残念宇宙精灵歪着头思考了一会儿，然后点了点头。

   　残念宇宙エルフは考えこむかのように小首を
     
      傾
     かしげ、少ししてから
     
      頷
     うなずいた。

   「好吧。反正可以打发时间，而且如果能喝到酒的话也不错。就由我这个『前辈』来告诉你佣兵的常识吧！」

   「良いでしょう。暇も潰せそうだし、それでお酒が飲めるようになるなら悪くないわ。貴方に教えてあげるわ、傭兵の常識ってやつをね。この『先輩』の私が！」

   　这个残念宇宙精灵不知为何特别强调前辈这个部分。不过，我并不在意她摆出前辈的架子，毕竟她长得好看，反应也很有趣。

   　なんだか妙に先輩という部分を強調するな、この残念宇宙エルフ。まぁ、こちらとしては先輩風を吹かされるくらいなんでもないので気にもならないけれど。見た目は良いし、反応も面白そうな女の子だからな。

   「OKOK，那交易就成立了。呃，我记得可以用终端进行交易吧。我来登录一下，把你的ID给我」

   「ＯＫＯＫ、じゃあそれで商談は成立だな。ええと、確か取引は端末でできたよな。登録するからＩＤをくれ」

   「好啊。你要是敢乱用的话，我就把你拉黑」

   「良いわ。悪用したらブロックするからね」

   　我们互相拿出小型情报终端，交换了通讯用的ID。看来她的名字是艾尔玛。交换完ID后，这样就可以通过终端操作，进行船与船之间的物资交易了。

   　互いに小型情報端末を取り出して通信用のＩＤを交換する。どうやら彼女はエルマという名前であるらしい。ＩＤを交換したので、これで端末を操作して船と船との間で物資トレードが可能になる。

   「嗯——希罗啊。真是个简单易懂的名字」

   「ふーん、ヒロね。随分とシンプルな名前じゃない」

   「要你管。你不也是个叫艾尔玛的简单名字吗」

   「ほっとけ。そういうあんただってエルマってシンプルな名前じゃないか」

   「我比你多一个字」

   「私のほうが一文字多いわ」

   「也是」

   「そっすね」

   　为什么这孩子要和我较劲啊。而且不知为何，我一承认她就一脸得意。说不定她是个怕寂寞的爱搭讪的人。

   　なんでこの子はいちいち張り合ってくるのか。
     
      何
     な
     
      故
     ぜか俺が認めるとドヤ顔するし。もしかしたら寂しがり屋の構ってちゃんなのかもしれない。
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   　我立刻操作终端，办理将货物舱内的酿造酒集装箱送到艾尔玛的船上的手续。手续立刻就得到了批准，酿造酒的集装箱被送到了艾尔玛的船上。

   　早速端末を操作し、カーゴ内にある醸造酒のコンテナをエルマの船へと送る手続きをする。すぐに手続きは承認され、醸造酒のコンテナはエルマの船へと移っていった。

   「物资是用什么原理移动的啊」

   「これ、どういう仕組みで物資が移動するんだろうな」

   「你不知道吗？通过连接的机库可以访问殖民卫星内的物资输送系统。通过物资输送系统，就可以交换彼此的船和物资」

   「知らないの？　接続しているハンガーを通してコロニー内の物資輸送システムにアクセスできるようになってるのよ。物資輸送システム経由でお互いの船と物資をやり取りできるってわけ」

   「嚯——原来如此」

   「ほー、なるほど」

   　看来在这个宇宙时代，从船上卸货之类的操作已经全部自动化了。人类亲手卸货之类的工作似乎早就已经废除了。

   　どうやらこの宇宙時代では船からの荷の積み下ろしなどは
     
      全
     すべて自動化されているらしい。人間が自らの手で荷の積み下ろしをしたりするのはとっくに廃れてしまった仕事であるようだ。

   「艾尔玛当佣兵多久了？」

   「エルマは傭兵歴はどれくらいなんだ？」

   「五年。在这个世界，五年就算是老手了」

   「五年よ。この世界で五年はベテラン扱いね」

   「嚯——是吗」

   「ほーん、そうなのか」

   　佣兵经历五年，也就是说，她从Stella Online开始服务之前就已经是佣兵了。从这个意义上来说，她确实比我资深，是前辈。

   　傭兵歴五年ということは、ステラオンラインのサービスが開始されるよりも前から彼女は傭兵であったというわけだ。そういう意味でも確かに彼女は俺よりも先達で、先輩なのだろう。

   「原来如此，真的是前辈啊。请多指教了」

   「なるほど、本当に先輩だな。よろしく頼むよ」

   「突然变得这么恭敬？嘛，尊敬长辈是好事」

   「急に殊勝になったわね？　まぁ、年長者を敬うのは良いことだわ」

   「长辈？」

   「年長者？」

   「我好歹也是五十三岁了哦？」

   「私、これでも五十三歳よ？」

   「……你装年轻啊？」

   「……若作りだな？」

   　怎么看都只是个不到二十岁的少女。

   　どう見ても
     
      二
     は
     
      十
     た
     
      歳
     ちにもなっていない少女にしか見えないのだが。

   「我只是比你们人类活得久而已。你们不管怎么长寿，最多也就活到一百五十岁左右吧。我们至少能活到五百岁」

   「あんた達ヒューマンよりも長生きなだけ。あんた達ってどんなに長生きしても百五十歳くらいまでしか生きないじゃない。私達は少なくとも五百は生きるんだからね」

   「原来如此，还有种族差异啊……佣兵经历五年，也就是说，你从四十八岁开始当佣兵的吧。在那之前你过着怎样的生活？」

   「なるほど、種族差なんてものがあるわけか……
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい歴五年ってことは、四十八歳から傭兵を始めたんだな。それまではどんな生活をしてたんだ？」

   「这，这不重要吧！？探究佣兵的过去是违反礼仪的！」

   「べ、別にどうだって良いでしょ!?　傭兵の過去を
     
      詮
     せん
     
      索
     さくするのはマナー違反よ！」

   　面对我的问题，艾尔玛慌慌张张地用食指指着我，滔滔不绝地说道。看来这是她不想被触及的话题。我举起双手，向气势汹汹的她表示投降。

   　俺の質問にエルマは慌てながら、俺に人差し指を突きつけてまくしたててくる。どうやら聞かれたくない話題であるようだ。俺はえらい剣幕で怒る彼女に降参の意を示すように両手を挙げた。

   「知道了，我不会问的。抱歉，只是出于好奇。不过，你这么慌张的话，不就等于在说你有不能被问到的隐情吗？」

   「わかった、それを聞くのはやめるよ。興味本位で聞いて悪かった。でも、そんなに慌てたら聞かれると都合が悪いって言っているようなものだぞ？」

   「唔咕……知、知道就好。」

   「むぐっ……わ、わかったなら良いのよ」

   　看来她似乎有什么相当不妙的隐情。要是追问下去惹她不高兴的话就麻烦了，还是不要随便触及这个话题吧。

   　よほど都合の悪い何かがあるらしい。あまりつついてへそを曲げられたら困るので、
     
      迂
     う
     
      闊
     かつに触れないようにしよう。

   　我跟在重新振作起来开始迈步的艾尔玛身旁，向她请教身为佣兵的心得。因为残念宇宙精灵这个印象，我其实有点担心她会说出什么异想天开的话来，不过她所说的内容本身相当踏实。

   　気を取り直して歩き始めるエルマの横に並び、傭兵としての心得を聞き出すことにする。残念宇宙エルフという印象があったのでどんな突飛なことを言ってくるのかと実は少し身構えていたのだが、話の内容そのものは実に堅実なものだった。

   「接受委托时一定要透过佣兵公会。如果不想惹麻烦的话就更该如此。」

   「依頼を受ける時は必ず傭兵ギルドを通すこと。トラブルが嫌なら
     
      尚
     なお
     
      更
     さらね」

   「佣兵公会啊。这么说来，我得去登记才行呢。」

   「傭兵ギルドねぇ。そういや登録しないとなぁ」

   「啥！？你是新人，而且还是无证佣兵吗！？比起食物，你该先去登记佣兵啦！」

   「はぁ!?　あんた
     
      新人
     ニユービーの上にモグリなわけ!?　食料品なんかよりも先に傭兵登録をしなさいよ！」

   「啊，是。对不起。」

   「あ、はい。すみません」

   　她用意外强劲的力道抓住我的夹克下摆，拉着我走回刚才的路。看来通往机库坞的电梯附近似乎有佣兵公会的事务所。艾尔玛气呼呼地向我说明无证佣兵的立场有多么危险。

   　意外と強い力でジャケットの
     
      裾
     すそを
     
      摑
     つかまれ、引っ張られながら来た道を戻る。どうやらハンガーベイに続くエレベーターのあった場所のすぐ近くに傭兵ギルドの事務所があったらしい。エルマはプリプリと怒りながらモグリの傭兵というものがいかに危険な立場なのかということを説明してくれる。

   　据她所说，没有在佣兵公会登记的无证佣兵，搞不好会被当成只是没有赏金的盗贼。视情况而定，甚至有可能被拒绝入港。

   　
     
      曰
     いわく、傭兵ギルドに登録していないモグリの傭兵というのは
     
      下
     へ
     
      手
     たをすると、賞金がついてないだけの賊と同等の扱いをされることがあるらしい。場合によっては入港を拒否されることすらあるということだ。

   「日子真难过啊。」

   「世知辛いなぁ」

   「那还用说！不属于任何组织的流浪者开着一击就有可能对殖民卫星或太空站造成致命损伤的船到处乱晃，当然会受到警戒啊！真亏你之前能平安无事耶！」

   「当たり前でしょうが！　どこの組織にも属してない放浪者が一撃でコロニーやステーションに致命的な損傷を与えかねない船を乗り回してたら警戒されるに決まってるでしょ！　今までよく無事だったわね!?」

   「哎呀～这背后有着令人闻之动容的复杂原因啊。」

   「いやー、そこは聞くも涙、語るも涙の複雑な事情があってなぁ」

   　说着说着，我被艾尔玛拖到了佣兵公会的事务所。下次再说明原因吧。

   　そんなことを言っていると俺はエルマに引きずられて傭兵ギルドの事務所に
     
      辿
     たどり
     
      着
     ついた。事情の説明はまた今度だな。

   　话说回来，这栋建筑物比我想象中的佣兵公会事务所还要漂亮一百倍。

   　それにしても、俺の頭の中で想像していた傭兵ギルドの事務所より一〇〇倍は
     
      綺
     き
     
      麗
     れいな建物である。

   　地板是用带有奇妙光泽的材质制成，照明也很明亮。这里摆着好几张没有椅背的附靠垫凳子，大概是供人等候用的吧。凳子后方可以看到几个柜台。

   　よくわからない光沢のある材質でできた床に、明るい照明。待合用のものか、背もたれのないクッション付きのスツールがいくつも並び、その奥にはカウンターがいくつか見える。

   　各个柜台的导览板从天花板上垂下，设施内的人很少。生意不怎么兴隆吗？

   　各カウンターの案内板が天井からぶら下がっていて、施設内の人はまばらだ。あまり繁盛はしてないのかな？

   「感觉这里与其说是佣兵公会的事务所，更像是政府机关耶？」

   「なんか傭兵ギルドの事務所ってよりはお役所みたいだな？」

   「差不多啦。好了，我们去柜台吧。」

   「似たようなもんよ。ほら、受付に行くわよ」

   「是，大姐头。」

   「へい、
     
      姐
     あね
     
      御
     ご」

   　我们来到柜台，那里坐着一个浑身都是旧伤的粗犷男性。他的左臂是看起来很像机械的义手。该怎么说，突然就很有佣兵公会的感觉了。

   　受付に向かうと、そこに居たのは古傷だらけの
     
      厳
     いかつい男性だった。左腕がいかにもメカニックな感じの義手だ。なんというか、いきなり傭兵ギルドっぽさが出てきたな。

   「啊？怎么了？」

   「あん？　なんだ？」

   「他是新人。这家伙没有在佣兵公会登记，是个无证佣兵。」

   「
     
      新人
     ニユービーよ。こいつ、傭兵ギルドに登録もせずにモグリやってんの」

   「啥？无证？虽然偶尔会听说，但我也是第一次见到。小哥，你坐那边。」

   「はぁ？　モグリぃ？　たまに話には聞くが、俺も見るのは初めてだな。兄ちゃん、そこに座りな」

   「啊，是。」

   「アッハイ」

   　我照他说的坐在柜台前。粗犷大叔超有魄力的。如果在原本的世界遇到，我绝对不想跟他扯上关系。怎么看都是从事危险职业的人。

   　言われるがままにカウンター席に座る。厳ついおっさんめっちゃ迫力ある。元の世界で出会ったら絶対に関わり合いになりたくない顔だ。確実にヤのつく危ない職業の人にしか見えない。

   「无证的话，你有船吧？告诉我船名和ID，你停在机库对吧？」

   「モグリってことは船は持ってんだよな？　シップネームとＩＤ教えろ、ここのハンガーに
     
      停
     とめてんだろ？」

   「是。」

   「はい」

   「噗噗，你吓得像只借来的猫一样，真有趣。」

   「ぷふっ、ビビって借りてきた猫みたいになってるの面白いわね」

   「少啰嗦。」

   「うっせ」

   　我瞪着用手遮住嘴巴，噗哧噗哧地笑着的艾尔玛，但她完全不为所动。可恶，我也没办法啊。这个大叔不管怎么看都很可怕！

   　
     
      口
     くち
     
      許
     もとに手を当ててプークスクスって感じで笑っているエルマを睨みつけるが、全く
     
      堪
     こたえる様子がない。クソッ、仕方ないじゃないか。このおじさんどう見ても怖いよ！

   　长相可怕的柜台大叔将我告诉他的船名和ID输入平板电脑之类的东西，操作了一阵子。

   　顔の怖い受付のおじさんは俺が伝えたシップネームとＩＤをタブレットのようなものに入力し、
     
      暫
     しばらく操作をする。

   「怎么？这艘船是哪来的？我从没见过啊」

   「なんだぁ？　どこの船だ、こいつは。見たことがねぇな」

   「啊，出处有点复杂。不过我保证它不是偷来的」

   「あー、
     
      出
     で
     
      処
     どころはちょっと。盗難船じゃないことは保証するけど」

   「不，这我当然知道……算了，深究过去的事是违反规矩的。你好像在四天前猎杀了三只宙贼，就这些吗？话说，我怎么找不到你的停靠记录」

   「いや、そりゃわかるがよ……まぁ、過去のことを詮索するのはマナー違反だな。四日前に宙賊を三匹ほど狩ってるみたいだが、それだけか？　というか、おめーの寄港記録がどこにもねぇんだが」

   「好像是因为超空间驱动时出了事故，被甩到了这个殖民卫星附近。其实我因为事故的影响，记忆很模糊，也不知道这里是什么地方」

   「ハイパードライブ中の事故か何かでこのコロニーの近くに飛ばされて来たみたいで、実のところその影響で記憶も定かじゃないし、この辺りがどこなのかもわからないんですわ、これが」

   「真的假的？啊……算了，应该没问题。反正也没悬赏。对了，你说话不用这么客气。你要是用这种说话方式，会被其他人看不起的」

   「マジかよ？　あー……まぁ、問題ねぇだろう。賞金もついてねぇし。ああ、別に言葉遣いに気をつけなくても良いぜ。そんな話し方してたら他の連中に
     
      舐
     なめられるぞ」

   「哦，好」

   「お、おう」

   　要我用平辈间的语气跟这么严肃的大叔说话，需要很大的勇气啊……。

   　こんな厳つい顔のおっさんにタメ口を利くのは勇気が要るんですけど……。

   「对啊，佣兵要是被看不起就完了，你可要小心点。话说回来，你还是老样子，这么随便」

   「そうよ、傭兵なんて舐められたら終わりなんだから気をつけなさい？　それにしても、相変わらずゆるいわねー」

   「小姑娘你也知道吧。佣兵的过去是不能深究的。只要现在没有悬赏，而且有船，那就没问题」

   「嬢ちゃんも知ってるだろ。傭兵の過去の詮索は無用だ。今賞金が懸かってなくて、船を持ってるなら問題ねぇ」

   　听了他们的对话，我产生了疑问。于是，我决定马上提问。

   　二人の会話を聞いていて疑問が浮かんだ。なので、早速質問をぶつけてみることにする。

   「啊——那个，船不是便宜的东西吧？照这个条件，应该没有多少人会想说『从今天开始当佣兵吧！』然后马上成为佣兵吧？你们是怎么确保会员人数的？」

   「あー、その。船って安いもんじゃないだろ？　その条件だと今日から傭兵になろう！　と思ってすぐに傭兵になれるような
     
      奴
     やつってそういないんじゃ？　どうやって会員数を確保してるんだ？」

   　我的疑问是理所当然的。我大致上调查过这个世界的物价，要买一艘能够搭载正常武装的船，最少也需要五〇万艾尼。换算成日圆的话，大约是五〇〇〇万日圆。虽然我没有调查过这个世界的人们的平均年收入，但毫无疑问是一笔大钱。

   　俺の疑問は当然だと思う。この世界の物価は
     
      概
     おおむね調べてみたが、まともな武装を積むことのできる船を買うためには最低でも五〇万エネルくらいの金が必要になる。日本円に直すと五〇〇〇万円くらいだ。この世界の人々の平均年収などは調べてはいないのだが、
     
      物
     もの
     
      凄
     すごい大金であるのは間違いない
     
      筈
     はずである。

   「很多都是退役军人的第二人生。他们薪水高，技术也很好。也有很多人为了追求战斗而选择佣兵作为第二人生。另外还有有钱人的消遣这种模式。」

   「退役軍人の第二の人生ってのが多いな。あいつらは高給取りだし、腕も良い。戦いを求めて傭兵という第二の人生を選ぶ奴も多いぜ。あとは金持ちの道楽ってパターンもある」

   「还有佣兵的养成机构吧？」

   「他には傭兵の養成機関ってのがあるのよね？」

   「哦，不过这附近没有就是了。」

   「おう、この辺りの星系にはねぇけどな」

   「出乎意料地窄门呢。」

   「意外と狭き門なんじゃないのか？」

   「是啊。不过这个银河很大，所以人数足够满足需求。」

   「まぁな。それでもこの銀河は広いからな。需要を満たすだけの数は
     
      揃
     そろえられるってわけだ」

   　也就是说，因为基数很大，所以人数也相当多吗？还是说，佣兵的工作其实没有那么多？嗯——搞不懂。虽然搞不懂，但就当作是这样吧。

   　つまり、母数が多いからそれなりの数が揃うってことか。それともそんなに傭兵の仕事なんて無いってことなのだろうか？　うーん、わからん。わからんがそういうものなのだと納得しておこう。

   「登录的准备已经完成了。接下来就是测试了。」

   「登録の準備はできた。後はテストだな」

   「测试？」

   「テスト？」

   「是啊。要是不知道你的本领到什么程度，就不知道该给你什么样的工作了。」

   「おう。お前がどの程度の腕前かわからなかったらどんな仕事を回したら良いのかわかんねぇだろうがよ？」

   「您说得是。不过，要怎么测试？」

   「そいつはごもっとも。だが、どうやって？」

   「我们有训练用的模拟器。就用那个来测试吧。」

   「訓練用のシミュレーターがある。そいつでやってもらうぞ」

   「OK。」

   「ＯＫ」

   　柜台大叔朝办公室里面喊了一声，然后从座位上起身，带着我和艾尔玛前往另一个房间。为什么艾尔玛也要跟来啊？也许是察觉到我的视线，艾尔玛露出不怀好意的笑容。

   　受付のおっさんが事務所の奥に声をかけ、席から立って俺とエルマを別室に誘導する。なんでエルマもついてくるのだろうか？　俺の視線に気付いたのか、エルマがニヤニヤと笑った。

   「我觉得我有权利看看自己带来的新人有多少本事哦。」

   「私が連れてきた
     
      新人
     ニユービーの腕がどんなものか見るくらいの権利が私にはあると思うわ？」

   「是这样吗？」

   「さいですか」

   　也罢，毕竟多亏了艾尔玛，我才能顺利地在佣兵公会完成登录，所以我不介意让她看看我的本事。不如说，能让佣兵资历五年的老手看看我的实力，对我来说正好。只要听到评价，应该就能更具体地了解自己的本领到什么程度。

   　まぁ、エルマのおかげでスムーズに傭兵ギルドで登録が進んでいるわけだし、別に腕を見られることに否やはない。
     
      寧
     むしろ、どの程度のものなのか傭兵歴五年のベテランに見てもらえるのは好都合だろう。評価を聞ければ自分がどのくらいの腕なのかということをより具体的に知ることができるはずだ。

   「就是这里。」

   「ここだ」

   　设置模拟器的房间比我想象中还要大。室内并排着好几个类似模拟器的轻型卡车大小的机具。应该说，这简直就像是把太空船的驾驶舱单独切下来一样。

   　シミュレーターの設置されている部屋は思ったよりも大きかった。室内には軽トラック大のシミュレーターと
     
      思
     おぼしき
     
      筐
     きよう
     
      体
     たいがいくつも並んでいる。というか、まるでこれは船のコックピットだけ切り出してきたような感じだな。

   「选个和自己船的驾驶舱相近的进去吧。」

   「自分の船のコックピットに近いものを選んで乗り込みな」

   「好哦。」

   「あいよ」

   　船的驾驶舱果然会因为制造商而有相当大的设计差异。也可以说是操作系统不同。因此，几乎所有船的驾驶舱区块都有互换性。换句话说，就是可以只把驾驶舱区块切下来装到其他船上。

   　船のコックピットというのはやはりそのメーカーによってかなりデザインが違う。操作系が違うと言っても良い。なので、
     
      殆
     ほとんどの船はコックピットブロックに互換性があったりする。つまり、コックピットブロックだけを切り離して他の船につけられるようになっているのだ。

   　因为Stella Online也有这个功能，所以我也很熟悉。

   　この機能はステラオンラインにもあったので、俺にも
     
      馴
     な
     
      染
     じみが深い。

   「就是这个吧。」

   「これだな」

   「哦，这不是军用的高级品吗？好，那我去准备一下，你先做好准备吧。」

   「ほう、軍用のハイエンド品じゃないか。よし、じゃあ用意してくるから準備を済ませておけ」

   　大叔看到我选的驾驶舱区块后，发出有些佩服的声音，然后就不知跑到哪里去了。我想，操作模拟器的装置一定就在某个地方吧。艾尔玛也在不知不觉间不见踪影。她大概是在哪里监控吧。

   　俺の選んだコックピットブロックを見て少し感心したような声を上げておっさんがどこかに行く。きっとシミュレーターをオペレートするための装置がどこかにあるんだろう。エルマもいつの間にか見当たらなくなっていた。どこかでモニタリングでもするのかね。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   『那么，评价测试要开始了……』

   『では評価試験を始めるが……』

   「了解。测试用机体的资料怎么样了？」

   「了解。試験用の機体のデータはどうなってるんだ？」

   『我直接把你的机体资料带过来了。应该可以和实机一样使用……喂喂，这是什么啊？』

   『お前の機体のデータをそのまま持ってきてある。実機とほぼ同じように使えるはずだが……おいおい、なんだよこりゃ』

   「怎么了？」

   「何か？」

   『还问怎么了，这个机体资料……你真的能用吗？』

   『何かって、この機体データは……お前、使えるのか？』

   「克里希那的数据应该没问题吧」

   「クリシュナのデータなら大丈夫だと思うが」

   　有什么奇怪的地方吗？　不过，实际上我也不知道克里希那在这个世界里被评价为怎样的机体。如果以Stella Online为基准的话，应该是一架相当强的机体。

   　何か変なのだろうか？　まぁ、この世界でクリシュナがどういう評価をされる機体なのかわからんのだよな、実際のところ。ステラオンライン基準で考えると相当強い機体に仕上がっている筈なんだが。

   『算了，无所谓。毕竟这是测试你驾驶自己的机体能发挥出多少实力。测试内容很简单。把敌对机体全部排除。除了你以外的船都是敌人。虽然一开始数量不多，但敌人会发动波状攻击。敌人的质量和数量都会逐渐增加』

   『まぁ、いい。お前の機体をお前が操ってどの程度の腕なのかを評価する試験だからな。テストの内容は単純なものだ。敵性機体を
     
      全
     すべて排除しろ。お前以外の船は全て敵だ。最初は少ないが、敵は波状攻撃を仕掛けてくる。どんどん質が上がって量も増えるぞ』

   「了解」

   「了解」

   『那么测试开始。启动机体吧』

   『ではテストを始める。機体を起動しろ』

   　驾驶舱内变得一片漆黑，只亮着最低限度的灯光。从未启动状态开始操作吗？

   　コックピット内が暗くなり、最低限の明かりだけが
     
      灯
     ともった状態になる。未起動状態からの操作を全て追うわけか。

   　我熟练地启动主动力炉，立刻将动力炉的输出功率提升到战斗模式。模拟克里希那的机体仿佛在回应我一般启动，周围出现一片宇宙空间。虽说是模拟器，但画面非常真实。

   　俺は慣れた手付きでメインジェネレーターを起動し、即座にジェネレーター出力を戦闘モードまで引き上げる。それに
     
      応
     こたえるかのようにクリシュナを模した機体のシミュレーターが起動し、周囲に宇宙空間が広がった。シミュレーターといっても
     
      滅
     め
     
      茶
     ちや
     
      苦
     く
     
      茶
     ちやリアルだな。

   『出现所属不明舰，武装上线』

   『所属不明艦出現、武装オンライン』

   　我也将武装上线，迅速将机体转向雷达有反应的方向，然后一口气加速。身体被用力压在座位上的感觉袭来。

   　俺も武装をオンラインにしてレーダーに感のあった方向に素早く機体を向ける。そして一気に加速。シートに強く
     
      身体
     からだを押し付けられる感覚が襲いかかってくる。

   「呜哦，连加速时的G力都再现了啊」

   「うおっ、ちゃんと加速時のＧも再現されるのか」

   　到底使用了什么不得了的技术？　嘛，如果这个世界和Stella Online一样的话，重力发生装置应该也是存在的，应该是使用了那方面的技术吧。

   　どんなトンデモ技術を使っているのだろうか？　まぁ、この世界がステラオンラインと同じそれなのであれば重力発生装置とかも実在するはずだし、その辺りの技術が使われているのだろう。

   　疑似目标的物体一边慢吞吞地航行，一边旋转着机首试图朝向这边。我从侧面攻击了它。

   　目標と思しき標的はノロノロと航行しながらこちらに向かって機首を向けようと旋回をしているようだ。俺はその横っ腹に食いついた。

   　从船体展开的四条武装臂准确地瞄准了敌机。我扣动操纵杆的扳机，四条光束杀向目标，一口气贯穿了船体。隔了一拍后，目标的船爆炸四散。

   　船体から展開された四本の武装腕がその照準をピタリと敵機へと向ける。スティックのトリガーを引き絞ると、四本の光条が標的へと殺到し、一気にその船体を貫いた。一拍置いて標的の船が爆発四散する。

   「真脆弱啊」

   「
     
      脆
     もろいなぁ」

   　动作也很慢，看上去是载货量很大的小型运输舰类型的船。就这种程度吗。

   　動きも遅かったし、見た感じカーゴ容量の大きい小型輸送艦タイプの船だった。こんなものか。

   　在那之后也陆续出现了敌船，但每一只都很弱。很慢。很脆弱。这和打靶没什么区别。我觉得这样是无法看到我的实力的。

   　その後も次々と敵船が現れるが、どれも弱い。遅い。脆い。こんなのは的当てと変わらない。これじゃあ俺の実力を見ることなんてできないと思うんだが。

   『啊，新人用的评价程序根本不行啊』

   『あー、新規入会者用の評価プログラムだと話にならんな』

   「机体的性能差距也太大了吧？」

   「機体の性能差が
     
      酷
     ひどすぎるんじゃないか」

   『话是这么说没错……我换个别的评价程序吧。』

   『それもそうなんだが……ちょっと別の評価プログラムに変えるぞ』

   「了解。」

   「了解」

   　我试了下一个评价程序。虽然比刚才的要好一点，但还是太慢了，太弱了。和四天前被我炸成碎片的宙贼没什么区别。

   　次の評価プログラムも試してみた。確かにさっきよりはマシだが、まだ遅い。弱い。四日前に爆発四散させた宙賊とそんなに変わらないな。

   「太弱了，一点意思都没有」

   「弱すぎて歯ごたえが無さすぎるんだが」

   『不，我说你啊……这可是老手用的训练程序啊』

   『いや、お前な……これ、ベテラン用の訓練プログラムなんだが』

   「哈哈哈，您说笑了。应该还有更难的吧？」

   「ははは、ご冗談を。もっと難しいのがあるだろう？」

   『有是有……但我觉得这个对你来说还是太难了』

   『あるけどよ……これは流石に無理だと思うぞ』

   　这次的评价程序就有点意思了。一开始就有十艘以上的宙贼船同时袭来，而且武装的威力也很高。不过，只要注意高威力的实弹武器和爆炸兵器，就没什么大不了的。激光的威力很弱，就像玩具枪一样，所以没什么好怕的。最后出现的轻巡洋舰级倒是有点意思。我一钻进它的死角，就一直是我占上风了。

   　今度はなかなか歯ごたえがあった。最初から一〇機以上の宙賊船が一斉に襲いかかってくる上に、武装の威力も高い。しかし高威力の実弾武器と爆発兵器に注意すればなんてことはないな。レーザーが弱くて豆鉄砲のようなものなので、そんなに怖くない。最後に出てきた軽巡洋艦級はなかなか歯応えがあったな。死角に突っ込んだら後はずっと俺のターンだったが。

   「有点意思了」

   「ちょっと歯応えがあったな」

   『你不是吧』

   『うっそだろお前』

   　大叔发出了惊讶的声音。难道说，刚才那个就是最高难度了吗？

   　おっさんが
     
      呆
     あきれたような声を上げている。もしかして、今のが最高難易度だったのだろうか？

   『啊——那个。怎么说呢。测试结束了』

   『あー、その。なんだ。試験は終了だ』

   「了解」

   「了解」

   　比想象中还要简单啊。到底会给出什么样的评价呢……不过，从大叔的反应来看，应该不会太差吧。

   　思ったより簡単だったな。一体どういう評価を下されるのか……まぁ、おっさんの反応からすれば悪いということはないだろう。

   　我迅速地切断动力炉的输出，停止模拟器，走出驾驶舱。当我走到模拟室的出口时，表情难以言喻的大叔和艾尔玛正在等着我。他们的表情像是在说无法接受。

   　手早くジェネレーター出力をカットし、シミュレーターを停止してコックピットの外に出る。シミュレータールームの出口に行くと、なんとも言えない表情をした受付のおっさんとエルマが待っていた。
     
      腑
     ふに
     
      落
     おちないとでも言いたげな表情である。

   「测试的结果呢？」

   「試験の結果は？」

   「啊，回到柜台再说。」

   「あー、カウンターに戻ってから話す」

   　总觉得他的说法很含糊。明明只要在这里直接说出结果就好了。艾尔玛也莫名其妙地盯着我的脸看。到底怎么了？

   　なんだか奥歯に物が挟まったような物言いだな。別に結果くらいここでパッと言えばいいだろうに。エルマもなんだか知らんが俺の顔をジロジロと見てくるし。一体全体何だというのだろうか？

   　我一边在内心歪着头，一边跟在两人身后，回到了原来的接待室。

   　内心首を
     
      傾
     かしげながら二人の後をついて行き、元のロビーに戻ってきた。

   「呃，首先是测试的结果。」

   「えー、まずは試験の結果なんだが」

   「嗯。」

   「ああ」

   「合格了。」

   「合格だ」

   「那真是太好了，但为什么你们的表情这么微妙？」

   「それは良かったが、なんでそんなに微妙な表情なんだ」

   「佣兵有位阶制度。」

   「
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいにはな、ランク制度がある」

   「哦？」

   「ほう？」

   　是经常在异世界小说中看到的冒险者位阶之类的吗？我一下子就要变成A级或S级了吗？

   　よく異世界ものの小説とかで見る冒険者ランク的なやつだろうか？　いきなりＡランクとかＳランクになっちゃうのか？　俺。

   「这个叫做战斗位阶，是用来简单表示佣兵的战斗能力。位阶分为黑铁，青铜，白银，黄金，白金五个等级。黑铁最低，白金最高」

   「コンバットランクというものなんだが、その傭兵の戦闘能力を端的に表すものだな。アイアン、ブロンズ、シルバー、ゴールド、プラチナの五つのランクがある。アイアンが一番下で、プラチナが一番上だな」

   「原来如此，然后呢？」

   「なるほど、それで？」

   「你刚才最后做的那个测试，就是用来升到黄金位阶的」

   「お前がさっき最後にやった試験な、ゴールド昇格用のヤツなんだわ」

   「原来如此？」

   「なるほど？」

   「但是，就算是黄金位阶的测试，也不能直接让你升到黄金」

   「でもな、いくらゴールド昇格用の試験とはいえ、いきなりお前をゴールドにすることはできん」

   「我懂」

   「わかる」

   　突然就升到倒数第二的位阶也没什么意思。这个位阶制度是Stella Online里不存在的要素，所以我想好好享受提升位阶的乐趣。

   　いきなり上から二番目のランクになるとかやりがいも無いしな。このランク制度というのはステラオンラインには存在しない要素だったから、ランクを上げる楽しみは取っておきたいところだ。

   「没有实绩的话是不行的。你懂的吧？」

   「実績がないとな。わかるだろ？」

   「我懂」

   「わかる」

   「所以，你暂时先定为青铜。刚才做的模拟器的数据会提交给上级，之后再确定位阶」

   「だからな、とりあえずお前はブロンズだ。暫定的に。さっきやったシミュレーターのデータを上に上げて、その後でランクが確定すると思ってくれ」

   「不要突然就让我升到黄金啊。这样就没有提升位阶的乐趣了」

   「いきなりゴールドはやめてくれよ。ランクを上げる楽しみがなくなるから」

   「是，是吗」

   「そ、そうか」

   　感觉被嫌弃了。艾尔玛一脸不高兴地用尖锐的视线不断刺着我的脸颊。怎么了，别这样啊。我可是可爱的新人哦？对我温柔一点。

   　なんか引かれてる気がする。エルマはなんか不機嫌そうな顔で
     
      刺
     とげ
     
      々
     とげしい視線を俺の
     
      頰
     ほおに突き刺し続けてるし。なんですか、やめてくださいよ。僕はいたいけな
     
      新人
     ニユービーですよ？　もっと優しくして。

   「总之，虽然只是暂时的，但你已经正式登记为佣兵了。从今以后，佣兵公会将成为你的后盾，同时你也将背负着佣兵公会的招牌。请务必不要忘记这一点。」

   「とりあえずランクは仮だが、正式に傭兵として登録はしたからな。これからは傭兵ギルドが後ろ盾になると同時に、お前は傭兵ギルドの看板を背負うことになる。
     
      努
     ゆめ
     
      々
     ゆめそれを忘れることのないように」

   「没有说明会员规约之类的吗？」

   「会員の規約とかそういうの説明無いんですかね」

   「太麻烦了，你自己看吧。我会传信息给你的。」

   「めんどくせぇから自分で読んどけ。メッセージで送っとくから」

   「喂，太随便了吧。」

   「雑だなおい」

   　反正也不是现在马上需要的东西，算了。今晚再慢慢看吧。

   　今すぐ必要なものじゃないだろうし、いいけども。今晩にでもゆっくり読んでおこう。

   「那么，伟大的艾尔玛前辈为什么心情这么差呢？」

   「それで、偉大なるエルマ先輩は
     
      何
     な
     
      故
     ぜそんなに機嫌が悪いので？」

   「白银。」

   「シルバー」

   「咦？」

   「え？」

   「我花了五年才升到白银。」

   「私、五年でシルバーなんだけど」

   「啊，呃？」

   「あ、ええと？」

   　我将视线转向大叔，大叔则避开我的视线，这么说道：

   　おっさんに視線を向けると、おっさんは俺から視線を
     
      逸
     そらしながらこう言った。

   「你大概会升上白银吧。」

   「多分お前、シルバーになるぞ」

   「啊……哦——」

   「あっ……ふーん」
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   「嘎噜噜……」

   「がるる……」

   「不管我的位阶变成什么，艾尔玛前辈都是前辈！你看，要是没有艾尔玛前辈的话，我现在还是无证驾驶！现在也还是一头雾水！是个连食品店在哪里都不知道的杂鱼蛞蝓！我真的非常仰赖艾尔玛前辈哦！」

   「俺のランクが何になってもエルマ先輩は先輩ですから！　ほら、俺エルマ先輩が居なかったら今でもモグリだったし！　今も右も左もわからないし！　食料品店の場所もわからないクソ
     
      雑
     ざ
     
      魚
     こナメクジだし！　エルマ先輩頼りにしてますよほんと！」

   「是、是吗？那就好。好啦，这次真的要去食品店了哦。就由我这个『前辈』来告诉你吧。」

   「そ、そう？　ならいいのよ。ほら、今度こそ食料品店に行くわよ。この『先輩』が貴方に教えてあげるわ」

   　残念宇宙精灵因为我的明显捧杀而心情好转。也太好应付了吧。

   　残念宇宙エルフは俺のあからさまな褒め殺しで機嫌を直してくれた。なんてちょろいんだ。

   「好厉害哦～真令人向往～」

   「すごいなー、あこがれちゃうなー」

   「这个殖民卫星的地图的话……」

   「このコロニーのマップなら……」

   「我们先告辞了！」

   「俺達はこれで！」

   　我用视线制止了柜台大叔想说些什么的嘴，离开了现场。别这样啦，大叔。要是又惹她不开心的话，不是很麻烦吗？咦？不对，要是能拿到地图的话，应该没问题吧？

   　受付のおっさんが何か言おうとするのを視線で止めてこの場を後にする。やめろよおっさん。また機嫌を損ねられたら面倒だろう。あれ？　いや、マップがもらえるなら問題ないのか？

   　还是别想太多吧，嗯。

   　深く考えるのはやめよう、うん。

   　艾尔玛在路上跟我聊起她身为佣兵对这个特里梅因星系的了解。这个特里梅因星系有不少以交易船和资源采掘船为目标的宙贼，而且因为靠近贝雷贝雷姆联邦的国境，所以似乎在佣兵之间逐渐成为热门地点。

   　道すがらエルマがこのターメーン星系についての傭兵としての
     
      薀
     うん
     
      蓄
     ちくを語ってくれる。このターメーン星系は交易船や資源採掘船を
     
      狙
     ねらった宙賊がそれなりに多く、ベレベレム連邦との国境に近い位置にあることもあって傭兵達の間でホットなスポットとして注目されつつある場所であるらしい。

   「而且最近似乎要进行大规模的宙贼讨伐行动，所以佣兵们都在往这个恒星系聚集。话说，你连这种事都不知道就跑来这个星系了吗？」

   「しかも近々宙賊の大規模討伐が決行されるって話で、この恒星系には傭兵が集まりつつあるってわけ。というか、あんたそんなことも知らないでこの星系にきたの？」

   「哎呀，刚才也说过了，我因为事故被弹飞到这个恒星系，而且生命维持装置好像也暂时出了故障，所以记忆很模糊。幸好船没事就是了」

   「いやー、さっきも話したけど、事故ってこの恒星系に飛ばされてきた挙げ句、生命維持装置にも一時的にエラーが発生したのか記憶が
     
      曖
     あい
     
      昧
     まいでな。幸い、船は無事だったんだが」

   　当然，记忆模糊是骗人的。就算我说自己是从其他次元飞过来的，也只会被当成脑子有问题的家伙，而且这样也能解释我对这个世界的常识一无所知，所以才这么说。

   　
     
      勿
     もち
     
      論
     ろん、記憶が曖昧というのは
     
      噓
     うそである。別次元から飛んできましたとか言っても頭のおかしい奴扱いされるのがオチだし、この世界の常識に今ひとつ
     
      疎
     うといことに関しても言い訳がつくからそう言っているだけだ。

   「喂，你没事吧？听说有些人在事故后遗症的影响下，会突然猝死哦？我觉得你最好去医疗站接受一次检查」

   「ちょっと、大丈夫なの？　そういう事故が後に
     
      祟
     たたっていきなりぽっくり逝く奴とかいるらしいわよ？　医療系のステーションに行って一度診察を受けたほうが良いと思うわ」

   「真的假的。那我也认真考虑一下吧」

   「マジか。それも
     
      真
     ま
     
      面
     じ
     
      目
     めに検討しておこうかな」

   　如果我真的因为生命维持装置的故障导致记忆模糊的话，那艾尔玛说的没错。就算不是这样，既然我（貌似）是从其他次元转移过来的，那或许还是接受一次正式的精密检查比较好。把去医疗系的太空站接受精密检查设定为一个目标吧。

   　俺が本当に生命維持装置のエラーで記憶が曖昧になっているならエルマの言う通りだな。そうでないにしても、異なる次元から転移か何かしてきた（と思われる）現状、一度本格的な精密検査は受けておいても良いかもしれない。医療系のステーションに行って精密検査を受けるというのを目標の一つとして設定することにしよう。

   　就在我这么想的时候，走在我旁边的艾尔玛指着前方说道。

   　そんなことを考えていると、すぐ横を歩いていたエルマが前方を指差して声を上げた。

   「你看，已经能看到了。那就是食品店哦」

   「ほら、見えてきたわ。あれが食料品店よ」

   「那个吗？」

   「あれか？」

   　前方出现了一个写着『Oishii Mart』的大型招牌。好吃便利店……怎么说呢，真是个简单易懂的名字啊。

   　前方に『Oishii Mart』とでかでかと掲げられた看板が見えてくる。おいしいマート……なんというか、
     
      物
     もの
     
      凄
     すごくわかりやすい名前だな。

   「真是个随便的名字啊」

   「安直な名前だな」

   「是吗？不过好像也是古语」

   「そう？　なんでも古語らしいけど」

   「是这样吗」

   「そうなのか」

   　我虽然产生了“哪个部分是古语？”的疑问，但还是决定不深究。是『好吃』的部分吗？不过好像也没在用日语，确实……嗯？我是在用日语说话吧？为什么还能和这个世界的人正常交流？

   　どの部分が？　という疑問は
     
      湧
     わくが、深くは突っ込まないでおく。『おいしい』の部分だろうか。まぁ日本語なんて使われていないようだし確かに……うん？　俺は日本語で話しているよな？　なんでまたこの世界の人間と普通に意思疎通できているんだ？

   　我问了问艾尔玛，她说只要是属于正常文化圈的智慧生命体，应该都会施加某种『处理』以便和其他智慧生命体进行沟通，所以这是理所当然的。

   　エルマに聞いてみると、まともな文化圏に属している知的生命体なら何らかの方法で他の知的生命体と意思を疎通するための『処置』が施されているはずだから当たり前だという。

   「你连这种事情都忘了吗？」

   「あんた、そんなことも忘れてるわけ？」

   「看来是这样」

   「どうやらそのようだ」

   「你真的没问题吗？我开始认真担心了」

   「本当に大丈夫なの？　あんた。本気で心配になってきたんだけど」

   　我被可怜的精灵用怜悯的眼神看着。真是屈辱。

   　残念エルフに
     
      不
     ふ
     
      憫
     びんなものを見る視線を送られた。なんたる屈辱。

   「算了。来，进去吧」

   「まぁいいわ。ほら、入るわよ」

   「好」

   「あいよ」

   　我走进店里，环视了一圈店内。罐头，谷物棒，软管型营养食品，自动食物料理包，还有连是不是食物都分辨不出来的谜之物体，甚至还有像是恶心的生物的福尔马林标本一样的东西。各种各样的商品被塞得满满的。

   　店に入って、店内を一通り見回してみる。缶詰にシリアルバー、チューブタイプの栄養食にフードカートリッジ、食い物なのかどうかも判別のつかない謎の物体に、気味の悪い生物のホルマリン漬けのようなものまで。実に様々な商品が所狭しと置かれている。

   「种类真多啊」

   「色々あるな」

   「是啊。你要买什么？」

   「そうね。何を買うの？」

   「买什么好呢。有什么推荐的吗？」

   「何が良いんだろうな。おすすめは？」

   「有烹饪器具的话，买自动食物料理包不就好了？如果预算充足的话，这里也有卖人造肉哦」

   「調理器があるならフードカートリッジを買っておけば良いんじゃない？　予算に余裕があるなら、人造肉とかも扱ってるわよ」

   「人造肉」

   「人造肉」

   「对啊。你不知道吗？就是高效培养的蛋白质。虽然比普通食品要贵很多，但味道不错」

   「そうよ。知らない？　効率的に培養されたタンパク質ね。普通の食品よりもかなり高く付くけど、味は良いわね」

   「普通的肉和蔬菜呢？」

   「普通の肉とか野菜は？」

   「那种东西只有少部分的有钱人才会吃吧。就算是收入很高的佣兵也不会经常吃那种东西」

   「そんなの一部の大金持ちが食べるものでしょ。いくら稼ぎの良い傭兵でもそんなものは常食してないわよ」

   「是这样吗」

   「そういうものなのか」

   　看来家畜的肉和栽培的蔬菜之类的都是高级品。想想也是。在浮在宇宙中的殖民卫星里搞畜牧业效率也太差了。

   　どうやら家畜の肉や栽培された野菜などは高級品であるらしい。それもそうか。宇宙に浮かぶコロニーで牧畜なんてのはいかにも効率が悪そうだ。

   　就在我想着这些的时候，艾尔玛一脸诧异地盯着我的脸看。

   　と、そんなことを考えているとエルマがなんだか
     
      怪
     け
     
      訝
     げんな表情でジロジロと俺の顔を眺めていた。

   「你居然会理所当然地说出普通的肉和蔬菜这种话，难道你是有钱人家的少爷之类的？」

   「普通の肉や野菜なんて言葉が当然のように出てくるってことは、あんた金持ちのボンボンか何かなわけ？」

   「我也不知道啊。毕竟记忆很模糊。不过，我看起来像吗？」

   「んなこたぁ知らんよ。記憶があやふやだしな。だが、そう見えるか？」

   　我张开双手，她虽然没有接受但还是摇了摇头。

   　両手を広げてみせると、彼女は納得してるわけではなさそうだが首を横に振った。

   「看起来不像。虽然还是有点难以接受」

   「見えはしないわね。腑に落ちないけど」

   「那就是这样吧」

   「ならそういうことだろ」

   　我一边听艾尔玛的推荐一边挑选食材。水好像也能在这里订购。虽然有点贵，但我还是买了那个叫人造肉的东西。其他主要买了自动食物料理包，还有利于保存的谷物棒和软管型流质食品之类的东西。她还推荐了类似肉干的东西。

   　他にもエルマのおすすめを聞いて食料品を選んでいく。水の注文もここでできるらしい。少し値が張るが、人造肉とやらも買ってみた。その他にはフードカートリッジをメインに、保存の利くシリアルバーのようなものやチューブタイプの流動食のようなものも買った。ジャーキーのようなものもオススメらしい。

   「罐头呢？」

   「缶詰は？」

   「不推荐哦。在无重力的舰内打开的话会很惨的」

   「おすすめしないわよ。無重力の艦内で開けたら悲惨なことになるわ」

   　打开的瞬间内容物会喷出来，如果是有水汽的食品的话汁水会飞溅得到处都是。她推荐的是谷物棒和肉干之类的固体类型，还有装在软管里的半液体状食品。

   　開けた瞬間に内容物が噴き出したり、水気のある食品の場合は汁などが飛び散ったりするらしい。シリアルバーやジャーキー類のような固形タイプのものか、チューブなどに入った半液体状の食品がオススメだという。

   「嗯……没有碳酸饮料吗？」

   「うーん……炭酸飲料って無いのか？」

   「碳酸饮料？那是什么？」

   「炭酸飲料？　なにそれ」

   「诶。就是，可乐和苏打水之类的……甜甜的气气的最棒的饮料」

   「えっ。いや、コーラとかソーダとか……甘くてシュワッとする至高の飲み物だけど」

   「？？？」

   「？？？」

   　艾尔玛歪了歪头。看来是真的不知道。

   　エルマが首を
     
      傾
     かしげる。どうやら本当に心当たりがないらしい。

   「有果汁类的吧？」

   「ジュース類はあるんだよな？」

   「嗯，有各种口味的」

   「ええ、色々なフレーバーのものがあるわね」

   「然后在里面添加碳酸——二氧化碳让喝起来的时候气气的」

   「それに炭酸──二酸化炭素を添加して飲み口をシュワッとさせたものなんだが」

   「那种东西，我可没听说过哦？」

   「そんなもの、聞いたこと無いわよ？」

   「你说……什么……！？」

   「なん……だと……!?」

   　难道说这个世界没有碳酸饮料这种东西吗？我也问了食品店的店员，但对方表示很抱歉没有听说过。

   　この世界には炭酸飲料というものが存在しないとでもいうのか？　食料品店の店員にも聞いてみたが、申し訳ないが聞いたことがないと言われた。

   「神明已死……」

   「神は死んだ……」

   「你干嘛说得像是失去了信仰的濒死每日教信徒一样啊」

   「なに信仰を失って死にかけてるデイリー信者みたいなこと言ってんのよ」

   　没想到这个银河系居然没有碳酸饮料……不，等等？　我好像在网上看到过，碳酸饮料在宇宙船里不能正常喝。虽然不知道是无重力还是气压的问题，但会不会是因为这个才没流行起来？

   　まさかこの銀河に炭酸飲料が存在しないなんて……いや、待てよ？　確か炭酸飲料は宇宙船内ではまともに飲めないとかいう話をネットで見た事がある気がする。無重力が悪いのか、気圧の問題なのかはわからんが、それで廃れているのではないか？

   　也就是说，在重力和气压正常工作的环境下……在殖民卫星里为什么不行呢？因为是用离心力制造的拟似重力吗？搞，搞不懂。凭我的脑子连推测都做不到。

   　ということは、まともに重力と気圧が働いている環境……コロニー内では
     
      何
     な
     
      故
     ぜダメなんだ？　遠心力で作っている擬似的な重力だからか？　わ、わからん。俺の頭では推察すらできん。

   　但是，在行星上的居住地应该可以正常喝吧？在那种地方应该有流通吧？

   　だが、惑星上の居住地なら普通に飲めるのではないだろうか？　そういうところなら流通しているのでは？

   「我要在行星上的居住地买带院子的独栋房子」

   「俺、惑星上の居住地に庭付き一戸建てを買うことにする」

   「突然就……为什么从那个碳酸饮料的话题会变成这样啊。行星上的居住地可是贵得离谱哦？在古兰坎帝国，只有拥有高级市民权的一等帝国国民才能在行星居住地拥有土地，购买土地和市民权好像要花几亿艾尼」

   「いきなりね……なんでその炭酸飲料とやらの話からそうなるのよ。惑星上居住地なんて、滅茶苦茶高いわよ？　グラッカン帝国だと惑星居住地に土地を持てるのは上級市民権を持っている一等帝国民だけだし、土地とか市民権とか買うのに数億エネルするらしいわよ」

   「你骗人的吧。这不是能买鲸级巡洋舰的金额吗？」

   「ウッソだろお前。ホエール級の巡洋艦とか買える金額じゃないか」

   「真的。我之前听帝国军人说过」

   「本当よ。前に帝国軍人から聞いたことあるし」

   　几亿艾尼啊……咕，太贵了。但是，但是！我想喝碳酸饮料！

   　数億エネルね……くっ、あまりにも高い。だが、だが！　俺は炭酸飲料が飲みたい！

   「目标要定得高一点」

   「目標は高く持たないとな」

   「随你便吧」

   「好きにしたら良いわよ」

   　艾尔玛无奈地耸了耸肩，但这对我来说可是生死攸关的问题。订购好水和食物，拜托店主把东西送到船上之后，我决定先包点现在就能马上吃喝的食物，然后离开店里。我顺便也请了艾尔玛的份。虽然只是一杯果汁。

   　エルマは
     
      呆
     あきれたように肩を
     
      竦
     すくめるが、俺にとっては死活問題である。水と食料の発注を済ませ、船に送ってもらうように店主に頼んだ俺は、とりあえず今から船に帰ってすぐ飲み食いする分の食料だけ包んでもらって店を出ることにした。ちゃっかりエルマの分も
     
      奢
     おごらされた。ジュース一本分だけど。

  

 
  
   
    ＃4：少女

    ＃４：少女

   

   


   


   「让这个艾尔玛小姐来给你带路，这点小钱应该不算什么吧？」

   「このエルマさんに案内をさせるんだからこれくらい安いもんでしょ？」

   　用吸管插着用未知的材料制成的瓶子一样的东西，残念宇宙精灵一脸得意。

   　未知の素材でできたボトルのようなものにストローを刺しながら残念宇宙エルフがドヤ顔をする。

   「也是啊」

   「そっすね」

   　我走出食品店，不经意地往旁边一看，一个不得了的东西映入了我的眼帘。

   　と、食料品店を出てふと視線を横に向けると、とんでもないものが目に入ってきた。

   「……！不，不要……！」

   「……っ！　やっ、やぁ……ッ！」

   「给我老实点啊你」

   「大人しくしろよてめェ」

   「嘻嘻……终于抓到你了」

   「ひひ……ようやく捕まえたぜ」

   「虽然有点脏，不过应该还能用吧」

   「ちょっと小汚くなってるが、まぁ使えそうじゃねぇか」

   「赶紧干了她吧。我已经忍不住了」

   「早くヤっちまおうぜ。もう我慢できねぇよ」

   　一名少女正要被拖进小巷，一群粗俗的流氓抓住了她，正要把她拖进小巷，推到地上。从对话的内容来看，很容易想象得到他们接下来打算对那个少女做什么。

   　今まさに路地裏に引きずり込まれそうになっている少女と、彼女を捕らえ、押さえつけて路地裏に引き込み、押し込もうとしている野卑な雰囲気のチンピラ達だ。会話の内容から、これから
     
      奴
     やつらがあの少女に『何』をしようとしているのかを想像することは
     
      容易
     たやすい。

   「别去管他们」

   「やめときなさいよ」

   　我正要伸手握住激光枪的枪柄，迈开脚步，裤子的皮带却被拉住了。不用想，拉住我的人就是艾尔玛。

   　レーザーガンのグリップに手をかけ、足を踏み出そうとした俺のズボンのベルトが引っ張られる。予想するまでもない。俺を引き止めた犯人はエルマだった。

   「你是要我见死不救吗？」

   「お前、あれを見捨てろってのか？」

   「那个女孩是你认识的人吗？」

   「あの子、あんたの知り合いなの？」

   「不，不是……」

   「いや、違うが……」

   　在我们一问一答的时候，拼命抵抗的少女正逐渐被拖进小巷子里。她的目光捕捉到了我。求救的视线贯穿了我。

   　問答をしている間に必死の抵抗をする少女が徐々に路地裏へと引きずり込まれていく。彼女の目が俺を
     
      捉
     とらえた。助けを求める視線が俺を貫く。

   「那就和你没关系了吧。别管她了。」

   「なら関係ないでしょ。放っておきなさいよ」

   「你……」

   「お前……」

   「我说你啊。那种事情在银河中到处都在发生。你打算每次看到那种事情就插手吗？有几条命都不够用。连自己都照顾不好的家伙只会被当成食物。就算你在这里暂时救了她，她也活不下去的。」

   「あんたね。あんなの銀河中のどこにだってよくあることよ。ああいうのを見かける度に首を突っ込むつもり？　命がいくらあっても足りないわよ。自分の面倒も自分で見られない奴は食い物にされるだけ。ここであんたが一時的に助けても、この先生き残れないわよ」

   　她的意见非常冷淡，也非常正确。我不是神，也不是超级英雄。我只是一个连自己都照顾不好的半吊子佣兵。

   　彼女の意見はとてもドライで、とても正しかった。俺は神でもなければスーパーヒーローでもない。それこそ、自分で自分の面倒を見るのも
     
      覚
     おぼ
     
      束
     つかない半人前の
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいもどきである。

   「你不是英雄传说里的英雄。只是个拥有飞船的普通人。」

   「あんたは
     
      英
     えい
     
      雄
     ゆう
     
      譚
     たんの英雄じゃないのよ。船を持っているだけのただの人だわ」

   　在艾尔玛说话的时候，少女也被男人们抱了起来，消失在小巷子里。她的视线一直捕捉着我，她的手也一直朝我伸来。但是，她的手绝对无法触及我。

   　エルマが
     
      喋
     しやべっている間にも少女は男達に抱え上げられ、路地裏へと消えていく。彼女の視線は俺を捉え続け、その手は俺に向かって伸ばされていた。だが、その手は決して俺には届かない。

   「是啊……」

   「そうだよなぁ……」

   　艾尔玛说的话恐怕是正确的。至少在这个世界里，那应该是常识吧。

   　エルマの言うことは恐らく正しい。少なくとも、この世界においてはそれが常識なのだろう。

   　但是，那真的是『对我来说』正确的吗？

   　だが、それは本当に『俺にとって』正しいことなのか？

   「你以为我会这么说吗！？你这个冷血的遗憾精灵！」

   「とでも言うと思ったか!?　この冷血残念エルフが！」
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   　绝对不是。如果在这里见死不救的话，我肯定会睡不好觉。我敢保证，我肯定会时不时地想起那个女孩，然后定期情绪低落。

   　それは断じて否である。ここで見捨てたりしたら寝覚めが悪いったらありゃしない。ふとした拍子にあの子のことを思い出して定期的にテンションがだだ下がりになること請け合いである。

   　我可不想那样。

   　そんなのは御免だ。

   「喂！？」

   「ちょっ!?」

   　我甩开艾尔玛抓住我裤子皮带的手，丢下行李冲进小巷。我拔出枪套里的激光枪，确认枪柄的触感。激光枪的输出姑且先调到最小。

   　俺はズボンのベルトを
     
      摑
     つかむエルマの手を振り払い、荷物を捨てて路地裏へと駆け出した。ホルスターのレーザーガンを抜き、グリップの感触を確かめる。レーザーガンの出力は一応最小にしておく。

   「给我放弃吧！」

   「観念しろってんだよ！」

   「别挣扎了。不弄痛你就不明白吗？」

   「暴れるんじゃねぇ。痛くされないとわかんねぇか？」

   「不……不要……」

   「やっ……やぁ……っ」

   「这种货色只要揍一拳就会安分——」

   「こんなのは一発ぶん殴れば大人しく──」

   　在小巷里压住少女的一个小混混高高举起手臂。

   　路地裏で少女を組み伏せているチンピラの一人が腕を大きく振り上げた。

   　我以极其自然的动作将激光枪的枪口对准他的手臂。

   　俺はごく自然な動作でその腕に向かってレーザーガンの銃口を向ける。

   　那一瞬间，我陷入了一种包含自己在内，所有动作都变慢了，但只有思考保持着正常速度的感觉。或许可以说是时间被拉长的感觉吧。

   　その瞬間、自分を含めた
     
      全
     すべての動きが遅くなり、しかし思考だけは通常通りの速度を保っているような感覚に陥った。時間が引き伸ばされるような感覚とでも言えば良いのだろうか。

   　我在被拉长的时间里冷静地瞄准，扣下扳机。

   　引き伸ばされた時間の中で冷静に
     
      狙
     ねらいをつけ、引き金を引き絞る。

   　激光枪发出类似电子音的声音，红色的闪光照亮了昏暗的小巷。与此同时，男人的惨叫声响起。

   　ビュンッ、と電子音じみた音が鳴り、赤い
     
      閃
     せん
     
      光
     こうが薄暗い路地裏を染め上げた。それと同時に男の悲痛な声が響き渡る。

   「咿咿咿咿咿！？」

   「ぎいぃぃぃっ!?」

   　我射出的激光准确命中了小混混举起的拳头。虽然我这辈子一次都没开过枪，但身体却自然而然地动了起来。这也是受到游戏锻炼的影响吗？这种事有可能吗？不，只要对自己有利，怎样都无所谓。反正就算想破头，也想不出个所以然来。

   　俺の放ったレーザーは狙い
     
      違
     たがわずチンピラが振り上げた
     
      拳
     こぶしに命中した。生まれてこの方、
     
      拳
     けん
     
      銃
     じゆうなんて一度も撃ったことはないのだが、
     
      身体
     からだは自然と動いてくれた。これもゲームで鍛えた腕が影響しているのだろうか？　そんな事が有り得るか？　いや、自分に都合が良い分にはなんでも構うまい。どうせ、考えても理由なんてわかりっこないだろうしな。

   「什么！？」

   「なっ!?」

   　我对着动摇的小混混们扣下扳机，一次又一次。

   　動揺するチンピラどもに向かって俺は引き金を引く。何度も引く。

   　每次扣下扳机，小巷里都会闪过红色的闪光，男人们发出惨叫。如我所料，只要将输出调到最低，就不会产生足以致死的威力。

   　その度に路地裏に赤い閃光が走り、男達の悲鳴が上がった。期待通り、出力を最低にすれば人を死に至らしめるほどの威力は出ないようである。

   「好痛啊啊啊啊！」

   「いでぇぇぇぇ！」

   「啊！啊！？啊啊啊啊啊啊！？」

   「あっ！　あっ!?　ああぁぁぁぁっ!?」

   「啊咿咿咿咿咿！？」

   「アイイィィィィ!?」

   　虽然不会死，但似乎会伴随着相当的痛苦。要是他们动弹不得就麻烦了，所以我适当地教训了他们一番后，大声喊道：

   　死なないだけでかなりの苦痛を伴うようだが。動けなくなられても困るので、程々に痛めつけたところで声を張り上げる。

   「快滚！下次可就不止是烫伤了！」

   「とっとと行け！　次は
     
      火傷
     やけどじゃすまんぞ！」

   　小混混们露出胆怯的表情，连滚带爬地消失在小巷深处。

   　チンピラどもは
     
      怯
     おびえた表情を見せながら
     
      這
     ほう
     
      々
     ほうの体で路地の奥へと消えていった。

   　最后只剩下拿着激光枪的我，以及仰面靠在墙上，衣服凌乱，一脸惊讶地盯着我的少女。

   　後に残されたのはレーザーガンを手にした俺と、仰向けに壁に寄りかかり、衣服を乱された状態のまま驚いたような表情で俺の顔を見つめている少女だけだ。

   　我从她身边走过，举着激光枪朝向男人们逃跑的方向，对她说道：

   　俺は彼女の横を通り過ぎ、男達が逃げていった方向にレーザーガンを構えたまま彼女に声をかけた。

   「趁我警戒的时候把衣服整理好。要离开小巷了」

   「俺が警戒してる間に服を直せ。路地から出るぞ」

   「……！好的！」

   「……っ！　はい！」

   　少女用快要哭出来的声音回答，我听到身后传来她整理衣服的声音。我将枪口对准小巷深处，观察着少女的样子。毕竟要是她其实和那些家伙是一伙的，突然从背后捅我一刀的话，那可就不好笑了。

   　少女が泣きそうな声で返事をして、ごそごそと身繕いする音が背後から聞こえてくる。俺は銃口を路地の奥に向けたまま少女の様子を
     
      窺
     うかがう。これが実はあいつらとグルで、いきなり背中を刺されましたとかだと笑えないからな。

   　并没有发生什么特别值得担心的事情，整理好衣服的少女转向我这边。我用视线指示她往进入小巷的方向走，她用哭肿的红眼睛点了点头，快步走向小巷的入口。我也跟在她身后。

   　特に心配したようなことも起きず、身繕いをした少女が俺の方を向いた。視線でこの路地に入ってきた方向に行くように指示すると、彼女は
     
      泣
     なき
     
      腫
     はらした赤い目をしたまま
     
      頷
     うなずき、駆け足で路地の入り口へと向かった。俺もその後を追う。

   「欢迎回来」

   「おかえり」

   　一走出小巷，拿着我丢下的行李的艾尔玛就出来迎接我了。她的脸上明显浮现出惊讶的表情。

   　路地から出ると、俺が捨てた荷物を手にしたエルマが出迎えてくれた。顔にははっきりと
     
      呆
     あきれの表情が浮かんでいる。

   「你要怎么处理那孩子？」

   「どうすんのよ、その子」

   「怎么处理……」

   「どうするって……」

   　我将视线转向少女，少女也看向我这边。我们互相凝视着对方。

   　少女に視線を向けると、少女もまた俺に視線を向けていた。互いに見つめ合う。

   　这样一看，虽然有些脏兮兮的，但确实是个相当可爱的少女。个子很矮，大概比我矮一个半的头吧。但是，与娇小的体格相反，她胸部装甲的厚度是冷血混蛋精灵所无法比拟的。我一直以为萝莉巨乳这种概念只存在于创作之中，看来是真实存在的。

   　こうして見ると少々薄汚れてはいるが、なかなかに
     
      可愛
     かわいらしい少女だ。背は小さい。俺と頭一つ分半くらいは違うだろう。しかし体格の小ささに対して実装されている胸部装甲の厚さは冷血クソ残念エルフとは比べ物にもならない。ロリ巨乳という概念は創作の中にだけあるものだと思っていたのだが、実在するものであったらしい。

   　注视着我的瞳孔是明亮的棕色，头发也是同样的明亮茶色。长相的话，应该说是小狗系吧？与其说是美人，不如说是可爱。她身上的衣服不仅有些脏，而且可能是因为被刚才的小混混们打过，所以有些破烂。

   　俺を見つめる
     
      瞳
     ひとみの色は明るいブラウンで、髪の毛も同じく明るい茶色だ。顔立ちは子犬系とでも言えば良いのだろうか？　美人というよりは可愛らしいという感じだ。着ている服は薄汚れている上に先ほどのチンピラどもにやられたのか少しボロくなってしまっているな。

   「别再互相凝视了，快回答我。」

   「見つめ合ってないで答えなさい」

   「哦，我什么都没想。前辈，你觉得怎么做最糟糕，怎么做最好？」

   「おう、何も考えてないぞ。先輩、どうするのがまずくて、どうするのが一番だと思う？」

   「我想也是，你什么都没想吧。问你问题的我真是个笨蛋。再见。」

   「そうよね、何も考えてないわよね。聞いた私が馬鹿だったわ。それじゃあね」

   　艾尔玛叹了口气，把手上的行李塞给我后转身就走。原来如此，来这招啊。

   　エルマは
     
      溜
     ため
     
      息
     いきを
     
      吐
     つき、手に持っていた荷物を俺に押し付けると
     
      踵
     きびすを返して歩き出した。なるほど、そう来るか。

   「啊～啊～艾尔玛前辈是那种只从后辈身上抢走报酬，然后半途而废的人吗～」

   「あーあー、エルマ先輩は後輩から報酬だけ巻き上げて中途半端に放り出す人だったのかー」

   　听到我的话，艾尔玛停下脚步，长耳朵微微一颤。

   　俺の言葉にエルマが立ち止まり、ピクリと長い耳を震わせる。

   「真没办法啊，都怪我没看出来前辈是这种人啊，亏我还觉得前辈很伟大的说」

   「仕方ないなー、そういう人だったと見抜けなかった俺が悪かったなー、偉大な先輩だと思ってたのになー」

   　我继续说着，艾尔玛的耳朵一颤一颤地抖动着。只差临门一脚了。

   　言葉を続けると、ピクリピクリとエルマの耳が動く。もう一押しか。

   「果然比起贫乳阴险冷血遗憾精灵，还是去拜托佣兵公会的大叔吧，居然对后辈见死不救，真是看错你了」

   「やっぱ貧乳陰険冷血残念エルフよりも傭兵ギルドのおっさんを頼るかー、後輩を見捨てるなんて見損なっちゃったなー」

   「我杀了你哦」

   「ぶっ殺すわよ」

   　大概是终于忍不住了吧，艾尔玛以惊人的速度冲了回来，一把抓住我的胸口。哦哦，好可怕好可怕。

   　ついに我慢しきれなくなったのか、
     
      物
     もの
     
      凄
     すごい速度で戻ってきて俺の胸ぐらを
     
      摑
     つかみ上げた。おお、怖い怖い。

   「不愧是艾尔玛前辈！果然艾尔玛前辈不是那种会对后辈和年幼少女见死不救的人！好厉害啊！好崇拜啊！」

   「
     
      流石
     さすがエルマ先輩！　やっぱりエルマ先輩は後輩といたいけな少女を見捨てるような人じゃなかった！　凄いなー！　
     
      憧
     あこがれちゃうなー！」

   「太刻意了……唉，为什么我要做这么麻烦的事……」

   「わざとらしすぎるっての……はぁ、どうして私がこんな面倒事を……」

   「这不是很好的消遣吗？加油♡加油♡」

   「良い
     
      暇
     ひま
     
      潰
     つぶしになるだろ？　頑張れ♡　頑張れ♡」

   「现在立刻闭上嘴，不然我就把你的舌头拔出来」

   「今すぐ口を閉じなきゃその舌を引っこ抜くわよ」

   「抱歉」

   「サーセン」

   　我道歉后，艾尔玛叹了口气，捂住了眼睛。哈哈哈，为了消遣而找我搭话真是你气数已尽啊！放弃吧。

   　俺が謝ると、エルマは溜息を吐きながら目を覆った。ははは、暇潰しのために俺に声をかけたのが運の尽きだったな！　
     
      諦
     あきらめてくれ。

   「虽然我最推荐的建议被无视了，但你愿意听下一个忠告吗？」

   「私の一番のオススメは無視されたのだけど、次の忠告は聞くのかしら？」

   「那就要看内容了。请给我一个我和她都能笑嘻嘻的好建议」

   「それは内容次第ですなぁ。俺も彼女もニッコリな良い感じによろしく」

   「……」

   「……」

   　她露出了非常嫌弃的表情。别摆出那种表情啊，浪费了你这张漂亮的脸蛋。

   　物凄く嫌そうな顔をされた。そんな顔するなよ、美人が台無しだぞ。

   「你具体打算怎么做？」

   「あんたの具体的なビジョンは？」

   「我想让她坐上我的船。然后让她照顾我的生活起居，顺便收集情报。」

   「俺の船に乗ってもらうのが良いんじゃないかと。身の回りの世話とか情報収集を任せようかなって」

   「照顾生活起居啊……你这家伙喜欢这种类型的女孩吗？」

   「身の回りの世話ねぇ……あんた、こういう子が好みなわけ？」

   「喜欢……？我觉得她很可爱啊。」

   「好み……？　
     
      可愛
     かわいい子だとは思うよ」

   　我看着脸色苍白，身体还在颤抖的少女说道。虽然没有说出口，但我觉得她的胸部很大，将来很有前途。

   　まだ襲われかけたショックが抜けていないのか、青い顔をしたまま震えている少女を見てそう言う。口に出しては言わないけどおっぱい大きいし将来有望だと思います。

   「话说回来，我们刚刚才差点被袭击，站在这里说话也不太好。总之先找个地方坐下来吧。」

   「というか、今まさに襲われかけていたのに立ち話もなんだな。とりあえずどっか座って落ち着けるとこ行こうぜ」

   「……你请客。」

   「……あんたの
     
      奢
     おごりよ」

   「Aye Aye，Ma'am。好了，我们走吧。我不会对你做什么坏事的。如果走不动的话，可以抓住我。」

   「アイアイマム。ほら、行こう。悪いようにはしないから。歩くのが
     
      辛
     つらかったら摑まっても良いぞ」

   「……好。」

   「……はい」

   　少女点了点头，有些顾虑地抓住了我的衣角。你可以再抓牢一点哦？这件夹克看起来很结实，不会那么容易就拉长的。

   　少女はコクリと頷くと、遠慮がちに俺の服の
     
      裾
     すそを
     
      摘
     つまんできた。もっとしっかり握っても良いんだぞ？　このジャケット頑丈そうだし、そう簡単には伸びないだろうから。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　艾尔玛带我们来到一间咖啡厅，这间店就开在佣兵公会隔壁的建筑物里。感觉有点像圣马可咖啡。

   　エルマに案内されたのは傭兵ギルドと隣接した建物に入っているカフェのような店だった。なんとなくサン○クカフェっぽい感じがする。

   　我点了类似咖啡欧蕾的饮料和类似三明治的食物。艾尔玛点了类似咖啡欧蕾的饮料。少女虽然有些顾虑，但我还是帮她点了和我一样的类似咖啡欧蕾的饮料和类似三明治的食物。

   　俺はカフェオレっぽい何かとサンドウィッチのような何か。エルマはカフェオレっぽい何か。少女は遠慮したが、俺と同じくカフェオレっぽい何かとサンドウィッチのような何かを俺が頼んだ。

   「所以，你叫什么名字？」

   「それで、あんた名前は？」

   「那个……米米。」

   「あの……ミミです」

   「啊，对了，我还没自我介绍呢。我的名字叫希罗」

   「あ、そういや名乗ってなかったな。俺の名前はヒロだぞ」

   「你给我闭嘴。米米是吧。那你有什么特长吗？有什么技能能帮上船上的忙吗？」

   「あんたは黙ってなさい。ミミね。それで、あんた何かできるの？　船に乗って役に立つスキルは？」

   　叫我闭嘴也太过分了吧……自我介绍可是很重要的哦？

   　黙ってなさいって
     
      酷
     ひどい……自己紹介は大事だぞ？

   「呃……我该有什么特长比较好呢？」

   「えっと……どんな事ができると良いんでしょうか？」

   「……虽然我大概猜到了，但还是告诉你吧。这家伙在战斗方面不需要辅助，所以需要其他方面的特长。比如物资的筹备，情报的整理，和委托人的交涉，和佣兵公会的联络，起飞降落时和港湾管理局的联络，以及其他各种手续」

   「……それだけでなんとなくわかったけど、一応教えてあげるわ。こいつは戦闘に関しては補助は必要ないから、それ以外ね。物資の手配や情報の整理、依頼人との交渉、傭兵ギルドとの連絡、離着陸時の港湾管理局への連絡、その他手続き
     
      諸
     もろ
     
      々
     もろね」

   「我都没有经验……」

   「どれも経験がありません……」

   「我想也是。那你就只能负责照顾他的生活起居了。做饭，洗衣服……还有，你是女孩子，所以还要负责这家伙的下半身」

   「そうでしょうね。となると身の回りの世話くらいしかできないわね。炊事、洗濯……それと、あんたは女だからこいつのシモの処理ね」

   「噗」

   「ぶふっ」

   　突然的黄段子让我忍不住把嘴里的东西喷了出来。下半身是什么鬼！对这样的女孩子也太直接了吧！

   　唐突な下ネタに思わず口の中のものを噴き出した。下の処理ってお前！　こんな女の子にストレート過ぎるわ！

   「你很脏啊！？」

   「きったないわね!?」

   　站在我正面的艾尔玛怒目圆睁。不，虽然我确实有错！

   　俺の正面にいたエルマが
     
      眦
     まなじりを
     
      吊
     つり
     
      上
     あげて怒る。いや、悪かったけどさぁ！

   「你，下面的处理是什么意思啊！？」

   「おまっ、下の処理って何言ってんだ!?」

   「什么啊，你一开始就是打算让这样的孩子上船才带她来的吧？」

   「何よ、こんな子を船に乗せるって最初からそのつもりだったんでしょ？」

   　艾尔玛一脸「事到如今还说什么啊」的表情说道。我也试着观察了一下自称米米的少女，她似乎也这么认为，对我的反应露出意外的表情。

   　何を今更、という顔でエルマがそう言う。ミミと名乗った少女の様子も窺ってみるが、彼女もそう思っていたのか、俺の反応に意外そうな顔をしていた。

   「我是觉得她很可爱，也想过如果有机会的话想和她搞好关系，但没有那么直接地想到下半身的事情啊，笨蛋！」

   「可愛いなぁとは思っていたし、あわよくば仲良くなりたいくらいには思ってたけどそこまでストレートに下半身直結で考えては無かったわアホ！」

   「什么啊。你还真是纯情呢？果然是个被宠坏的大少爷吗？」

   「何よそれ。あんた随分ウブね？　やっぱり箱入りのお坊ちゃんなわけ？」

   「才不是那样……话说，那是什么啊，这也是所谓的常识吗？女人上了男人的船就要做那种事？」

   「そんなんじゃあないけど……というか何だ、それも常識ってやつなのか？　女が男の船に乗ったらそういうことをするってのは」

   「如果是对等的关系的话，倒也不一定。但是，这孩子的情况，虽然不是完全不对等，但也不是对等的关系。被那样对待也是理所当然的。」

   「対等な関係ならそうとは限らないわよ。でも、この子の場合はとてもじゃないけど対等な関係じゃないわ。そう扱われるのが当然ね」

   　那是什么色情游戏啊。在Stella Online里可没听说过那种事啊。

   　それなんてエロゲだよ。ステラオンラインでそんな話なんて聞いたこともないぞ。

   「不不不，我没有强迫她做那种蠢事的打算。我才不是那种人呢」

   「いやいやいや、そんな馬鹿なことを強要する気は無いから。そんな外道じゃないぞ、俺は」

   「哼。反正这和我没什么关系。你只要知道被那样看待是常识就行了」

   「ふーん。まぁ別にそこは私には関係ない話ね。そう見られるのが常識だということをあんたが知っていれば問題ないわ」

   「唔……」

   「ぬぅ……」

   　我偷偷瞄了一眼米米，她红着脸低下了头。不不不，你不用做出这种反应的！我不会强迫你做那种事的！我可不是为了那种目的才救你的！

   　ちらりとミミに視線を向けると、彼女は顔を赤くして
     
      俯
     うつむいてしまった。いやいや、そんな反応しなくてもいいから！　そういうことは強要しないから！　そういう目的で助けたわけじゃないから！

   　虽然我很想大声说出来，但这种事说出来反而会显得很假。还是默默地用行动来表示吧。

   　声を大にして言いたいが、こういうことは言葉にするとかえって
     
      噓
     うそ臭くなる。黙って行動で示すとしよう。

   「米米，你想怎么做？话说回来，你为什么会一个人在那种地方闲逛？像你这样看起来很纯真的孩子在那种地方闲逛，当然会变成那样。」

   「ミミ、あんたはどうしたいの？　というか、あんたはなんだってあんなとこほっつき歩いてたわけ？　あんたみたいないかにも擦れてない子があんなとこほっつき歩いてたらそりゃああなるわよ」

   「那是……」

   「それは……」

   「你犯了什么罪，所以逃到第三区吗？监护人呢？」

   「何か犯罪でも犯して第三区画に逃げ込んでたの？　保護者は？」

   「……」

   「……」

   　听到监护人这个词，米米的眼中开始溢出泪水。啊——啊，别让她哭啊……。

   　保護者、という言葉を聞いてミミの瞳に涙が
     
      溢
     あふれ始める。あーあ、泣かすなよ……。

   　米米一边扑簌扑簌地流着眼泪，一边开始讲述自己的身世。这是很常见的故事。米米在第二区的普通家庭中幸福地长大，但有一天，她的父母负责殖民卫星的氧气基础设施整备工作，却一起遭遇了事故死亡。

   　ミミはポロポロと涙を
     
      零
     こぼしながら自分の身の上を話し始めた。よく有りそうな話だ。一般的な第二区画の家庭で幸せに育っていたミミだったが、ある日コロニーの酸素関係のインフラ整備を担っていた両親がまとめて事故死した。

   　不知为何，那起事故的责任被推到了她的父母身上，遗产之类的东西也几乎全被没收。尽管如此，她还是背负着无法偿还的赔偿金，但还是学生的米米没有像样的工作，连第二区居民的税金都付不起，于是就被放逐到了第三区。

   　どういうわけかその事故の責任が両親に押し付けられ、遺産の類はほぼ
     
      全
     すべて没収。それでも賄いきれなかった賠償金を背負わされたが、まだ学生の身分でまともな働き口もないミミは第二区画居住者としての税すら払えずに第三区画に放逐されてしまったという。

   「诶诶……还有这种事？没有社会福利之类的吗？」

   「えぇ……そんなんアリか？　セーフティネットとか無いの？」

   「那种事我怎么知道。现在重要的是这孩子无处可去吧」

   「知らないわよ、そんなの。今重要なのはこの子には行く当てがないってことじゃない」

   「那倒也是……几乎没有选择的余地啊」

   「それもそうだな……
     
      殆
     ほとんど選択肢が無いわけか」

   　米米不坐我的船，就意味着她要孤身一人再次回到第三区。要是再发生和今天一样的事，下次她绝对不可能平安无事。

   　ミミが俺の船に乗らないという選択肢を選ぶということは、即ち身一つで再び第三区画に戻るということである。今日と同じような事が起きれば次もまた無事に済む可能性は絶無であろう。

   「那个，拜托了……我什么都愿意做。请让我坐上大哥哥的船吧」

   「あの、お願いします……私、なんでもしますから。お兄さんの船に乗せてくださいっ」

   　米米用哭肿的脸拼命地低头恳求。

   　ミミが泣き腫らした顔で必死に頭を下げる。

   「嗯，我知道了。我会想办法的，别担心。所以，快吃三明治吧。你没好好吃饭吧？」

   「うん、わかった。なんとかするから心配するな。だからほら、サンドウィッチ食え。まともに食べてなかったんだろ？」

   「好的……」

   「はぃ……」

   　大概是听了我的话后安心下来，米米开始小口小口地吃起三明治。然后我将视线转向艾尔玛。她露出了非常嫌弃的表情。

   　俺の言葉に安心したのか、ミミがもそもそとサンドウィッチに手を付け始める。そして俺はエルマに視線を向ける。とても嫌そうな顔をされた。

   「所以，温柔亲切的艾尔玛前辈。请告诉我让米米坐上我的船的手续」

   「ということで優しく親切なエルマ先輩。ミミを俺の船に乗せるための手続きの仕方を教えてください」

   「认真的？」

   「本気？」

   「认真的」

   「本気だ」

   「很贵的哦？」

   「高いわよ？」

   「哈？很贵？」

   「は？　高い？」

  

 
  
   
    ＃5：钞票耳光

    ＃５：札束ビンタ

   

   


   


   「人头税和第二区的居民税滞纳金，以及迟缴罚金，加上尚未支付的双亲赔偿金，还有赋予自由移动权的税金，合计需要五十万艾尼。」

   「人頭税と第二区画の住民税の滞納、それに伴う遅延金、両親から引き継いだ賠償金の未払い分、そして自由移動権の付与に係る税、合わせてきっかり五〇万エネルが必要になりますね」

   「你是认真的吗？」

   「本気で言ってんのか、あんた」

   　眼前这个西装笔挺，前发梳成三七分，一看就是公务员的男人，一脸严肃地向我索取天价的金额。五十万艾尼，一艾尼换算成日圆是一百圆的话，就是五千万日圆。这价格到底是怎么回事？

   　スーツをぴっちりと着こなし、前髪を七三分けにしたいかにも役人です、といった雰囲気の男が
     
      真
     ま
     
      面
     じ
     
      目
     めくさった顔をして法外な値段を請求してくる。五〇万エネルってお前、一エネル一〇〇円で換算したら五〇〇〇万円やぞ。どうなっとんのやその値段。

   　这里是贸易殖民卫星特里梅因普莱姆的人民管理局第三区办事处——也就是公家机关。

   　ここは交易コロニー、ターメーンプライムの人民管理局第三区画出張所──つまりお役所である。

   　我为了办理让米米上我船的正规手续而来到这里，但对方一确认完米米的情报，就把我带到里面的房间，提出天价的金额。我想你们应该听不懂我在说什么，其实我也不懂。

   　ミミを俺の船に乗せるための正規の手続きをするために訪れたのだが、ミミの情報を確認するなり奥の部屋に通されて法外な請求をされた。何を言っているかわからないと思うが、俺にもわからない。

   　顺带一提，因为艾尔玛讨厌公家机关的气氛，所以在被叫到其他房间的时候就不知跑哪去了。米米虽然跟我一起来了，但听到金额后，她脸色苍白，像小动物一样瑟瑟发抖。

   　ちなみに、エルマは役所の雰囲気が嫌いだからということで別室に呼ばれたタイミングでどこかに行ってしまった。ミミは一緒についてきているが、額面を聞いてからというもの真っ青な顔をして小動物のようにプルプルと震えている。

   「是的，这已经是去掉零头的便宜价格了。需要我出示明细吗？」

   「ええ、これでも端数を切り捨てて安くしていますよ。明細も開示できますが？」

   「那就给我看看吧。」

   「見せてもらおうか」

   　我看了。虽然看了，但老实说，我虽然能理解写在上面的数字，但无法判断这是否是妥当的价格。

   　見せてもらった。見せてもらったのだが、ここに書かれている数字は理解できるがこれが妥当な値段なのかどうなのか、という事に関しては正直判断がつかない。

   　光是赋予自由移动权的税金就要二十万艾尼，真的假的？我是不是被坑了？

   　自由移動権の付与に係る税だけで二〇万エネルってマジ？　ボラれてない？

   「……让双亲的负债落到未成年的孩子身上，这样对吗？没有放弃继承这类负面遗产，或是自行破产的制度吗？」

   「……両親の負債を年端もいかない子供に負わせるというのはどうなんだ？　そういった負の遺産の相続を放棄したり、自己破産したりするシステムは無いのか？」

   「也不是没有，但被继承人必须在知道负债存在后三个月内提出申请。期限已经过了。只要居住在第三区，就能免除支付这些款项的义务，要说这是社会安全网，也算是社会安全网吧。」

   「無いこともありませんが、被相続人は負債の存在を知ってから三ヶ月以内にその申請をする必要がありますね。既に期限を過ぎています。第三区画に居住する限りにおいてそれらを支払う義務を免除されるというのがセーフティネットといえばセーフティネットですね」

   　公务员面不改色地如此说道。这哪里是社会安全网啊？虽然只要掉到第三区就不用支付了，但相对的，就无法接受行政府的任何支援了。

   　役人は表情をピクリとも動かさずにそう言い放った。それのどこがセーフティネットだよ。第三区画落ちすれば払わなくても良くなるけど、その代わりに行政府の支援を一切受けられなくなるんだろうが。

   　说到底，把一个没有任何工作技能的女孩子丢到治安不好的地方，会发生什么事根本显而易见。这根本不是什么社会安全网，只是单纯的抛弃而已吧？这个殖民卫星真的没问题吗？

   　そもそも、働くためのスキルも何もない女の子を治安の悪い場所に放り込んだらどうなるかなんてのはわかりきった話だろうに。そんなのはセーフティネットでもなんでもなく、ただ
     
      棄
     すてているだけじゃないか？　大丈夫なのか、このコロニー。

   「我听说佣兵这个职业收入不错，但你应该付不出五十万艾尼的钜款吧？我认为再继续下去也只是浪费时间。虽然我不清楚，但第三区应该也有适合你的游乐场所，别再想些不自量力的事，去那边满足自己如何？」

   「
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいという職業は稼げるのだと聞きますが、五〇万エネルもの大金を払うことはできないでしょう？　これ以上は時間の無駄かと思います。私は存じ上げませんが、第三区画なら
     
      貴方
     あなたに
     
      相応
     ふさわしい遊び場もあるでしょうし、分不相応なことを考えずにそちらで満足されては？」

   　旁分头露出嘲笑般的冷酷笑容。啊？你这是什么意思？我可不是像你所想的那样，抱着下流的感情才想收养米米的，你这是什么意思？哼……你瞧不起我吗？好，我接受你的挑衅。

   　七三分けがこちらを
     
      嘲
     あざ
     
      笑
     わらうかのように酷薄な笑みを浮かべる。あ？　そういうこと言っちゃう？　別に俺はあんたの考えているような
     
      下
     げ
     
      衆
     すな感情を抱いてミミを引き取ろうとしてるわけじゃないんだけど、そういうこと言っちゃう？　ふーん……お前？　
     
      舐
     なめてるね？　よし、その
     
      喧
     けん
     
      嘩
     か買った。

   「好吧。你说五十万艾尼是吧？这点小钱我马上付给你。」

   「まぁ良いだろう。五〇万エネルだったか？　その程度の
     
      端
     はした
     
      金
     がねは即金で払おうじゃないか」

   「啊？」

   「は？」

   　听到我的话，旁分头露出目瞪口呆的表情。很好，我就是想看到这种表情。

   　俺の言葉に七三分けが
     
      啞
     あ
     
      然
     ぜんとした表情を見せる。いいね、そういう表情が見たかった。

   「什么？你不仅心术不正性格恶劣，连耳朵也不好吗？我说了，我会马上付清五十万艾尼的现金。快点给我办手续。」

   「なんだ？　心が下衆で性格が悪いだけじゃなく耳まで悪いのか？　五〇万エネル、きっかり耳を
     
      揃
     そろえて即金で払うっつってんだよ。とっとと手続きをしろ」

   「……这可不是开玩笑的哦？」

   「……冗談では済まされませんが？」

   「啰嗦。我叫你快点办。」

   「くどい。とっととやれと言っているんだ」

   　我从怀里取出小型情报终端，表示自己有支付的意愿后，旁分头的男人虽然不情愿，还是开始办理手续。虽然性格恶劣，但办事倒是挺快的，没过多久手续就办完了。

   　懐から小型情報端末を取り出して支払いの意思を見せると、七三分けの男は不承不承ながらも手続きを進めた。性格は悪いようだが仕事は速いようで、程なくして手続きは終わった。

   　确认我的账户向特里梅因普莱姆汇入了五十万艾尼后，米米的负债被清偿的证明书和自由移动权的证明书被发行了。

   　俺の口座からターメーンプライムに対する五〇万エネルの入金が確認され、ミミの負債が完済された証明書と自由移動権の証明書が発行された。

   　这个自由移动权，似乎是只要今后不定居在某个地方，就不用再缴税的特别权利。不过相对的，价格也比较高。毕竟光是这个就要二十万艾尼了。大概就像是先缴了税吧。

   　この自由移動権というものは今後どこかに定住しない限り税も払わなくてよくなる特別な権利であるらしい。その分お高いわけだが。これだけで二〇万エネルだものな。税金を先払いしたようなものだろう。

   　从旁分头那里听到了这些详细的说明，我收下文件后离开了公所。刚走出公所，小型情报终端就发出了叮咚的声音。我心想是什么，确认了一下，原来是艾尔玛传来的信息。看来她似乎在附近的服饰店。信息和导航资讯也一起传了过来。

   　七三分けからそういった細かい説明を聞き、書類を受け取って役所を出る。出たところで、小型情報端末がピロン、と音を立てた。何かと思って確認してみると、エルマからのメッセージだった。どうやら近くの服屋にいるらしい。メッセージとナビゲート情報が送られてくる。

   「没事吧？」

   「大丈夫か？」

   「是、是的……我没事。」

   「は、はい……大丈夫です」

   　米米在我付完艾尼之后，陷入了半恍惚状态。虽然很难推测她的心里发生了什么样的变化，不过差点被男人们施暴时被我救下，在咖啡厅吐露了辛酸的身世，在公所被迫面对自己背负的负债，结果我却把这一切都解决了。

   　ミミは俺がエネルを支払い終えてから半ば放心状態に陥ってしまっていた。彼女の心の中でどういった動きが起こっているのかを推測するのは難しいが、男達に乱暴をされかけて俺に助けられ、カフェでは
     
      辛
     つらい身の上話を吐露し、役所では自分の背負った負債を自覚させられ、かと思えば俺が一切合切まるっと事を収めた。

   　虽然不知道这孩子几岁，不过如果我站在她的立场，大概也会因为心力交瘁而不知所措吧。其实我很想尽快带她回船上休息，但至少得买件新衣服给她，不然她明天会没有衣服可穿。

   　この子が何歳なのかはわからないが、俺が彼女の立場でも心労でどうにかなってしまいそうに思う。本当は一刻も早く彼女を船に連れて帰って休ませてやりたいのだが、せめて服ぐらいは新しいものを買って行かなければ明日着るものにも困ることになってしまう。

   　虽然很过意不去，不过去服饰店买新衣服给她，是我今天在回船上之前无论如何都得完成的事情。

   　心苦しいが服屋に行って彼女に新しい服を買い与えるのはどうしても今日、船に帰る前にやらねばならないことであった。

   「结果如何？」

   「首尾は？」

   「钞票——我用艾尼痛揍了他们一顿。」

   「札束──エネルでぶん殴ってやったよ」

   「很好，很像佣兵的作风。总之，我已经随便帮米米挑了几件衣服。拿去。」

   「いいわね、傭兵らしいやり口だわ。とりあえず、ミミが着る服を適当に見繕っておいたわ。はい」

   　艾尔玛把装着衣服的袋子和请款单塞给我。金额……没什么大不了的。毕竟量也不多，大概只是暂时应急的衣服吧？

   　エルマが服の入っているらしい袋と、請求書を押し付けてくる。額面は……大したことないな。大した量ではないようだし、あくまでも当面の間の服なのかね？

   「总之，我随便买了些平时穿的衣服和内衣之类的，都是些马上会用到的东西。不过应该完全不够吧，之后你们两个再一起去买齐需要的东西吧」

   「とりあえず普段遣いするような服とか下着とか、すぐに必要そうなものとか適当に買っておいたわ。全然足りないだろうから、後日二人で回って必要なものを買い揃えなさい」

   「抱歉，帮大忙了」

   「すまん、助かるよ」

   「你可以欠我一个人情哦？」

   「恩に着てもいいわよ？」

   「我已经付了正当的报酬了。而且你也打发了时间吧？」

   「正当な対価は渡してるからなぁ。
     
      暇
     ひま
     
      潰
     つぶしにもなっただろ？」

   「真是的，不划算……算了，确实打发了时间。那，已经可以了吧？我要回船上去了」

   「割に合わないっての……ったく、もう。まぁ、確かに暇潰しにはなったわね。じゃあ、もう良いわね？　私は船に帰るわよ」

   「我们也要回去了。我想让米米休息一下」

   「俺達も帰る。ミミを休ませてやりたいからな」

   「这样比较好。你啊，可别让这家伙对你厌烦了。然后，你要好好照顾这家伙。要是放着不管，这家伙会一头扎进奇怪的事情里然后早死的」

   「それが良いでしょうね。あんた、精々こいつに愛想尽かされないようになさい。で、こいつをちゃんと見てやりなさい。放って置くとこいつどんどん変なことに首を突っ込んで早死にするわよ」

   「好，好的」

   「は、はいっ」

   　听到艾尔玛的话，米米挺直了背脊回答。在米米的心中，艾尔玛似乎已经完全占据了可靠的大姐姐的位置。

   　エルマの言葉にミミが背筋を伸ばして
     
      応
     こたえる。ミミの中でエルマはすっかり頼れるお姉さんポジションになったようだな。

   「你也是。要好好照顾她。要是你因为卷入麻烦事而死掉的话，这孩子又会流落街头了。不要再像这次一样乱来了」

   「あんたもよ。ちゃんと面倒を見なさい。あんたが厄介事に首を突っ込んで死んだりしたら、この子はまた路頭に迷うんだからね。今回みたいな無茶はもうやめることね」

   「我知道了。艾尔玛前辈说来说去还是很会照顾人的嘛」

   「わかったよ。エルマ先輩はなんだかんだ言って面倒見良いよな」

   「姜还是老的辣啦。你好像忘了，我可是比你年长很多哦？」

   「年の功よ、年の功。あんた、忘れてるみたいだけど私のほうが
     
      遥
     はるかに年上なんだからね？」

   「这么说来好像是这样呢」

   「そう言えばそうだったな」

   　因为艾尔玛的外表太过年轻，我总是没有那种感觉，不过她比我年长了两轮左右。因为她的精神年龄也很年轻，所以我完全没那种感觉就是了。

   　見た目が若々しすぎるからどうしてもそんな気がしないが、エルマの方が俺よりも二回りくらい年上だった。テンションも若々しいからまったくそんな気がしないけど。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　回到船上后，我决定先带米米去她的房间。因为我的房间是单人房，所以只能让她使用两间双人房的其中一间。因为房间就在走廊的正对面，所以选哪一间都一样就是了。

   　船に着いたらまずはミミの部屋に案内をすることにする。個室は俺の部屋として使っているので、二つある二人部屋のうちどちらかを使ってもらう事になるな。通路を挟んで真向かいにある部屋なので、どっちを選んでも変わらないけど。

   「我选这间。那个……真的可以吗？」

   「この部屋にします。あの……本当に良いんですか？」

   「当然。把行李放好之后去冲个澡吧。然后我会用简易医疗舱检查你的身体状况，做好心理准备吧。」

   「
     
      勿
     もち
     
      論
     ろん。荷物を置いたらシャワーでも浴びると良い。そうしたら簡易医療ポッドでバイタルチェックをするから、そのつもりでな」

   「连那种东西都有……这、这艘船好厉害啊。好像第一区的房子一样。」

   「そんなものまで……す、すごいですね、この船。第一区画のお
     
      家
     うちみたいです」

   「是吗？」

   「そうか？」

   　因为我缺乏这方面的常识，所以无法发表意见。之后我带她参观了洗衣间、厨房、医务室、训练室、驾驶舱和货物室。因为一次带她参观比较有效率。

   　俺にはそのへんの常識が欠如しているからなんとも言えないな。その後もランドリーやキッチン、医務室やトレーニングルーム、コックピット、カーゴなどを案内する。一度に案内したほうが効率的だからね。

   「驾驶舱除了我允许的时候以外，不要进去哦。」

   「コックピットには俺が許可した時以外は入らないようにしてくれ」

   「我知道了」

   「わかりました」

   「还有……啊，得给米米买个小型情报终端」

   「後は……あー、ミミ用の小型情報端末も入手しないとな」

   　无论是联络还是收集情报，有终端会方便很多。干脆连平板也一起买了吧。

   　連絡を取るのにも情報を収集するのにも端末はあったほうが良い。なんならタブレット型のやつも一緒に買ったほうが良いかもな。

   「那个，这么贵的东西……」

   「あの、そんなに高価なものは……」

   「我觉得这是必要的支出」

   「必要経費だと思うよ」

   　毕竟也不是一天二十四小时都在船上工作。可以用来打发时间，明天就给她买吧。说起来，她好像说过衣服只买了最低限度的？看来还需要买些衣服和生活用品。

   　四六時中船での仕事があるわけでもなし。暇潰しにもなるだろうから明日にでも買い与えるとしよう。そう言えば服も最低限しか買ってないって言ってたな？　服とか生活雑貨も追加で買う必要があるか。

   「总之，你应该累了吧，先去冲个澡，然后休息吧。生命体征检查和工作方面的事情之后再慢慢谈」

   「とにかく、疲れてるだろうからまずはシャワーでも浴びてさっぱりしてから休みな。バイタルチェックとか業務の話に関してはそれからゆっくり話そう」

   「好的，对不起」

   「はい、すみません」

   「别道歉，应该说谢谢才对。你会用淋浴吧？」

   「すみません、じゃなくそこはありがとうにするべきだな。シャワーの使い方とかはわかるよな？」

   「嗯，没问题。谢谢」

   「はい、大丈夫です。ありがとうございます」

   「那就这样吧。我会在驾驶舱或者自己的房间，有什么事就马上告诉我。肚子饿了也不要客气，尽管说。今后我们要一起生活，所以不能客气」

   「ならそういうことで。俺はコックピットか自分の部屋にいるから、何かあったらすぐに言ってくれ。お
     
      腹
     なかが減った時も遠慮せずに言うんだぞ。これから一緒に生活するんだから、遠慮なんてしてたらダメだ」

   「我知道了」

   「わかりました」

   　米米老实地点了点头。嗯，要是她客气到饿肚子的话，我也会很困扰的。这样就好。

   　ミミは素直に
     
      頷
     うなずいた。うん、変に遠慮されてお
     
      腹
     なかを
     
      空
     すかされても困っちゃうからな。これで良い。

   　因为不能盯着她洗澡，所以我离开了那里，前往驾驶舱。虽然我没问过米米的年龄，但她应该不是需要一直贴身照顾的年龄吧。她大概几岁呢？

   　シャワーに入るところをまじまじと見ているわけにもいかないので、その場を後にしてコックピットに移動する。ミミの年齢は聞いていないが、ベッタリとひっついて面倒を見なければならない年齢ではないだろう。何歳くらいかな？

   　从谈话的感觉来看，她似乎还是学生，大概十五岁左右吧。虽然个子小，但该发育的地方还是发育了……嗯，大概十七岁左右吧？之后再问问看吧。

   　話を聞いた感じだとまだ学生だったようだし、十代半ばってとこだろうか。背は小さいが、育つところは育ってるんだよな……うーん、十七歳前後くらい？　後で聞いてみるか。

   　因为没什么特别要做的事，所以我决定先调查一下第三区的地理环境，为明天做准备。毕竟还得买齐米米的生活用品和衣服。这么说来，为了预防生病，是不是也该买些药呢？应该要买吧。而且还要买情报终端。要逛的店好多啊？

   　特にやることもないので明日のために第三区画の地理をリサーチしておく。ミミの生活用品や服を買い足さなきゃならないからな。そう言えば、もし病気になったりした時のために薬とかも買っておくべきだろうか？　買っておくべきだな。それに情報端末も買わなきゃならん。回る店が多いな？

   　于是，我开始调查第三区这些店的地点和评价。结果一查就查到了一大堆。不是买到假货，就是药过期，不然就是打开盒子发现里面是空的，只装着一堆废铁。

   　そういうわけで、第三区画にあるそれらの店の場所を評判と合わせてリサーチする。そうすると出るわ出るわ。やれバッタもん
     
      摑
     つかまされただの、薬の使用期限が切れてただの、箱を開けたら中身が入っていなくてただのスクラップが入ってただの。

   　把那种店排除在外的话，第三区的“正经”店意外地少。顺带一提，艾尔玛带我去的食品店和艾尔玛给米米买衣服的店就是那为数不多的“正经”店。我本以为她是残念宇宙精灵，但事实上似乎完全不是那么回事。

   　そういう店を除外していくと、第三区画にある『まとも』な店というのは案外少なかった。ちなみに、エルマに案内された食料品店とエルマがミミの服を買っていた店はその数少ない『まとも』な店である。残念宇宙エルフだと思っていたが、実のところそんなことは一切なかったらしい。

   　我像这样调查了一阵子，米米突然从开着的驾驶舱门探出头来。哦哦，洗完澡后清爽了不少，果然是个相当漂亮的美少女啊。不过衣服是不是有点薄？虽然舰内空调很完美，应该不会觉得冷就是了。

   　
     
      暫
     しばらくそんな感じで調べごとをしていると、開放していたコックピットの扉からひょこっとミミが顔を
     
      覗
     のぞかせた。おお、シャワーを浴びてさっぱりするとやはりなかなかの美少女じゃないか。でもちょっと薄着じゃない？　艦内は空調が
     
      完
     かん
     
      璧
     ぺきだから寒いってことはないだろうけどさ。

   「肚子饿了吗？」

   「お腹空いたか？」

   　听到我的话，米米脸微微泛红，点了点头。

   　俺の言葉にミミが少し顔を赤くしてコクコクと頷く。

   「好乖好乖，那就吃饭吧。要像这样好好说出来哦。」

   「よしよし、んじゃメシにしようか。こんな感じでちゃんと言ってくれよ」

   「好……」

   「はぃ……」

   　自己说自己肚子饿很害羞吧。我懂。

   　自分でお腹が空いたと言うのは恥ずかしいよな。わかる。

   　我带着害羞的米米移动到厨房。虽说是厨房，但并没有像样的烹饪设备，基本上都是由自动烹饪器来制作所有料理，所以要说的话，或许称之为食堂更为正确。

   　そんな恥ずかしがっているミミを引き連れてキッチンへと移動する。キッチンとは言っても調理設備らしい調理設備はなく、基本的には自動調理器に
     
      全
     すべて料理を作って
     
      貰
     もらう形になるので、どちらかと言えば食堂と言ったほうが正しいかもしれない。

   「想吃什么都可以哦。说起来我买了人造肉，要不要挑战一下？米米要不要也挑战一下？」

   「なんでも好きなだけ食うと良いぞ。そういや人造肉を買ってきてあったな。チャレンジしてみるか。ミミもチャレンジしてみないか？」

   「我要」

   「してみます」

   　我用自动烹饪器选择了使用人造肉的菜单，然后按下确定。我点了多的，米米点了普通的量。没过多久自动烹饪器就响了，告诉我饭菜已经做好了。

   　自動調理器で人造肉を使ったメニューを選択し、決定する。俺は量多め、ミミは普通の量で頼んだ。程なくして自動調理器が音を鳴らして食事ができたことを伝えてくる。

   「这就是人造肉……虽然很白，但看起来还挺好吃的嘛？」

   「これが人造肉……白いけど、結構
     
      美
     お
     
      味
     いしそうじゃないか？」

   「是啊」

   「そうですね」

   　盘子上盛着像白身鱼一样接近纯白的肉，上面浇着某种酱汁，还有类似手抓饭和土豆沙拉的东西。因为点了多的，所以分量相当大。

   　プレートの上に載っているのは白身魚のように真っ白に近い肉に、何かのソースがかかったものとピラフっぽい何か、ポテトサラダっぽい何かである。多めの量で注文しただけあってなかなかのボリュームだ。

   「唔……这还挺不错的」

   「むっ……これはなかなか」

   「很好吃呢」

   「美味しいですねっ」

   　人造肉很好吃。口感适中，油脂的甜味也不会太腻。而且浇在上面的酱汁味道也很高级。类似手抓饭的东西似乎也用了烤人造肉时流出的油脂，能感受到肉的美味。土豆沙拉？不就是土豆沙拉吗。

   　人造肉は美味しかった。程よい
     
      嚙
     かみごたえにくどすぎない甘みのある脂。そして添えられているソースも上品な味わいだ。ピラフっぽいものも人造肉を焼いた時に出た脂を使っているらしく、肉の
     
      旨
     うま
     
      味
     みが感じられる。ポテトサラダっぽいもの？　普通にポテトサラダっぽかったよ。
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   「不用勉强自己吃哦」

   「無理して食べなくても良いんだぞ」

   「没事的……」

   「大丈夫ですっ……」

   　对米米的胃来说，普通分量似乎有点太多了。她看起来像是在勉强自己吃。下次点少一点就好了。嗯。

   　ミミの胃袋には普通盛りは少し多すぎたようだ。結構無理して食べていたように思う。次からは少なめで頼むと良いと思うよ。うん。

   　我把盘子放进洗碗机后，米米抬头看向我。怎么了？我歪着头。

   　食洗機にプレートを突っ込んだところでミミが俺の顔を見上げてきた。なんだろう？　と首を
     
      傾
     かしげる。

   「接，接下来要做什么呢？」

   「こ、この後はどうするんですか？」

   「接下来吗？嗯，吃完饭就睡觉会变胖的。去健身房活动一下身体吧？」

   「この後か？　うーん、食ってすぐ寝ると太るからな。トレーニングルームで
     
      身体
     からだを動かそうかな？」

   　克里希那有一间相当气派的健身房。可能是为了防止长期的太空生活导致全身肌肉衰退，设备相当充实。我来到这个世界后基本上也经常窝在船里，为了不发胖，我每天都会去健身房运动一次。

   　クリシュナには結構立派なトレーニングルームがある。長い宇宙生活の中で全身の筋肉の衰えが起こらないようにするためか、設備がかなり充実してるんだよな。俺もこちらの世界に来てからは基本的に船の中に引きこもりがちなので、太ったりしないように一日一度はトレーニングルームで運動をするようにしている。

   「米米可以先休息哦？你很累了吧？」

   「ミミは先に休んでも良いぞ？　疲れているだろう」

   　今天发生了太多事。连我都觉得累了，米米应该更累吧。

   　今日は色々とありすぎた。俺でさえ疲れている感じがするのだから、ミミはそれ以上だろう。

   「不……好的，我会的。」

   「いえっ……はい、そうします」

   　米米本来想否定，但稍微思考了一下后，似乎改变了想法，点了点头。嗯，乖乖休息吧。我跟米米道了声晚安，然后前往健身房。

   　ミミは否定しかけたが、少し考えて思い直したのか頷いた。うん、素直に休むと良い。おやすみ、と言ってミミと別れて俺はトレーニングルームへと向かう。

   　我并没有打算成为健美运动员，所以训练内容只是适当地做一做。我按照AI教练的指示默默地完成运动项目。这个AI教练会根据情报终端和自动烹饪器的数据计算我的运动量和摄入卡路里，然后为我安排最适合的运动项目。

   　別にボディビルダーを目指すつもりはないので、トレーニングの内容は程々だ。ＡＩのインストラクターに従って黙々と運動メニューをこなしていく。このＡＩインストラクターは情報端末や自動調理器のデータを元に俺の運動量や摂取カロリーなどを計算して最適な運動メニューを組んでくれる。

   　虽然身体会动得相当厉害，但因为有明确的目标，所以做起来很有成就感。

   　身体はそれなりに動かすことになるが、しっかりとした目標が見えているだけにやりがいはあるんだよな。

   　活动了一会儿身体后，我决定去洗澡。虽然之前都是随便洗洗，但既然和女孩子同居，我想注意一下自己的仪容。我想避免被她认为是住在同一个屋檐下的邋遢家伙。我的心灵会死去的。

   　暫く身体を動かしたらシャワーを浴びることにする。これまでは適当だったが、女の子と同居する以上は
     
      身
     み
     
      嗜
     だしなみには気をつけたい。一緒に住んでいて不潔な奴だと思われるのは避けたい。俺の心が死ぬ。

   　我比平时更仔细地清洗身体，洗完澡后就到了睡觉时间。自从来到这个世界后，我感觉自己的生活明显比原来的世界更健康。规律的生活，营养均衡的饮食，适量的运动，充足的睡眠。多么健康啊。

   　いつもより少し念入りに身体を洗い、さっぱりしたら就寝の時間である。この世界に来てからというもの、明らかに元の世界よりも健康的な生活を送っている気がするな。規則正しく、栄養バランスの良い食事に適切な運動、十分な睡眠。なんて健康的なんだ。

   　因为米米也在，我不能只穿着内衣裤到处走。虽然很麻烦，但我还是重新穿上了夹克和裤子。

   　流石にミミもいるから下着姿ではうろつけない。面倒だがジャケットとズボンをもう一度身につける。

   「嗯……哈啊」

   「んー……はぁ」

   　回到自己房间后，我再次脱下夹克和裤子，只穿着内衣裤伸了个大懒腰。今天真的发生了好多事。明明只是出门买个食材，到底为什么会变成这样啊。感觉和艾尔玛相遇就是一切的导火索。那个外星精灵，该不会是会招来麻烦的体质吧？或许还是不要跟她走得太近比较好。

   　自室に戻ると再びジャケットとズボンを脱ぎ、下着姿になって大きく伸びをする。今日は本当に色々あったな。食料の買い出しに出かけただけの
     
      筈
     はずなのにいったいどうしてこうなったのやら。エルマに出会ったことが全ての引き金のような気がするな。あの宇宙エルフ、トラブルを呼び込む体質なんじゃなかろうか？　あまり近づかないほうが良いかもしれない。

   「那个……」

   「あの……」

   　就在我这么想的时候，米米从一直开着的门后探出头来。不知为何她满脸通红，表情也很紧张。

   　そんなことを考えていると、開きっぱなしにしていた扉の陰からミミが顔を覗かせた。
     
      何
     な
     
      故
     ぜか顔を
     
      真
     まっ
     
      赤
     かにして、緊張した面持ちである。

   　哎呀，这下搞砸了。我下意识地就用一个人时的习惯把门开着没关。而且我现在只穿着内衣裤。

   　いや、失敗したな。ついつい独りだった時の癖で扉を開けっぱなしにしてしまっていた。しかも俺、下着姿だぞ。

   「怎么了？话说我现在只穿着内衣裤，你等一下。」

   「どうした？　っていうか今俺下着姿なんで、ちょっとまって」

   「……」

   「……」

   「等等，咦咦！？」

   「ちょ、えぇ!?」

   　我都叫你等一下了，为什么还进来了啊！而且那是什么透明的睡衣！等等，你，胸罩和内裤呢！？都透出来了！都透出来了啦！这样很糟糕啊！

   　待ってって言ってるのになんで入ってくるんですかねぇ！　しかもなにそのスッケスケのネグリジェ！　ちょ、君、ブラとパンツは!?　透けてる！　透けてるって！　それはマズいですよ！

   「停停停！为什么！？」

   「ストップストップストップ！　なんで!?」

   　我忍不住用手遮住双眼。不过请原谅我从指缝间偷瞄。这也是男人的天性。

   　思わず両目を手で覆う。でも指の
     
      隙
     すき
     
      間
     まからチラ見しちゃうのは許して欲しい。これも男の
     
      性
     さがというやつなんです。

   「我来履行我的职责了……」

   「私のお勤めを果たしにきました……」

   　米米用几乎听不见的声音说道，然后一步步地缩短了和坐在床上的我之间的距离。她现在身上只穿着一件透明的睡裙，甚至连鞋子都没穿。

   　ミミは消え入りそうな小さな声でそう言うと、ひたひたとベッドに腰掛けている俺との距離を縮めてくる。彼女が今身につけているのはスケスケのネグリジェ一枚だけで、靴すら履いていないらしい。

   「不是，那个，这种事情，不是应该等我们更加了解彼此之后再做吗？」

   「いやその、そういうのはほら、もっとお互いをよく知ってからというか？」

   「我能做的也只有这个了……那个，希罗，大人，您不讨厌这样吧……」

   「私にできるのはこれくらいですし……その、ヒロ、さま、なら嫌じゃないです……」

   　她第一次叫了我的名字！不，不对，现在不是纠结这个的时候。啊，啊——！不行！客人！客人您不能这样！啊——！不行不行！

   　初めて名前を呼ばれた！　いや違うそうじゃない。今はそんなことは問題じゃない。あっ、あー！　いけません！　お客様！　お客様いけません！　あー！　いけませんいけません！

   　在我动摇的时候，米米坐到了我的旁边，也就是床上，然后紧紧地贴着我，抱住了我。呜噢噢噢，好软的东西！以米米小姐的体格来说，这导弹的尺寸也太凶恶了！中弹！中弹了！不妙。

   　動揺している間にミミが俺の隣、つまりベッドの上に腰掛けてぴったりと寄り添い、抱きついてくる。うおおお、柔らかいものが！　ミミさんの体格の割に凶悪な大きさのミサイルが！　被弾！　被弾しました！　ヤバい。

   「那个……我吃了药，所以，没问题的」

   「その……おくすりも飲みましたから。私、大丈夫です」

   「药！？什么药！？」

   「おくすり!?　なんの!?」

   「避孕药……还有，第一次也不会痛的药……艾尔玛小姐……这身衣服也是」

   「避妊と……その、初めてでも痛くないようにって……エルマさんが……この服も」

   　啊——————！那个废柴精灵！都干了什么好事！不，现在应该感谢她吗！？

   　あーーーーーーッ！　あの駄エルフ！　なんてことを！　いや、ここはありがとうございますなのか!?

   「那，那个……我就不行吗？果然还是像艾尔玛小姐那样漂亮的人……」

   「あ、あの……私じゃダメですか？　やっぱりエルマさんみたいに
     
      綺
     き
     
      麗
     れいな人のほうが……」

   「不是不行。完全不是不行哦？我真的没有那种打算哦？」

   「ダメじゃない。全然ダメじゃないけどね？　本当に俺はそういうつもりじゃなくてだね？」

   「但是，我能回报的只有这个……而且，那个，我很害怕……所以拜托了」

   「でも、私にお返しできるのはこれくらいで……それに、その、怖いので……お願いします」

   　害怕？害怕什么？什么意思？

   　怖い？　怖いって何？　どういうこと？

   「因为我什么也做不到……所以，这是我的打算。这样的话，大哥哥就不会把我……抛弃……」

   「私にできることは何もないですから……だから、打算なんです。そうすれば、お兄さんは私をその……捨てたり……」

   　米米的声音越来越小。原来如此，因为什么也做不到，所以不知道我什么时候会改变主意把她放逐。所以想用身体留住我。原来如此。原来如此。

   　ミミの声がしりすぼみに小さくなっていく。なるほど、何もできないからいつ俺の気が変わって放逐されるかわからないと。だから身体で
     
      繫
     つなぎ止めたいと。なるほど。なるほど。

   　我被当成那种大恶人了吗？这可真让人难受。

   　俺、そんなド外道だと思われてるの？　それはそれでキツいんだけど。

   「大哥哥……希罗大人不会做那种事，我是这么想的……能让我安心吗？」

   「お兄さんは……ヒロさまはそんなことしないと、思うんですけど……安心、させてくれませんか？」

   「啊……是这样啊」

   「あー……そういう」

   　也就是说，米米并不是在怀疑我的人格，而是想要安心？不，可是啊？就在我感到困惑的时候，放在一旁的情报终端发出了收到信息的提示音。我吓了一跳，看向屏幕，上面显示着『负起责任好好抱她啦』。

   　つまり俺の人格を疑ってるとかそういうことでなく、ミミが安心したいから？　いや、でもですね？　などと戸惑っていたらピロリン、と
     
      直
     すぐ
     
      側
     そばに置いてあった情報端末がメッセージの着信音を鳴らした。ビクッとして画面に目を向けると『責任取ってちゃんと抱きなさいよ』と表示されている。

   　会给我情报终端发送信息的人只有一个。也就是说，这一切都是那个残念宇宙精灵的安排。

   　俺の情報端末にメッセージを送ってくる相手なんて一人しかいない。つまり、全部あの残念宇宙エルフのお
     
      膳
     ぜん
     
      立
     だてだというわけである。

   「拜托了……不要抛弃我……」

   「お願いします……捨てないで……」

   　米米抱着我，开始发出快要哭出来的声音……她肯定是被艾尔玛灌输了今天不和我做的话，总有一天会被抛弃的观念吧？那个女人……下次见面一定要给她来个十字锁喉。绝对要。

   　ミミは俺に抱きついたまま泣きそうな声を出し始めるし……これきっとエルマに今日抱かれなかったらいずれ必ず捨てられるとか吹き込まれてそうだな？　あの女……次に会ったらアームロックを
     
      極
     きめてやる。絶対にだ。

   「我知道了」

   「わかった」

   「……！」

   「……！」

   「啊，这种时候该说什么好呢。情况太不寻常了，我都不知道该说什么」

   「あー、こういう時なんて言ったら良いのか。状況が普通じゃなさすぎて言葉が出てこないな」

   　我实在不知道在这种情况下该说些什么好。太特殊了。总之，我轻轻回抱住抱着我的米米，为了让她安心而拍了拍她的背。

   　流石にこういうシチュエーションでどんな気の利いた言葉を言えば良いのかなんてわからない。特殊すぎるわ。とりあえず、俺に抱きついているミミを軽く抱き返して、その背中を安心させるようにポンポンと
     
      叩
     たたいてやる。

   「我会尽可能温柔的」

   「できるだけ優しくするから」

   [image: ]

   　米米听到我的话后，默默地点了点头，放松了身体。

   　俺の言葉にミミは何も言わずコクリと頷き、身体の力を抜いた。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　我该怎么办才好。

   　どうしたらいいんだろう。

   　这半年来，我脑子里想的都是这句话。爸爸妈妈因为事故突然去世，从那以后这句话就一直在我的脑子里回响。

   　ここ半年くらいの間、頭に浮かぶのはそんな言葉ばかりだ。パパとママが事故で突然死んでしまって、それからというもの私の頭の中にはずっとその言葉が反響し続けている。

   　无论如何都付不起的巨额赔偿金。越来越少的储蓄。即使退学过着省吃俭用的生活，也还是渐渐地走到了山穷水尽的地步。已经无计可施了。

   　到底払えそうもない
     
      莫
     ばく
     
      大
     だいな賠償金。どんどん減っていく蓄え。学校を中退して爪に火を
     
      灯
     ともすような生活をしても徐々に迫ってくる
     
      破
     は
     
      綻
     たん。もうどうしようもなかった。

   　然后，三天前我终于连二等市民权和家都失去了，被流放到第三区。

   　そして、三日前についに私は二等市民権と一緒に家までをも失い、第三区画に落とされた。

   　第三区。那里是所谓的『坏地方』。是付不起税金的三等市民聚集的地方。是暴力和恶德支配的殖民卫星内的垃圾堆。我被流放到了那样的地方。

   　第三区画。それは
     
      所
     いわ
     
      謂
     ゆる『悪所』と呼ばれる場所だ。まともに税も払えない三等市民が集う場所。暴力と悪徳が支配するコロニー内の
     
      掃
     はき
     
      溜
     だめ。そんな場所に私は落とされてしまった。

   　我听说过从第二区被流放到第三区的女性会有什么下场。被男人们抓住后，被当成玩物直到玩腻为止，之后被灌药，直到无法卖身为止。然后，无法卖身之后被扔到小巷里，就此结束。

   　第二区画から第三区画に落ちた女性がどうなるかは
     
      噂
     うわさで聞いている。男達に捕まった後、飽きるまで慰みものにされて、その後は薬漬けにされながら客が取れなくなるまで身体を売らされる。そして、客が取れなくなったら裏路地に捨てられておしまい。

   　虽然偶尔也会有从外面来的佣兵或商人看上她们，将她们赎走，但那只是极少数。大部分的女性都会在小巷里一边忍受药物的戒断症状，一边孤零零地结束一生，然后和垃圾一起被回收，最后被烧掉。我听说的都是这样。

   　
     
      稀
     まれに外からくる
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいや商人に気に入られて身請けされる人も居るらしいけれど、そんなのはほんの一部。大抵は裏路地で薬の禁断症状に苦しみながら一人寂しく生を終え、ゴミと一緒に回収されて焼却される運命だと。そう私は聞いていた。

   　好可怕，好讨厌。我讨厌那样。

   　怖い、嫌だ。そんなのは嫌だった。

   　所以，我逃走了，躲了起来。但是，我已经连食物和水都买不起，更别说艾尼了。不仅如此，就连使用艾尼所需的终端设备都被殖民卫星的管理政府没收了。

   　だから、私は逃げて、隠れた。でも、私にはもう食べ物どころか水を買うエネルすらない。それどころか、エネルを使うために必要な端末すらコロニーの管理政府に没収されていた。

   「你给我老实点。」

   「大人しくしろよてめェ」

   「嘻嘻……终于抓到你了。」

   「ひひ……ようやく捕まえたぜ」

   　不久后，体力消耗殆尽，身体也动弹不得的我被男人们抓住了。男人们脸上挂着下流的笑容。

   　やがて体力を消耗し、身体もまともに動かなくなった私は男達に捕まった。ニヤニヤと下卑た笑みを浮かべる男達だ。

   「虽然有点脏，但看起来还能用嘛。」

   「ちょっと小汚くなってるが、まぁ使えそうじゃねぇか」

   「快点上吧，我已经忍不住了。」

   「早くヤっちまおうぜ。もう我慢できねぇよ」

   　抵抗无效，我被拖进了昏暗的小巷里。男人们的手肆无忌惮地在我身上乱摸，粗暴地脱下我的衣服。

   　抵抗虚しく、私は薄暗い路地裏へと引きずり込まれた。男達の手が無遠慮に私の
     
      身体
     からだをまさぐり、衣服を乱暴に
     
      剝
     はぎ取っていく。

   「你还是乖乖就范吧！」

   「観念しろってんだよ！」

   「别挣扎了。不弄痛你就不明白吗？」

   「暴れるんじゃねぇ。痛くされないとわかんねぇか？」

   　我抵抗了。连我自己都惊讶，自己身上居然还残留着这样的力气。

   　私は抵抗した。自分のどこにこんな力が残っていたのかと自分でびっくりするくらいだった。

   「这种货色只要揍一拳就会安分——」

   「こんなのは一発ぶん殴れば大人しく──」

   　男人举起了拳头。要是那拳头挥下来的话，我一定会失去抵抗的意志吧。啊啊，这样就结束了。就在我这么想的瞬间，一道鲜烈的红色闪光划过。

   　男の
     
      拳
     こぶしが振り上げられる。あの拳が振り下ろされたら、私はきっと抵抗の意思を失ってしまうだろう。ああ、これで終わり。そう思った瞬間、鮮烈な赤い
     
      閃
     せん
     
      光
     こうが走った。

   「咿咿咿咿咿！？」

   「ぎいぃぃぃっ!?」

   　每当红色闪光将小巷染成一片鲜红，男人们的惨叫声就会响起。

   　赤い閃光が路地裏を真っ赤に染め上げる度に男達の悲鳴が響く。

   「快滚！下次可就不止烧伤了！」

   「とっとと行け！　次は
     
      火傷
     やけどじゃすまんぞ！」

   　某人强而有力的声音响起，压制着我的男人们连滚带爬地逃走了。我靠在墙上，将视线转向声音的主人。

   　誰かの力強い声が響き、私を押さえつけていた男達が
     
      這
     ほう
     
      々
     ほうの体で逃げていく。私は壁によりかかり、声の主に視線を向けた。

   　是个男人。穿着不太常见的，看起来很结实的衣服……恐怕是佣兵吧。

   　男の人だ。あまり見慣れない、頑丈そうな服を着た……恐らく、傭兵だろう。

   　他举着激光枪，表情很紧张，但眼神却感觉很温柔。头发是黑色的。年龄……二十出头吧，或者再大一点。

   　レーザーガンを構えて緊張した表情をしているが、その
     
      瞳
     ひとみはどこか優しげな感じがする。髪の毛は黒い。年の
     
      頃
     ころは……二十代前半か、その少し上くらいだと思う。

   　大哥哥瞥了我一眼，然后将激光枪对准男人们逃走的方向，开口说道：

   　お兄さんは私にチラリと視線を向けたあと、男達の逃げた方向にレーザーガンを向けたまま口を開いた。

   「趁我警戒的时候把衣服穿好。要离开小巷了。」

   「俺が警戒してる間に服を直せ。路地から出るぞ」

   　看来我得救了。

   　どうやら助かったらしい。

   　我慌忙尽可能地整理好仪容，站起身来走出小巷。再次回到了有光的地方。

   　私は慌てて身なりをできるだけ整え、立ち上がって路地を抜けた。再び光ある場所に戻ってこられた。

   「欢迎回来。」

   「おかえり」

   　走出小巷后，一个穿着和大哥哥差不多的精灵女性向我搭话。她恐怕也是佣兵吧。这两个人是什么关系呢？不知为何，我非常在意这件事。

   　路地から出ると、お兄さんと似たような格好をしたエルフの女の人が声をかけてきた。恐らく、この人も傭兵。二人はどういった関係なんだろう？　何故かそんなことが気になって仕方がなかった。

   「那孩子要怎么办？」

   「どうすんのよ、その子」

   「怎么办啊……」

   「どうするって……」

   　大哥哥一脸为难地看向我。他的眼神果然很温柔。看着大哥哥温柔的眼神，我感觉被袭击时因恐惧而冻结的心灵逐渐解冻。

   　お兄さんが困ったような表情で私に視線を向けてくる。やっぱり、どこか優しさを感じる目だ。お兄さんの優しそうな目を見ていると襲われかけて恐怖に凍っていた心が少しずつ解けていくような気がする。

   「别互相凝视了，快回答我」

   「見つめ合ってないで答えなさい」

   　精灵女性和救了我的大哥哥开始随意地交谈起来。不知为何，看着他们交谈的样子，我感觉胸口隐隐作痛。

   　エルフの女性と私を助けてくれたお兄さんが気安く言い合いを始める。
     
      何
     な
     
      故
     ぜだかその様子を見ていると胸が痛むような気がした。

   「你有什么具体的方案吗？」

   「あんたの具体的なビジョンは？」

   「让她坐上我的船怎么样？让她照顾我的生活起居，顺便收集情报」

   「俺の船に乗ってもらうのが良いんじゃないかと。身の回りの世話とか情報収集を任せようかなって」

   　大哥哥的话让我大受冲击。我，我坐上大哥哥的船？这，这就是那个意思吧？再，再怎么说我们才刚认识……但是，如果大哥哥没有救我的话，我肯定……而且，继续待在第三区的话，肯定也会遇到同样的事情。

   　お兄さんの言葉に衝撃を覚えた。わ、私がお兄さんの船に？　そ、それってそういうことだよね？　い、いくらなんでも会ったばかりなのにそんな……でも、あのままお兄さんに助けられなかったらどちらにしても私は……それに、このまま第三区画にいたらどの道同じような目に遭うに違いない。

   　如果是这样的话，我更愿意跟着这位大哥哥。大哥哥看起来很温柔。

   　それなら、このお兄さんにそうされたほうが、ずっといい。お兄さんは優しそうだし。

   「照顾生活起居啊……你喜欢这种类型的女孩吗？」

   「身の回りの世話ねぇ……あんた、こういう子が好みなわけ？」

   　精灵女性把脸凑了过来。她长得非常漂亮。皮肤上没有一点斑点，睫毛也长得惊人。明明都是女生，却让我心跳加速。

   　エルフの女性が顔を寄せてくる。
     
      物
     もの
     
      凄
     すごく綺麗な人だ。肌はシミひとつ見当たらないし、まつげも物凄く長い。同じ女同士なのに、なんだかドキドキしてしまう。

   「喜欢……？我觉得她很可爱」

   「好み……？　
     
      可愛
     かわいい子だとは思うよ」

   　救了我的大哥哥也看向我，然后立刻移开了视线。他刚才应该是在看我的胸部。虽然我的大胸总是被男人盯着看，肩膀也很酸，所以我不是很喜欢，但现在我或许应该感谢这对发育良好的胸部。

   　私を助けてくれたお兄さんも私に視線を向け、すぐに目を
     
      逸
     そらす。今、私の胸に視線を向けたと思う。この大きい胸はいつも男の人に見られるし、肩も凝るしあまり好きじゃなかったけれど、今はこの大きく育った胸に感謝すべきなのかもしれない。

   「话说回来，你刚才差点被袭击，站着说话也不太好。总之我们找个地方坐下来吧」

   「というか、今まさに襲われかけていたのに立ち話もなんだな。とりあえずどっか座って落ち着けるとこ行こうぜ」

   　这个人果然很温柔。我突然开始在意自己好几天没洗澡了。衣服也破破烂烂的，被这个人看到这副模样，让我觉得很不好意思。

   　やっぱりこの人は優しい。急に何日もお
     
      風
     ふ
     
      呂
     ろに入っていないのが気になってくる。服もボロボロだし、この人にこんな姿を見られるのは恥ずかしい。

   「……你请客」

   「……あんたの
     
      奢
     おごりよ」

   「Aye Aye，Ma'am。来，走吧。我不会对你做什么坏事的。如果走不动的话，你可以抓住我」

   「アイアイマム。ほら、行こう。悪いようにはしないから。歩くのが辛かったら
     
      摑
     つかまっても良いぞ」

   　我老实地点头，轻轻抓住了他衣服的下摆。因为我不希望他靠得太近，然后嫌弃我身上有异味。毕竟我也是个女孩子，不想被别人这么看待。

   　私は男の人に言葉に素直に
     
      頷
     うなずいて彼の服の
     
      裾
     すそをそっと
     
      摘
     つまんだ。だって、あまり近づいて臭いとか思われたら嫌だから。私も女の子だから、そういう風に思われるのは嫌だった。

   　在咖啡厅里，大哥哥向我解释了他让我上船意味着什么，然后他红着脸慌张了起来。看他的样子，他似乎真的不知道让女孩子上船意味着什么。他意外地有些脱线呢。有点可爱。

   　カフェで私がお兄さんの船に乗るということがどういうことなのかを説明されたお兄さんは顔を赤くして慌てていた。どうやら、その様子を見る限り女を船に乗せるということの意味を本当に知らなかったようだ。意外と抜けているのだろうか？　ちょっと可愛い。

   　不过，他真的不知道这意味着什么，也就意味着大哥哥——希罗先生并不是一开始就有那种目的才收留我的，而是纯粹出于好意想要保护我。他果然是个非常温柔的人。

   　でも、それを本当に知らなかったということはつまり、お兄さん──ヒロさんは最初からそういう目的で私を引き取ろうとしたんじゃなくて、純粋な厚意で私を保護しようとしてくれていたということなんだろう。やっぱり、とても優しい人なんだと思う。

   　在那之后，事情的发展快得让我眼花缭乱。

   　そこから先は目の回るような展開だった。

   　希罗先生带着我去了政府机关，然后向那个坏心眼的官员砸了一大笔钱，买下了我。他重新确认了我背负的债务，差点晕倒，但希罗先生……不，希罗大人若无其事地付了那一大笔钱。为了得到我。

   　ヒロさんは私を連れて役所へと向かい、意地悪な役人に大金を叩きつけて私の身柄を買い取った。私の背負っている負債を再確認して今にも卒倒しそうになったが、ヒロさん……いや、ヒロ様はこともなげにその大金を払ってしまった。私を手に入れるために。

   　我一定是为将自己献给希罗大人才出生，活到现在的。不知为何，我在那一瞬间强烈地这么认为。

   　私はきっと、ヒロ様にこの身を
     
      捧
     ささげるために生まれて来て、今まで生きてきたんだ。何故だか私はその瞬間に強くそう思った。

   　我带着仿佛身处梦境的飘飘然状态，从精灵女性——艾尔玛小姐那里接过装有衣服的袋子。我能成为希罗大人的所有物，都是多亏了艾尔玛小姐。希罗大人的第二恩人毫无疑问是艾尔玛小姐。

   　どこか夢見心地のようなフワフワした状態でエルフの女性──エルマさんに服が入っているという袋を渡された。こうして私がヒロ様のものになることができたのはエルマさんのおかげだ。ヒロ様の次の恩人は間違いなくエルマさんだと思う。

   　然后，我被希罗大人带上了他的船。

   　そして、私はヒロ様に連れられてヒロ様の船に乗り込んだ。

   　我吓了一跳。我本以为佣兵的船会更加……狭窄，令人窒息。希罗大人的船既宽敞又整洁，简直就像第一区的家一样。如果把它当作家来看，说不定比我的家还要好。

   　びっくりした。傭兵の船というのはもっとこう……狭くて、息苦しいものだと思っていた。ヒロ様の船は広くて、清潔で、まるで第一区画の家みたいだった。家として見ると、私の家よりも良い家かもしれない。

   　在希罗大人的建议下，我洗了个澡。好久没洗澡了。好开心。我仔细地清洁了皮肤后，洗完了澡，然后确认了艾尔玛小姐给我的装有衣服的袋子里的东西。

   　ヒロ様に勧められてシャワーを浴びる。久々のシャワーだ。
     
      嬉
     うれしい。しっかりとお肌を磨いてからシャワーを終え、エルマさんに渡された服の入った袋の中身を確認する。

   　里面是……三件内裤，两套薄衣服，一套朴素但安全的衣服，一件透明的睡袍，一个装着某种液体的瓶子，两个药盒，还有一张便条。

   　中身は……ショーツが三枚と、薄手の服が二組、簡素だけど無難な服が一組、それとスケスケのネグリジェが一枚と、何か液体の入った瓶。ピルケースが二つ。それとメモ。

   　这是什么？我读了便条，发现那是艾尔玛小姐给我的信息。

   　なんだろう？　とメモを読んでみると、それはエルマさんからのメッセージだった。

   　装着液体的瓶子似乎是香水。上面还简单地写了使用方法。我从来没有用过香水，所以非常感激。

   　液体の入った瓶は香水であるらしい。簡単に使い方も書いてあった。香水なんて使ったことがないから、とても有り難い。

   　两个药盒里，一个装着避孕药，另一个装着第一次时用来缓解疼痛的药。我听说第一次的时候会很痛，所以这个也很感激。因为上学时的朋友说过，第一次的时候失败了，和男朋友之间变得很尴尬。

   　二種のピルケースは片方が避妊用のピルで、もう片方が初めての時の痛みを緩和するおくすりだった。初めての時は痛いって聞いていたから、これもとてもありがたい。初めての時に失敗して彼氏と気まずくなってしまったって学校に通っていた頃の友達が言っていたから。

   　我将艾尔玛小姐准备的香水喷了一些在身上。虽然我从来没有用过香水，但总觉得突然有种变成大人的感觉。

   　エルマさんが用意してくれた香水を少量、身体にふりかける。香水なんて使ったことがなかったけれど、なんだか急にオトナになった気分になる。

   　我鼓起勇气，没有穿安全的衣服，而是穿着薄薄的衣服回到希罗大人面前，希罗大人看到我的样子，脸红了起来，一副坐立不安的样子。太好了，他好像有意识到我。我还在想如果他把我当成妹妹或女儿对待，完全不把我当回事该怎么办。稍微放心了。

   　少し勇気を出して無難な服ではなく、薄着でヒロ様の前に戻ったらヒロ様は私の姿を見て顔を赤くして落ち着かない様子だった。良かった、ちゃんと意識してくれているみたい。これで妹か娘みたいに扱われてまったく意識されなかったらどうしようかと思った。少し安心した。

   　吃完美味的晚餐后，希罗大人似乎会在健身房运动后再睡觉。

   　
     
      美
     お
     
      味
     いしいご飯を食べた後は、ヒロ様はトレーニングルームで運動をしてから寝るらしい。

   　我算准时机服下药，穿上睡袍闯进希罗大人的房间——虽然没能做到，但因为门开着，所以我走到房间前偷偷地窥视里面的情况。

   　私はタイミングを見計らっておくすりを飲み、ネグリジェを身に
     
      纏
     まとってヒロ様の部屋に突入──はできなかったけれど、扉が開いていたので部屋の前まで行ってそっと中の様子を
     
      窺
     うかがった。

   　希罗大人只穿着内衣。他匀称的肉体夺走了我的目光。我的身体突然变得滚烫。可能是药效开始起作用了。

   　ヒロ様は下着姿だった。均整の取れた肉体に目を奪われる。カッと身体が熱くなってきた。おくすりが効いてきたのかもしれない。

   「怎么了？话说我现在只穿着内衣，你等一下」

   「どうした？　っていうか今俺下着姿なんで、ちょっとまって」

   　我和希罗大人对上了视线，他红着脸慌张了起来。我被本能驱使着，踏入了希罗大人的房间。

   　ヒロ様と視線が合い、ヒロ様が顔を赤くして慌て始める。私は本能に
     
      突
     つき動かされるままヒロ様の部屋に足を踏み入れた。

   　虽然发生了很多痛苦的事情，但我现在在希罗大人的怀里。我现在很幸福。

   　色々と辛いこともあったけれど、私は今ヒロ様の腕の中にいる。私は今、幸せです。

  

 
  
   
    ＃6：新的日常

    ＃６：新しい日常

   

   


   


   可能是“药”的效果，我和米米的行为顺利结束了。没有留下痛苦的回忆，对彼此来说都是幸运的。米米今天一天精神上很疲惫，当然肉体上也很疲惫吧。现在在我旁边安稳地睡着。

   『おくすり』の効果もあったのか、ミミとの行為はつつがなく終わった。痛い思いをせず済んだのはお互いに幸いだったと思う。ミミは今日一日で精神的に疲れたのと、
     
      勿
     もち
     
      論
     ろん肉体的に疲れたのもあるのだろう。今は俺の隣で穏やかに寝息を立てて眠っている。

   　我则是在思考着今后的事。果然为了活下去，目标是必要的。只是为了活着而活着的话，会很辛苦。

   　俺はというと、今後について思いを
     
      馳
     はせていた。やはり生きていくにあたって目標は必要だ。ただ生きるために生きるというのは
     
      辛
     つらいからな。

   　首先果然要在行星上的居住地拥有带院子的独栋房子。把这个作为大目标吧。为了喝碳酸饮料，这是我为了达成重要目的而考虑的事，但既然收养了米米，变成了这种关系，我觉得拥有一个可以回去的家是必要的。

   　まずはやはり庭付き一戸建てを惑星上の居住地に持つことだな。これを大目標としよう。炭酸飲料を飲むため、という俺としては重要な目的を果たすために考えていたことだが、ミミを引き取ってこういう関係になった以上、帰るべき家を持つというのは必要なことだと思う。

   　虽然还没有决定要和米米在一起，也不知道米米是怎么想的，所以什么都不能说。但不管对方是米米还是其他人，只要活着，我总有一天也会拥有家庭吧。

   　まだミミと一緒になると決めたわけじゃないし、ミミもどう思っているかわからないからなんとも言えないけど。相手がミミであるにせよ、その他の誰かになるにせよ、いずれは俺も家庭を持つことになるだろうからな。生きていれば。

   　诶？　不回原来的世界吗？　如果能回去的话，回去当然也是个选择，但关于回去的方法我完全没有头绪。首先，我连自己是怎么来到这个世界，以及为什么来到这个世界都不知道。寻找回到原来世界的方法这条路是行不通的。我连从哪里开始着手都不知道。

   　え？　元の世界に戻らないのか？　戻れるなら戻るのも勿論アリだと思うが、戻る方法に関して皆目見当もつかないからな。まずもって、どのように、そして
     
      何
     な
     
      故
     ぜこの世界に来たのかというのがわからないわけだし。元の世界に戻る方法を探すって線は無いな。手始めにどこから手を付けて良いかもわからん。

   　而且，我在这个世界似乎能活得更轻松。强力的船，佣兵的身份，还算充裕的资金，光是凑齐这三点，我就觉得自己相当幸运了。要说我不思乡那是骗人的，但现在新天地的希望，或者说类似的东西占据了我大部分的心思。

   　そもそも、この世界のほうが俺は色々と楽に生きられそうだ。強力な船、
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいという身分、そこそこの資金、この三つが
     
      揃
     そろっているだけで俺は相当恵まれていると思う。望郷の念が無いと言えば
     
      噓
     うそになるが、今は新天地における希望というか、そういうもののほうが俺の心を大きく占めている。

   　当然，这是只看到这个世界好的一面的意见。佣兵这个职业经常与死亡的危险相伴，输了就会死。这可不是游戏，所以没有重生这种事。

   　勿論、これはこの世界の良い部分だけを見ている意見だ。傭兵という職業は常に死の危険と隣り合わせで、負ければ死ぬ。ゲームじゃないんだからリスポーンなんてできない。

   　船受到严重损伤的话修理费也会增加，根据情况，也有可能不得不在不完善的状态下出击。如果不经常确保维护的资金，也有可能会逐渐变得贫困，然后就这样死去。

   　船が大きな損傷を受ければ修理代金も
     
      嵩
     かさむだろうし、場合によっては万全じゃない状態で出撃しなければならないということも有り得る。メンテナンスをするための資金を常に確保しておかないと、ジリ貧になってそのまま死ぬということも有り得るだろう。

   　危险并不只限于乘船的时候。为了像昨天那样买东西，或者办理某些手续，我也会下船行动吧。说不定还会突然被袭击，然后被杀掉。如果用和原本居住的日本相同的治安印象来生活的话，很有可能会轻易地丢掉性命。如果我在船外死掉的话，米米就只能横尸街头了。

   　危険は何も船に乗っている時だけの話ではない。
     
      昨日
     きのうのように色々なものを買ったり、何らかの手続きをしたりするために船から降りて行動することもあるだろう。いきなり襲われて殺されたりすることだってあるかもしれない。元々住んでいた日本と同じ治安のイメージで生活していたら
     
      呆
     あつ
     
      気
     けなく命を落とす可能性は高いだろう。船外で俺が死ねばミミは野垂れ死ぬしかない。

   「嗯……」

   「うーん……」

   　这就是背负着某人的性命吗？真是重责大任啊。这必须采取一些对策才行。明天或后天去佣兵公会的事务所找大叔商量一下吧。

   　これが誰かの命を背負うってことか。重責だな。これは何かしらの対策をしなきゃならん。明日か
     
      明後日
     あさつてにでも傭兵ギルドの事務所に行っておっさんに相談してみるか。

   　明天先检查米米的生命体征，然后去买东西吧。因为各种原因，我忘了检查生命体征。不知道今天的行为和服用的药物会不会有影响……？

   　明日はミミのバイタルチェックをしてから買い物だな。なんだかんだでバイタルチェックをし忘れてしまった。今日の行為とか服用した薬とかの影響は出ないだろうか……？

   　明天试试看就知道了。我也睡吧。明天起床后先冲个澡，然后吃饭，接着检查生命体征。

   　明日やってみればわかるか。俺も寝よう。明日起きたらまずはシャワー、次にメシ、それからバイタルチェックだな。

   　大致决定好明天的计划后，我感受着米米的体温闭上了眼睛。今天应该能睡个好觉。

   　明日の予定をざっくりと決めた俺はミミの体温を感じながら目を閉じた。今日はよく眠れそうだ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「嗯？」

   「んぁ？」

   　我因为痒痒的感觉而醒了过来。我睁开眼睛，环顾四周，看到我胸前有一团亮棕色的头发。

   　くすぐったくて目が覚めた。何かと思って目を開け、視線を巡らせてみると俺の胸元に明るい茶色の髪の毛が見えた。

   「你在做什么？」

   「何をしているんだ？」

   「呼啊！？」

   「ふぁっ!?」

   　我一出声，亮棕色的头发就抖了一下。我与棕色的眼睛对上了视线，我们互相凝视了一会儿。

   　声をかけると明るい茶色の頭がビクッと震える。茶色い瞳と目が合った。しばし見つめ合う。

   　我摸了摸刚才感到痒痒的地方——也就是自己的胸膛，发现比我小且温暖柔软的手正放在我的胸膛上。看来是这只手在对我恶作剧。

   　くすぐったかったところ──自分の胸板に手をやると、俺よりも小さくて温かく、柔らかい手が俺の胸板に乗っているのがわかった。どうやらこの手が俺に
     
      悪
     いた
     
      戯
     ずらをしていたらしい。

   「嗯嗯？怎么了？你在做什么？」

   「んんー？　何かな？　何をしていたのかなー？」

   「呜……这、这是，那个……」

   「ふぇ……こ、これは、ええと」

   「米米，只有做好被恶作剧的觉悟的人，才能对别人恶作剧。」

   「悪戯をして良いのは悪戯をされる覚悟のある
     
      奴
     やつだけだ、ミミ」

   「咦？咦？」

   「え？　え？」

   「以眼还眼，以牙还牙……」

   「目には目を、歯には歯をだな……」

   「咦？啊、啊……」

   「え？　あ、ぁっ……」

   　一大早就卿卿我我，真是太棒了。

   　朝からイチャついた。とても良かった。

   


   「好了，关于今天的计划……」

   「さて、今日の予定だが……」

   「是。」

   「はい」

   　我一边吃早餐，一边告诉她今天的计划。虽然因为早上发生了意料之外的事故，导致我们晚了一点才开始行动，但反正我们也不是赶时间的身份。资金还有剩，而且我启动了自我检查程序，发现船舰的状态也很好，不需要特别维护。

   　朝食を
     
      摂
     とりながら今日の予定を伝える。朝から予定外のアクシデントがあったせいで動き出すのが少し遅れたが、まぁ時間に追われる身分でもない。資金はまだ残っているし、セルフチェックプログラムを走らせてみれば艦の状態も良好だ。特に整備は必要ない。

   　当然，我们不能一直吃老本过活，所以必须尽快赚钱。不过，现在还不需要着急。

   　勿論、資産を食い
     
      潰
     つぶして生きていくわけにはいかないからできるだけ早く金を稼がなければならない。だが、まだ慌てる時間じゃない。

   　吃完饭后，先检查米米的生命体征，然后去采购生活必需品。顺便买个米米用的小型情报终端，去佣兵公会问问米米的训练，或者说是教育该怎么做比较好。关于佣兵的事情，问佣兵公会应该是最好的。

   　食事を終えたらミミのバイタルチェックを行い、生活必需品を買い揃えに行く。ついでにミミ用の小型情報端末を手に入れ、傭兵ギルドに行ってミミの訓練というか教育をどうすれば良いか聞いてみる。傭兵のことは傭兵ギルドに聞くのが一番だろう。

   「今天就按这个计划行动吧」

   「と、こういう感じの段取りで今日は動こうと思う」

   「好的，我明白了」

   「はい、わかりました」

   「吃完饭后稍微休息一下，然后先检查生命体征」

   「食事を摂り終えたら少し休んで、それからまずはバイタルチェックだな」

   「好的」

   「はい」

   　吃完饭后，休息了三十分钟左右，用简易医疗舱检查了米米的生命体征。检查结果良好。虽然有点疲劳，但不用担心生病。

   　食事を終えた後、三十分ほど休んでから簡易医療ポッドでミミのバイタルチェックをする。バイタルチェックの結果は良好だった。多少疲労気味のようだが、病気などの心配は無さそうだ。

   　这个结果让我松了口气。米米似乎也松了口气。毕竟身体是资本，不管做什么都需要健康。

   　その結果にホッとする。ミミもホッとしたようだ。何をするにしても
     
      身体
     からだが資本だからな。健康で悪いことなんて何もない。

   「好，那我们出门吧。尽量选露出度低的衣服」

   「よーし、じゃあ出かけるか。服はできるだけ露出の少ないものを選んでくれ」

   「好的」

   「はい」

   「换好衣服后在食堂集合」

   「着替えたら食堂に集合だぞ」

   　我已经换好衣服了，所以在食堂等为了检查生命体征而只穿了薄薄一层的米米换衣服。今后我们就要一起生活了，必须决定舰内生活的规则。等回来之后再商量吧。

   　俺はもうとっくに着替え終わっているので、バイタルチェックを受けるために薄着になっていたミミが着替えてくるのを食堂で待つ。これから二人で生活するわけだから、艦内生活のルールなんかも決めていかないといけないな。これは帰ってきてから話し合うとしよう。

   「让你久等了」

   「おまたせしました」

   「真快啊」

   「早いな」

   「因为只是换衣服而已」

   「服を着るだけですから」

   　我还以为女孩子打扮要花很长时间……只是没有用来打扮的工具而已吗？比如化妆品之类的。得给她买一套才行。

   　女の子は身支度に時間がかかるものだと思ってたんだけど……単に身支度に時間をかけるためのツールがないだけか。化粧品とかそういうものが。ちゃんと買ってあげないとな。

   　我们逛了事先调查好的店，买齐了生活必需品。在药店就能买到各种各样的东西，真是方便。稍微有点食物和点心，化妆品等女性生活用品，内衣等衣物，各种小物件等大部分东西都有卖。当然也有药。

   　事前にリサーチしておいた店を巡り、生活必需品を揃えていく。ドラッグストアで色々と揃うのは便利だよな。ちょっとした食料品やお菓子、化粧品などの女性用の生活用品に下着などの衣類、様々な小物など大体なんでも売っている。勿論薬もだ。

   「关于女性的敏感商品，要么自己挑选，要么找女性店员商量。告诉店员你要坐船，然后只买你需要的东西，不要买太多」

   「女性用のデリケートな商品に関しては自分で見繕うか、女性店員に相談してくれ。船に乗るってことを伝えて、過不足無いものを必要なだけ注文するんだぞ」

   「好，好的……」

   「は、はい……」

   「听好了？一旦上了船，离开殖民卫星和空间站，就有可能几个月，甚至半年都得不到补给。如果因为客气而没有买齐必需品，反而会给我添麻烦。这点你要好好考虑清楚」

   「良いか？　一度船に乗ってコロニーやステーションから出ると数ヶ月、
     
      下
     へ
     
      手
     たすると半年とかのレベルで補給ができないこともある。下手に遠慮したりするとかえって俺に迷惑がかかることになる。そこをちゃんと考えるように」

   「好的」

   「はい」

   　米米一脸认真地点了点头。其实我也是新手，没什么资格说大话！

   　ミミは神妙な顔で
     
      頷
     うなずいた。実のところ、俺も初心者だから偉そうなことは言えないんだけどな！

   　于是，我也找了个男店员，商量起购买长期航行所需的物资。

   　というわけで、俺も男性店員を捕まえて長期間の航行に備えた物資の購入を相談する。

   　商量的结果，我买了三套用于应对受伤和疾病的急救包，以及使用简易医疗舱治疗伤口和疾病所需的药品和材料。其他还有备用的干净内衣和衬衫，淋浴时使用的洗涤剂，以及在船内循环利用水时使用的过滤器和杀菌剂等。

   　相談の結果、
     
      怪
     け
     
      我
     がや病気に備えた救急セットを三セット、それに簡易医療ポッドを使った傷や病気の処置に必要な薬品や資材などを購入することにした。他にも清潔な下着やシャツの予備や、シャワーで使うための洗剤、船内で水を循環利用するための装置に使用する換えのフィルターや殺菌剤なども購入する。

   「让您久等了」

   「おまたせしました」

   　我和男店员正在核对交货数量，米米和女店员一起回来了。她的脸有点红，没事吧？女店员也笑嘻嘻的……我有种不好的预感。

   　男性店員と納品数のチェックをしていると、ミミが女性店員と連れ立って戻ってきた。なんだか顔が赤いが、大丈夫か？　女性店員もなんかニヤニヤしてるし……なんだかオラ嫌な予感がするぞ。

   「真是个好孩子。尽情享受吧」

   「良い子じゃない。好きなだけ
     
      愉
     たのしんでね」

   「……」

   「……」

   「……」

   「……」

   　我向米米投去视线，她却红着脸低着头，不肯和我对上视线。嗯，我也不是什么迟钝的家伙，所以大概能想象到她买了什么。不过还是问一下在意的事情吧。

   　ミミに視線を送るが、顔を赤くして
     
      俯
     うつむいたまま視線を合わせてこようとしない。うん、俺も鈍感野郎ではないからどういうものを買ったのかはなんとなく想像がつくけども。気になることだけは聞いておこう。

   「是安全的物品吧？要是有严重的副作用，成瘾性或者依赖性的话，那可不是闹着玩的」

   「安全な品なんだろうな？　重大な副作用や中毒性、依存性なんかがあったら
     
      洒落
     しやれにならんぞ」

   「没问题，安全性有保证」

   「それは大丈夫、安全性は保証するよ」

   「那就好，是必需品吧？」

   「ならいい、必要なものなんだろう？」

   「是啊。月经会变得很轻」

   「そうだね。月のものがとても軽くなるし」

   「是吗，这是男人无法理解的痛苦。既然你这么说，那就这样吧」

   「そうか、男にはわからん苦しみだからな。あんたがそう言うならそれでいい」

   　听说每个人的痛苦程度不同，好像还有人严重到在重的时候什么都不想做。从几天到一周以上，一直都很痛，光是想象就让人受不了。为了避开这种情况，这是必需品吧。

   　人によって辛さは違うと聞いているが、重い時は何もしたくなくなるレベルで
     
      酷
     ひどい人もいるらしいと聞く。数日間から一週間以上もの間、常に痛むとか想像するだけでも
     
      億
     おつ
     
      劫
     くうになる。そういうのを避けるためにも必要なものなんだろう。

   　话说回来，如果因为这个原因导致操作失误，搞不好两个人都会爆炸四散，成为太空垃圾的同伴。这个世界的科技比原来的地方要先进得多，性能肯定比我知道的要高得多。

   　というか、それが原因でオペレーションをミスったりされると下手したら二人とも爆発四散してスペースデブリの仲間入りとかしかねないし。この世界の技術は元々いたところよりもずっと進んでいるだろうから、きっと俺が知るものよりもずっと高性能なものになっているんだろうな。

   「那连同这边的份一起全部送到船上吧」

   「じゃあこっちの分も合わせて全部船に送っておいてくれ」

   「感谢您的购买」

   「お買い上げありがとうございます」

   　我用情报终端付了钱，办好了发货手续。这样一来，等船到的时候商品就已经在货舱里了。

   　情報端末を用いて代金を払い、発送手続きを済ませておく。これで船に着く
     
      頃
     ころにはすでに商品はカーゴの中というわけだ。

   　我带着脸还很红的米米，这次前往了贩卖小型情报终端的商店。

   　まだ顔を赤くしているミミを連れて今度は小型情報端末を扱っているショップへと向かう。

   「终端和平板电脑吧」

   「端末とタブレットだな」

   「两，两个都买吗？」

   「ふ、二つもですか？」

   「平板电脑我要一个，所以一共三个」

   「タブレットは俺の分も欲しいから三つ」

   　情报终端是基本的通信功能和钱包功能，而平板电脑是学习用兼工作用兼娱乐用。学习用是因为今后米米要作为操作员进行训练和学习，所以需要这个。

   　情報端末の方は基本的な通信機能と財布としての役割、そしてタブレットは学習用兼仕事用兼娯楽用だ。学習用というのはこれからミミにはオペレーターとしての訓練と学習に
     
      勤
     いそしんでもらうので、そのためということ。

   　工作用是因为我打算让米米负责资金的出纳管理，以及和佣兵公会及其他各处的联络和手续等，到时候会用到。

   　仕事用というのは、ミミにおいおい資金の出納管理や、傭兵ギルドその他各所との連絡や手続きなどをしてもらうつもりなので、その時に必要になるだろうということ。

   　最后的娱乐用，单纯是因为不管是看视频还是玩手游，大屏幕在各方面都更方便。顺带一提，我买给自己用的几乎都是娱乐目的。虽然也可以借米米的来用，但那样感觉有点麻烦。

   　最後に娯楽用というのは単に動画を見るにせよ、ゲームアプリで遊ぶにせよ大画面であったほうが色々と便利だろうということ。ちなみに俺用に買ったのはほぼ娯楽目的である。ミミのを借りることもできただろうけど、それはちょっと気を遣うことになりそうだったからね。

   「这么贵的东西……」

   「こんなに高価なものを……」

   　米米显得非常惶恐，但对必要的东西吝啬不是什么好事。如果买了便宜货，结果在关键时刻性能无法满足要求，或者坏掉了，那可不是闹着玩的。

   　ミミは恐縮しきっていたが、必要なものへの出費をケチるのはあまり良くない。安物を買っていざという時に性能が要件を満たさないとか、壊れたとか、そういうことになったら洒落にならないからね。

   　接下来去服装店吧。我的内衣裤是在药店买的，但米米的内衣裤和衣服应该不能那样买。其实我本来想让米米一个人去服装店，自己去佣兵公会的……但毕竟不太安全。还是两个人一起行动比较好吧。

   　次に行くのは服屋が良いか。俺の下着とかはドラッグストアで買ったけど、ミミの下着とか服とかはそうも行かないだろう。本当は服屋くらいはミミに一人で行かせて俺は傭兵ギルドに行きたい気持ちもあるんだが……物騒だからな。二人で行動したほうが良いだろう。

   　然后，说到服装店。

   　で、服屋なのだが。

   「……」

   「……」

   「那个，怎么了吗？」

   「あの、どうしたんですか？」

   「不，你不觉得商品种类很偏吗？」

   「いや、品揃え偏ってない？」

   　橱窗里陈列着略带赛博朋克风味的护士服、女仆装、魔法少女风格的衣服、兔女郎装，还有各种各样的……怎么看都是角色扮演服装店，真是非常感谢。

   　ショーウィンドウに並ぶのはサイバーっぽい風味が若干漂うナース服やメイド服、魔法少女っぽい服、バニー服、えとせとらえとせとら……どう見てもコスプレショップです本当にありがとうございました。

   「是吗？我觉得这些衣服都很棒……看起来很贵呢。」

   「そうですか？　素敵な服だと思いますけど……高そうですね」

   「咦？感想只有这样？」

   「え？　感想それだけ？」

   「嗯？」

   「はい？」

   「不，嗯……？总之先进去看看吧。」

   「いや、うーん……？　とりあえず入ってみるか」

   「好的」

   「はいっ」

   　对女孩子来说，服装店果然很令人兴奋，米米显得非常有精神。虽然米米对橱窗里陈列的衣服没有任何疑问，但在我看来，每一件都像是角色扮演服装。

   　やはり女の子にとって服屋さんというのはワクワクするもののようで、ミミは元気いっぱいである。ミミはショーウィンドウに陳列されている衣装に何の疑問も抱かなかったようだが、俺の感覚からするとどれもコスプレ衣装にしか見えない。

   　在这个世界里，那种设计的衣服是不是已经流行了一圈，又回到了最尖端的设计呢……？我带着些许不安走进店里，里面意外地很普通——

   　この世界ではああいうデザインの服が一周回って最先端のデザインみたいな感じになっているのだろうか……？　若干不安を覚えながら店の中に入ると、意外と中は普通──。

   「不，一点都不普通」

   「いや普通じゃねぇわ」

   「？？？」

   「？？？」

   　一进店我就这么说，米米歪着头表示不解。店里摆满了角色扮演服装、角色扮演服装、角色扮演服装。虽然感觉有点赛博朋克风格，但怎么看都是角色扮演服装。

   　入るなり俺の発した言葉を聞いてミミが首を
     
      傾
     かしげる。所狭しと並ぶコスプレ衣装、コスプレ衣装、コスプレ衣装。若干サイバー風味になっている気がしないでも無いが、どう見てもコスプレ衣装。

   　不，这可能是谢绝生客的区域。往里面走肯定有卖普通的衣服。话说，外面根本没有人穿这种衣服吧。这家店是不是卖不出去啊。

   　いや、一見さんお断りゾーンかもしれない。奥に行けば普通の服も売っているに違いない。というかこんな服着てる奴、外に歩いてないじゃないか。売れてないんじゃないのか、この店。

   「欢迎光临」

   「いらっしゃいませー」

   　头上戴着赛博朋克风格兔耳发带的店员，带着满脸笑容出现了。虽然皮肤的暴露度不高，但制服总给人一种兔女郎装的感觉。

   　頭にサイバー風味のウサミミバンドを着けた店員がにこやかな笑みを浮かべながら現れた。肌の露出は少ないが、どことなく制服がバニースーツっぽい感じがする。

   「我是来给她买衣服的……有那种不是用来满足个人兴趣的普通衣服吗？」

   「この子の服を買いに来たんだが……趣味的なやつじゃない普通の服もあるのか？」

   「当然有」

   「
     
      勿
     もち
     
      論
     ろんですとも」

   「那就麻烦你帮她挑一下内衣和衣服吧。米米，你去吧。我……」

   「じゃあ、下着と服を見繕ってやってくれ。ミミ、行ってきなさい。俺は……」

   「那边有座位，不介意的话请坐那边吧」

   「あちらに席がありますので、よろしければあちらでどうぞー」

   「好」

   「わかった」

   「那，那个……」

   「あ、あの……」

   「别在意预算，需要什么就买什么，明白了吗？」

   「予算は気にするな。必要なものを必要なだけ買うこと。良いな？」

   「好的」

   「はいっ」

   　米米老实地点头。嗯，这样就好。比起她莫名客气要好得多。

   　ミミが素直に
     
      頷
     うなずく。うむ、それで良い。変に遠慮されるよりよっぽど良い。

   「哦，出手真大方呢」

   「おー、ふとっぱらですねー」

   「这孩子是见习佣兵，或者说见习操作员。我的职业看一眼就知道了吧？」

   「この子は
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい見習いというか、オペレーター見習いなんだ。俺の職業は見ればわかるな？」

   「是佣兵对吧？也就是说，这孩子要上船？」

   「傭兵さんですよねー？　ということは、この子は船に？」

   「没错」

   「そうなる」

   「嚯嚯……？」

   「ほほー……？」

   　兔女郎店员来回打量我和米米。

   　バニー店員が俺とミミをジロジロと見比べる。

   「那我就帮您挑些从清纯到煽情的各式衣服吧。这位小哥也挺有本事的嘛」

   「じゃあ、
     
      清
     せい
     
      楚
     そなものから扇情的なものまで幅広く揃えますね。お兄さんもなかなかやりますねー」

   「……麻烦你帮她挑些佣兵和操作员风格的衣服。其他衣服就听听她的意见吧」

   「……傭兵らしい、オペレーターらしい格好の服を見繕ってやってくれ。その他は彼女の意見を聞きながら頼む」

   「好的！来来，这边请！」

   「かしこまりましたー！　さぁさぁ、こっちですよお客さん！」

   「哎？啊，好的」

   「えっ？　あっ、はい」

   　兔女郎店员把米米带到了店的深处。

   　バニー店員がミミを店の奥のほうへと案内していく。

   「接下来……」

   「さて……」

   　这肯定得花不少时间。店里好像只有女性服装，我一个人在店里闲逛也不太合适。

   　きっと時間がかかるだろう。ここには女性物の服しか置いていないようだし、そうとなれば俺が一人でフラフラと店内をさまようのも具合が悪い。

   　我拿出小型情报终端，启动了消息软件。当然，对方是残念宇宙精灵。

   　俺は小型情報端末を取り出し、メッセージアプリを起動した。勿論相手は残念宇宙エルフである。

   『你居然敢煽风点火』

   『よくも
     
      焚
     たき
     
      付
     つけてくれたな』

   『这不都是为了你们吗？你是个不谙世事的大少爷，不那样做的话你肯定不会出手』

   『あんた達のためになったでしょう？　あんた箱入りのお坊ちゃんだから、ああでもしないと手を出さなかったでしょうが』

   　她立刻就回复了。她很闲吗？说起来，她好像说过星系军有讨伐宙贼的行动。她现在应该还在待机吧。

   　メッセージはすぐに返ってきた。暇なのだろうか？　そう言えば、星系軍に宙賊討伐の動きがあるとか言ってたっけ。相変わらず待機中ということなんだろうな。

   『所以，做了吗？』

   『で。ヤッたの？』

   『女孩子别说“做了”这种话……不过，是做了』

   『女の子がヤッたとか言うなよ……まぁ致しましたけれども』

   『如果你说没做的话，我现在就过去把你打趴下』

   『ヤッてないとか言ったら今からでもそっちに行って張り倒すところだったわ』

   『讨厌，好可怕』

   『やだこわい』

   　她发了一个老鼠一样的生物被猫一样的生物揍了一拳的表情包。原来这个消息软件还有表情包功能啊。

   　ネズミのような生物が猫っぽい生物にパンチされているスタンプが表示される。スタンプ機能があったのか、このメッセージアプリ。

   『所以，怎么了？你只是想发消息来抱怨吗？』

   『それで、何よ？　恨み言を言うためだけにメッセージ送ってきたわけ？』

   『没什么，只是想给米米做些操作员的教育。想问问佣兵公会有没有相关的资料，说明书或者教育APP之类的』

   『いや、ミミにオペレーターとしての教育をしたいと思ってな。そういう資料とかマニュアルとか教育アプリ的なものって傭兵ギルドで扱っていないか聞いておきたかったんだ』

   『这种事去佣兵公会问问不就行了……不过，我倒是听说过有这种东西』

   『そんなの傭兵ギルドに行って聞けばいいじゃない……まぁ、あるらしいとは聞いてるけど』

   『有吗。能在佣兵公会买到吗？』

   『あるのか。傭兵ギルドで手に入るのか？』

   『我怎么知道。不过，我听说佣兵公会运营的佣兵培训所里有在使用这种东西。你去佣兵公会问问吧』

   『知らないわよ。ただ、傭兵ギルドの運営している傭兵の養成機関でそういうのを使っているって聞いたことがあるわ。傭兵ギルドに行って聞いてみなさい』

   『Aye Aye Ma’am』

   『アイアイマム』

   　我从表情包列表中选了一个企鹅一样的生物敬礼的表情发了过去。

   　スタンプ一覧からペンギンのような生物が敬礼をしている物を選んで送信しておく。

   　因为很闲，我就用消息软件和她聊了聊米米的生命体征检查结果，以及米米现在正在选衣服，我闲得无聊之类的话题。这时店员和米米回来了。她们手上没有袋子，应该是让店家直接寄到船上去了吧。

   　暇だからとメッセージアプリを介してミミのバイタルチェックの結果報告や、今はミミが服を選んでいて暇だというとりとめのない話をしていると、店員とミミが戻ってきた。袋の類を持っていないということは、船に発送して
     
      貰
     もらうのだろう。

   「买好了吗？」

   「終わったか？」

   「是，是的！」

   「は、はい！」

   　我将视线转向兔女郎店员，她回以一个意味深长的微笑。应该没问题吧……？

   　バニー店員に視線を向けると、彼女は意味ありげな
     
      微笑
     ほほえみを返してきた。大丈夫なんだろうな……？

   「付款方式是？」

   「支払いは」

   「请到这边来」

   「こちらになりまーす」

   　兔女郎店员递给我一台平板电脑。上面显示着米米穿着一身赛博风格兔女郎装的照片。看来是那种将本人的体格数据和衣服的数据当场合成，然后将穿上衣服后的效果视觉化的APP。

   　バニー店員がタブレットを差し出してくる。そこにはサイバー風味のバニースーツを着たミミの画像が大映しになっていた。どうやら本人の体格データと服のデータをその場で合成して着たらどんな感じになるのかを視覚化してくれるアプリの類であるらしい。

   　唔，米米的胸部装甲真是凶恶。虽然我不会说是什么，但那不是快要溢出来了吗。真是不成体统。

   　うむ、ミミの胸部装甲は凶悪だな。何がとは言わないが
     
      零
     こぼれそうじゃないか。実にけしからん。

   「哎呀，我搞错了」

   「おっと、間違えました」

   「把数据删掉哦？」

   「データは消せよ？」

   　听到我的话，兔女郎店员点了点头，然后把嘴凑到我的耳边，悄悄地在我耳边低语。

   　俺の言葉にバニー店員はうんうんと頷いてから俺の耳に口を寄せ、こっそりと耳元で
     
      囁
     ささやいた。

   「只要登录会员，就可以在系列店中对照数据，推荐最适合的衣服哦？还可以通过网购等方式，通知您新作的发售信息」

   「会員登録しておけば系列店でデータを照合して最適な服をオススメできますよ？　なんなら通販ですとか、新作のお知らせなんかもお届けできます」

   「……我的终端也有换装功能吗？」

   「……俺の端末でも着せ替え機能は？」

   「当然。使用专用APP就可以」

   「勿論。専用アプリを使えば可能です」

   「好」

   「よし」

   　付款时我好好地登录了会员。顺便一提，价格相当昂贵。不过，和散弹炮或王牌的弹药费相比，这不过是九牛一毛。从总资产来看也是。

   　代金を払う際にしっかり会員登録しておいた。ちなみにお値段はなかなかのものだった。それでもまぁ、散弾砲や切り札の弾薬費に比べれば微々たるものである。総資産から考えてもだ。

   　付款完毕后，我们直接前往今天最后的目的地，佣兵公会。

   　支払いを終えた俺達はその足で本日最後の目的地、傭兵ギルドへと向かう。

   「接下来要去佣兵公会」

   「次に向かうのは傭兵ギルドだ」

   「好的」

   「はいっ」

   「老实说，那里有个长相非常吓人的大叔。感觉和佣兵公会的形象非常吻合。」

   「ぶっちゃけて言うと
     
      物
     もの
     
      凄
     すごく顔が怖いおっさんがいる。傭兵ギルドのイメージにぴったりな感じだ」

   「好、好的……」

   「は、はい……」

   「不过，和他聊过之后，就会发现他是个和蔼可亲的大叔。那里实际上就像政府机关一样，所以你不用太紧张。」

   「でも話してみると気のいいおっさんだし、実質役所みたいなもんだからあまり緊張しなくても大丈夫だぞ」

   「好的！」

   「はい！」

   　米米的表情变化多端，光是看着就让人不禁莞尔。可爱就是正义。不过，米米只是个普通的女孩子……是不是该让她学学防身术，或是携带防身用的武器呢？这件事也和大叔商量一下好了。

   　ミミの表情はコロコロと変わって見ているだけで
     
      微笑
     ほほえましいな。
     
      可愛
     かわいいは正義だと思う。しかし、ミミはただの女の子だよなぁ……護身術を覚えさせるとか、護身用の武器を持たせるとかしたほうが良いのだろうか。これもおっさんに相談してみるか。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「哦，昨天才来过，今天又……」

   「おう、
     
      昨日
     きのうの今日で……」

   　看到从我身后探出头的米米，柜台大叔的表情僵住了。

   　俺の陰からチラッと顔を
     
      覗
     のぞかせたミミを見て受付のおっさんの表情が固まる。

   「因为一些原因，这孩子要搭上我的船。我想让她当操作员，所以想请你提供教材、资料和应用程序之类的教育用物品。」

   「色々とわけあってこの子を俺の船に乗せることになってな。オペレーターにしようと思ってるんで、教育に使える教材とか資料とかアプリとかがあったら提供してもらいたいんだ」

   「请、请多多指教……」

   「よ、よろしくおねがいします……」

   　大叔的手以惊人的速度伸过来，揪住我的胸口。表情、表情好可怕！

   　おっさんの手が物凄い速度で伸び、俺の胸ぐらを
     
      摑
     つかみ上げてきた。顔、顔怖いって！

   「这是怎么回事……？」

   「どういうことだ……？」

   「我知道了，我会好好说明的，所以你先放手吧。表情很可怕耶。」

   「わかった、事情をちゃんと話すから手を放してくれ。顔怖いから」

   「表情很可怕是多余的！」

   「顔が怖いは余計だ！」

   「实际上真的很可怕！你看米米都吓到了！」

   「実際怖いわ！　ミミも
     
      怯
     おびえてるだろうが！」

   「唔……！」

   「く……ッ！」

   　大叔一脸怨念地松开手，坐回座位上闭上眼睛反复深呼吸，试图让自己冷静下来。我也暗自松了口气。刚才真的吓到我差点尿裤子。

   　おっさんが物凄い
     
      怨
     おん
     
      念
     ねんの
     
      籠
     こもった表情で手を放し、席に座って気持ちを落ち着けるように目を
     
      瞑
     つぶって深呼吸を繰り返す。俺も内心ホッと胸を
     
      撫
     なで
     
      下
     おろす。チビリそうなほど怖かったわ。

   「从头到尾说来话长。」

   「一から十まで話すと長くなるんだけど」

   「从头到尾说来听听。」

   「一から十まで話せ」

   「是。」

   「はい」

   　大叔一脸凶神恶煞地威胁我，于是我决定从头到尾把米米要上我的船的来龙去脉说清楚。

   　怖い顔で凄まれたので素直にミミが俺の船に乗ることになった経緯を一から十まで話すことにした。

   「这家伙成为佣兵才第一天就有这种艳遇，为什么当了十五年佣兵的我却没有这种艳遇！？不公平！」

   「傭兵になって一日目のこいつにそんな出会いがあったのに、
     
      何
     な
     
      故
     ぜ十五年も傭兵生活を続けていた俺にはそういう出会いがなかったんだ!?　不公平だ！」

   　这就是命运之力的差距吗！？大叔仰天长啸，然后趴在桌上嚎啕大哭起来。哭得超惨的。我和米米都被他吓到了。

   　これが運命力の違いだというのか!?　とおっさんが天に
     
      吠
     ほえ、机に突っ伏してうおぉんと泣き始めた。ガチ泣きである。これには俺もミミもドン引きだ。

   　大叔的哭闹把公会职员都引了出来，场面变得非常混乱。不过在得知事情原委后，他们就把大叔带走了。再见了，大叔。

   　この騒ぎに奥から傭兵ギルドの職員がなんだなんだと出てきて大騒ぎである。事情を知るなりおっさんを奥に連行していったが。さらばおっさん。

   「呃，我们的职员失礼了。」

   「ええと、うちの職員が失礼致しました」

   　女职员把大叔哭湿的桌子擦干净，露出非常为难的笑容。如果是我站在她的立场，也会露出同样的表情。任谁都会这样。

   　おっさんの涙に
     
      濡
     ぬれた机を
     
      綺
     き
     
      麗
     れいにした女性職員がとても困った顔で笑みを浮かべる。俺も彼女の立場だったら同じような表情を浮かべる。
     
      誰
     だれだってそうなる。

   「呃，我是不是再说明一次比较好？」

   「ええと、もう一回事情を話したほうが良いですかね」

   「非常抱歉，那就麻烦您了。不用从头到尾都说明一遍」

   「大変申し訳ありませんがよろしくお願い致します。一から十までとは言いませんので」

   　大姐姐深深地鞠了一躬。好，我这就开始说明。

   　お姉さんが深々と頭を下げてきた。はい、お話をしますよ。

   「原来如此。您是想让这位小姐注册成为船员，以及购买培训操作员的教材是吗？」

   「なるほど。ではそちらの方の乗員登録と、オペレーター育成用の教材をご所望ということですね」

   「是这样没错」

   「そうなるんですかね」

   「拜托您了」

   「よろしくおねがいします」

   　新来的佣兵公会职员大姐姐熟练地办理了手续，还为我们准备了教材。教材是平板电脑专用的，我立刻请她帮我安装。

   　新しく出てきた傭兵ギルド職員のお姉さんは手際よく手続きを行い、教材もしっかりと用意してくれた。教材はタブレット型端末で使えるように早速インストールしてもらう。

   　这教材似乎相当高级，AI教练会从头开始教操作员各种知识。此外，好像还附带了能简单明了地整理出船的状态和资产状况的应用程序。

   　ＡＩトレーナーがオペレーターのノウハウを一から教えてくれるというなかなか高性能なものであるようだ。また、船の状態や資産状況などをわかりやすくまとめるアプリなども
     
      同
     どう
     
      梱
     こんしているらしい。

   「里面还附带了收集情报用的应用程序，请您努力熟练使用」

   「情報収集用のアプリとかも同梱していますから、頑張って使いこなしてくださいね」

   「好，好的」

   「は、はい」

   「米米，你要是能帮忙处理手续之类的事情，我也会轻松不少。加油吧」

   「ミミが手続きとかそういう方面を見てくれるようになったら俺も助かるからな。頑張ってくれ」

   「好的」

   「わかりましたっ」

   　米米拿着安装了应用程序的平板电脑，得意地哼了一声。嗯嗯，加油吧。然后让我轻松一点。毕竟这个世界似乎有很多游戏里被省略掉的繁琐手续。

   　ミミがアプリのインストールされたタブレットを手にフンスと鼻息を荒くする。うんうん、頑張るんじゃよ。そして俺に楽をさせてくれ。ゲームでは省略されていた細かい手続きが色々とありそうだからな、この世界は。

   「对了对了。还有，我想让这孩子学点防身术，或者给她一把防身用的武器」

   「そうそう。それとこの子に護身術を覚えさせるか、護身用の武器でも持たせたほうが良いかなと思っているんだけど」

   「嗯——这有点难办。就算想学防身术，也不是一朝一夕就能学会的。武器的使用也一样」

   「うーん、難しいですね。護身術を覚えると言っても一朝一夕でどうにかなるものではありませんし。武器の扱いも同様です」

   「是这样吗」

   「そういうものか」

   「就是这样。不过，先不提实际使用的问题，给她一把激光枪或许是个好主意。光是拿着，就会减少很多来找麻烦的人」

   「そういうものです。ただ、実際に使うかどうかは別としてレーザーガンを持たせるのは良いかもしれませんね。持っているだけでちょっかいを出してくるような
     
      輩
     やからはそれなりに減りますので」

   「原来如此」

   「なるほど」

   「要我准备吗？」

   「ご用意します？」

   「拜托了」

   「お願いします」

   　原来佣兵公会还卖武器啊。说起来，昨天我还没调查过枪店呢。这种东西都是由佣兵公会或者统治机构管理的吗？

   　傭兵ギルドでは武器も扱っているのか。そういえば昨日はガンショップなんかは調べなかったな。そういうのは傭兵ギルドとか統治機構が管理しているのかね。

   　之后，我们让公会准备了米米用的激光枪，然后在佣兵公会的射击场试射了一下，就离开了佣兵公会。

   　その後、ミミ用のレーザーガンも用意してもらった俺達は傭兵ギルドの射撃場で試射をしてから傭兵ギルドを後にした。

   　米米的枪法？　哈哈哈，总之不闭上眼睛射击的话，就什么都做不了！

   　ミミの銃の腕？　ははは、とりあえず撃つ時に目を瞑るのをやめないとどうにもならないな！

  

 
  
   
    ＃7：大规模讨伐

    ＃７：大規模討伐

   

   


   


   　射击训练结束后我们回到了船上，决定悠闲地度过几天。米米因为流浪生活的疲劳还没有完全消除，所以还需要休息，而且幸运的是我们的经济状况也不需要马上开始工作。

   　射撃練習を終えた俺達は船に戻り、数日ゆっくりと過ごすことにした。ミミは路上生活の疲労が抜けきっていなかったからまだ休ませる必要があったし、幸いなことにすぐに働かなければならないような経済状態でもなかったからだ。

   　而且，我对艾尔玛所说的宙贼大规模讨伐也很感兴趣。我预测如果要袭击宙贼的基地，应该会发生相当大规模的战斗，而且这种事件通常都是以成果来决定报酬，击落的敌机越多报酬就越高。

   　それに、エルマの言っていた宙賊の大規模討伐にも興味があった。宙賊のアジトを襲撃するとなればそれなりに大規模な戦闘が発生するだろうというのは予測ができたし、そういうイベントは出来高制で敵機を落とせば落とすだけ報酬が跳ね上がるというのが定番だ。

   　我可不想因为接了不怎么美味的任务而错过美味的事件。

   　さして
     
      美
     お
     
      味
     いしくもない任務を受けて美味しいイベントを見逃すなんてことはしたくなかった。

   　于是我们早上起床后在健身房活动身体，然后冲个澡，白天时和米米一起学习操作员的知识（其中也有佣兵的常识之类的项目，相当有用），从网络上收集情报，和残念宇宙精灵互传信息，偶尔和米米打情骂俏，就这样过了几天。

   　そういうわけで朝起きてトレーニングルームで
     
      身体
     からだを動かし、シャワーを浴び、昼間はミミのオペレーター学習を一緒にやってみたり（
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいとしての常識みたいな項目もあり割と有用だった）、ネットから情報を収集したり、残念宇宙エルフとメッセージを交わしたり、たまにミミとイチャイチャしたりしながら数日。

   　终于，星系军和佣兵公会发出了通知，说我们翘首以盼的宙贼讨伐任务开始了。

   　ついに待ちに待っていた宙賊の討伐ミッションが開始されると星系軍と傭兵ギルドから通知が出された。

   「不用特地聚集到某个地方，直接在船上开作战会议真是不错啊」

   「いちいちどこかに集まらなくても船でブリーフィングできるのは良いよな」

   「是啊」

   「そうですね」

   　我坐在驾驶舱的操纵席上，米米则坐在后面的操作员席上等待作战会议开始。

   　俺はコックピットの操縦席に、ミミはその後ろにあるオペレーター席に座ってブリーフィングの開始を待つ。

   　不用特地跑到公会或者星系军的驻扎地就能开作战会议，真的很方便。就连食材都可以直接在船上订购，只要想做的话，就算一步都不出船也能生活下去。船里说不定可以说是最强的家里蹲环境。

   　本当にわざわざギルドや星系軍の駐屯地に足を運ばなくてもブリーフィングができるのは便利だと思う。食料の調達すら船から発注をかけることが可能なので、やろうとすれば船から一歩も足を踏み出さなくても生活ができてしまうのだ。船の中というのは最強の引き
     
      籠
     こもり環境と言えるのかもしれない。

   　作战会议开始时间一到，驾驶舱的屏幕上就出现了好几个显示着人脸的窗口。窗口的上方显示着每个人的所属和搭乘的船名，其中也有残念宇宙精灵艾尔玛，以及我们到达特里梅因主殖民卫星时遇到的军人瑟琳娜。

   　ブリーフィング開始時間丁度になると、コックピットのスクリーン上に人の顔が映った複数のウィンドウが立ち上がってきた。ウィンドウの上部にはそれぞれの所属や搭乗している船の名前などが表示されており、その中には残念宇宙エルフのエルマや、このターメーンプライムコロニーに到着した時に出会ったセレナという軍人もいた。

   「！？」

   「っ!?」

   　和瑟琳娜对上视线的瞬间，不知为何我的背脊一颤。这是怎么回事？感觉像是不好的预感，又感觉不是。或许还是多注意她一点比较好。

   　セレナと目が合った瞬間、
     
      何
     な
     
      故
     ぜか背筋が震えた。なんだろう、これは。嫌な予感のようにも思えるし、そうでないようにも思える。彼女には少し気をつけたほうが良いのかもしれない。

   　就在我胡思乱想的时候，瑟琳娜的窗口变大，移动到了屏幕的中央。

   　そんなことを考えていると、セレナのウィンドウが大きくなってスクリーンの中央に移動した。

   『那么，作战会议现在开始。我是瑟琳娜·霍尔斯上尉，本次作战的指挥官。请称呼我为瑟琳娜上尉』

   『さて、ではブリーフィングを始めます。私はセレナ＝ホールズ大尉。今回の作戦の指揮官です。セレナ大尉と呼ぶように』

   「了解，瑟琳娜上尉」

   「了解、セレナ大尉」

   　参加者们也纷纷表示同意。

   　参加者達もそれぞれに了承の意を示していく。

   『那么我来说明作战的概要。话虽如此，内容并不复杂。宙贼们把小行星带的伽玛星区作为根据地』

   『では作戦の概要を説明します。と言っても、さほど複雑な内容ではありません。宙賊達が根城としているのは小惑星帯のガンマセクターです』

   　瑟琳娜上尉说完，屏幕上出现了星系图，小行星带的一角被标上了红色标记。

   　セレナ大尉がそう言って画面上に星系図を出現させ、小惑星帯の一角を赤くスポットする。

   『作战内容很简单。星系军舰队前往该处，用舰炮射击破坏基地。虽说是据点，但终究只是区区宙贼。抵抗也是徒劳，很快就会变成太空垃圾』

   『作戦内容は単純です。星系軍艦隊が出向いて、艦砲射撃で基地を破壊します。拠点とは言っても
     
      所
     しよ
     
      詮
     せん宙賊です。抵抗虚しくすぐにスペースデブリになることでしょう』

   　佣兵们点头同意瑟琳娜的话。星系军的军舰，而且还是重巡洋舰和战舰级，宙贼的船根本无法与之抗衡。无论是火力，护盾功率还是装甲，都是天壤之别。

   　セレナの言葉に
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい達が
     
      頷
     うなずく。星系軍の軍艦、それも重巡洋艦や戦艦級ともなるとそもそもからして宙賊の乗るような船では対抗のしようもない。火力も、シールド出力も、装甲も比べ物にならないからだ。

   　如果是佣兵的船，只要满足条件也不是不能和星系军的军舰抗衡，但那也不是单枪匹马就能搞定的对手。而且星系军拥有大量这种强力的军舰，训练水平也很高。

   　傭兵の乗る船であれば条件付きで星系軍の軍艦を相手にできないこともないだろうが、それでも単機でどうにかできるようなものではない。その上、星系軍というのはそういう強力な艦の数を
     
      揃
     そろえているし、練度も高いのだ。

   　总之，如果正面和星系军交战，宙贼们根本不是对手。

   　とにかく、正面から星系軍に攻められては宙賊共ではお話にならないということである。

   『但是，正如大家所知，我们军队的攻击虽然很彻底，但也很粗暴。如果对方正面迎战的话，我们就会从正面击溃他们，但如果小型和中型舰分散逃跑的话，无论如何都会有漏网之鱼。所以，这就是各位的任务。』

   『しかし、みなさんも知っての通り我々軍隊の攻撃というのは徹底的ではありますが大雑把です。向かってきてくれるのであれば
     
      全
     すべて正面から
     
      嚙
     かみ
     
      砕
     くだけますが、小型中型艦に散開して逃げられるとどうしても取り逃しが出ます。そこで、皆さんの役目というわけです』

   　破坏大型舰和基地确实能对宙贼造成巨大的打击，但宙贼的主力舰其实是高速的中型舰和小型舰。如果让它们逃走，它们就会再次集结起来，恢复势力，所以希望佣兵们能击溃它们。

   　大型艦や基地を破壊すれば宙賊に大ダメージを与えることができるというのは確かなのだが、むしろ宙賊の主力艦というのは高速の中型艦や小型艦なのである。それらを逃すと再び結集して勢力を盛り返すので、傭兵達にはこれを
     
      叩
     たたいて欲しいという。

   　也就是说，我们要负责扫荡残党——不，主力舰是我们要狩猎的中型舰和小型舰，所以反而是我们才是主要战力吧？算了，哪个都无所谓。

   　つまり、残党狩り──いや、むしろ主力艦は俺達の狩る中型艦小型艦なわけだから、
     
      寧
     むしろ俺達がメインの戦力なのか？　まぁ、どっちでも良いか。

   『报酬方面如何？』

   『報酬面はどうなってる？』

   『是的，没有预付款。作战结束时支付五万艾尼。』

   『はい、前金はなし。作戦終了時に五万エネルですね』

   　嗯，好便宜。固定工资太低了。不过，这样就能期待成果工资了。

   　うーん、安い。固定給安い。それだけに成果給には期待したい。

   『成果工资方面，小型舰一艘五千艾尼，中型舰一艘两万艾尼，大型舰一艘十万艾尼。此外，原本悬赏的奖金也会直接支付，掠夺货物的权利当然也归各位所有』

   『成果給のほうは小型艦一機五〇〇〇エネル、中型艦一機二万エネル、大型艦は一機一〇万エネルです。それに加えて元からその船に懸かっている賞金はそのまま進呈、積み荷の略奪権も
     
      勿
     もち
     
      論
     ろんつけましょう』

   　不过，大型舰我们会全部处理掉，瑟琳娜笑着补充道。听到成果工资的佣兵们反应各不相同，但大致上都表示了赞同。

   　もっとも、大型艦は我々が全て片付けるつもりですが、とセレナは笑みを浮かべる。成果給の提示を受けた傭兵の反応は様々だったが、
     
      概
     おおむね好意的に受け止められているようだった。

   『作战计划很简单。请各位佣兵事先在伽玛星区周边潜伏，展开阵势。然后，我们星系军的机动舰队将发动正面攻击，消灭宙贼的大型舰和宇宙基地。你们则负责与逃跑的小型和中型舰进行混战，而我们则负责击坠试图逃离混战的宙贼船』

   『作戦としては単純です。
     
      予
     あらかじめ傭兵の皆さんにはガンマセクター周辺に潜伏、展開していただきます。そして私達星系軍の機動艦隊が正面攻撃を仕掛け、宙賊の大型艦及び宇宙基地を撃滅。逃げ散る小型、中型艦に
     
      貴方
     あなた達が乱戦を仕掛け、乱戦から逃れようとする宙賊船を我々が撃墜します』

   　虽然简单，但我觉得是个有效的作战计划。

   　単純だが、有効な作戦に思える。

   　简单来说，就是通过第一波攻击歼灭高威胁目标，然后用佣兵们的“网”捕捉试图逃跑的敌人。趁敌人陷入混乱的时候，星系军的机动舰队再形成“牢笼”。

   　要は、初撃で脅威度の高い目標を
     
      殲
     せん
     
      滅
     めつし、逃げようとする敵を傭兵達の『網』で捕らえる。敵が混乱しているうちに今度は星系軍の機動艦隊が『
     
      檻
     おり』を形成する。

   　然后逐渐缩小“牢笼”，最终歼灭所有的宙贼船。

   　あとは徐々に『檻』を小さくしていって、最終的に全ての宙賊船を殲滅するわけだな。

   　正当我思考着这些事情的时候，有人拉了拉我的衣角。我疑惑地转头看去，发现米米从操作员席上走了过来。看来她是来旁听作战会议的。

   　そんなことを考えていると、服の
     
      裾
     すそがチョイチョイと引かれた。何事かと目を向けると、オペレーター席からミミが移動してきていた。どうやらブリーフィングの様子を見に来たらしい。

   「希罗大人，宙贼会不会强行启动超光速驱动逃跑呢？」

   「ヒロ様、宙賊が無理矢理超光速ドライブを起動して逃げたりとかはしないんですか？」

   「不用担心。如果附近有其他没有进行超光速驱动同步的船只，就算强行启动超光速驱动，安全装置也会启动，无法成功发动」

   「それは大丈夫だ。超光速ドライブを同期させていない船が周辺に存在する時に超光速ドライブを起動しようとしても安全装置が働いて起動することができないようになっているからな」

   「但是，只要拆掉安全装置，就能强行启动了吧？」

   「でも、安全装置を取り外せば無理矢理起動することはできるんですよね？」

   「是这样没错，但应该没人会这么做。因为一旦拆掉安全装置，就无法在超光速驱动中避开质量大到护盾无法防御的太空垃圾和小行星。据说在启动的瞬间就会撞上东西，然后四分五裂。我也不太清楚详细情况」

   「できるけど、そんなことをする奴は居ないと思うぞ。その安全装置を外すと超光速ドライブ中にシールドで防げないレベルの質量を持ったスペースデブリや小惑星を回避できなくなるからな。起動した瞬間何かに当たってバラバラになる、らしい。俺も詳しいことは知らん」

   「原来如此」

   「なるほど」

   　虽然在游戏里看到过安全装置和回避系统联动的设定，但并没有详细解释其中的理论。应该说，这类未来技术的设定都比较模糊。

   　安全装置と回避システムが連動してるらしいってことはゲームの
     
      頃
     ころの設定で見たことがあるが、詳しい理論までは解説してなかったからな。というか、こういう未来技術系の設定は
     
      曖
     あい
     
      昧
     まいだったからなぁ。

   　不过，就算不懂其中的原理，只要能用就行了。就像微波炉和手机一样，没人会去了解它们的运作原理。太空船应该也是一样的吧。

   　まぁ、こんなものは仕組みなんかを理解していなくても使えればいいのだ。電子レンジや携帯電話の作動原理を一から十まで知っていなければならないなんてこともないんだから。宇宙船だって同じようなものだろう。

   　在我和米米闲聊的时候，佣兵们也在向瑟琳娜提问，但基本都是和报酬有关的问题，没有能引起我兴趣的内容。比如多个佣兵一起攻击一艘宙贼船并将其击落的话，报酬应该怎么分配之类的。

   　俺がミミとそんな話をしているうちにも傭兵達からセレナに対して質問が飛んでいたが、基本的には報酬関連の話で俺の興味を引くような内容ではなかった。例えば一機の宙賊船を複数の傭兵が攻撃して撃墜した場合、取り分はどうなるのか、といった具合の内容だ。

   　如果发生纠纷，星系军会根据战斗记录来判断哪一方拥有所有权，为了保证结果的透明和公平，还会将结果公布出来，并通知公会。

   　そこは訴えがあれば戦闘ログから逆算してどちらに権利があるか星系軍が判断するが、その場合は透明性と公平性を確保するために結果を公表し、傭兵ギルドに通達することになる。

   　被认定为抢功的佣兵会被公会盯上，根据情况还有可能被降级或者逐出公会。如果今后还想继续当佣兵的话，最好还是不要故意抢功。

   　横殴り野郎と認定された傭兵は傭兵ギルドから
     
      睨
     にらまれるし、場合によっては降格処理や追放処理すら有り得る。これからも傭兵としてやっていきたいなら故意の横殴りはしないほうが良いというわけだ。

   　我完全没打算做那种事，所以这些对我来说都无所谓。

   　俺はそんなことをする気はサラサラ無いし、どうでも良い話だな。

   　但是，没人问我想知道的情报。是因为这是常识吗？还是说他们根本没想过这种事……既然没人问，那就只能由我来问了。

   　しかし、俺の知りたい情報を聞く人がいない。常識だからなのか、それともそんなことは考えてもいないからなのか……
     
      誰
     だれも聞かないなら俺が聞くしか無いか。

   「我可以提一个问题吗？」

   「自分からも一つ質問を良いでしょうか？」

   　屏幕另一头的视线集中到了我身上。其中当然也包括了艾尔玛。她脸上一副“这家伙该不会要问什么蠢问题吧？”的表情。哈哈哈，我就回应你的期待吧。

   　モニター越しに注目が集まる。その中には当然エルマも居た。いかにも『こいつなんか
     
      素
     すっ
     
      頓
     とん
     
      狂
     きようなことを聞くんじゃないだろうな？』という顔をしている。ははは、期待にお
     
      応
     こたえしよう。

   『好的，请问。佣兵先生』

   『はい、どうぞ。傭兵さん』

   「我是第一次参加这种大规模讨伐，我想可能会出现舰船故障或受到损伤导致护盾消失，以及护盾单元耗尽而无法紧急恢复衰减的护盾等情况，从而导致无法继续战斗。这种情况下可以随意撤退吗？」

   「こういう大規模討伐は初めてなんですが、艦の不調やダメージを受けたことによるシールドの喪失、減衰したシールドを緊急回復するシールドセルの枯渇、そういった要因でそれ以上の戦闘続行が不可能と判断する場合もあると思います。その場合は任意に撤退して良いのでしょうか？」

   　听到我的问题，佣兵们露出了惊讶的表情，艾尔玛用一只手捂住了脸，瑟琳娜则露出了笑容。

   　俺の質問に傭兵達はきょとんとした顔をし、エルマは片手で顔面を覆い、セレナは笑みを浮かべた。

   『当然可以。毕竟对佣兵来说，留得青山在不怕没柴烧嘛。不过，要是你们没怎么战斗就夹着尾巴逃走的话，我们也会很困扰的。毕竟我们的作战目标是歼灭宙贼』

   『勿論それは構いません。傭兵としては命あっての物種、というものでしょうから。ただ、さして戦いもしないうちに
     
      尻
     しつ
     
      尾
     ぽを巻いて逃げられては困りますね。我々の作戦目標は宙賊の殲滅なのですから』

   「您说得对。不过，新人也有新人的想法，必须确保退路才行。要是你们说“到了现场之后就要战斗到死，逃亡者处以枪决”之类的话，那可就吃不消了」

   「それはごもっとも。ただ、退路は確保しておかなきゃならないな、とルーキーはルーキーなりに思ったので。現地に行ってから死ぬまで戦え、逃亡者は銃殺刑だ、と言われてはたまらないですからね」

   『你该不会以为我们会做那种事吧？』

   『まさか、そんなことを我々がするとでも？』

   「先不说你们会不会这么做，但你们的阵形就是『做得到』吧？我的船上还有船员，这方面很重要」

   「するかどうかは別として『できる』陣形でしょう？　俺の船にはクルーもいるんで、その辺りは重要なんですよ」

   　简而言之，这次的作战是让佣兵负责星系军大型舰船不擅长的近距离混战，而星系军的舰船则从远距离解决试图逃离混战的宙贼，是二段式的阵形。

   　つまるところ、今回の作戦は星系軍の大型艦船が苦手とする近距離での乱戦を傭兵が担い、その乱戦から逃げようとする宙賊を星系軍の艦船が遠距離から仕留めるという二段構えの陣形だ。

   　也就是说，佣兵是咬住猎物不放的猎犬，而星系军则是透过瞄准镜观察战斗，狙击试图逃离混战的猎物的猎人。

   　つまり、傭兵は獲物に食らいつく猟犬、星系軍はスコープ越しにその戦いを見つめ、乱戦から逃げようとする獲物を
     
      狙
     ねらい撃つハンターである。

   　猎人原本的职责是狙击试图逃离猎犬的猎物，但当然也可以将枪口对准受伤后试图逃离混战的猎犬。

   　猟犬から逃げようとする獲物を撃つのが本来のハンターの役目なわけだが、当然その銃口は負傷して乱戦から逃げようとする猟犬にも向けることができる。

   　要是实际抵达现场，开始战斗之后才说『不允许从战场撤退。逃跑的话会和宙贼一样遭到击坠，请见谅』的话，那可就吃不消了。

   　実際に現場に着いて、戦闘をおっ始めた後に『戦場からの撤退は不許可とします。逃げる場合は宙賊と同様に撃墜しますので、
     
      悪
     あしからず』とか言われたらたまらない。

   『呵呵，是啊。这是「做得到」的阵形。不过请放心，我们不会那么做的』

   『ふふ、そうですね。「できる」陣形です。でも安心してください、そんなことは致しませんから』

   「听你这么说我就放心了。我要问的就这些」

   「そう言ってくれて安心しました。俺からはそれだけです」

   　佣兵们的反应各种各样。有三成的人明显露出嘲讽的表情，有两成的人露出佩服的表情，或者好奇的表情，有五成的人漠不关心。

   　傭兵達の反応は様々だった。あからさまに
     
      嘲
     あざけるような表情を向けてくる者が三割、感心したような表情や興味深そうな顔を向けてくる者が二割、無関心な者が五割といったところだろうか。

   『还有其他问题吗？那么，作战将在一小时后开始。请各舰做好准备，从机库坞出发后待机。』

   『他に質問はありませんか？　では一時間後に作戦を開始します。準備ができ次第、各艦ハンガーベイから発進して待機してください』

   『『『收到。』』』

   『『『了解』』』

   　作战会议结束了。好，终于要进入战斗阶段了。

   　ブリーフィングは終了した。さぁ、いよいよバトルフェイズだ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「喂，你没事吧……」

   「おい、大丈夫……」

   「没、没没、没事的的的的。」

   「だ、だだ、だいじょうぶですすすす」

   「看来是不行呢。」

   「ダメみたいですね」

   　我说过要进入战斗阶段了吧？那是骗人的。

   　バトルフェイズだと言ったな？　あれは
     
      噓
     うそだ。

   　距离出发还有一小时。为了以防万一，我向船的AI发出自我检查和维护的指示，然后带着米米打算去食堂休息。

   　出発まであと一時間。念のため、船のＡＩにセルフチェックとメンテナンスの指示を出した俺はミミを連れて食堂で
     
      寛
     くつろごうとしたのだが。

   「我、我我、我完全没事哦？」

   「ぜ、ぜぜ、ぜんぜんもんだいないですよ？」

   「你看起来就不像没事的样子。」

   「見るからにダメじゃないか」

   　米米就像刚出生的小鹿或吉娃娃一样瑟瑟发抖，看起来很可怜。不，嗯。接下来要奔赴生死攸关的战场，像她这样紧张、恐惧才是正常的感觉吧。米米只是正确地认识了状况，做出了正确的反应而已。

   　ミミが生まれたての子鹿かチワワか何かのようにプルプル震えていて見るからに
     
      不
     ふ
     
      憫
     びんだ。いや、うん。これから生きるか死ぬかの戦いに赴くわけだから、彼女のように緊張し、恐怖するのが普通の感覚なんだろう。ミミは正しく状況を認識し、正しい反応をしているだけだ。

   　倒不如说，完全不紧张的我才是异常的吧。接下来我将要奔赴真正的厮杀战场。至今为止连打架都没有好好打过的我，明明是要去赌上性命的战场，却完全不紧张，这明显是异常的。

   　寧ろ、全く緊張していない俺が異常なんだろうと思う。今から俺は正真正銘、本物の殺し合いをしに行くのだ。今まで殴り合いもまともにしたことのないような俺が、命をやり取りしに行くというのに緊張を覚えないというのは明らかに異常である。

   　为什么我不会紧张呢？　我试着思考了一下，想到了几个原因。

   　
     
      何
     な
     
      故
     ぜ緊張しないのか？　と考えるといくつか考えられることはある。

   　首先，我的爱机克里希那在这个世界里应该拥有相当程度以上的——不如说，我推测它作为佣兵拥有的船来说，恐怕是顶级，或者说是超规格的战斗能力。

   　まず、俺の愛機であるこのクリシュナがこの世界においてそれなり以上──というか、恐らく傭兵の持つ船としてはトップクラス、あるいは規格外な戦闘能力を有しているだろうと推測できるということが一つ。

   　这是我在收集情报的时候顺便参照了市场上流通的船的性能和武装的威力，星系军配备的最新兵器的情报，以及其他各种战斗舰的数据后得出的结果，几乎可以确定。

   　これは情報収集のついでに市場に流れている船の性能や武装の威力、星系軍に配備されている最新兵器の情報、その他
     
      諸
     もろ
     
      々
     もろの戦闘艦のデータを参照した結果、ほぼ確実である。

   　虽然不知道和古兰坎帝国和贝雷贝雷姆联邦的最新舰，或者和原本尺寸就不同的战舰级别的船相比会怎么样。即便如此，我估计应该也能打得有来有回吧。

   　
     
      流石
     さすがにグラッカン帝国やベレベレム連邦の最新艦やそもそものサイズが違う戦艦クラスの船と比べるとどうかはわからないけれど。それでも多分良い勝負はできるだろうと俺は踏んでいる。

   　然后另一个原因是我来到这个世界后很快就交手过的宙贼们，以及目睹了我在模拟器上的战斗的佣兵公会的大叔和艾尔玛的反应。

   　そしてもう一つが俺がこの世界に来て早々にやり合うことになった宙賊達や、俺のシミュレーターでの戦闘を目の当たりにした傭兵ギルドのおっさんやエルマの反応だ。

   　从他们的反应来看，我操纵克里希那的战斗能力似乎有点超乎寻常，或者说是超规格。当然，克里希那的机体规格本身就很强大，但不管多么高性能的机体，如果不能熟练驾驶的话，就只是个棺材。至少，我的驾驶技术并没有让克里希那变成移动棺材。

   　どうも、彼らの反応を見る限りクリシュナを操る俺の戦闘能力はちょっと度を越していると言うか、規格外っぽい感じであるらしい。勿論クリシュナの機体スペックが単純に高いという面も大きいのだろうが、どんなハイスペックな機体も乗りこなせなければただの
     
      棺
     かん
     
      桶
     おけだ。少なくとも、俺の操縦技術はクリシュナを動く棺桶にはしていない。

   　考虑到以上两点，我觉得接下来的宙贼扫荡任务应该不会那么危险。我就是这么想的。所以才能保持冷静。

   　以上の二点を考えればこれから赴く宙賊掃討任務においてそれほど危険なことにはならないだろう、と思う。思えてしまうのだ。だから落ち着いていられる。

   　也许我只是单纯没有感受到生命危险而已。

   　もしかしたら、ただ単純に命の危機ってやつを感じてないだけかもしれないけれどもね。

   　毕竟从我的角度来看，这个世界就是“Stella Online”的世界。具体来说，我总是摆脱不了所谓的“游戏感”。

   　何せ、俺の視点から見るとこの世界は『ステラオンライン』の世界そのものにしか見えないのだ。どういうことかというと、どうにも俺としては
     
      所
     いわ
     
      謂
     ゆる『ゲーム感覚』というのが抜けていかないのである。

   　战斗中不会死。

   　戦闘では死にそうにない。
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   　也没有现实感。

   　現実感もない。

   　在这种情况下，很难感受到死亡的恐惧。我知道被击坠的话就会真的死掉。我自认为理解这一点。只是，我在Stella Online里被击坠的次数屈指可数……而且还是在刚开始玩，还不习惯操作的时候。

   　そんな状況で死の恐怖を感じるのはなかなかに難しい。撃墜されればリアルに死ぬ、というのはわかっている。一応理解しているつもりだ。ただ、俺はステラオンラインでも撃墜されたことは数えるほど……それも初期の操作に慣れていない頃にしか経験していないのだ。

   　因为被击坠的话，修理费和买新船的费用差不多。虽然买保险的话会便宜一点，但货舱里的东西也会散落一地，损失惨重。所以我会在确保安全的情况下行动。

   　撃墜されると船の修理費が買うのと同じくらいにかかるからな。保険に入っておけばいくらかは安くなるが、カーゴの中身もばら
     
      撒
     まくことになるし、大赤字である。だから安全マージンは十分に取って行動する。

   　如果误判撤退的时机而被击坠的话，就会损失惨重。

   　
     
      退
     ひくタイミングを見誤って撃墜されたら大赤字なのだ。

   　还能继续，已经不行了。我总是这样告诉自己，然后采取行动。例如，克里希那有三层护盾和相当坚固的装甲保护，其下方还有可以说是本体的船体。

   　まだいけるは、もうダメ。それをいつも自分に言い聞かせて行動していた。例えば、クリシュナは三層のシールドとそれなりに強固な装甲に守られており、その下に本体と言える船体が存在する。

   　而且还有名为护盾单元的装备可以急速补充护盾，使用它的话，虽然会有一些延迟，但可以重新展开衰减的护盾。不过如果完全丧失护盾的话，就算使用护盾单元也没有意义。

   　更にシールドを急速チャージするシールドセルという装備があり、それを使えば若干のタイムラグはあるものの減衰したシールドを張り直す事ができるのだ。完全に喪失してしまうとシールドセルを使っても無駄になってしまうのだが。

   　言归正传，护盾单元。它被安装在机体的各个部位，克里希那总共装备了五个。也就是说，只要妥善使用，直到用完这五个护盾单元为止，船体本身都是安全的。

   　さておき、シールドセルである。これは機体の各所に積み込んであるわけなのだが、クリシュナの場合合計で五つ装備している。つまり、
     
      上
     う
     
      手
     まくやればこの五つのシールドセルを使い切るまでは船本体は安全であるということだ。

   　我在Stella Online进行战斗时，都会在护盾单元只剩最后一个的时候撤退。根据经验，只要还剩下一个护盾单元，就有很高的概率能够躲过敌人的追击，安全地脱离战斗。

   　俺はステラオンラインで戦闘を行う際、シールドセルの残量が最後の一つになった時点で撤退をするように心がけていた。経験則的にシールドセルが一個残っていれば敵の追撃を
     
      躱
     かわしながら安全に戦闘を離脱できる公算が高いからだ。

   　当然，如果只是笔直地驾驶着船逃跑，只会被敌人从后面打成蜂窝，所以必须注意逃跑的方式。基本上，只要减少对武器的输出供给，将动力炉的输出全部分配给推进器和护盾，要从对武器进行输出供给的对手手中逃跑并不难。

   　当然
     
      真
     まっ
     
      直
     すぐただ船を飛ばすだけだとケツから穴だらけにされるだけなので逃げ方には気をつけなければならないが、基本的に武器への出力供給を絞ってスラスターとシールドにジェネレーター出力をガン振りすれば武器への出力供給を行っている相手から逃げるのはそう難しくはないものだ。

   「那个，希罗大人……？」

   「あの、ヒロ様……？」

   「嗯？啊，抱歉。我在想事情」

   「ん？　ああ、すまん。ちょっと考え事をな」

   　可能是担心突然沉默下来的我，米米小心翼翼地向我搭话。我笑着回应她，摇了摇头表示没什么。

   　急に黙り込んだ俺を心配したのか、ミミがおずおずとした様子で声をかけてきた。俺はそれに笑顔を返し、なんでもないと首を振ってみせる。

   「你不用太担心。别看我这样，我的技术还是不错的，这艘船也很强。而且刚才开会的时候我也说了吧？要是有危险的话我会逃走的。虽然我一个人行动的时候也会留有充分的余地，但现在还有米米在，我不会乱来的」

   「あまり心配は要らないぞ。俺はこれでもそこそこの腕だし、この船はとても強い船だ。それに、さっきの会議でも言っただろ？　危なくなったら逃げるって。俺一人でも安全マージンは十分とって行動するけど、今はミミもいるんだ。無茶はしないよ」

   「我，我没事的」

   「だ、だいじょうぶですよ？　わたしは」

   「你先把那张铁青的脸色给治好了再说吧。不过这个嘛……只能让你去习惯了。啊，我先说一句，你还是不要吃太多东西比较好。要是吐了的话就惨了」

   「まずはその青い顔をどうにかしてからそういうことは言ってくれ。でもこればっかりはなー……慣れてもらうしか無いな。あ、一応言っておくけどあんまり沢山お
     
      腹
     なかに何か入れるのはやめておいたほうが良いぞ。リバースでもしたら大惨事だ」

   「呜……我会注意的」

   「うっ……気をつけます」

   　我可不想让可爱的米米变成呕吐女。如果是那个残念宇宙精灵的话，我倒是不会太心痛。

   　
     
      可愛
     かわいいミミにはゲロインになって欲しくないからな。あの残念宇宙エルフ辺りならあまり心も痛まないんだが。

   　不过要是她在驾驶舱里吐了的话，我怕她会因为臭味而降低集中力，或者呕吐物会让机器出现故障。不对，呕吐物应该不会让机器出问题吧？驾驶舱里的机器都是军用品。

   　まぁコックピット内で
     
      嘔
     おう
     
      吐
     とされると臭いで集中力が低下したりとか
     
      吐
     と
     
      瀉
     しや物で機械が機能不全を起こしたりとかが怖いよな。いや、吐瀉物程度ではビクともしないかな？　コックピットの機械類は軍用品だし。

   「差不多要到自我检查结束的时候了……米米，如果你真的很害怕的话，要不要留在殖民卫星？佣兵公会应该不会对你置之不理的」

   「そろそろセルフチェックも終わる頃だけど……ミミ、どうしても怖いならコロニーに残るか？　
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいギルドなら無下にはされないと思うけど」

   「不，不！我要去！虽然我可能还帮不上什么忙，但要是现在逃走了，我就没法跟着希罗大人了！」

   「い、いえ！　行きます！　まだ何のお役にも立てないと思いますけど、ここで逃げたらヒロ様についていくことなんてできません！」

   　米米握紧双拳，鼓足了干劲。然后她那丰满的胸部装甲也跟着摇晃起来。今天的米米穿的是佣兵风格的服装，和平时的cos服不太一样。具体来说就是穿着紧身裤，上身是有点厚的衬衫和夹克。说实话，她穿佣兵风格的衣服总给人一种逞强的感觉，不过应该很快就会习惯了吧。

   　ミミが両
     
      拳
     こぶしを握り締め、むんっと気合いを入れる。そしてたわわに揺れる胸部装甲。今日のミミはあまりコスプレ衣装めいてはいない傭兵風の格好だ。具体的にはスパッツのようなぴっちりパンツに少し丈夫そうなシャツ、そしてジャケットだ。正直言って背伸びして傭兵風の服を着ている感が
     
      拭
     ぬぐえないが、そのうち
     
      馴
     な
     
      染
     じむだろう。多分。

   　米米似乎也下定了决心，于是我们便前往驾驶舱准备出发。机体的自我检查也已经结束，结果是全部正常。看来出发应该不会有问题。

   　ミミにも踏ん切りがついたようなので、コックピットへと移動して発進準備を整える。機体のセルフチェックも終了しており、結果はオールグリーン。発進するのに問題は無さそうである。

   「米米，我们要出发了，你去联系管制」

   「ミミ、発進するから管制に連絡」

   「好，好的！」

   「は、はいっ！」

   　米米坐在操作员席上，用生硬的动作操作着通讯控制台，进行出发的手续。过了一会儿，主屏幕上显示出了出发的时机。和着舰时不同，出发时的手续似乎是AI自动处理的。

   　オペレーター席に座ったミミがぎこちない手付きで通信用のコンソールを操作し、発進の手続きを進めていく。少しするとメイン画面上に発進タイミングが表示された。着艦時と違って、発進時の手続きはＡＩによる自動手続きであるらしい。

   　在指定的时间启动克里希那的动力炉，从机库坞出发。起落架也收进舰内，从特里梅因主殖民卫星飞向久违的宇宙空间。

   　指示されたタイミングでクリシュナのジェネレーターを起動し、ハンガーベイから発進する。ランディングギアも艦に格納し、ターメーンプライムコロニーから久々の宇宙空間へと飛び出した。

   「哇……」

   「うわぁー……」

   「宇宙的景色真壮观啊。不管往哪个方向看都是满天的星星」

   「宇宙の
     
      景
     け
     
      色
     しきって
     
      凄
     すごいよなー。どの方向を見ても満天の星だもんなぁ」

   「是的！而且殖民卫星……原来是那种形状啊」

   「はいっ！　それにコロニーが……あんな形してるんですね」

   「就像自行车的车轮一样」

   「自転車の車輪みたいだよな」

   「自行车？」

   「じてんしゃ？」

   「啊，就是一种使用那种形状的车轮的交通工具」

   「あー、まぁああいう形の車輪を使う乗り物があるんだよ」

   「是这样啊」

   「そうなんですかー」

   　米米似乎不知道自行车。嗯，自行车很环保，感觉应该会作为殖民卫星内的交通工具普及才对。是因为人工重力之类的原因导致无法顺利普及吗？真是个谜。

   　ミミは自転車を知らないらしい。うーん、エコだしコロニー内の乗り物として普及してそうなもんなんだけどな？　人工重力とかの関係でなんか上手く行かなかったりするんだろうか。謎だ。

   　我检查了一下传感器，发现已经有几艘佣兵的船在待机，于是向那边汇合。

   　センサーをチェックすると既に何機かの傭兵の船が待機しているようなので、そちらに向かって合流しておく。

   　佣兵们驾驶的船千差万别，没有一艘是相同的。严格来说，虽然有同一种型号的船，但因为各自按照自己的喜好进行了定制化，所以细节部分有很大的不同。

   　傭兵達の駆る船は実に千差万別で、同じ船が一つとして存在しない。厳密に言えば同じ艦種の船はあるのだが、それぞれ自分好みにカスタマイズしているせいで細部がかなり異なるのだ。

   「哇，也有很多五颜六色的船呢」

   「ふぁー、カラフルな船も多いんですねぇ」

   「估计是为了引人注目吧。要么是对自己实力很有自信，要么是想给委托人留下深刻印象……」

   「目立つのを目的としてるんだろうなぁ。よほど腕に自身があるか、依頼主とかに印象づけたいのか……」

   　顺便一提，我的克里希那涂装了高迷彩效果的消光暗蓝色。在Stella Online里，机体的涂装，喷漆，贴上徽章等操作的自由度非常高。把动画角色的图像喷在超大运输船上的痛船也挺多的。虽然我没干过就是了。

   　ちなみに、俺のクリシュナのカラーリングは迷彩効果の高い
     
      艶
     つや
     
      消
     けしのダークブルー塗装だ。ステラオンラインにおいて、機体のカラーリングやペイント、エムブレムの貼り付けなどは非常に自由度が高かった。めちゃくちゃでかい輸送船にアニメなどのキャラクター画像をでかでかとペイントした痛車ならぬ痛船なんかも結構居たなぁ。俺はやらなかったけど。

   「哦！？这玩意可真少见……」

   「んおっ!?　なんつー珍しいモンを……」

   　在佣兵舰中有一艘格外显眼的白色战舰。它那优美的流线型造型让人联想到天鹅，大型的后部推进器给人一种“看起来很快”的印象。这也是理所当然的，毕竟那架机体的速度性能确实出类拔萃。而且外观超帅，该说是英勇还是英雌呢。

   　傭兵艦の中に一際目立つ白い船があった。どこか白鳥を思わせるような優美な流線型の造形、大型の後部スラスターは見るからに『速そう』な印象を見る者に与える。それもその
     
      筈
     はず、実際に速度性能ではずば抜けている機体なのだ、あれは。あとは見た目が超かっこいい。ヒロイックというかヒロインチックというか。

   　运动性也很高，护盾性能也很强。能搭载的武器数量和尺寸也高于平均水平。所有规格都达到了高水平。

   　運動性も高く、シールド性能も強力だ。搭載できる兵器の数もサイズも標準以上。
     
      全
     すべてのスペックが高水準でまとまっている。

   　船的机种名是【SSC-16　Galactic Swan】——在Stella Online的玩家之间，它被戏称为『白色流星（最终会变成星星的意思）』，『法拉利（因为是超贵的高速高级车）』，『暴走超特急（去地狱的）』等，是台被各种戏谑的机体。

   　船の機種名は【SSC-16　
     
      Galactic
     ギヤラクテイツク 
     
      Swan
     スワン】──ステラオンラインのプレイヤーの間では『白い流星（最終的に星になるという意味で）』、『フェ○ーリ（クッソ高い高速高級車だから）』、『暴走超特急（地獄行き）』などと散々に言われているネタ機体だ。

   「哇，好漂亮的船！」

   「うわぁ、
     
      綺
     き
     
      麗
     れいな船ですね！」

   「啊，嗯，是啊……」

   「ああ、うんそうね……」

   「？有什么奇怪的吗？」

   「？　何かおかしいんですか？」

   「不，那个啊……」

   「いや、あれはなぁ……」

   　只看规格的话，它确实是非常优秀的机体，但问题在于其操作性。

   　スペックだけ見るととても優秀な機体なのだが、問題はその操作性である。

   　简单来说，它过于偏向高速移动。性能过于极端，如果只是笔直飞行还好，但想要进行复杂的战斗机动动作的话，就无法控制了。我也曾让熟人让我坐过一次，但无法正常操纵。

   　ごく単純に言うと高速移動に特化し過ぎているのだ。あまりにもピーキー過ぎて真っ直ぐ飛ばすだけならともかく、複雑な戦闘機動をやろうとするとまず制御できない。俺も知り合いに一度乗せてもらったことがあるのだが、まともに操縦できなかった。

   　另一个可怕之处是其价格。为了达到那种速度性能和运动性，它被设定为使用了大量不计成本的高级材料，所以购买费用自不必说，修理费用也高得离谱。明明只是中型舰的大小，其修理费却超过了战舰。

   　もう一つヤバいのがその高価さだ。あの速度性能と運動性は採算度外視の高級な素材をふんだんに使っているという設定がなされており、購入費用は
     
      勿
     もち
     
      論
     ろんのこと修理費用もべらぼうに高い。精々中型艦くらいの大きさのくせに、その修理費は戦艦をも
     
      凌
     しのぐレベルだったりする。

   　然后，那台机体还搭载了另一个特大级的炸弹。

   　そして最後にもう一つ、特大級の爆弾があの機体には載っているのだ。

   　那就是，满足某个条件后就会发生的『暴走』。虽说是暴走，但并不是船体张开大嘴，擅自把敌船咬得粉碎之类的。而是如字面意思的『暴走』。它会无视操作，以惊人的速度到处乱飞，直到燃料耗尽为止。最后还会爆炸四散。

   　それは、ある条件を満たすと起こる『暴走』である。暴走と言っても別に船体に口がパカっと開いて敵船を勝手に食い散らかすとかそういうものではない。文字通り『暴走』するのだ。操作を受け付けず、燃料が切れるまで
     
      物
     もの
     
      凄
     すごい速度でしっちゃかめっちゃかに飛びまくるのである。そして最終的には爆発四散する。

   　最初发现这个功能的时候，游戏内还吵嚷着『是BUG吗！？』，但通过脑子有问题（褒义词）的验证班的调查，确定了引发『暴走』的条件，由于其他机体完全没有发生过类似的情况，所以最终得出的结论是，这是只在该机体上设定的隐藏功能。

   　最初、その機能が発見された時は『バグか!?』などとゲーム内では騒がれたのだが、頭のおかしい（褒め言葉）検証班によって『暴走』が起こる条件が特定され、他の機体ではそう言ったことは一切起こらないことから当該機体にのみ設定された隠し機能的なものであると結論付けられた。

   　由于过于残酷的暴走功能和极端的操作性，以及令人瞠目结舌的购买费用和修理费用，这台机体在Stella Online的玩家之间完全被当成『搞笑机』……没想到居然有佣兵把它带到以命相搏的真正战场上。

   　あまりにも
     
      酷
     ひどい暴走機能とピーキーな操作性、目玉の飛び出るような購入費用と修理費のせいでステラオンラインのプレイヤー間では完全に『ネタ機』扱いだったなぁ……それを命のやり取りをするガチの戦場に持ってくる傭兵が居るとは。

   　不，如果能熟练运用的话，它绝对不是什么糟糕的机体哦？速度性能和运动性都比我驾驶的克里希那高一个档次。只是，它还附带了会把周围的人卷入其中，自爆的添麻烦的功能。这就是所谓的致命伤。

   　いや、使いこなせば決して悪い機体ではないんだけどね？　速度性能と運動性はどっちも俺のクリシュナよりも一回り上だし。ただ、周りを盛大に巻き込んで自爆する
     
      傍
     はた
     
      迷
     めい
     
      惑
     わくな機能がついてるだけで。それが致命的な致命傷というやつなんだけども。

   「是不好的机体吗？」

   「ダメな機体なんですか？」

   「倒也不是。只要能熟练运用的话，它就是一艘强力的船。只是有点难驾驭……直截了当地说就是缺陷机吧。」

   「ダメではない。使いこなすことができれば強力な船だ。でもちょっと扱いがピーキーというか……ストレートに言うと欠陥機だな」

   「缺陷机。」

   「欠陥機」

   「只要满足某个条件，它就会以超高速暴走然后爆炸四散。不过，只要不进行激烈的战斗机动，或是使用发热量高的光学兵器乱射的话，就不会满足条件就是了。」

   「ある条件を満たすと超高速で暴走して爆発四散するんだ。まぁ、激しい戦闘機動を行なって、なおかつ発熱量の高い光学兵器でも乱射しない限りは条件を満たすことはないんだが」

   「那不是很危险吗？」

   「それ、凄く危なくないですか？」

   「非常危险哦。所以会搭乘那艘机体的，不是熟知这方面情况的个性强烈的老手，就是不知道这些事，只看性能就选了那艘船的蠢蛋。」

   「物凄く危ないぞ。だからあの機体に乗ってるのはそのへんを熟知している癖の強いベテランか、そういうのを知らずにスペックだけで船を選んだ間抜けだな」

   「原来如此……」

   「なるほど……」

   　我点击了一下显示船只情报，船主的名字是……船长・艾尔玛。

   　船の情報をタップして表示する、オーナーの名前は……キャプテン・エルマ。

   「Oh……」

   「Ｏｈ……」

   「怎么了吗？」

   「どうしたんですか？」

   「那艘船是艾尔玛的船。」

   「あの船、エルマの船だわ」

   「……咦？」

   「……えっ!?」

   「她自称是老手……哎，应该没问题吧？」

   「自称ベテランだから……まぁ、きっと大丈夫じゃないかな？」

   　只要不是全武装激光炮满载，应该不会轻易暴走才对，没问题的。一定。大概。恐怕……不，现在的我是在对自己说谎。在这种时机登场的搞笑机体，船主偏偏还是那个残念宇宙精灵。我只觉得这根旗子正在全力主张自己的存在。

   　全武装レーザー砲ガン積みとかでもない限り、そうそう暴走は起こさない筈だから大丈夫だ。きっと。多分。恐らく……いや、今の俺は自分に
     
      噓
     うそを
     
      吐
     ついている。このタイミングでのネタ機体の登場、そのオーナーがよりによってあの残念宇宙エルフ。もうフラグが全力で自己主張しているようにしか思えない。

   「祈祷她平安无事吧……毕竟米米也是第一次上战场」

   「無事を祈ろう……ミミだって初陣なんだからな」

   「是，是啊。艾尔玛小姐的话肯定没问题的」

   「そ、そうですね。エルマさんならきっと大丈夫ですよね」

   　虽然我非常不希望认识的人死去，但只要干着佣兵这一行，今后这种事肯定还会发生很多次。从乘上船飞向宇宙的那一刻起，无论发生什么都是自己的责任。

   　知り合いが死んだりするのはとても嫌だが、傭兵稼業をしていればこれから先そんなことはいくらでもあるだろう。船に乗って宇宙に出た時点で何が起ころうとも自己責任というやつだ。

   　虽然我想尽可能地帮助她，但有没有这个余力就不好说了……话说回来，现在都已经是准备出击的阶段了，我根本就帮不上什么忙。只能祈祷她平安无事。

   　可能な限りは助けてやりたいと思うけど、そんな余裕があるかどうか……というか、まさに今から出撃するというこの段階で俺にできることなど何もないよね。普通に。無事を祈るしか無い。

   『距离作战开始还有三十分钟。现在将潜伏地点的座标发送给各机。请在作战开始的同时开始移动』

   『作戦開始まであと三十分。各機に潜伏地点の座標を送信します。作戦開始と共に移動を開始してください』

   　星系军的操作员将潜伏地点的座标分配给我们，然后发送了过来。他们似乎还派出了侦察用的无人机，敌方的战力配置也相当详细。

   　星系軍のオペレーターから潜伏地点の座標が割り当てられ、送信されてくる。偵察用のドローンでも飛ばしてあるのか、敵の戦力配置などもかなり詳細だ。

   「呃，这是……」

   「って、こいつは……」

   「怎么了？」

   「どうしたんですか？」

   「没什么，只是觉得有点麻烦而已。没问题的」

   「なに、ちょっと面倒そうな感じだなぁ、と思っただけだ。問題はない」

   　我被分配到了敌影相当浓厚的地点。是随机分配的吗，还是说……我的脑海中浮现出了瑟琳娜上尉的笑容。总觉得这其中似乎有某种人为的意图。

   　俺に割り当てられたのは敵影がかなり濃いポイントだった。ランダムに割り当てられたのか、それとも……脳裏にセレナ大尉の笑顔が浮かぶ。なんだか作為的なものであるような気がしてならない。

   「哎，反正没问题的」

   「ま、問題はないさ」

   　要是真有万一，我也可以逃走。虽然大概没有这个必要。

   　いざとなったら逃げることもできるしな。恐らくその必要はないけれども。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「确认僚机同步」

   「僚機との同期を確認」

   「确认僚机同步」

   「僚機との同期、確認しました」

   「超光速驱动开始充能」

   「超光速ドライブチャージ開始」

   「确认超光速驱动开始充能」

   「超光速ドライブ、チャージ開始を確認しました」

   「超光速驱动充能完毕。距离启动还有……5，4，3，2……超光速驱动，启动」

   「超光速ドライブチャージ完了。起動まで……５、４、３、２……超光速ドライブ、起動」

   　轰隆，落雷般的轰鸣声响起，超光速驱动启动了。这次的超光速驱动是和僚机的佣兵舰进行同步航行，所以我在超光速驱动中没有任何操作。最多就是注意僚机有没有搞砸，朝着错误的方向前进。

   　ドォン、と雷が落ちたかのような
     
      轟
     ごう
     
      音
     おんが鳴り響き、超光速ドライブが起動する。今回の超光速ドライブは僚機の傭兵艦に同期しての航行なので、超光速ドライブ中に俺が操作をすることは何もない。精々僚機がヘマをやらかして見当違いの方向に進んだりしないか注意しておくだけである。

   　顺带一提，艾尔玛似乎去了另一侧的埋伏地点，很遗憾她不在前往这边埋伏地点的队伍中。就祈祷她能好好战斗吧。

   　ちなみに、エルマは逆側の待ち伏せポイントに向かったらしく残念ながらこちらの待ち伏せポイントへと向かう一団の中にはいなかった。精々健闘を祈ることにしよう。

   「好了，接下来就要进入战斗了……」

   「さて、これから戦闘に入るわけだが……」

   「……是！」

   「……はい！」

   「战斗时，米米要作为雷达观测手和通信手工作」

   「戦闘時、ミミにはレーダー観測手と通信手として働いてもらうことになる」

   「是！」

   「はい！」

   「雷达观测手的工作是？」

   「レーダー観測手の仕事は？」

   「是！掌握雷达上显示的敌机和僚机的动向，有危险的话提醒操舵手！」

   「はい！　レーダーに映る敵機や僚機の動きを把握し、危険があれば
     
      操
     そう
     
      舵
     だ
     
      手
     しゆに注意を喚起します！」

   「嗯，那通信手呢？」

   「うん、じゃあ通信手は？」

   「是！监听敌我双方的通信，收集情报，同时应对发往这艘船的通信！」

   「はい！　敵味方の通信を傍受し、情報を集めると共にこの船に送られてきた通信に対応します！」

   「看来没问题。我一个人驾驶的时候，这些工作都是由我来做的。我的目标是把其中一部分交给米米，减轻我的负担。米米能做的事情越多，我就越轻松。虽然路途还很漫长，但请你一定要努力。」

   「大丈夫そうだな。俺が一人で乗っていた時にはそれを含めて全て俺が対処していた。その一部をミミに任せて、負担を軽減しようというのが俺の
     
      狙
     ねらいなわけだ。ミミができることが増えれば増えるだけ、俺が楽になる。道程はまだまだ遠いと思うが、是非頑張ってくれ」

   「是！请交给我吧，希罗大人！」

   「はい！　お任せくださいヒロ様！」

   　米米精神饱满地回答，鼓足了干劲。

   　ミミが元気よく返事をして気合いを入れる。

   「嗯，拜托了」

   「うん、頼むぞ」

   　在超光速驱动中，我再次确认了船的装备。

   　超光速ドライブ中に船の装備を再確認する。

   　主武器是装备在武装臂上的四门重型激光炮。副武器是直接安装在船体上的两门霰弹炮，还有两门两发的王牌，共计四发……但弹药费非常昂贵，可以的话我不想用。

   　主兵装は武装腕に装備された四門の重レーザー砲。副武装として船体に直接マウントされている散弾砲が二門、あとは切り札が二門二発ずつ、計四発あるが……これは弾薬費がとても高いのでできれば使いたくない。

   　话虽如此，王牌就是用来用的。如果有机会的话，应该毫不犹豫地使用。王牌没用完就结束战斗是傻瓜才会做的事。

   　とはいえ、切り札は使ってこその切り札だ。使い所があれば
     
      躊
     ちゆう
     
      躇
     ちよなく使っていくべきだろう。切り札の抱え落ちなんてのは間抜けのやることだ。

   「好漂亮啊……」

   「綺麗ですね……」

   　米米看着船外的景色，喃喃自语。

   　ミミが船の外の
     
      景
     け
     
      色
     しきに目を向けながら
     
      呟
     つぶやく。

   　遥远的星光如流星般划过，绿色和橙色的星云五彩斑斓，一起飞行的船拖着光的轨迹，闪闪发光的景象非常美丽，就连已经在游戏中看惯了的我，内心也产生了动摇。

   　流星のように過ぎ去っていく
     
      遥
     はるか
     
      彼方
     かなたの星の光、緑色や
     
      橙
     だいだい
     
      色
     いろなど色とりどりに光り輝く星雲、一緒に飛んでいる船が引く光の航跡、キラキラと
     
      煌
     きらめくそれらはとても綺麗で、ゲームで見慣れていたはずの俺でも心を揺さぶられる。

   「是啊。能够亲眼看到这样的景象，也是我们这些能在星海中自由航行的特权」

   「そうだな。こういう光景を生で見られるのも船で星の海を自由に行き来する俺達の特権みたいなものだ」

   「是的」

   「はい」

   　几分钟的超光速驱动后，我们到达了目标地点。

   　数分の超光速ドライブで目標のポイントに到達した。

   「解除超光速驱动。注意冲击和震动」

   「超光速ドライブを解除する。衝撃と振動に注意」

   「好的」

   「はい」

   　超光速驱动停止，进入通常航行。轰的一声，我们乘坐的克里希那回到了通常空间。佣兵舰们三三两两地前往自己分配的潜伏地点，我也跟着他们开始向自己分配的地点移动。

   　超光速ドライブを停止し、通常航行に移行する。ドォン、と再び轟音が鳴り、俺達の乗るクリシュナは通常空間に帰還した。
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい艦達が自分に割り当てられた潜伏ポイントに向かって三々五々に散っていったので、俺もそれに倣って自分に割り当てられたポイントへと移動を開始する。

   「这里就是潜伏地点」

   「ここが潜伏ポイントだな」

   「感觉好安静啊」

   「なんだか、静かですね」

   「宇宙基本上是安静而孤独的。不过我有米米，所以并不孤独」

   「基本的に宇宙は静かで孤独なものさ。俺にはミミがいるから孤独ではないけど」

   「……嘿嘿。那我也不孤独了」

   「……えへへ。じゃあ、私も孤独じゃないですね」

   　我们一边闲聊，一边将主动力炉的输出功率降低到最低限度，开始潜伏。

   　他愛ない話をしながらメインジェネレーターの出力を最低限まで絞り、潜伏を開始する。

   「不冷吗？」

   「寒くないか？」

   「没事」

   「大丈夫です」

   　由于生命维持装置的电力也被限制了，驾驶舱内的温度也稍微下降了。我穿得还算厚实，所以没什么问题，但米米的衣服是不是有点薄？

   　生命維持装置に回す電力も抑えているため、コックピット内の温度も少々下がっている。俺はそれなりに着込んでいるから何の問題もないが、ミミは少し薄着じゃないかな？

   「这件衣服虽然薄，但用的是保暖的材料」

   「この服、薄いですけど暖かい素材なんですよ」

   「这样啊。我本来还有点担心，看来是件好衣服」

   「そうなのか。ちょっと不安だったけど、良い服屋だったんだな」

   「是的」

   「はい」

   　能看到可爱的女孩子每天穿着各种各样的衣服，真是大饱眼福。这几天，米米每天都穿着各种各样的cosplay风的赛博风服装，让我大饱眼福。巨乳萝莉女仆真是太棒了。

   　
     
      可愛
     かわいい女の子が毎日色々な服を着て過ごしているのを見るのは実に眼福だ。ここ数日、ミミは毎日様々なコスプレめいたサイバーチックな衣装で俺の目を楽しませてくれている。ロリ巨乳のメイドさんとか素晴らしいものだと思う。

   　正当我这么想着的时候，前方的空间被许多光束贯穿。同时，我们接收到许多混乱的宙贼的通信。

   　さて、そんなことを考えていると前方の空間を多数の光条が貫いた。同時に混乱した宙賊のものと思われる通信を多数傍受する。

   『怎，怎么回事！？发生什么了！？』

   『な、なんだ!?　何事だ!?』

   『米迦勒被干掉了！攻击——呜哇啊啊啊啊啊！？』

   『ミハエルがやられた！　攻撃──うわあぁぁぁぁっ!?』

   『是星系军的突袭！』

   『星系軍のカチコミだ！』

   『那些家伙把基地和大型舰——各处都发生火灾！关闭三号和七号隔墙！』

   『あいつら基地と大型艦を──各所で火災発生！　三番と七番隔壁閉鎖しろ！』

   『还有人在里面啊！？』

   『まだ人がいますよ!?』

   『混蛋！不关的话所有人都会一起被炸飞的！快关！』

   『馬鹿野郎！　閉鎖しなきゃ全員まとめてドカンだ！　やれ！』

   　惨叫声此起彼伏。在我们交谈的时候，星系军的战舰级和重巡洋舰级的大型舰船的舰炮射击正在破坏着宙贼们的基地和大型舰船。就算是我的克里希那，也很难达到那种攻击力。特别是战舰级的大型炮的火力和射程，是佣兵们驾驶的中型舰艇无法比拟的。

   　
     
      阿
     あ
     
      鼻
     び
     
      叫
     きよう
     
      喚
     かんである。そうしている間にも星系軍の戦艦級、重巡洋艦級の大型艦船からの艦砲射撃が宙賊どもの基地と大型艦船を破壊していく。
     
      流石
     さすがにあの攻撃力は俺のクリシュナでも出せないな。特に戦艦級の大型砲の火力と射程は傭兵の扱える中型艦艇とは比べ物にならない。

   　战舰的近程火力也不容小觑……要是贸然从正面接近的话，在进入我方武器的射程之前就会被打成蜂窝。不过，如果是一对一的话，倒也不是没有战斗的方法。

   　戦艦は防衛用の近接火力も半端じゃないしな……
     
      下
     へ
     
      手
     たに正面から近づくとこちらの武器の射程に収める前に蜂の巣にされてしまう。まぁ、一対一なら戦う手が無いわけでもないんだが。

   『不行！无计可施了！快逃！』

   『ダメだ！　どうにもならん！　逃げろ！』

   『撤退！撤退！撤退！』

   『退避！　退避！　退避！』

   『可恶！攒下的宝物都泡汤了！』

   『畜生！　
     
      溜
     ため込んでいたお宝がパァだ！』

   　哦，他们开始逃跑了。虽然也有几艘宙贼船勇敢地冲向了星系军，但全都被炸得粉碎。也是，从正面冲向排好队形的星系军，下场就是这样。不管是什么船都会变成这样。

   　お、逃げに回るようだな。果敢に星系軍に突っ込んでいっていた宙賊船も何機かいたんだが、ことごとく爆散してたな。まぁ、隊列を組んだ星系軍に正面から突っかかればそうなるわ。どんな船でもそうなる。

   『解除无线电静默！作战开始！』

   『無線封鎖解除！　作戦開始！』

   『GO！GO！GO！』

   『ＧＯＧＯＧＯ！』

   『一只都别放过！』

   『一隻も逃すな！』

   『呀哈！猎物任我们挑选！』

   『ヒャッハー！　獲物が
     
      選
     より取り見取りだぜぇ！』

   　在作战开始的信号响起的同时，我将克里希那的主要动力炉的输出功率提升到最大，开始加速。

   　作戦開始の合図と同時にクリシュナのメインジェネレーターの出力を最大に上げ、加速を開始する。

   「米米！要进入战斗了！做好准备，应对摇晃，冲击和高G！」

   「ミミ！　戦闘に入るぞ！　揺れと衝撃、高Ｇに備えておけ！」

   「好，好的！」

   「は、はいぃ！」

   　身体被急加速产生的G力压在座位上。一股兴奋感从心底涌起，手心渗出了汗水。

   　急加速による急激なＧによって
     
      身体
     からだがシートに押し付けられる感覚。腹の底から
     
      湧
     わき上がってくる高揚感。手のひらに汗がじんわりと
     
      滲
     にじんでくる。

   　我启动武器系统，展开了武装臂和霰弹炮。战斗开始了。

   　ウェポンシステムを立ち上げ、武装腕と散弾砲を展開する。さぁ、戦闘開始だ。

   『正前方有不明所属的舰船！那是什么？船身上居然长着手臂！？』

   『正面から所属不明艦！　なんだありゃ？　船から腕が生えてやがる!?』

   『没见过那种船，小心点！』

   『見たことのねぇ船だ、注意しろ！』

   『正面冲突！开火！』

   『ヘッドオンだ！　撃ちまくれ！』

   『数量是我们占优，用机体撞上去把护盾打掉！包围起来打！』

   『数はこっちが上だ、機体をぶつけてシールドを
     
      剝
     はぎ取っちまえ！　囲んで
     
      叩
     たたくぞ！』

   　正面有四艘宙贼船。机种是小型的通用舰两艘，小型的战斗舰两艘。正面冲突——他们从正面与我方对峙，然后冲了过来。我看到敌方展开了武装。

   　正面に宙賊船が四隻。機種は小型の
     
      汎
     はん
     
      用
     よう艦が二、小型の戦闘艦が二。ヘッドオン──正面から
     
      対
     たい
     
      峙
     じした状態で突っ込んでくる。敵が武装を展開するのが見えた。

   「小型舰想和克里希那正面互射啊」

   「小型艦でクリシュナ相手に正面からの撃ち合いはなぁ」

   　我用武装臂的四门重型激光炮瞄准了其中一艘从正面逼近的小型战斗舰，另一艘则用霰弹炮瞄准。

   　正面から迫ってくる小型の戦闘艦のうちの一機に武装腕の重レーザー砲四門の照準を向け、もう一機に散弾砲の照準を合わせる。

   　敌人似乎也打算将火力集中在我身上，但我的克里希那的重型激光炮的射程比他们的小型舰船的激光炮要长。

   　敵も俺に火力を集中するつもりのようだが、木っ端の小型艦船が持つレーザー砲よりも俺のクリシュナの重レーザー砲の方が射程が長い。

   『呜哇！？护盾——』

   『うわぁ!?　シールドが──』

   　四门重型激光炮同时开火，小型战斗舰的护盾瞬间被击破，紧接着第二波激光炮射穿了失去护盾的小型战斗舰，将其炸成了碎片。

   　四門の重レーザー砲による一斉射で小型戦闘艦のシールドがダウンし、間髪容れず発射された第二射がシールドを失った小型戦闘艦を貫通し、その機体を爆散させる。

   『不是吧！？』

   『
     
      噓
     うそだろ!?』

   『这家伙太危险了！快逃！快逃——』

   『こいつはヤバい！　逃げろ！　逃げ──』

   　另一艘小型战斗舰原本正用霰弹炮瞄准我，这时突然急转弯想要逃跑，但已经太迟了。我用两门霰弹炮连续射击，打在毫无防备的小型战斗舰的船腹上。

   　散弾砲の照準を合わせていたもう一機の小型戦闘艦が急旋回して逃げようとするが、もう遅い。無防備に
     
      晒
     さらされた小型戦闘艦の腹に二門の散弾砲を連続で発射する。

   　霰弹炮射出的无数子弹瞬间将小型战斗舰的护盾打到饱和，然后毫不留情地在船体上打出无数个洞。这下子就变成瑞士奶酪了。

   　散弾砲から発射された無数の弾丸が一瞬で小型戦闘艦のシールドを飽和させ、そのまま容赦なく船体を穴だらけにした。スイスチーズの出来上がりだ。

   　下一瞬间，第二艘小型战斗舰也爆炸四散。

   　一瞬遅れて二機目の小型戦闘艦が爆発四散する。

   『呀啊啊啊啊！？是、是怪物！？』

   『ぎゃあぁぁぁ!?　ば、化物だぁ!?』

   『快、快逃……』

   『に、逃げっ……』

   　剩下的通用舰想要逃跑，但通用舰通常不是完全的战斗用舰，速度性能比不上战斗舰。而我的爱机克里希那是速度性能很高的纯粹战斗舰，他们不可能逃得掉。

   　残りの汎用艦が逃げようとするが、一般的に完全に戦闘用というわけでもない汎用艦は速度性能で戦闘艦に劣る。対して、俺の愛機であるクリシュナは速度性能の高い純粋な戦闘艦だ。逃げられるわけがない。

   『好、好快！甩不掉！？』

   『は、速ぇ！　振り切れねぇ!?』

   『不要不要不要！我不要死在这种地方！』

   『嫌だ嫌だ嫌だ！　こんなところで俺は』

   「死在这里吧。宙贼就该杀。没有慈悲可言。」

   「ここで死ね。宙賊殺すべし。慈悲はない、ってやつだ」

   　我追上两艘正背对着我加速逃跑的通用舰，用重型激光炮一艘一艘地击沉。虽然他们想要往不同的方向逃跑，但我不会放过他们的。要是放他们一条生路，这些家伙又会在哪里袭击别人。毕竟一旦堕落为宙贼，就很难再金盆洗手了。

   　こちらに艦尾を向けて加速している二機の汎用艦に追いすがり、重レーザー砲で一機ずつ撃沈する。別々の方向に逃げようとしたが、逃してやるわけにはいかない。逃したらこいつらはまたどこかで他人を襲うのだ。一度賊に
     
      堕
     おちたら足を洗うのは難しいからな。

   　正当我准备前往下一个目标时，我突然看向米米的座位，发现她正一脸紧张地浑身颤抖。虽然她的视线似乎正盯着雷达，但我不确定她是否真的看得见。我本来就不认为她第一次上阵就能完美地完成工作，所以这也是没办法的事。

   　次の目標に向かおうとした時にふとミミの座る席に視線を向けてみると、ミミは緊張した面持ちでプルプルと震えていた。レーダーに視線は向けているようだが、本当に見えているのかどうかも定かではない。流石に初陣から
     
      完
     かん
     
      璧
     ぺきに仕事をこなせるとは思っていなかったし、これは仕方ないな。

   　我立刻移开视线，开始移动到雷达上显示的下一个目标。

   　すぐに視線を外し、レーダー上に映る次の目標へと移動を開始する。

   　映入眼帘的是激光炮的光束，实弹武器发射的曳光弹轨迹，导弹的喷射火焰，以及被击破的舰艇的爆炸火焰。这些色彩鲜艳地点缀着空间，宛如光的洪水一般。

   　目に飛び込んでくるものはレーザー砲の光条、実弾兵器から飛び出す
     
      曳
     えい
     
      光
     こう
     
      弾
     だんの軌跡、ミサイルの噴進炎、そして撃破された艦の爆発炎。それは空間を色鮮やかに彩り、まるで光の洪水のようだ。

   　然而，这些美丽的景象对人类来说，却都是致命的美丽。激光炮即使是最低等级的，一旦被直接击中，人类就会灰飞烟灭。而战斗舰搭载的大口径实弹武器，一旦被击中，全身都会变成肉酱。导弹就更不用说了，一旦被击沉，就会被抛到宇宙空间，必死无疑。

   　しかしその実、その美しい光景のどれもが人間にとってはまさしく致命的な美しさである。レーザー砲は最低クラスのものであっても生身の人間が直撃すれば跡形も残らないし、戦闘艦に搭載されるような大口径の実弾兵器など当たろうものなら全身ミンチだ。ミサイルなどは言うに及ばず、艦が撃沈などされようものなら宇宙空間に放り出されて死は免れない。

   　逃生舱？驾驶舱本身姑且算是逃生舱，但战斗时驾驶舱经常被击中，而且能承受战舰或弹药爆炸的可能性绝对不高。顶多就是运气好的话，或许能活下来。

   　脱出ポッド？　一応コックピットブロックそのものが脱出ポッドとしての役割を持ってはいるが、戦闘となるとコックピットブロックに被弾することも多いし、艦や弾薬の爆発に耐えられる可能性は決して高くはない。運が良ければ生き残れるかもしれないね、というレベルのものだ。

   「米米，要进入下一场战斗了。」

   「ミミ、次の戦闘に入るぞ」

   「……！？是、是的！」

   「……っ!?　は、はいっ！」

   　听到我的话，米米像被电到一样浑身颤抖，用紧张的声音回答。看来还要花一段时间才能习惯。

   　俺の言葉を聞いてミミが
     
      弾
     はじかれたかのように身を震わせ、緊張した声を返してくる。慣れるまでまだまだかかりそうだな。

   『啧，数量太多了！』

   『チッ、数が多い！』

   『包围包围！贝索，压制住他的头！』

   『囲め囲め！　ベッソ、頭を押さえろ！』

   『看招！』

   『おらよぉっ！』

   『混账！』

   『っのやろぉ！』

   　一艘佣兵舰被五艘宙贼战舰追得走投无路。虽然目前因为船的性能差距还没有造成致命伤，但再这样下去只会越来越不利。护盾会逐渐衰减，装甲也会被削掉，迟早会被击坠。

   　傭兵艦の一機が五機の宙賊戦に追い詰められていた。今はまだ船の性能差があるおかげで致命的なことにはなっていないが、あのままだとジリ貧だろう。徐々にシールドを減衰させられ、装甲を削られ、いずれ落とされる。

   　不过，前提是我不介入。被追击的佣兵舰的呼号是……“安静”吗。

   　だがそれは俺が介入しなければ、の話だ。追われている傭兵艦のコールサインは……クワイエット、か。

   「这里是希罗船长，呼号是克里希那。安静，我来掩护你。」

   「こちらキャプテン・ヒロ、コールサインはクリシュナだ。クワイエット、援護する」

   『噢噢！得救了！』

   『おお！　助かるぜ！』

   『啧，又多了艘船！朗格！卡玛！拖住他们！』

   『チッ、増えやがった！　ラング！　カマー！　足止めしろ！』

   『好嘞！』

   『あいよ！』

   『交给我吧！』

   『任せろ！』

   　追击安静的五艘宙贼战舰中，有两艘朝我这边过来了。看起来一艘是战斗舰，另一艘是用运输舰改造的导弹支援舰。导弹支援舰可不好对付。导弹不仅难以躲避，破坏力也很强。被包括导弹支援舰在内的五艘战舰追击还能安然无恙，看来安静的驾驶员相当厉害。

   　クワイエットを追い詰めていた五機のうち、二機がこちらに向かってくる。見たところ、一機は戦闘艦、もう一機は輸送艦を改造したミサイル支援艦であるようだ。ミサイル支援艦は厄介だな。ミサイルは
     
      避
     よけるのが困難だし、破壊力が高い。ミサイル支援艦を含めた五機に追い回されて健在のクワイエットはなかなかの
     
      凄
     すご
     
      腕
     うでだな。

   『追踪！』

   『シーカー！』

   『明白！』

   『了解！』

   　宙贼的导弹支援舰发射了两枚导弹，从正面朝我飞来。既然是追踪导弹，那应该是热源诱导式的追踪导弹吧。虽然射程相对较短，但因为不是雷达诱导，所以不会发出锁定警报，是适合奇袭的导弹。

   　宙賊のミサイル支援艦から二発のミサイルが発射され、真正面からこちらに向かって突き進んでくる。シーカーということは恐らく熱源誘導式のシーカーミサイルだろう。射程は比較的短いが、レーダー誘導ではないためロックオン警報が鳴らず、奇襲に向くタイプのミサイルだ。

   　不过像这样从正面发射，而且还是在宣告要发射导弹之后才发射的话，我觉得连一半的性能都发挥不出来。

   　こうやって真正面から、しかもミサイルを撃つことを宣言した上で発射しているのでは性能の半分も
     
      活
     いかせていないと思うが。

   　应对方法大致上有两种。一是用超过诱导性能的机动性躲避，二是散布强力的热源欺骗诱导装置。我选择了第三个选项。

   　対処方法は大まかに二つ。誘導性能を上回る機動性で避けるか、強力な熱源をばら
     
      撒
     まいて誘導装置を
     
      騙
     だますかだ。俺は第三の選択肢を取る。

   　伴随着仿佛从腹部深处响起的爆炸声，产生的反作用力摇晃着机体。与此同时发射的无数子弹将从正面逼近的两枚追踪导弹同时炸成碎片。我以最大加速冲进扩散开来的爆炎，从因为害怕导弹误射而退到一旁的通用舰旁边穿过，逼近正在观望导弹去向的导弹支援舰。

   　腹の底に響くような
     
      炸
     さく
     
      裂
     れつ音と共に発生した反動が機体を揺らす。それと同時に発射された無数の弾丸が正面から迫るシーカーミサイルを二つ同時に爆散させた。広がる爆炎に最大加速で突っ込み、ミサイルの誤射を恐れて
     
      脇
     わきにどいていた汎用艦の横を通り過ぎ、ミサイルの行く末を見守っていたミサイル支援艦に肉薄する。

   『呃！？这家伙冲过来了——』

   『げぇっ!?　こいつ突っ切って──』

   「一。」

   「一つ」

   　在擦肩而过的同时，我用散弹炮在极近距离下开火，击破了导弹支援舰。可能是搭载的大量导弹被引爆了，我经过的后方发生了大爆炸。

   　擦れ違いざまに至近距離で散弾砲を叩き込み、ミサイル支援艦を撃破する。搭載していたであろう大量のミサイルが誘爆したのか、通り過ぎたその後ろで大爆発が起こった。

   『什么！？』

   『なんっ!?』

   「二。」

   「二つ」

   　我用控制姿势的推进器让舰体滑行般地快速回转，用四门重激光炮连续射击另一艘战斗舰。重激光炮的护盾衰减能力非常强。区区宙贼的小型舰船所搭载的护盾发生装置和动力炉根本无法抵抗四门重激光炮的连续射击。

   　姿勢制御用のスラスターを使って滑るように艦をクイックターンさせ、四門の重レーザー砲でもう一機の戦闘艦を
     
      釣
     つる
     
      瓶
     べ
     
      撃
     うちにしてやる。重レーザー砲のシールド減衰能力は非常に高い。宙賊の小型艦船
     
      如
     ごときが搭載しているシールド発生装置とジェネレーターでは四門の連射に
     
      抗
     あらがうことなどできはしないのだ。

   　不出所料，护盾瞬间饱和，毫无防备的船体被蓝色的光束贯穿，爆炸四散。

   　案の定、一瞬でシールドが飽和し、無防備になった船体が
     
      碧
     みどり色の光条に貫かれて爆散する。

   　因为这边的战斗已经结束了，我确认了一下雷达，想知道库薇儿那边的情况。她似乎已经击破了剩下的三艘中的其中一艘，正在追击另一艘。果然相当厉害。

   　こちらの戦闘を終わらせたので、クワイエットの方はどうなっているかとレーダーを確認してみると、残っていた三機のうち一機を撃破し、もう一機を追いつめているところのようだった。やっぱりなかなかの凄腕だな。

   「再解决一艘吧。」

   「もう一機片付けるぞ」

   『抱歉了。』

   『悪いな』

   『什么！？可恶！不该是这样的……！』

   『んなっ!?　クソッ！　こんな
     
      筈
     はずじゃ……！』

   『怎、怎么办啊，莱索！』

   『ど、どうすんだよライゾぉ！』

   『吵死了！只能把他们打下来，然后赶紧逃跑了！』

   『うるせぇ！　こいつらを叩き落としてさっさと逃げるっきゃねぇだろうが！』

   　听到宙贼们发出没出息的声音，疑似首领的宙贼怒吼着下达指示。在我看来，事已至此你们已经没有胜算了，还是乖乖爆炸四散吧。

   　情けない声を出した宙賊に指示を出していたリーダー格の宙賊が怒鳴り返す。俺に言わせれば、こうなってしまってはお前らに勝ち筋は無いから大人しく爆発四散しろって感じだ。

   　我负责对付明显想要逃跑的另一艘，库薇儿则负责解决疑似首领的机体。扫荡战在极短的时间内就结束了。

   　明らかに逃げ腰になっているもう一機を俺が受け持ち、リーダー格と
     
      思
     おぼしき機体をクワイエットが片付ける。掃討戦はごく短い時間で終了した。

   『帮大忙了，克里希那。被五艘粘着的话，再怎么说也太难对付了』

   『助かったよ、クリシュナ。流石に五機に粘着されると厳しかった』

   「没什么，猎物我收下了。再见」

   「なに、獲物はしっかり頂いたよ。それじゃあな」

   『嗯，你也要小心』

   『ああ、そっちも気をつけろよ』

   　库薇儿开始后退。恐怕是要进行应急修理和恢复衰减的护盾吧。我从散落的宙贼船残骸中回收了有价值的物资，然后前往下一个目标。

   　クワイエットが後退していく。恐らく応急修理と減衰したシールドの回復をするのだろう。散らばっている宙賊船の
     
      残
     ざん
     
      骸
     がいからめぼしい物資だけを回収して次の目標へ向かうことにする。

   「米米，整个战场的情况如何？」

   「ミミ、戦場全体の様子はどうだ？」

   「咦，啊，那个……整体上来看，友军似乎处于优势」

   「え、あ、えっと……全体的に友軍が有利に事を進めているようです」

   「你知道哪里在苦战吗？」

   「苦戦していそうな場所はわかるか？」

   「那个……对不起，我不知道」

   「ええと……すみません、わかりません」

   「也是啊。不过，我也只是凭感觉……基本上，佣兵舰和宙贼舰之间的战力差可以认为是一对三到一对四。战力比偏向宙贼的地点就是应该介入的点。不过，冲进一对十以上的地点一般来说是自杀行为。虽然我应该能应付得来」

   「だよな。まぁ、俺も感覚的なものでしかないんだけども……基本的に、
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい艦と宙賊艦の間には一対三から一対四くらいの戦力差があると思って良い。その比率が宙賊側に寄っている地点が介入するべきポイントだな。ただ、一対一〇以上になっているようなところに突っ込んでいくのは一般的には自殺行為だ。俺ならそれくらいまではなんとかなるけど」

   「原来如此……呃，这样的话，就是从这里往左下方看的交战点吧。虽然离星系军的战线很近，但有三艘中型舰正在苦战。」

   「なるほど……ええと、それならここから左下方向に見える交戦ポイントですね。星系軍にも近いポイントなんですけど、中型艦が三機ほどいて苦戦しているみたいです」

   　我让船开向米米指定的地点，同时确认了一下战况，看起来确实是有些不利。四艘佣兵舰对上二十艘左右的宙贼小型舰，再加上三艘中型舰。虽然有星系军的支援射击，勉强还能一战，但继续这样下去的话，战况会有些严峻。

   　ミミが指定したポイントに船を向かわせながら確認してみると、確かに少々劣勢であるようだ。傭兵艦四隻に対して宙賊の小型艦が二〇隻ほど。それに加えて中型艦が三隻。星系軍からの援護射撃もあって、なんとか善戦しているようだがあのままだと少々厳しそうだな。

   「好，我们介入吧。米米，虽然我也会注意，但你也要仔细监视雷达，避免被偷袭。还有，介入时的通讯就交给你了。」

   「よし、介入する。ミミ、俺も注意するが不意打ちされないようにレーダーの監視を密にしてくれ。あと、介入する際の通信を頼む」

   「好、好的！我会努力的！」

   「は、はい！　がんばります！」

   　我听着米米鼓起干劲的声音，同时调查起可能构成威胁的宙贼中型舰的装备。

   　気合いを入れるミミの声を聞きながら脅威になるであろう宙賊の中型艦の装備を調べる。

   　这家伙也和刚才的导弹支援舰一样，是用民用运输船改造的。这是宙贼常干的事。他们会故意不击沉袭击的船只，而是破坏推进器等部位将其捕获，然后排除船员，夺走船只。

   　こいつもさっきのミサイル支援艦と同じで民間輸送船の改造艦だな。宙賊にはよくあることだ。襲った船を撃破せずにスラスターなどを破壊して
     
      拿
     だ
     
      捕
     ほし、乗員を排除して船を奪う。

   　然后将从击沉的佣兵舰和商船护卫舰上剥下来的武装安装到这些船上，紧急改造为火力支援舰——这是Stella Online的设定。在这个世界里应该也是这样吧。我不是很想思考原本的乘员会有什么样的命运。

   　そして返り討ちにした傭兵艦や商船の護衛艦などから剝ぎ取った武装をそういった船に取り付け、急造の火力支援艦に仕立て上げる──と、ステラオンラインの設定では語られていた。この世界でも実際にそうなのだろう。元々の乗員がどのような運命を
     
      辿
     たどったのかはあまり考えたくないな。

   　好了，先不说这个……改造中型舰的武装是近程防御用的多管炮和支援攻击用的中型激光炮吗？应该是从担任前卫的小型舰后面用高火力的中型激光炮进行炮击支援的炮击支援舰吧。近程防御用的多管炮大概是自动控制的炮塔吧。

   　さて、それはさておき……改造中型艦の武装は近接防衛用のマルチキャノンと、支援攻撃用の中型レーザー砲か。前衛である小型艦の後ろから高火力の中型レーザー砲で砲撃支援を行う砲撃支援艦といったところだろうか。近接防衛用のマルチキャノンは恐らく自動制御のタレットキャノンだな。

   　从炮塔的配置来看，正面、上方和左右的火力相当强。如果用克里希那装备的高性能大容量护盾发生装置，就算被三艘船同时攻击，护盾也不会轻易饱和，但也没必要特地从正面战斗。

   　砲塔の配置的に真正面や上方、左右に対する火力はなかなかのものだ。クリシュナに装備されている高性能大容量のシールド発生装置であれば三機に一斉攻撃されてもそう簡単にはシールドが飽和するということは無いだろうが、わざわざ真正面から戦ってやる必要もない。

   　从那个炮塔的配置来看，正下方和后方完全是死角。既然是前运输舰，下层甲板应该有大型的货物空间。宙贼施加增加装甲的可能性非常低，所以十之八九是毫无防备。没有不从那里下手的道理。

   　あの砲塔の配置からすると真下や後方は完全に死角だ。元輸送艦となると下部デッキには大型のカーゴスペースがあるはずだ。宙賊が増加装甲などを施す可能性は非常に低いので、十中八九無防備なはずである。そこを
     
      突
     つかない手はないな。

   　我如此判断后，降低了机体的动力炉输出功率，关闭武器系统，启动紧急冷却系统。

   　そう判断した俺は機体のジェネレーター出力を落とし、ウェポンシステムをオフラインにして緊急冷却システムを作動させた。

   「会有点冷，忍耐一下」

   「少し寒くなるぞ、我慢してくれ」

   「好，好的。您要做什么？」

   「は、はい。何をするんですか？」

   「没什么，佣兵的战斗方式可不只有正面突击这一种」

   「なに、正面から突っ込んで戦うだけが傭兵の戦いじゃないってことさ」

   　随着船体温度的下降，驾驶舱内的温度也开始下降。三分钟后，驾驶舱内的空气已经冷到呼气成白雾。我用眼神询问米米是否受得了，看来那身衣服的防寒性能相当不错。虽然呼气成白雾，但看上去并不怎么冷。

   　船体温度が下がるにつれて、コックピット内の温度も下降し始める。三分もすると息が白くなるくらいにコックピット内の空気は冷え切ってしまった。ミミは大丈夫かと視線を向けてみたが、どうやらあの服の防寒性能はなかなかのものであるらしい。息は白くなっているようだが、あまり寒そうな様子は見えない。

   「好，我们走」

   「よし、行くぞ」

   　将机体冷却到足够程度后，我以最低限度的动力驱动克里希那，绕了个大圈进入三艘中型舰的死角。宙贼的小型舰和中型舰似乎都没有注意到我的行动。

   　十分に機体を冷却した俺は最低限の出力でクリシュナを動かし、大回りして三隻の中型艦の死角に入り込む。宙賊の小型艦も中型艦も俺の行動に気づく様子はない。

   「希罗大人，为什么他们没有注意到我们？」

   「ヒロ様、何で気づかれないんですか？」

   「战斗中的船通常会散发高热。所以，要掌握战斗中的舰船，热源传感器的比重相当大。像这样有大量船舰交战的空域，必然会有许多被破坏的船的残骸，所以普通的雷达很难派上用场。所以，像这样极端降低机体温度，欺骗热源传感器的眼睛，就可以混在残骸中行动了。」

   「戦闘中の船っていうのは、普通は高熱を発しているんだ。だから、戦闘中の艦を把握するのには熱源センサーに頼る比重がかなり大きい。こうやって多数の船が戦っている宙域には必然的に破壊された船のデブリなんかも多くなるから、通常のレーダーは役に立ちにくくなるしな。だから、こうして機体温度を極端に下げて熱源センサーの目をごまかすことでデブリに紛れて行動することができるのさ」

   　这是在Stella Online中被称为热源隐形的技巧。

   　これはステラオンラインにおいてサーマルステルスと呼ばれていたテクニックだ。

   　紧急冷却装置本来是为了让因激光炮等使用而过热的机体温度急速下降的装备，但也有它的使用方法。

   　本来、緊急冷却装置はレーザー砲などの使用で上昇しすぎた機体温度を急速に低下させるための装備なのだが、そこはそれ、使いようというやつである。

   「原来如此……有各种各样的技巧呢。」

   「なるほど……色々なテクニックがあるんですね」

   「虽然不是随时随地都通用的手段。好了，完全进入攻击范围了。要上了。」

   「いつでもどこでも通用する手口ってわけじゃないけどな。さぁ、完全に間合いに入った。行くぞ」

   「好的」

   「はいっ」

   　确认完全进入中型舰的死角后，我重新启动克里希那的武器系统，将重型激光炮和散弹炮对准中型舰毫无防备的腹部。

   　完全に中型艦の死角に入ったのを確認した俺はクリシュナのウェポンシステムを再起動し、中型艦の無防備な土手っ腹に重レーザー砲と散弾砲の照準を合わせる。

   『！？下方有敌机反应！？完全进入死角了！？』

   『っ!?　下方に敵機の反応!?　完全に死角に入ってやがる!?』

   『你说什么！？你刚才到底在看哪里！？在战斗中打瞌睡吗！？』

   『なんだとぉ!?　てめぇ、今まで何を見ていやがった!?　戦闘中に居眠りでもしてたのか!?』

   『我有好好看着！他们就像幽灵一样突然出现！』

   『ちゃんと見てたよ！　幽霊みたいに急に現れやがったんだ！』

   『怎么可能！可恶，回头！快回头！』

   『そんなわけあるか！　くそっ、回頭！　回頭しろ！』

   「已经来不及了」

   「間に合うものか」

   　我连续发射四门重型激光炮，三艘中型舰的护盾瞬间被击穿。

   　俺は四門の重レーザー砲を連続で発射し、三隻の中型艦のシールドを瞬く間に飽和させる。

   『噫！？护盾！』

   『ひぃっ!?　シールドが！』

   『什么！？快、快躲开！用推进器！』

   『んなっ!?　よ、避けろ！　ブースターだ！』

   『碍事！让开！』

   『邪魔だ！　道を空けろ！』

   　我用散弹炮连续射击慌张的中型舰的腹部。无数的子弹击穿了中型舰柔软的腹部。这是装甲薄弱的地方。飞进去的子弹应该会大肆蹂躏动力炉、生命维持装置、配电装置和弹药库吧。

   　おたつく中型艦の土手っ腹に散弾砲の連射もお見舞いしてやる。無数の弾丸が中型艦の柔らかい腹を食い破った。装甲の薄いポイントだ。飛び込んだ弾丸はさぞ盛大にジェネレーターや生命維持装置、配電装置や弾薬庫を
     
      蹂
     じゆう
     
      躙
     りんしてくれたことだろう。

   『不行！撑不住了！』

   『ダメだ！　
     
      保
     もたねぇ！』

   『撤退！撤退！』

   『退避！　退避！』

   　三艘中型舰反复发生小爆炸，最终引发大爆炸，停止了机能。这样就三艘了。

   　三隻の中型艦が小爆発を繰り返し、最終的に大爆発を起こして機能を停止する。これで三つ。

   「米米，介入通讯」

   「ミミ、介入の通信だ」

   「好、好的！这里是船长希罗，呼号为克里希那。我是操作员米米。现在开始介入战场，进行掩护！」

   「は、はい！　こちらキャプテン・ヒロ、コールサイン、クリシュナ。私はオペレーターのミミです。これより戦場に介入、援護します！」

   『感谢掩护，说实话我们快撑不住了』

   『援護に感謝する、正直きつかったんだ』

   『切，再被抢走更多就麻烦了。一起上！』

   『チッ、これ以上取り分を取られちゃかなわん。畳み掛けるぞ！』

   『哇！居然有可爱的女操作员在！我绝对不会输！』

   『ぬぁー！　
     
      可愛
     かわいい女の子のオペレーター付きだと!?　絶対に負けねぇ！』

   『光听声音可不知道是不是可爱啊』

   『声だけだと可愛いかどうかはわからんぞ』

   『不，声音很可爱。毫无疑问很可爱。声音可爱的人脸也很可爱』

   『いいや、声が可愛い。間違いなく可愛い。声が可愛い子は顔も可愛い』

   　这些家伙，就算不掩护他们也没问题吧。看起来还挺从容的。

   　援護しなくても大丈夫なんじゃないか、こいつら。結構余裕あるじゃないか。
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   「要上了」

   「行くぞ」

   「好、好的」

   「は、はいっ」

   　我用四条武装臂胡乱发射重激光炮，然后在擦肩而过的时候用散弹炮击沉宙贼船。一瞬间失去三艘中型舰的宙贼们开始慌张起来，配合也乱了套，操纵舰艇的动作也变得不精彩。简直就是吃自助餐。

   　四本の武装腕から重レーザー砲を乱射し、擦れ違いざまに散弾砲を
     
      叩
     たたき込んで宙賊船を撃破していく。一瞬で三隻の中型艦を失った宙賊どもは浮足立っており、連携も崩れて操艦にも精彩を欠いていた。まさに食い放題だ。

   『噫噫噫！？四条手臂的怪物！』

   『ひぃぃい!?　四本腕の化物が！』

   『可恶！快阻止那条手臂！按住它的头！』

   『クソッ！　あの腕付きを止めろ！　頭を押さえるんだよ！』

   『你个蠢货！按住它的头会被散弹炮轰成渣的！你来干！』

   『ばっか野郎！　頭なんざ押さえたら散弾砲で木っ端
     
      微
     み
     
      塵
     じんにされるじゃねぇか！　お前がやれ！』

   『快逃快逃！赢不了的！』

   『逃げろ逃げろ！　勝てっこねぇ！』

   『啊！？你这家伙！别逃啊！我们被星系军盯上了啊！』

   『ばっ!?　てめぇ！　逃げんな！　星系軍に
     
      狙
     ねらわれてるんだぞ！』

   　试图脱离战线的宙贼船被从远处迸发的极粗光束贯穿，爆炸四散。是星系军的舰炮射击。看来『牢笼』已经完美地构筑完毕了。

   　戦線を離脱しようとした宙賊船が遠方から
     
      迸
     ほとばしってきた極太の光条に貫かれ、爆散する。星系軍の艦砲射撃だ。『
     
      檻
     おり』の構築は
     
      完
     かん
     
      璧
     ぺきに終わったようである。

   「无处可逃。死在这里吧」

   「逃げ場はない。ここで死ね」

   『要死的是你！带手臂的！』

   『死ぬのはてめぇだ！　腕付きぃぃ！』

   　宙贼们一齐将火器对准我操纵的克里希那，开始射击。看来他们打算先集中攻击我，把我击坠。五颜六色的光束同时倾泻而下，我紧急加速躲过，然后又紧急回旋，试图甩开紧追不舍的宙贼船。

   　宙賊達が一斉に俺の操るクリシュナに向かって火器を向け、射撃してくる。どうやらまずは俺を集中攻撃して撃墜することにしたらしい。色とりどりの光条が一斉に降り注いでくるのを俺は急加速でやり過ごし、更に急旋回して追い
     
      縋
     すがってくる宙賊船を振り切ろうとする。

   「咿呜呜呜呜呜」

   「ひううぅぅぅっ」

   　AI发出受到攻击的警报，显示船体状态的全息投影影像显示出护盾的中弹部位。

   　攻撃を受けているというＡＩからのアラートが鳴り響き、船体の状態を示すホログラム映像がシールドの被弾箇所を表示する。

   　中弹了。看到显示中弹的信息，米米发出了世界末日般的惨叫，但我依然保持着冷静。

   　被弾している。それを示す情報を見てミミがこの世の終わりみたいな悲鳴を上げているが、俺は冷静さを保ち続けていた。

   　确实中弹了。但是，三重护盾中只有第一层受到了损伤。护盾还剩下两层，照这个速度，等到第二层被突破之后再使用护盾单元也来得及恢复。而且，万一护盾全被突破了，还有坚固的装甲。现在还不是慌张的时候。

   　確かに被弾はしている。しかしまだ三層あるシールドのうちの一層目にダメージを受けているだけだ。まだシールドは二層残っているし、このペースなら二層目が突破されてからシールドセルを使っても回復が間に合う。それに、万が一シールドを
     
      全
     すべて突破されたとしても強固な装甲が残っている。まだ慌てる時間ではない。

   　由于我专心回避，没有进行攻击，但宙贼们正拼命地攻击我。而佣兵们不会放过这个机会。

   　回避に専念しているため、俺からの攻撃はできていないが、宙賊どもは俺を攻撃するのに必死だ。そして、その隙を逃す傭兵達ではない。

   『呀哈！吃个痛快！』

   『ヒャッハー！　食い放題だ！』

   『居然在我们面前分心，真是瞧不起人啊。』

   『俺達相手に
     
      余
     よ
     
      所
     そ
     
      見
     みとは、
     
      舐
     なめられたもんだ』

   『台风，Fox2，Fox2！』

   『タイフーン、フォックス２、フォックス２！』

   『飓风，Fox2，Fox2！』

   『ハリケーン、フォックス２、フォックス２！』

   　至今为止一直采取守势的佣兵船们一转攻势，开始将宙贼船逐一击破。我也不想一直单方面挨打，于是看准时机开始反击，用重型激光炮不断射击，开始击破宙贼船。

   　今まで防戦一方だった傭兵艦達が一転攻勢に転じ、宙賊船を次々に撃破していく。俺も一方的に撃たれるだけなのは御免なので、頃合いを見計らって逆襲し、重レーザー砲を撃ちまくって宙賊船を仕留め始める。

   　虽然散弹炮是强力的武装，但只要一开火就会增加开销。只用重型激光炮战斗的话，成本会低得多。如果想赚钱的话，只用重型激光炮战斗会赚得更多。

   　散弾砲は強力な武装だけど、撃てば撃つだけ経費がかかるからな。重レーザー砲だけで戦ったほうがコストは
     
      遥
     はるかに安い。稼ぐなら重レーザー砲だけで戦闘を行なったほうが稼げるのだ。

   　就这样，不到十五分钟，形势就完全逆转，这个宙域展开的所有宙贼船都被扫荡了。

   　そうして十五分もしないうちに形勢は完全に逆転し、この宙域に展開していた全ての宙賊船が掃討された。

   『区域已清空，是我们赢了。』

   『エリアクリア、俺達の勝ちだ』

   『一时之间还以为会怎么样，但自从带手臂的来了之后，形势就变了。』

   『一時はどうなることかと思ったが、腕付きが来てから流れが変わったな』

   『带手臂的，你真行啊。』

   『やるな、腕付き』

   　看来『带手臂的』似乎成了我的绰号。感觉有点逊……不，说不定是个绕了一圈很有味道的绰号。

   　どうやら『腕付き』というのが俺のあだ名になりそうだ。ちょっと格好悪いような……いや、一周りして味があるあだ名かもしれないな。

   「我要去下一个战场了。祝你们好运。」

   「俺は次の戦場に向かう。幸運を」

   『嗯，你们也是。还有那位操作员小姐也是。』

   『ああ、そっちもな。オペレーターのお嬢ちゃんも』

   「好、好的，谢谢。」

   「は、はい、ありがとうございます」

   『可恶，声音果然很可爱。绝对是个美女。』

   『クソッ、やっぱ可愛い声だ。絶対可愛いって』

   『你老是说这个。就是因为这样，你才会一直当处男啦。』

   『お前そればっかりだな。そんなんだからいつまで
     
      経
     たっても童貞なんだよ』

   『我我我、我才不是处男！』

   『どどど、童貞ちゃうわ！』

   　这个梗在这个世界也通用吗……总觉得感慨万千。

   　そのネタはこっちの世界でも共通なのか……なんか感慨深いな。

   　我为了寻找下一个战场而加速船体。就在这时，那架机体映入了我的眼帘。

   　次なる戦場を求めて船体を加速する。その時だった、その機体が目に入ったのは。

   「白色机体……是艾尔玛吗？」

   「白い機体……エルマか」

   「艾尔玛小姐正在战斗吗？」

   「エルマさんが戦っているんですか？」

   「是啊，我们过去吧。」

   「ああ、向かうぞ」

   　前方有激烈的光束交错飞舞。啊啊，不妙。艾尔玛的对手是通称“呕吐炮”的照射型激光装备的中型舰，以及其护卫部队。

   　前方で激しい光条が飛び交っている。ああ、
     
      不
     ま
     
      味
     ずい。エルマが相手にしているのは通称『ゲロビ』と呼ばれている種類の照射型レーザーを装備した中型艦と、その護衛部隊だ。

   　我的克里希那装备的重型激光炮是名为脉冲激光的激光炮，是在极短的时间内连续发射强力激光来攻击敌机的武器。

   　俺のクリシュナが装備している重レーザー砲はパルスレーザーという種類のレーザー砲で、ごく短い時間に強力なレーザーを連射して敵機を攻撃する武器だ。

   　相对的，被称为“呕吐炮”的照射型激光是持续照射高热光线，烧穿船体，或是让船体过热导致机能不全的激光炮。“呕吐炮”的语源有各种说法，但基本上是呕吐＋光束，呕吐光束，然后省略成呕吐炮，内容大概是这样。

   　対して『ゲロビ』と呼ばれる照射型レーザーは対象に発熱量の高い光線を継続的に照射して船体を焼き切ったり、オーバーヒートさせて機能不全を狙ったりする種類のレーザー砲である。『ゲロビ』の語源には様々な説があるが、基本的にはゲロ＋ビームでゲロビーム、それが略されてゲロビと呼ばれるようになったとか、そんな感じの内容だったはずだ。

   　现在这些事情都无所谓。比起这个，如果不快点去救艾尔玛的话，事情就无法挽回了。我为了前往现场而进一步加速——

   　今はそんなことはどうでもいい。それよりも早くエルマを助けないと取り返しのつかないことになる。俺は現場に向かおうとさらなる加速を──。

   『为，为什么！？控，控制不住——呀啊啊啊啊啊啊啊！？』

   『なっ、なんでっ!?　せ、制御が利かな──きゃああぁぁぁぁぁっ!?』

   　我决定放弃并拉开距离。很遗憾，似乎已经晚了。

   　やめて距離を取ることにした。残念ながら手遅れだったらしい。

   『呜哇！那架白色机体是怎么回事！？朝这边冲过来了——快，快躲开！』

   『うわっ！　なんだあの白い機体!?　こっちに突っ込んで──よ、
     
      避
     よけろ！』

   　艾尔玛的白色机体开始以乱七八糟的机动性四处乱飞。变成那样的话就无计可施了。

   　エルマの白い機体が無茶苦茶な機動で飛び回り始めた。ああなるともう手がつけられない。

   「希，希罗大人，那个没问题吗？」

   「ヒ、ヒロ様、あれ大丈夫なんですか？」

   「完全不是没问题。变成那样的话，最后会失控然后砰的一声爆炸。」

   「全く大丈夫じゃない。ああなると最終的には暴走の末にドカン、だ」

   『不要啊啊啊啊啊！？等一下，这是怎么——呀啊啊啊啊啊！？』

   『いやあぁぁぁぁっ!?　ちょっっと、どうなって──ひゃあぁぁぁぁっ!?』

   　看样子她似乎不知道“法拉利”的失控功能……艾尔玛似乎不是知道功能而使用的老手，而是只看性能就买下船的蠢货。

   　あの様子だと『フェ○ーリ』の暴走機能を知らなかったみたいだな……エルマはわかっていて使っているベテランではなく、スペックだけ見て船を購入した間抜けの方だったようだ。

   「那，那个，不去救她吗？」

   「あ、あの、助けないんですか？」

   「没办法救啊……那个速度，要是随便靠近的话，撞上去之后也会砰的一声爆炸的。」

   「助けようがないんだよ……あのスピードだ、
     
      下
     へ
     
      手
     たに近寄ると衝突してもろともドカン、だから」

   「怎，怎么会……艾尔玛小姐，艾尔玛小姐她……！」

   「そ、そんなぁ……エルマさん、エルマさんが……！」

   「不，那架机体的驾驶舱设定——应该是被设计得异常坚固，所以我想她应该不会死。要是爆炸了的话，就回收驾驶舱——」

   「いや、あの機体のコックピットは異常に頑丈に作られてるって設定──作られているはずだから、多分死にはしないと思う。爆散したらコックピットだけは回収して──」

   　就在这时，艾尔玛的白色机体突破了宙贼们的包围，开始朝着错误的方向暴走。我本来还担心她会不会往这边过来，但看来并没有，而是朝着完全相反的方向……不对，那个方向是星系军的部队……。

   　その時、エルマの白い機体が宙賊どもの包囲を抜け、見当違いの方向に爆走しはじめた。もしやこっちに来るんじゃないかと身構えたのだが、特にそういうこともなく
     
      明後日
     あさつての方向に……いや、あの方向には星系軍の部隊が……。

   『呀——！？ 避开避开——！』

   『きゃー!?　避けて避けてぇぇぇ！』

   『呜哇！？ 她，她冲过来了！？』

   『うわぁ!?　つ、突っ込んでくるぞ!?』

   『迎击……不，但那是佣兵——呜哇啊啊啊啊啊！？』

   『迎撃を……いや、しかしあれは
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい──ぬわあぁぁぁぁっ!?』

   　艾尔玛的机体撞上了星系军的战舰，严重受损后停止了动作。驾驶舱似乎没有受损，运气好的话或许连一点伤都没有。问题是，被撞上的战舰也受到了中等程度的损伤……那个，修理费会要多少钱啊？

   　エルマの機体が星系軍の戦艦に衝突し、大破してその動きを止める。コックピットブロックは無事なようなので、運が良ければ
     
      怪
     け
     
      我
     が一つしていないかもしれない。問題は、ぶつかられた戦艦の方も中破しているところだな……あれ、修理費いくら請求されるんだ？

   「呃……怎么办？」

   「ええと……どうしましょう？」

   「很遗憾，我真的无能为力……集中精神工作吧」

   「残念だが、本当に俺にできることは何もない……仕事に集中しよう」

   「好，好的」

   「は、はい」

   　由于艾尔玛的暴走，阵型崩溃的宙贼集团陷入了混乱。我冲进他们之中，用散弹炮和重激光炮胡乱扫射。虽然有点冷血，但我真的无能为力。还是祈祷艾尔玛平安无事，同时集中精神工作吧。嗯。

   　エルマの大暴走のせいで陣形が崩れ、混乱に陥っている宙賊の集団に飛び込んで散弾砲と重レーザー砲を乱射する。冷たいようだが、本当に俺には何もできることがない。エルマの無事を祈りながらお仕事に集中するとしよう。うん。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「作战的进展如何？」

   「作戦の
     
      進
     しん
     
      捗
     ちよくは？」

   「是，上尉。虽然发生了一些意外，但应该可以说是顺利吧。」

   「はい、大尉。少々ハプニングはありましたが、順調と言ってよいかと」

   「啊，那个啊……虽然不用追究责任，但记得好好申请经费。」

   「ああ、あれね……罪には問わなくてもいいけど、しっかりと経費は請求するように」

   「Aye Aye，Ma'am」

   「アイアイマム」

   　目前赚到的佣兵……我切换了显示标签。然后在切换后的画面上看到某个佣兵目前赚到的赏金金额，我不禁瞪大了眼睛。

   　現時点で稼いでる傭兵は……と、表示タブを切り替える。そして切り替えた画面に表示された一人の傭兵が現時点で稼ぎだしている賞金額を見て私は思わず目を見開いた。

   　有个佣兵已经击破了四艘中型舰，小型舰船的击坠数也遥遥领先。他现在似乎还在战斗，我看着看着，他的获得赏金额就不断上升。

   　中型艦をもう四隻撃破しているし、小型艦船の撃墜数も群を抜いている傭兵がいる。今も戦っているようで、見る間にどんどん獲得賞金額が上昇していた。

   「我们星系里有这么厉害的佣兵吗？」

   「うちの星系にこんな
     
      凄
     すご
     
      腕
     うでの傭兵なんていたかしら？」

   「咦？呜哇，这确实……是黄金位阶，不，是白金位阶级的战果呢。不过我没看过这个名字。」

   「え？　うわ、これは確かに……ゴールドランク、いやプラチナランク級の戦果ですね。見たことのない名前ですが」

   　虽然通讯兵说没看过这个名字，但对我来说却是似曾相识的名字。

   　通信兵は見たことのない名前だと言っていたが、私にとっては見覚えのある名前だった。

   「把资料调出来。」

   「データを出して
     
      頂
     ちよう
     
      戴
     だい」

   「是。」

   「はっ」

   　我确认了一下资料，果然是他。那个自称佣兵的家伙，驾驶着我从未见过的船。现在他似乎已经正式成为了佣兵——

   　データを確認すると、やはり彼だった。見覚えのない船に乗っていた、自称傭兵。今は正式に傭兵になっているようだが──。

   「……青铜位阶？」

   「……ブロンズランク？」

   「这可不是青铜位阶的战果。注册——注册后才过了一周左右吗？注册后就立刻取得青铜位阶的战果，他原本是军队的驾驶员吗？毫无疑问是王牌级的水平呢」

   「ブロンズランクの戦果ではありませんね。登録は──登録からまだ一週間くらいですか。登録時からブロンズランクでこの戦果ということは、元は軍のパイロットでしょうか？　間違いなくエース級ですね」

   「是啊……」

   「そう、ね……」

   　我想起了那个自称佣兵的家伙的打扮。他的年纪应该比我大一点。应该不是退役的驾驶员吧。如果是的话，应该会更老一些。

   　あの自称傭兵の身なりを思い出す。年の頃は私より少し上くらいだったはずだ。引退した軍のパイロットではないだろう。それならもっと
     
      歳
     としをとっているはずだ。

   　而且，我完全感觉不到他身上有军人的气质。硬要说的话，比起军人……嗯，我觉得他更像是普通人。也感觉不到他身上有佣兵的气质。

   　それに、彼から軍人らしい雰囲気は全く感じ取れなかった。どちらかと言えば、軍人というよりは……うん、普通の人間だったように思える。傭兵らしき雰囲気もあまり感じなかった。

   　仔细想想，这也是很异常的事情。从战果来看，他驾驶的船是最高级的战斗舰。但是，无论是什么样的高级船，如果驾驶员的水平不够，就无法完全发挥出性能。此外，驾驶那种战斗舰需要非同寻常的集中力。

   　考えてみれば、それも異常な話だ。戦果から考えても、彼が乗っている船は一級品の戦闘艦だということがわかる。しかし、船というものはどんな一級品でも乗り手にそれなりの腕が無いと性能を
     
      活
     いかしきることはできないものだ。また、ああいった戦闘艦の操船には尋常ではない集中力が必要となる。

   　在随时可能丧命的环境下保持如此高度的专注力是非常困难的。有些人甚至需要服用药物或者接受催眠暗示。

   　常に命の危機に
     
      晒
     さらされる環境下でその集中力を保ち続けることは非常に難しい。人によっては薬物の服用や催眠暗示などが必要になることもある。

   　也就是说，他虽然看起来像是和船毫无关系的普通人，却同时具备了能够熟练驾驶那种战斗舰的技术和胆量。这不叫异常还能叫什么？

   　つまり、彼は船とは縁の無さそうな一般人でありながら、あれだけの戦闘艦を乗りこなす技術と胆力を兼ね備えているということだ。これを異常と言わずしてなんと言えば良いのだろうか？

   　他究竟是何方神圣……我对他越来越感兴趣了。

   　彼は何者なのか……興味が更に深まる。

   「分数差距越来越大……这下子，第一名和第二名的分数差距可能会达到三倍以上」

   「どんどんスコア差が……これ、二位とトリプルスコアがつきそうですね」

   　三倍吗？以这个速度来看，差距应该会更大吧。

   　トリプルスコアで済むかしら？　このペースだとそれで済みそうには思えないけれど。

   「继续观察。能收集到多少数据就收集多少」

   「注視しておきなさい。取れるだけのデータは
     
      全
     すべて取っておいて」

   　Aye Aye，Ma'am。我听着部下的回答，再次看向俯瞰整个战场的战术地图。

   　アイアイマム、という部下の返事を聞きながら私は再び戦場全体を
     
      俯
     ふ
     
      瞰
     かんする戦術地図に目を向けた。

   　胜负已分。

   　決着はもうじきだ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　作战结束了。宙贼的船只被扫荡一空，现在是探索幸存者和回收散落在战场上的物资和有用残骸的时间。

   　作戦は終了した。宙賊の船は掃討され、今は生存者の探索と戦場に散らばった物資や有用なデブリの回収タイムである。

   　不过我的船并没有搭载探索幸存者的装备，所以这方面就交给星系军的舰艇，我专心回收战利品。

   　とは言っても俺の船には生存者探索に向いた装備は搭載されていないので、そういうのは星系軍の艦艇に任せて俺は戦利品の獲得に専念だ。

   「希罗大人，战利品不会被抢走吗？」

   「ヒロ様、こういうのって取り合いになったりしないんですか？」

   「从船舱里飞到宇宙空间的战利品就先抢先赢了。击坠的船只上会自动标记击坠的佣兵的标签，所以不用担心被别人捡走」

   「船のカーゴから宇宙空間に飛び出してしまったようなのは早い者勝ちだな。撃破した船には撃墜した傭兵のタグが自動的につくようになってるから、そっちからのサルベージは心配ない」

   　不过，我这次飞了相当广的范围，回收地点分散在各处，实在是麻烦得要命。

   　ただ、今回俺はかなりの広域を飛び回ったから回収地点があちこちに分散してて七面倒くさいことになってるんだよな。

   　话虽如此，我也不能偷懒。虽然光是讨伐报酬和星系军给出的成果费就已经让我大赚了一笔，但是从击坠的宙贼船上回收的战利品也是一笔不小的金额。

   　とはいえ、これをサボるのはありえない。討伐報酬と星系軍から出る成果給だけでも大幅な黒字なのは間違いないが、撃破した宙賊船から
     
      剝
     はぎ取るサルベージ品もバカにならない金額になったりするのだ。

   　尤其是攻击这种宙贼基地的时候，宙贼们经常会抱着尽可能多的物资和稀有金属从基地里逃出来。

   　特に、こういう宙賊の基地を攻撃した時には宙賊どもはありったけの物資やレアメタルを抱えて基地から飛び出してくることが多いのだ。

   「好了，工作工作」

   「さぁて、お仕事お仕事っと」

   「希罗大人，您看起来很开心呢……」

   「ヒロ様、楽しそうですね……」

   「那当然。这比开着船和别人厮杀要开心多了。而且有时候还能捡到意想不到的宝物。米米不开心吗？」

   「そりゃな。船でバチバチ殺し合いをするよりはよっぽど楽しいさ。思わぬお宝が出てくることもあるしな。ミミは楽しくないのか？」

   「那个，我担心艾尔玛小姐……」

   「あの、私はエルマさんが心配で……」

   「米米真是温柔啊……虽然她的船好像被严重破坏了，但不知道该说是幸运还是不幸，她撞上的正好是星系军的战舰，我想她肯定没事的」

   「ミミは優しいなぁ……まぁ船は大破してたみたいだけど、幸いにしてというか不幸にもというか、突っ込んだ先が星系軍の戦艦だったし、間違いなく無事だと思うぞ」

   「是这样吗？」

   「そうなんですか？」

   「嗯。军舰上不仅有正规的医疗设备，还有医生。所以不用担心」

   「ああ。軍艦には本格的な医療設備もあるし、医者もいる。まず心配はいらないな」

   「这样啊……太好了」

   「そうなんですか……良かった」

   　米米露出了安心的表情。

   　ミミがホッとした表情をする。

   　嗯，虽然性命无忧，但金钱方面就不太妙了。原本船的修理费就很高，再加上中破的战舰的修理费，她肯定要背负一笔巨额债务……哦豁，想想就可怕。

   　うん、命の危険は無いだろうけど金銭面ではかなりヤバそうなんだよな。ただでさえ高い船の修理費に加えて、中破した戦艦の修理費も負担させられるだろうから……おお、怖い怖い。

   　虽然这么说可能有些冷酷，但我实在是没办法帮她到那种程度，或者说没有理由帮她。

   　冷たいかもしれないが、流石にそこまでは面倒を見られないというか、見る理由は無いんだよな。

   　虽然她帮了我佣兵注册和米米的事，但我也支付了大量酿造酒作为报酬，所以从这个意义上来说，我们之间已经没有欠不欠人情的问题了。

   　傭兵登録の件でもミミの件でも世話にはなったけど、あれもちゃんと大量の醸造酒っていう報酬を対価として支払ってのことであるわけだし、そういう意味では貸し借りはなしだ。

   　虽然我并不是不感谢她，但就算她因为这次事件背负巨额债务，我也没有理由替她偿还。

   　恩を感じていないわけでは無いが、今回の件で彼女が多額の借金を背負ったとしても、俺がそれを肩代わりして助けてやる理由としてはあまりに弱すぎる。

   　说到底，她可是独立自主的老练佣兵。在她没有请求的情况下，我如果还去多管闲事，那可就真的是多管闲事了。当然，如果她请求我帮忙，我也会在力所能及的范围内帮助她。

   　そもそも、彼女は自立しているベテランの傭兵だ。頼まれてもいないのにお節介を焼くのは余計なお世話というやつだろう。助けてくれって言われたらできる範囲で助けるけれども。

   「好了，来回收宝物吧。米米也一边看着我工作一边记住步骤吧。这并不是什么困难的工作」

   「さぁ、お宝を頂きましょうねー。ミミも俺の作業を見ながら手順を覚えてくれ。そんなに難しい作業じゃないから」

   「好，好的」

   「は、はいっ」

   　我让回收无人机飞向漂流的船只残骸，扫描内部后回收货物。嗯嗯，是食物，酒，弹药啊。这些是基本款。哦，是精炼过的工业用金属。这个能卖个好价钱。其他还有——空气净化器和其备用零件，净水器和过滤器，以及其他殖民卫星的维护零件。这些也能卖钱。这些商品都是用于殖民卫星和空间站的维护管理，所以不管在哪里都能卖个好价钱。

   　漂流している船の
     
      残
     ざん
     
      骸
     がいに回収用ドローンを飛ばし、内部をスキャンして積み荷を回収する。ふむふむ、食料品、酒、弾薬ね。この辺りは定番だな。お、精錬済みの工業用金属か。これはそこそこ高値で売れるな。他には──空気清浄機とそのスペアパーツ、浄水器とフィルター、その他コロニーのメンテナンス系の部材ね。これも売れるな。この辺の商品はコロニーやステーションの維持管理に使うから、どこでもそれなりの値段で売れるんだよ。

   　不过，说到宝藏……哦，是稀有金属。虽然数量不多，但这个不错。能直接换钱。

   　しかしお宝と言えるようなものは……お、レアメタル。数は少ないけどこれは良いぞ。ストレートに良い金になる。

   「希罗大人，有很多东西呢。」

   「ヒロ様、色々あるんですね」

   「是啊。要是有稀有金属就更好了。」

   「色々あるな。レアメタルとかが多いと
     
      嬉
     うれしいんだが」

   「嗯？这是什么？」

   「うん？　これはなんでしょうか？」

   「嗯？」

   「んー？」

   　无人机回收的物资中有一些不明物品，于是我进行了详细扫描。水晶，吗？水晶被放在一个被严密封印的胶囊里。这是……不，不会吧。

   　ドローンが回収してきた物資の中によくわからないものがあったので、詳細スキャンをかけてみる。水晶、か？　妙に厳重に封印されたカプセルに入れられた水晶だ。これは……いやまさか。

   「啊，啊……这是那个啊。」

   「あ、あー……これはアレだなぁ」

   「是什么？」

   「なんですか？」

   「这是叫做『歌唱水晶』的东西……算是有点危险的物品吧？」

   「これは『歌う水晶』というもので……ちょっとした危険物、かな？」

   「这样啊。要带回去吗？」

   「そうなんですか。持って帰るんですか？」

   「嗯，这个嘛。」

   「うーん、そうだなぁ」

   　说不定能卖给某些好事者，卖个好价钱。

   　一部の好事家に高く売れる可能性はなきにしもあらずか。

   　顺便一提，这个歌唱水晶是有点特殊的道具，如果在宇宙空间破坏它，就会有大量被称为结晶生命体的宇宙怪兽蜂拥而至，是非常危险的道具。

   　ちなみに、この歌う水晶というのはちょっと特殊なアイテムで、宇宙空間で破壊するとどこからともなく結晶生命体と呼ばれる大量の宇宙怪獣が押し寄せてくるとても危険なアイテムである。

   　它看起来像是会发光的水晶，经常发出类似歌声的声音，是个非常梦幻的物体。问题是听到它的“歌声”的人，精神会受到影响，产生思乡之情……是精神污染吗？还有，如果单纯地破坏它，就会非常危险，这是最大的问题。

   　自ら光を発する水晶といった見た目で、歌のように聞こえる音を常に発し続けているという実に幻想的な物体なんだけどな。問題はその『歌』を聞いた者の精神に作用して望郷の念を起こさせるとかなんとか……精神汚染かな？　あとは単純にぶっ壊したりするととても危険というのが最大の問題点だよな。

   　出现的宇宙怪兽本身并不是很强的对手，但问题是数量。

   　出てくる宇宙怪獣そのものはさして強い相手ではないのだが、問題はその数だ。

   　数百到数千只宇宙怪兽会一口气涌来，老实说，单舰是无法应付的。在Stella Online中，至少要组成十艘以上的舰队才能挑战。这是会引发所谓的多人战斗或多人任务的道具。

   　数百から数千単位の宇宙怪獣が一気に押し寄せてくるので、ぶっちゃけ単艦でどうにかするのは無理ゲーである。ステラオンラインでは最低でも一〇隻以上のパーティーを編成して挑むべきであるとされていた。
     
      所
     いわ
     
      謂
     ゆるレイドバトルとかレイドクエスト的なものを発生させるアイテムなのである。

   　其实，我还有个能利用这家伙的秘技……唔嗯，考虑到现在的状况，把这个偷偷藏起来或许能当成保险。毕竟国际情势似乎不太稳定。

   　実は、こいつを使ったちょっとした裏技もあったりするのだが……うーん、今の状況を考えるとこいつをこっそりと隠し持っておくのは保険になるかもしれないな。国際情勢がキナ臭いみたいだし。

   「偷偷带回去吧。」

   「持って帰ろう。こっそりと」

   「偷偷吗？」

   「こっそりですか？」

   「嗯，偷偷。」

   「うん、こっそり」

   　这东西虽然不是违禁品，但要是被发现就麻烦了。其实这艘船上设置了一点能逃过扫描的特殊货舱，就收进那里吧。

   　一応禁制品ではないはずだが、見つかると厄介な代物ではある。実はこの船にはスキャンを逃れられる特殊なカーゴスペースが少しだけ設置されているので、そこに格納しておくとしよう。

   　咦？你问我拿这种东西要干嘛？哈哈哈，非法物品之中也有能派上用场的东西嘛。没办法，这就是佣兵的嗜好。

   　え？　そんなもの何に使うんだって？　ははは、イリーガルな品の中には役立つものもあったりするからね。仕方ないね。傭兵の
     
      嗜
     たしなみってやつだよ。

   　我们将物资回收到货舱满载为止，和其他佣兵以及星系军一同返回特里梅因主殖民卫星。艾尔玛的白色法拉利似乎也被拖航了……那玩意儿修得好吗？因为车架整个都变形了，应该几乎等于要买新的了吧。是说，明明船的质量差距悬殊，却能将战舰打到中度破损，她到底飙了多快啊……连我也开始担心艾尔玛是否平安无事了。

   　カーゴが一杯になるまで物資を回収した俺達は他の傭兵や星系軍と一緒にターメーンプライムコロニーへと帰還した。エルマの白いフェ○ーリも
     
      曳
     えい
     
      航
     こうされていたようだが……あれ修理できるのかね。フレームそのものがひしゃげてたからほとんど買い直しじゃないだろうか。というか、船の質量差がとんでもないはずなのにもかかわらず戦艦を中破させるってどれだけスピード出てたんだよ……本当にエルマが無事かどうか俺も心配になってきたな。

   　正当我这么想的时候，收到了通讯。不是发给我的，而是发给包括佣兵舰在内的所有舰船。

   　そう思っていたところに通信が入ってくる。俺に向けたものではなく、傭兵艦を含めた全ての艦船に送信されているもののようだ。

   『在此宣布作战结束。各位辛苦了。宙贼的基地被彻底破坏，舰艇也大半被击破。这样一来，这个星系暂时也会变得安全吧。』

   『これにて作戦の終了を宣言します。各員、ご苦労様でした。宙賊の基地は完全に破壊され、艦艇も大半が撃破されました。これで
     
      暫
     しばらくはこの星系も安全になることでしょう』

   　暂时啊。这个星系的开采资源丰富，离国境也很近。过不了多久，那些家伙又会从某处冒出来吧。虽然我忍不住想吐槽他们是不是虫子，但事实上不管怎么驱逐，他们都会源源不断地冒出来，实在让人应付不来。

   　暫くは、ね。この星系は採掘資源が豊富だし、国境も近い。少し時間が
     
      経
     たてばまたどこからか奴らは
     
      湧
     わいて出てくるだろう。虫か何かかよ、と思わなくもないが実際に駆逐しても駆逐してもいくらでも湧いてくるのだから始末に負えない。

   『关于佣兵的报酬，等战果统计结束后，会汇入公会的账户。最晚预计两天后支付。』

   『傭兵の報酬については戦果の集計が終わり次第ギルドの口座に振り込まれることになります。遅くとも二日後には支払われる予定です』

   　这时间很难说快还是慢。如果是游戏的话，回到据点后马上就能拿到报酬，但这是现实。军方和政府机关这样的组织能在短短两天内完成统计并支付，我觉得已经相当快了。

   　早いと見るか遅いと見るか微妙なところだな。ゲームなら拠点に帰還後、すぐに報酬が手に入ったのだが、これは現実だ。軍やお役所のような組織がたった二日で集計を終えて支払いをするというのは十分に早いように思える。

   　佣兵们似乎也习惯了这种程度的延迟，没有发出任何不满的声音。看来就算多花点时间，他们也不担心报酬会被赖账。确实，军方和政府组织如果违背约定，就会失去权威。

   　これくらいのタイムラグはいつものことなのか、傭兵達から不満の声が上がることはなかった。多少時間がかかっても
     
      誤
     ご
     
      魔
     ま
     
      化
     かされる心配はないから構わないということであるらしい。確かに、軍や政府組織が約束した支払いを
     
      反
     ほ
     
      故
     ごにしたりした日には権威が著しく失墜してしまうものな。

   　当然我也没有不满。毕竟就算不能马上拿到钱，也不会影响到明天的生活。

   　
     
      勿
     もち
     
      論
     ろん俺も不満はない。すぐに金が手に入らないと明日をもしれない生活というわけでもないので。

   「好，米米，发送对接请求吧。」

   「よし、ミミ、ドッキングリクエストを送ってくれ」

   「好的，我知道了。」

   「はい、わかりました」

   　米米操作着操作员用的控制台，向特里梅因主殖民卫星发送了对接请求。不久后，管制员就指定了对接的机库坞。虽然是第一次发送对接请求，但米米似乎顺利地完成了业务。

   　ミミがオペレーター用のコンソールを操作し、ターメーンプライムコロニーにハンガードッキングの要請を送る。程なくして管制からドッキングするハンガーベイが指定されてきた。これが初めてのドッキングリクエストなのだが、ミミは問題なく業務をこなせているようだ。

   　我可不想在这种地方发生接触事故，所以小心翼翼地按照引导标记让船对接。随着“咔嚓”一声，船与机库坞连接的声音响起，船被固定住，开始被运送到气闸中。

   　こんなところで接触事故を起こして面倒事は御免なので、ガイドマーカーに従って慎重に船をドッキングさせる。ガシャン、とハンガーベイとの接続音が鳴り響き、船が固定されてエアロックの中へと運搬され始める。

   　总之这样就暂时放心了。在机库坞顺利对接时的安心感，无论在游戏还是现实都是一样的。

   　とりあえずこれで一安心だ。ハンガーベイに無事ドッキングした時のこの安心感はゲームでもリアルでも変わらないな。

   「希罗大人，接下来您打算怎么办？」

   「ヒロ様、これからはどうするのですか？」

   「接下来？这个嘛，嗯，在拿到钱之前就先休息吧。毕竟精神和身体都累了」

   「これから？　そうだなぁ。まぁ、金が支払われるまでは休養期間かな。精神的にも身体的にも疲れたし」

   　我解开安全带，从驾驶座上站起来，伸了个懒腰。没想到身体也挺累的。在进行战斗机动时，身体会一直暴露在强大的G力下，所以全身都会用力，握住操纵杆的双手也会自然地用力。明明只是坐在驾驶座上，却有一种进行了剧烈运动后的疲劳感。

   　シートベルトを外し、操縦席から立ち上がって
     
      身体
     からだをグッと伸ばす。意外と身体も疲れてるんだよな。戦闘機動中は強力なＧに常に
     
      曝
     さらされることになるから身体中に力が入るし、
     
      操
     そう
     
      縦
     じゆう
     
      桿
     かんを握る両手にも自然と力が入ってしまう。なんか操縦席に座っていただけなのに激しい運動を行なった後のような疲労感があるな。

   　我站在驾驶座旁边操作控制台，启动了机体的自我检查程序。毕竟经历了相当激烈的战斗，这次应该需要一定程度的维护。而且也必须补充弹药和燃料。

   　操縦席の横に立ったままコンソールを操作し、機体のセルフチェックプログラムを走らせておく。かなりハードな戦闘をやらかしたわけだし、今回はそれなりにメンテナンスが必要だろうな。弾薬と燃料の補充もしないといけないだろう。

   「不，我不是这个意思。我是问您接下来要去哪里，要做什么」

   「いえ、そういうことではなく。これから先、どこに行って何をするのかな、って」

   「要去哪里，要做什么吗？」

   「どこに行って何をするか、かぁ」

   　真是个哲学的问题。人从哪里来，要到哪里去，要成就什么，要留下什么……虽然这个问题并没有那么沉重。

   　なかなか哲学的な問いだな。人はどこから来て、どこへ行くのか、何を成し、何を
     
      遺
     のこすのか……別にそんな重い意味は無い質問なんだろうけれども。

   「首先，关于我的旅行目的，或者说目标」

   「まず、俺の旅の目的というか、目標なんだが」

   「嗯」

   「はい」

   「我想在某个行星上的居住地买一套带院子的独栋房子」

   「どこかの惑星上居住地に庭付きの一戸建てが欲しいと思っている」

   「这……真是远大的目标呢」

   「それは……壮大な目標ですねっ」

   「是吧是吧」

   「そうだろうそうだろう」

   　然后靠不劳而获的钱想吃什么就吃什么，想睡就睡，想玩就玩。这就是我想要的生活。不过要是说出来的话估计会让她幻灭，所以还是不说为妙。

   　そして不労所得で好きな時に好きなものを好きなだけ食い、寝たい時に寝て、好きなだけ遊び
     
      呆
     ほうける。そんな生活を送りたいんだ。これを言うと幻滅されそうだから言わないけど。

   「米米也可以考虑一下自己的目标。毕竟只为了生存而生存是很辛苦的」

   「ミミも何か目標を考えておくと良いかもしれないな。ただ生きるためだけに生きるってのは辛いから」

   「是呢……我从来没有考虑过这种事」

   「そうですね……そういうことはあまり考えたことがありませんでした」

   「我觉得什么都行。比如想尝遍全宇宙的美食，或者想游览全宇宙的神秘景色，这些都可以」

   「なんでも良いと思うぞ。全宇宙のグルメを味わいたいとか、宇宙に広がる不思議な
     
      景
     け
     
      色
     しきを見て回りたいとか、そういうのでもいいと思うし」

   　美食之旅和观光旅行吗。虽然这话是我说的，不过听起来感觉也不坏。好，就当作我的副目标吧。

   　グルメ旅に観光旅行か。自分で言っておいてなんだが、そういうのも悪くないな？　よし、俺のサブ目標ということにするとしよう。

   「全宇宙的美食，真不错。就定这个吧」

   「全宇宙のグルメ、いいですね。それにしましょうか」

   「好啊。那我也陪你一起吧」

   「いいね。じゃあ俺もそれに付き合おうかな」

   「那就这么定了。我的目标就是和希罗大人一起吃遍全宇宙！」

   「ではそういうことで。私の目標はヒロ様と一緒に全宇宙を食べつくすこと、これにします！」

   「噢！」

   「おー！」

   　我为双手握拳鼓起干劲的米米鼓掌。现在，吃遍全宇宙的贪吃怪兽诞生了。

   　両手をぐっと握って気合いを入れるミミに拍手を送っておく。いま、ここに全宇宙を食い尽くすハラペコモンスターが誕生したのだ。

   「为了不发胖，我也会努力运动的！」

   「太るわけにはいかないので、運動もがんばります！」

   「是啊。我觉得米米可以再长点肉。」

   「そうだな。ミミはもう少し肉をつけてもいいと思うけど」

   「……是这样吗？」

   「……そうですか？」

   　米米像是在确认自己的身材一样摸着肚子，突然身体一颤。怎么了？发生什么事了？

   　自分の身体つきを確かめるかのように自分のお
     
      腹
     なかを
     
      撫
     なでていたミミが突然ギクリと身体を震わせた。なんだ？　どうした？

   「那、那个，我好像有点出汗了，我去冲个澡哦？」

   「え、えと、ちょっと汗をかいたみたいなので、シャワー浴びてきますね？」

   「哦？你慢慢来？」

   「おう？　ごゆっくり？」

   　米米用像是在遮掩下半身的不自然动作离开了驾驶舱。我思考了一下，然后想到了原因。

   　下半身を隠すかのような不自然な動きでミミがコックピットから退出していく。どうしたんだろうか？　と考えて思い至った。

   「……难道是尿裤子了？」

   「……もしかして漏らしてたのかな？」

   　虽然船没有受损，但今天的战斗中还是被宙贼的船击中了不少次。虽然护盾挡住了所有的攻击，但对于第一次体验战斗的米米来说，或许还是有点刺激过头了。我用鼻子嗅了嗅驾驶舱内的气味，但并没有闻到那种味道。她是不是有穿尿布啊？

   　船に被害こそなかったものの、今日の戦闘ではそれなりに宙賊船に撃たれたからな。シールドで全部止まってたけど、戦闘初体験のミミには少々刺激が強かったかもしれない。クンクンと鼻を鳴らしてコックピット内の
     
      匂
     においを
     
      嗅
     かいでみるが特にそういう匂いは感じないな。おむつでもしていたのだろうか？

   「……感觉有点变态啊。还是算了吧。」

   「……変態っぽいな。やめておこう」

   　我决定不再追究下去，而是走向厨房。补充水分和卡路里之后，我也去冲个澡休息一下吧。

   　俺はこれ以上の追求をやめてキッチンに向かうことにした。水分とカロリーを補給したら俺もシャワーを浴びて休むとしよう。
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   　作战结束后的当天和第二天，我们都在船上悠闲地度过，和米米一起讨论了今后的活动和船内设备的更换等问题。今天星系军的报酬也会到账，所以我们打算两个人一起下船，去一趟经营船内设备的经销商。

   　作戦を終えた当日と翌日を船でゆっくりと過ごし、ミミと今後の活動や船内設備の入れ替えなどについても話し合った。今日は星系軍からの報酬も振りこまれる予定なので、二人で船から出て船内設備を扱うディーラーまで足を延ばす予定だ。

   「嘿嘿」

   「えへへ」

   「你好像很开心啊」

   「楽しそうだな」

   「嗯，我很期待」

   「はいっ、楽しみですっ」

   　米米将今后的目标定为吃遍银河系的美食，为此她比我想象中还要早地开始行动了。战斗结束后，她似乎一边在房间里无所事事，一边用平板电脑调查各种美食情报。

   　今後の目標に銀河中の
     
      美
     お
     
      味
     いしいものを食べることを掲げたミミであったが、そのために動き出すのは俺が思った以上に早かった。戦闘終了後、部屋でゴロゴロしながらタブレットを使って様々なグルメ情報をリサーチしていたらしい。

   　在调查的过程中，她找到了一种高性能的烹饪器，可以自动将各种美食食材烹调得美味可口。她立刻在特里梅因主殖民卫星上找到了一家经销这种高性能烹饪器的经销商。昨天她用尽各种手段说服了我，让我下定决心将克里希那的船内设备全部换新。

   　そのうちに様々なグルメ食材を美味しく自動調理できる高性能調理器というものに行き当たった彼女は、すぐさまターメーンプライムコロニーでその高性能調理器を扱っているディーラーを発見。
     
      昨日
     きのう一日かけて俺をあの手この手で説得し、見事クリシュナの船内設備の一新という決断を俺に下させたのであった。

   　没错，这次要购买的设备不止高性能烹饪器。还有附带温水冲洗功能的马桶、净水设备、空气净化器、高性能空调设备和舒适的浴室等，与居住性相关的设施都预定要全部换新。

   　そう、今回購入する設備は高性能調理器だけではないのだ。温水洗浄便座付きトイレ、浄水設備、空気清浄装置、高性能な空調設備に快適なバスルームなど、居住性に関係する施設を一新する予定なのである。

   　当然，费用也不少，但和最新式动力炉和护盾发生装置的价格相比，全部加起来都算便宜的。

   　当然、費用もそれなりにかかるのだが、最新式のジェネレーターやシールド発生装置の価格に比べれば全部合わせても安いものだ。

   　今天为了亲眼看看并体验一下要更换的设备，确认是否符合我们的需求，我们决定去经销商那里。

   　今日はその入れ替える設備を実際に目で見て体験し、俺達のニーズに合ったものなのかを確認するためにディーラーに向かうというわけだ。

   　我穿着平时的佣兵风格，而今天的米米穿着休闲装，感觉有点成熟。

   　俺はいつもの
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいスタイルだが、今日のミミはカジュアルな装いで、ちょっと大人っぽく見えるような気がする。

   「嗯，与其说可爱，不如说漂亮」

   「うん、
     
      可愛
     かわいいというか
     
      綺
     き
     
      麗
     れいだ」

   「是，是吗？」

   「そ、そうですか？」

   「嗯，我觉得很好。是个出色的淑女」

   「うん、とても良いと思う。立派なレディーだな」

   「诶，诶嘿嘿……」

   「え、えへへ……」

   　被我夸奖了服装的米米用手捂着脸，扭扭捏捏地害羞着。超级可爱。这样下去的话，今天的预定可能会全部泡汤，我决定赶紧去外面去目的地的经销商那里。

   　俺に服装を褒められたミミが
     
      頰
     ほおに手を当ててくねくねと身を
     
      捩
     よじりながら恥ずかしがる。激烈に可愛い。このままだと今日の予定を全部
     
      潰
     つぶしてミミを
     
      愛
     めでてしまいそうなので早速船の外に出て目的のディーラーへと向かうことにする。

   「地点在佣兵公会附近吧」

   「場所としては傭兵ギルドの近くなんだな」

   「是的。那附近有很多政府机关，佣兵公会，大型造船厂和舰内装备品的经销商，治安相对比较好」

   「はい。あの辺りは官公庁や傭兵ギルド、大手シップメーカーや艦内装備品のディーラーが多くあって、比較的治安は良いみたいですね」

   「原来如此。米米好像有作为操作员的才能啊」

   「なるほどなぁ。ミミにはオペレーターとしての才能がありそうだな」

   「是，是吗？」

   「そ、そうですか？」

   「嗯，能像这样找到需要的情报，还能进行导航和解说」

   「ああ、こうやって必要な情報をちゃんと見つけてナビも解説もしてくれるしな」

   「诶，诶嘿嘿。如果是这样就好了」

   「え、えへへ。そうだといいなぁ」

   　看着抱着平板笑嘻嘻的米米，我也自然地露出了笑容。顺便一提，我的培养方针是通过表扬来促进成长。

   　タブレットを抱えてニヨニヨと笑みを浮かべるミミを見ていると、俺にも自然と笑顔が浮かんでくる。ちなみに、俺の育成方針は褒めて伸ばすというものだ。

   　我认为通过打击和践踏来促进成长只是幻想。因为不管怎么想，精神上的压迫都不可能带来正面效果。说到底，和一个会压迫自己精神的人能建立信任关系吗？至少我是做不到的。

   　
     
      叩
     たたいて踏みつけて伸ばすなんてのは幻想だと俺は思っている。どう考えてもメンタル的に追い詰めてプラスの効果があるとは思えないからな。そもそも、メンタル的に追い詰めてくるような相手と信頼関係なんて築けるか？　少なくとも俺には無理だね。

   　在原来的世界里也有这样的上司。我刚进公司的时候就被他欺负得死去活来。他经常在同事面前大声斥责我，还经常翻出我以前的失败来否定我的人格。

   　元の世界でも居たんだよなー、そういう上司が。新入社員の
     
      頃
     ころにはネチネチと
     
      虐
     いじめられたもんである。大声で同僚の前で叱責するとか、その度に過去の失敗までほじくり返して人格まで否定してくるとかよくやられたものだ。

   　不过，当我成为公司的网络管理员，受到周围人的尊敬后，他就完全不敢再对我动手动脚了。啊，一想起来就火大。

   　俺が社内のネットワーク管理者になって周りから一目置かれるようになったらすっかりなりを潜めたけどな。あぁ、思い出したら腹が立ってきた。

   　算了，现在这些事情不重要。重要的是米米。

   　まぁ、いい。今はそんなことは重要じゃない。それよりもミミだ。

   　我和米米是生死与共的搭档。虽然我们之间有着船长和船员，替对方支付赔偿金的人和被支付的人，以及单纯的强者和弱者的上下关系，但在战场上我们是彼此依靠的搭档。至少我是这么打算的。

   　俺とミミは命を預け合うパートナーなのだ。船長とクルー、賠償金の肩代わりをした者とされた者、単純なる強者と弱者という上下関係のようなものはあるかもしれないが、それでも戦場では背中を預け合うパートナーになるのだ。少なくとも、俺はそうなろうとしている。

   　为了建立信任关系，我必须尽可能真诚，诚实，充满爱意地对待她。

   　信頼関係を築くという意味でも俺は彼女に可能な限り
     
      真
     しん
     
      摯
     しに、誠実に、愛情を持って対応していかなければならない。

   　说实话，我可能已经完全对她产生了感情，所以无法对她严厉。这也是没办法的事！谁让米米这么可爱呢！虽然我可能只是被米米迷得神魂颠倒了，但还是不要想太多吧。

   　ぶっちゃけ、もう完全に情を抱いてしまっているので厳しくできないだけなのかもしれないけれども。それも仕方ないね！　ミミは可愛いからね！　単に俺がミミに骨抜きにされている疑惑もあるけど、あまり深くは考えないようにしよう。

   　我们走进连接港口区和居住区的电梯，看向宇宙的景色。电梯井由金属框架和透明材料制成，从电梯内可以看见外面的景色。

   　港湾区と居住地を
     
      繫
     つなぐエレベーターに乗り込み、宇宙の景色に目を向ける。エレベーターのシャフトは金属のフレームと透明な素材で作られており、エレベーター内から外の景色を見ることができるのだ。

   「不管看多少次都不会腻啊。」

   「何回見ても飽きないな」

   「希罗大人不是已经看惯了吗？」

   「ヒロ様は見慣れているんじゃないですか？」

   「倒也不是。我也是最近才开始亲眼看到这些的。」

   「そうでもないんだ。自分の目で直接見るようになったのはつい最近のことだからな」

   「这样啊……希罗大人来这个殖民卫星之前是在哪里呢？」

   「そうなんですか……ヒロ様はこのコロニーに来る前はどんなところにいたんですか？」

   「来到这个殖民卫星之前吗……」

   「このコロニーに来る前か……」

   　我回想起在原本世界的生活，然后想起了记忆丧失的设定。好险好险，差点就实话实说了。

   　元の世界での生活に思いを
     
      馳
     はせ、記憶喪失だというカバーストーリーを思い出す。危ない危ない、正直に話してしまうところだった。

   「其实，我记不太清楚了。好像是因为超空间驱动时发生了事故还是什么的，我被甩到了特里梅因星系，但在这之前我到底在哪里，做了些什么，过着怎样的生活，这些记忆都很模糊」

   「実はな、記憶があまり定かじゃないんだ。ハイパードライブ中の事故か何かでこのターメーン星系に飛ばされてきたみたいなんだが、それまでどこで何をやっていたのか、どんな生活をしていたのか、記憶が
     
      曖
     あい
     
      昧
     まいなんだ」

   「哎！？是，是这样吗！？那不是很糟糕吗！」

   「えっ!?　そ、そうなんですか!?　大変じゃないですか！」

   「有那么糟糕吗？我也不怎么困扰，所以没怎么在意」

   「大変なのかなぁ。あまり困ってないから気にしてないんだよな」

   　实际上我并没有丧失记忆，只是用这个设定来糊弄各种事情罢了。

   　実際には記憶喪失ってわけじゃなく、そういうことにして色々
     
      誤
     ご
     
      魔
     ま
     
      化
     かしているだけだしな。

   「我姑且是打算去一趟医疗类的站点，做一次详细的体检」

   「一応、医療系のステーションに行って一度詳細なメディカルチェックを受けようとは思っているよ」

   「这样啊。那等回去之后，我会调查一下最近的医疗技术高超的站点」

   「そうなんですね。じゃあ、帰ったら最寄りの医療系の技術が高いステーションを調べておきます」

   「谢了」

   「ありがとうな」

   　米米居然会关心我的健康，真是温柔啊。要是我倒下了，米米就会流落街头，我得好好注意健康才行。

   　俺の健康を気遣ってくれるなんてミミは優しいな。俺が倒れたりしたらミミは路頭に迷うことになるわけだし、健康には気を遣っていかないといけないな。

   　我好不容易才安抚了担心我健康的米米，然后前往经销商。为了安抚她，我被要求每天都要做一次体检……不过如果这样能让米米安心的话，倒也挺划算的。反正简易医疗舱的体检也花不了多少时间。

   　俺の健康を心配するミミをなんとか
     
      宥
     なだめてディーラーへと向かう。宥めるために毎日のバイタルチェックを義務付けられてしまったが……それでミミが安心するなら安いものであろう。簡易医療ポッドのバイタルチェックにかかる時間はそんなでもないしね。

   　我答应每天做体检之后，米米似乎稍微放心了。但即便如此她还是有些担心，紧紧地抱着我的手臂……哦哦，这柔软的触感真是太棒了。被担心的感觉真不错！

   　俺が毎日のバイタルチェックを約束したことで、ミミは少しだけ安心したようだ。それでも心配なのか、俺にピッタリくっついて腕を抱きしめ……おおう、柔らかい感触が素晴らしい。心配されてみるものだな！

   　经销商就位于米米事先调查好的地方，事先预约好的我们受到了最高级别的待遇，被带到了店铺内部。

   　ディーラーはミミが事前に調べていた通りの場所にあり、事前にアポイントメントを取っていた俺達は下にも置かない最上級の扱いで店舗内を案内された。

   「这就是我们武藏野科技引以为傲的最新高性能烹饪器，铁人·五代。本公司的铁人系列作为长年畅销的高性能烹饪器，一直保持着业界最高的市场份额，而这是两个月前刚刚推出的最新机型」

   「こちらが我がムサシノテックの誇る最新の高性能調理器、テツジン・フィフスです。当社のテツジンシリーズはロングセラーの高性能調理器として業界トップシェアを維持し続けていますが、こちらは二ヶ月前に出たばかりの最新鋭機です」

   「两个月啊。那之前的制品是什么时候推出的？」

   「二ヶ月ねぇ。その前の製品はいつ出たんだ？」

   「是八年前呢。铁人系列的卖点是通过高性能的自动烹饪功能提供最高级的美食，当然，它还拥有在严酷环境下发生故障或事故时，能够反馈并持续改良的高可靠性。铁人·四代在购买后三年内发生的故障率只有惊人的0.004%。无论在什么环境下都能提供美味佳肴的可靠性是最大的卖点。当然，最新型的铁人·五代也继承了这个特性。」

   「八年前ですね。テツジンシリーズの売りは高性能な自動調理機能によって最高級の美食を提供するのは
     
      勿
     もち
     
      論
     ろんのこと、過酷な環境下で発生した故障や事故のフィードバックを受けて改良され続けてきた信頼性の高さなのです。テツジン・フォースの購入後三年間以内に発生した故障率は驚異の０・００４％。どのような環境下でも素敵な食事を提供する信頼性が何よりのセールスポイントです。勿論、最新鋭機のテツジン・フィフスもその特性を引き継いでいます」

   「运行成本和维护的麻烦程度如何？」

   「ランニングコストやメンテナンスの手間はどうなっているんですか？」

   「电力消耗稍微大了一点，但维护方面有应用纳米机器技术的自动维护功能，所以实际上不需要维护。过滤器和内部机构的清洁等，纳米机器会在待机时间内全部自动完成。」

   「電力消費は少々大きめですが、メンテナンスに関してはナノマシン技術を応用した自動メンテナンス機能がありますので、実質的にメンテナンスフリーとなっております。フィルターや内部機構の清掃なども待機時間中に
     
      全
     すべてナノマシンが自動で行います」

   「原来如此，维护轻松是件好事。」

   「なるほど、メンテナンスが楽なのは良いな」

   「是啊。无论性能再怎么高，如果维护要花时间的话就本末倒置了。希罗大人，电力方面没问题吗？」

   「そうですね。どんなに高性能でもメンテナンスに時間を取られては本末転倒ですし。ヒロ様、電力は大丈夫ですか？」

   「那倒是没问题。动力炉的发电量绰绰有余。」

   「それは問題ないな。ジェネレーターの発電量に余裕は十分にあるよ」

   　克里希那搭载的动力炉是军用的最高级品。发电量还绰绰有余。

   　クリシュナに搭載されているジェネレーターは軍用の最高級品だ。まだまだ発電容量には余裕がある。

   「那么，就实际操作一下进行演示吧。首先从市售的一般自动食物料理包中，制作最标准的汉堡吧」

   「では、実際に動かしてデモンストレーションを行いましょう。まずは市販の一般的なフードカートリッジから最も標準的なテンプレートであるハンバーガーを作ってみましょう」

   　店员这么说着，操作铁人·五代，开始制作汉堡。汉堡是据说所有自动烹饪机都能制作的最标准的食品。说到底，自动烹饪机这种东西，就是将藻类等加工而成的干燥物填充的自动食物料理包的内容物加入水和调味料，调整形状和味道，制作出『像样』食品的3D食品打印机。

   　そう言って店員はテツジン・フィフスを操作し、ハンバーガーを作り始めた。ハンバーガーは全ての自動調理器で作ることができると言われている最も標準的な食品だ。そもそも、自動調理器というものは藻などを加工した乾燥物を
     
      充
     じゆう
     
      塡
     てんしたフードカートリッジの内容物に水や調味料などを加え、形や味を調えて『それっぽい』食品を作り出す３Ｄフードプリンターとでも呼ぶべき製品である。

   　就算再怎么高性能，原本都是用同样的自动食物料理包和水，调味料制作的。味道应该不会有那么夸张的差距……。

   　いくら高性能とはいっても、元は同じフードカートリッジと水、調味料から作られるものだ。味にそんなに
     
      大
     おお
     
      袈
     げ
     
      裟
     さな大差などあるはずが……。

   「好吃……为什么啊」

   「うめぇ……なんでや」

   「真好吃呢……」

   「美味しいですね……」

   　我和米米不由得发出赞叹。真的和我船上搭载的自动烹饪机使用的是同样的自动食物料理包吗？好吃到让人不禁怀疑。和这个汉堡相比，至今为止吃过的汉堡都是那种一百日元就能买到的冷冰冰的汉堡。完全无法相提并论。

   　ミミと一緒に思わず
     
      唸
     うなる。本当に俺の船に搭載している自動調理器と同じフードカートリッジを使っているのだろうか？　と、疑いたくなるくらい美味しい。このハンバーガーに比べれば今まで食っていたハンバーガーは百円で買えるハンバーガーの冷めたヤツだ。比べ物にならん。

   「材料的混合方式，加热方式，调味料的混合方式，光是这些就能让口感和味道产生巨大的变化。铁人系列搭载的AI除了模板信息之外，还施加了这种可以说是烹饪秘诀的工夫，才能创造出这种味道」

   「材料の混ぜ方、加熱の仕方、調味料の混ぜ方一つで食感と味というものは大きく変わります。テツジンシリーズに搭載されたＡＩはテンプレートの情報に加えてそういった調理の妙と言える工夫を施し、この味を創り出すことができるのです」

   「原来如此……米米，这个值得买」

   「なるほど……ミミ、これは買いだな」

   「但是，很贵吧？」

   「でも、お高いんでしょう？」

   「通常零售价格是四万八千艾尼，但这次您要同时购买其他设备，所以可以给您优惠三千艾尼，只收您四万五千艾尼！以四万五千艾尼的价格提供给您！而且，这个价格还包含了三年的保修费用！」

   「通常小売価格は四八〇〇〇エネルですが、今回は他の設備も同時に購入をしていただけるということで、なんと三〇〇〇エネルをお値引きして四五〇〇〇エネル！　四五〇〇〇エネルでのご提供です！　しかも、三年間の保証料金も込みのお値段となります！」

   「哇哦！那总之就先预定这个，我们去下一家吧」

   「ワーオ！　んじゃ、とりあえずこれは買う予定ってことで次に行こうか」

   「非常感谢！」

   「ありがとうございます！」

   　商谈自始至终都是这种感觉，最终克里希那上搭载的自动烹饪机到空调设备，以及其他各种与舰内居住性相关的设备全部替换成了武藏野科技的高级品。

   　終始こんな感じで商談は進み、最終的にクリシュナに搭載される自動調理器から空調設備、その他
     
      諸
     もろ
     
      々
     もろ艦内の居住性に関係する設備は全てムサシノテック製の高級品に入れ替えられることとなった。

   　虽然合计金额超过了30万艾尼，但舒适的居住环境与船员的心理健康息息相关。比起恶劣的环境，舒适的环境肯定对心理健康更有好处，所以这次我决定不惜重金，把最高级的设备都买齐。

   　その合計金額は三〇万エネルにも上ることになったが、快適な住環境はクルーのメンタルヘルスに直結することになる。劣悪な環境よりも快適な環境の方が精神衛生上良いに決まっているので、ここは金を惜しまずに最高級のものを揃えることにしたのだ。

   　而且30万艾尼比替米米支付赔偿金和自由移动权要便宜。这点钱根本动摇不了我的钱包。就算替米米赎身，我手头也还有200万艾尼左右的资金。

   　それに三〇万エネルと言えばミミの賠償金の肩代わり＋自由移動権よりも安いのだ。俺のお財布事情はこれくらいで揺らぐものではない。ミミの身請けをしてもまだ二〇〇万エネルほどの資金があるのだから。

   　而且前几天讨伐宙贼的报酬也快到账了。在前几天的讨伐宙贼作战中，我击毁的小型舰有42艘，中型舰有5艘，所以光是军方支付的报酬就有36万艾尼。光是这些钱就足以支付这次的购物费用了。

   　それに、先日の宙賊討伐報酬も入る予定だしな。先日の宙賊討伐作戦中に俺が撃破した宙賊船は小型艦が四二隻に中型艦が五隻だったので、軍から出る報酬だけでも三六万エネルになる。これだけで今回の買い物分を十分に賄えるな。

   　再加上击毁的宙贼船本身附带的赏金，总计有48万艾尼。此外，船上还装载着从宙贼那里抢来的掠夺品。其中也有不少稀有金属，这些的变卖收益应该也相当可观。粗略估计一下，大概能卖到80万艾尼左右。

   　それに加えて撃破した宙賊船そのものについていた賞金額が合計で四八万エネルだった。更に船に積んである宙賊からの略奪品もある。レアメタルもそこそこあったので、これらの売却益もなかなかのものになりそうだ。ざっと見積もったところ八〇万エネルくらいにはなりそうだったな。

   　也就是说，这次讨伐宙贼我一共赚了160万艾尼左右。说实话，赚得太多了，简直让人笑得合不拢嘴。如果只需30万艾尼左右的设备投资就能让衣食住的环境得到大幅度改善，那我觉得这笔钱花得很划算。

   　つまり、今回の宙賊討伐で俺は約一六〇万エネルほど稼いだわけである。正直、
     
      儲
     もうかりすぎて笑いが止まらないレベルだ。三〇万エネルくらいの設備投資で衣食住の環境が劇的に向上するというのなら安いものだと思う。

   　这次我还换了床。我房间的床换成了两个人睡都绰绰有余的大尺寸。理由？别让我说出来啊，太羞耻了。

   　今回はベッドとかも入れ替えたからな。俺の部屋のベッドは二人でも余裕を持って寝られるくらい大きなサイズのものに変更した。理由？　言わせんな恥ずかしい。

   　顺带一提，米米小姐在订购床的时候满脸通红，头上都快冒出热气了。说实话，虽然我也很害羞，但能看到米米的这副模样，我觉得还是有赚头的。

   　ちなみに、ベッドの発注をする時のミミさんはお顔を
     
      真
     まっ
     
      赤
     かにして頭から湯気を噴きそうになっていた。正直、俺も恥ずかしかったがミミのそんな姿を見られたので差し引きはプラスだったと思う。

   　订购结束后，我们直接去了佣兵公会。因为必须确认并领取报酬。

   　発注を終えた俺達はその足で傭兵ギルドへと向かうことにした。報酬額の確認と受領をしないといけないので。

   「哦哦哦，居然带着女人来，这是在故意气我吗？啊！？」

   「おうおうおう女連れで来やがるとは俺への当てつけか？　おォん!?」

   　一到佣兵公会的柜台，我就被一个凶神恶煞的大叔缠上了。

   　傭兵ギルドの受付に行くなり
     
      強
     こわ
     
      面
     もてのおっさんに絡まれた。

   「换人。」

   「チェンジで」

   「换什么人——咕哇——！？」

   「何がチェンジ──グワーッ!?」

   　听到骚动声而现身的佣兵公会的大姐姐，用厚厚的档案夹往柜台大叔的头上砸了下去。纵向的。那一定很痛。接着大姐姐把痛得昏厥的大叔往后一扔，坐到空出来的位子上。

   　騒ぎを聞きつけて現れた傭兵ギルドのお姉さんが分厚いファイルを受付のおっさんの頭に振り下ろした。縦に。あれは痛い。そして
     
      悶
     もん
     
      絶
     ぜつしたおっさんが後ろに放り投げられ、空いた席にお姉さんが座る。

   「好，换人了。您是来领取委托报酬和奖金的吧？」

   「はい、チェンジしました。依頼報酬の受け取りと賞金の受け取りですね？」

   「啊，是的。」

   「あっ、はい」

   　我在心里发誓绝对不要违抗这个人。居然能单手把体格健壮的大叔往后扔，这个人到底是何方神圣？该不会是把身体换成机械了吧？以这个世界的科技水平来说，也有可能是强化了肉体……不管怎样都很可怕。

   　この人には逆らわないようにしようと心に誓った。ガタイの良いおっさんを片手で後ろに放り投げるとかどうなってんだ、この人。
     
      身体
     からだを機械に置き換えたりしてるんじゃないだろうな。この世界のテクノロジーだと生身のまま強化してる可能性もあるか……どっちにしろ怖い。

   　经过大姐姐的确认，委托的讨伐报酬和奖金金额都跟我计算的一样。这样就有大约八十四万艾尼。之所以说大约，是因为悬赏犯的赏金有零头。例如八一二三艾尼之类的。

   　お姉さんに確認してもらったところ、依頼の討伐報酬と賞金額については俺が計算した通りになっていた。これで約八四万エネル。約、というのは実は賞金首に懸かっている賞金には端数があったりするからだ。八一二三エネルとか。

   「我还想委托机体的维护和弹药的调度。」

   「機体のメンテナンスや弾薬の手配も依頼したいんですが」

   「好的，我明白了。您需要补充散弹炮的弹药、干扰箔片、热诱饵弹和护盾单元对吧？」

   「はい、承ります。散弾砲の弾薬と、チャフ、フレア、シールドセルなどの補充ですね？」

   「好的。麻烦您了」

   「いえす。よろしくおねがいします」

   「请交给我吧」

   「お任せください」

   　接待员小姐露出了微笑。像这种船只的维护和弹药的补充，应该也是佣兵公会的中介业务之一吧。

   　受付のお姉さんがにっこりと
     
      微笑
     ほほえむ。こういった船のメンテナンスや弾薬の補充などは仲介をする
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいギルドの儲けに繫がるんだろうな。

   「话说回来，您这次真是大显身手呢」

   「それにしても、今回は大活躍でしたね」

   「是啊。要是再多点有挑战性的对手，就能赚更多了」

   「そうだなぁ。もう少し歯ごたえのある奴が多ければもっと稼げたんだけど」

   　我这话说得还挺认真的。小型舰艇多是好事，但小型舰艇的报酬和赏金都很低。如果对手的水平和实力都高一些，赏金也会提高，但这次战斗的宙贼都是些靠数量取胜的杂鱼，所以赏金也很少。

   　これは割と本気でそう思っている。小型艦艇が多いのは良いんだが、小型艦艇はどうしても報酬も賞金も少ない。質と腕が良ければもう少し賞金額が上がったんだろうけど、今回戦った宙賊はどいつもこいつも数任せの
     
      雑
     ざ
     
      魚
     こばかりだったせいか賞金額が少なかったんだよな。

   　要是中型舰艇再多一点，应该能赚更多。

   　中型艦艇がもう少し多ければもっと稼げたと思うんだが。

   「不管怎么说，这个星系的治安还是算好的。像这次这样由星系军主导讨伐宙贼的情况也挺多的」

   「なんだかんだ言ってもこの星系は治安が良いほうですからね。今回みたいに星系軍主導で宙賊の討伐をすることも結構ありますし」

   「原来如此。那如果想赚赏金，还是去治安差一点的星系比较好吧」

   「なるほどなぁ。賞金を稼ぐならもう少し治安の悪い星系を
     
      狙
     ねらったほうが良いか」

   「那不是很危险吗？」

   「それって危ないんじゃないんですか？」

   「当然危险了。那种星系的宙贼数量多，水平也高。不过，如果实力足够，就能大赚一笔」

   「それは勿論危ないですね。そういう星系は宙賊の数も多くなる上に質も高くなりますし。狩れる腕があればボロ儲けできますけど」

   　接待员小姐回答了米米的疑问。没错，当然很危险。但是，以我现在的战力，在这个星系遇到的宙贼都太弱了。我并不是战斗狂，所以完全没有必要为了寻找更强的敌人而踏上旅途，但即便如此，我还是想多赚点钱。

   　ミミの疑問にお姉さんが答える。そう、勿論危ない。だが、今の俺の戦力だとこの星系で遭遇する宙賊は
     
      歯
     は
     
      応
     ごたえがなさすぎる。別に
     
      戦闘狂
     バトルマニアってわけでもないんだからより強い敵を求めて旅をする必要は一切ないんだが、それにしたってもう少し稼ぎたい。

   「不过，以希罗先生的实力，去更危险的星系说不定能赚到更多钱呢」

   「でも、ヒロさんの腕ならもう少し危険な星系のほうが稼ぎは上がるかもしれませんね」

   「经过这次的讨伐，这个星系应该会暂时保持和平吧」

   「今回の討伐で
     
      暫
     しばらくこの星系は平和だろうしな」

   「公会中介的工作可不止是消灭宙贼哦？还有护卫和运输任务」

   「傭兵ギルドで仲介している仕事は宙賊退治だけじゃありませんよ？　護衛や輸送任務もあるんですけど」

   「我的船不适合运输任务，护卫任务感觉也很麻烦」

   「俺の船は輸送任務向きじゃないし、護衛任務は面倒くさそうだしなぁ」

   「公会方面还是希望您能接一些工作的」

   「ギルドとしてはお仕事を受けてもらいたいんですけどね」

   「我觉得这种工作还是交给那些组成了船团的人比较好」

   「そういうのは複数人で船団を組んでいる奴らに回したほうが良いと思うけどね」

   　船团是由多名佣兵组成的团体，类似于所谓的队伍。只凭一艘船护卫商船是不现实的。如果为了迎击而离开护卫对象，护卫对象就有可能被趁机干掉；但就算一直跟在护卫对象旁边，也有可能被对方从远距离单方面攻击。

   　船団というのは複数人の傭兵で構成された一団のことで、
     
      所
     いわ
     
      謂
     ゆるパーティーのようなものだ。たった一隻で商船の護衛をするというのは土台無理がある。迎撃のために護衛対象から離れたらその隙に護衛対象がやられかねないし、かといって護衛対象に張り付いていたとしても遠距離から一方的に
     
      叩
     たたかれかねない。

   　如果护卫对象不止一艘船，就可以让同伴去护卫，我则去迎击敌人，但单枪匹马的话就没办法这么做了，很有可能会陷入被动挨打的局面。因此，我完全不打算接护卫任务。

   　せめて護衛が複数いれば仲間に護衛を任せて俺が迎撃に行くという手も使えるだろうけれど、ソロではそれもままならないだろうから完全にジリ貧になってしまう可能性が高いのだ。よって、護衛の任務を受ける気には到底なれないというわけである。

   「您不打算加入船团吗？以希罗先生的实力，应该有很多人邀请您吧？」

   「船団は組まないんですか？　ヒロさんなら引く手
     
      数
     あま
     
      多
     たなのでは？」

   「啊，我目前没有这个打算。我们有我们自己的目标」

   「あー、今のところはそういうつもりはないかな。俺達には俺達のやりたいことがあるし」

   　我看了米米一眼，她脸微微泛红，对我回以微笑。我们想做的事和该做的事堆积如山。不仅要前往医疗类的太空站，还要赚够钱买带院子的独栋房子。

   　ミミに視線を向けると、彼女は顔を少し赤くして微笑みを返してきた。やりたいこと、やるべきことは山積みなんだよな、実際。医療系のステーションにも行かなきゃならないし、庭付き一戸建てのために金も稼がなきゃならない。

   「……原来如此」

   「……なるほど」

   　接待员小姐看着我们，意味深长地笑了笑，点了点头。感觉她好像误会了什么。

   　俺達の様子を見た受付のお姉さんが意味ありげな笑みを浮かべ、
     
      頷
     うなずく。なにか盛大な誤解をされた気がする。

   「希罗先生今后应该也会继续赚钱，而且外表也不让人觉得烦闷。虽然有点靠不住或者说有点危险，但这也是一种魅力。两位接下来要去度蜜月吗？祝你们幸福」

   「ヒロさんはこれからも稼ぎそうですし、見た目も暑苦しすぎません。ちょっと頼りないと言うか危なっかしそうなところがありますが、それも魅力かもしれませんね。これからハネムーンですか？　お幸せに」

   「诶，诶嘿嘿……谢谢」

   「え、えへへ……ありがとうございます」

   　听到接待员小姐的话，米米脸上浮现出心荡神驰的笑容。哎？　你不否认吗？　我们是去度蜜月吗？　哎？　哎？

   　お姉さんの言葉にミミがニヨニヨと
     
      蕩
     とろけそうな笑みを浮かべる。え？　否定しないの？　ハネムーンってことでいいの？　えっ？　えっ？

   「我们不是去度蜜月……」

   「ハネムーンとかそういうのじゃ……」

   「不是吗？」

   「違うんですか？」

   「不是吗……？」

   「違うんですか……？」

   　接待员小姐一脸惊讶，而米米则是一脸快要哭出来的表情看向我。

   　受付のお姉さんがきょとんとした顔で、そしてミミが泣きそうな顔で俺に視線を向けてくる。

   「哎，怎么说呢？可能有点像吧？」

   「いや、どうかなー？　似たようなものかもしれないなー？」

   　听到我的话，米米快要哭出来的表情又变回了笑容。接待员小姐饶有兴致地观察着我和米米的样子。

   　俺の言葉に泣きそうになっていたミミの表情が笑顔に戻る。そんな俺とミミの様子を受付のお姉さんは興味深げに観察していた。

   「虽然现在问有点晚了，不过你们两位究竟是什么关系……？」

   「今更ですけれど、お二人は一体どういう……？」

   「关系……好难回答啊。算是船长和船员，监护人和被监护人吧？」

   「どういう……難しいな。キャプテンとクルー、保護者と被保護者かな？」

   「是啊……还有，希罗大人是我的救命恩人，是我的……主人吧？」

   「そうですね……あと、ヒロ様は私の命の恩人で、私の……ご主人様でしょうか？」

   「希罗先生？」

   「ヒロさん？」

   　接待员小姐向我投来怀疑的目光。糟糕，要是回答得不好，说不定会被她用那双大手掐死。得慎重选择措辞才行。

   　お姉さんが
     
      胡
     う
     
      乱
     ろんげな視線を向けてくる。マズい、返答次第ではあの腕力でキュッとされてしまうかもしれん。慎重に言葉を選ばなければ。

   「她在第三区被一群小混混袭击，差点被他们施暴，我救了她之后发现她无处可去，就让她当了我的船员」

   「第三区画でチンピラどもに襲われて乱暴されそうになっていたところを助けて、行く当てがないということだったからクルーにしたって感じです」

   　我下意识地用敬语说明了事情的经过。谁都不想死，我也不想死。

   　思わず敬語で経緯を説明する。
     
      誰
     だれだって死にたくはない。俺だって死にたくはない。

   「我因为从死去的爸爸妈妈那里继承的赔偿金，从第二区被贬到了这里。希罗大人为了无处可去的我，不仅付了赔偿金，还付了税金和自由移动权，一共花了50万艾尼……所以我决定把我的人生献给希罗大人」

   「私、死んだパパとママから引き継いだ賠償金が理由で第二区画から落ちてきたんです。ヒロ様は行く当てのない私のためにその賠償金だけでなく税金と自由移動権まで含めて五〇万エネルもの大金を払って……だから、私はヒロ様に人生を
     
      捧
     ささげるって決めたんです」

   　米米接在我后面，用蕴含着非同寻常决心的表情极力主张道。听到这些话的大姐姐闭上眼睛，深深地点了点头。

   　俺に続けてミミが並々ならぬ決意を秘めた表情で力説する。それを聞いたお姉さんは目を
     
      瞑
     つぶり、深く頷いた。

   「安全过关」

   「セーフですね」

   「好耶！」

   「っしゃ！」

   　被允许了！我不由得摆了个小小的胜利姿势。生命危机解除了……！

   　許された！　思わず小さくガッツポーズをしてしまう。命の危機は去った……！

   「失去一切的少女被无赖佣兵从绝境中拯救出来，然后坠入爱河，是吗？简直就像娱乐小说或者全像小说一样」

   「
     
      全
     すべてを失った少女が無頼の傭兵に窮地を救われて始まる恋物語、ですか。まるで娯楽小説かホロ作品みたいな話ですね」

   「我觉得没那么美好吧」

   「そんなに良い話じゃないと思うけどなー」

   　从现实问题来看，米米已经把贞操献给了我。幸运的是，米米并不讨厌我，不如说她还很积极地接受我。如果不是这样的话，我就是个用金钱玩弄纯真少女的混蛋。

   　現実問題としてミミは俺に貞操を捧げることになっているわけだし。幸いなのはミミが俺のことを嫌っていないというか、
     
      寧
     むしろ積極的に
     
      受
     うけ
     
      容
     いれてくれている点だなぁ。そうじゃなかったら俺は金に物を言わせていたいけな少女を好きにしている鬼畜野郎である。

   「没有那回事。能遇到希罗大人，我很幸福。希罗大人很温柔，也会听我的任性要求」

   「そんなことありません。ヒロ様に出会えて、私は幸せです。ヒロ様は優しいですし、わがままだって聞いてくれます」

   「我有听你任性要求过吗？」

   「わがままなんて聞いたっけ？」

   「您不是花了30万艾尼帮我更新了船内的设备吗？」

   「三〇万エネルもかけて船内設備の更新をしてくれたじゃないですか」

   「那对我来说也有好处，不能说是米米的任性要求吧」

   「それは俺にも益のあることだし、ミミの一方的なわがままとは言えないと思うなぁ」

   　看着我们交谈的接待员大姐姐用手托着脸颊微笑着。

   　そんな俺達のやり取りを眺めていた受付のお姉さんが
     
      頰
     ほおに手を当てて微笑む。

   「关系真好啊。我也辞掉公会的工作，去当希罗先生的船员吧」

   「仲が良くていいですねぇ。私もギルドの受付をやめてヒロさんの船のクルーになっちゃいましょうか」

   「不，不行……」

   「だ、だめです……」

   　可能是对大姐姐的话产生了危机感，米米紧紧地抱住了我的手臂。当然，柔软的触感也紧紧地包裹住了我的手臂。太幸福了。

   　お姉さんの言葉に危機感を覚えたのか、ミミが俺の腕にヒシっと抱きついてくる。当然柔らかい感触がムニュっと俺の腕を包み込む。なんという幸せ。

   　在远处看着我和米米的中年大叔咬着手帕，一副流着血泪的表情。不仅如此，单身的佣兵们也发出了巨大的咂舌声。哼哼哼，羡慕吧？但是米米不会交给任何人的。

   　俺とミミのそんな様子を遠くで見ているおっさんが血の涙を流しそうな顔をしながらハンカチを
     
      嚙
     かんでいる。それだけでなく独り者らしい傭兵達が盛大に舌打ちをしやがった。ふふふ、
     
      羨
     うらやましかろう？　だがミミは誰にもやらん。

   「那真是遗憾」

   「それは残念」

   「哈哈哈，那我们就先走了……啊，对了」

   「ははは、じゃあ俺達はこの辺で……あ、そうだ」

   　我正要起身离开的时候，突然想起了一件要问的事情。

   　席を立って立ち去ろうとしたところで聞くべきことがあったのを思い出した。

   「那个，你知道艾尔玛现在怎么样了吗？米米要成为我船上的船员时，是她帮我处理了相关的手续，所以我想知道她的情况。她好像在之前的作战中把船弄坏了，所以我有点担心」

   「あの、エルマってどうなったか知ってますか？　ミミを俺の船のクルーにする時に手続きとかで面倒を見てもらった相手で、先日の作戦で船を大破させてたみたいだったから心配なんですけど」

   「啊，啊……艾尔玛小姐她啊」

   「あ、あー……エルマさんはですねぇ」

   　大姐姐露出了一副非常尴尬的为难笑容。

   　お姉さんはいかにも気まずげな感じで困ったような笑みを浮かべる。

   「难道是受了重伤……？」

   「もしかして大
     
      怪
     け
     
      我
     がでも……？」

   「不，她没有受伤……那个，星系军向她发出了罚金，或者说是请求……」

   「いえ、怪我は大丈夫なんですが……その、星系軍からの罰金というか、請求がちょっと……」

   　我顿时就明白了。恐怕是收到了一笔金额相当大的请求吧。

   　それで全てを察した。恐らく、かなりヤバい金額の請求が来たのだろう。

   「……她还能东山再起吗？」

   「……再起は？」

   「……有点，不，应该相当困难吧」

   「……ちょっと、いやかなり厳しいかなぁと」

   「Oh……」

   「Ｏｈ……」

   「……？」

   「……？」

   　米米看着我和大姐姐的对话，歪了歪头。嗯，这也不是什么需要说明的事情……不，好像也不尽然。

   　俺とお姉さんとのやり取りを見てミミが首を
     
      傾
     かしげている。うーん、まぁ説明するほどのことでも……いや、どうかなぁ。

   「该说是不出所料吗，她好像因为自己的船和星系军的船的修理费用而陷入了危机」

   「案の定というかなんというか、自分の船と星系軍の船の修理費用でピンチみたいだな」

   「那真是糟糕——！了，但是……」

   「それは大変──！　です、けど……」

   　慌张地大声说道的米米，语尾就像泄了气的气球一样失去了气势，逐渐萎靡。

   　慌てたように大声を出したミミの語尾が空気の抜けた風船のように勢いを失って
     
      萎
     しぼんでいく。

   「啊，嗯，确实很难啊」

   「あー、まぁ、難しいなぁ」

   　虽然我个人也不是没有想帮她一把的想法，但又觉得这不是她拜托我的事情，我却多管闲事也不太好，而且艾尔玛也是前几天才刚认识的，应该不会来拜托只是稍微照顾过她的我……嗯，应该不会吧。不过要是她被逼到走投无路的话，就不好说了。

   　個人的にはどうにかしてやりたい気持ちが無くはないんだけれども、頼まれたわけでもないのにお節介を焼くのはいかがなものかと思うし、エルマだってつい先日出会ったばかりで、しかもちょっと面倒を見てやっただけの俺に頼るようなことは……まぁ、しそうにないなぁ。よほど追い詰められればわからんけど。

   「艾尔玛现在在哪里？」

   「エルマはどこに？」

   「她好像在为了至少能支付星系军的费用而四处奔走」

   「とりあえず星系軍への支払いだけでもどうにかしようと奔走しているみたいですね」

   「要是不付的话就会变成这样吧？」

   「そっちを払わなかったらこれだよな？」

   「是的」

   「それですね」

   　我做出用手铐铐住自己手腕的动作，大姐姐毫不犹豫地点了点头。我想也是。虽然不知道之后会怎么样……但肯定不会有什么好下场。毕竟这个星系里也有收容罪犯，让他们从事严酷采矿作业的监狱站。

   　自分の手首に手錠をかけるようなジェスチャーをしてみせると、お姉さんは迷うことなく頷いた。ですよね。その後どうなるのかはわかったものじゃないが……まぁ
     
      碌
     ろくな目には遭うまい。この星系には犯罪者を収監して過酷な採掘作業に従事させている監獄ステーションもあるわけだし。

   「会被送去监狱站吧」

   「監獄ステーション送りですかね」

   「是啊……不过，那里男性罪犯的比例压倒性地高，女性罪犯的话……好像会很辛苦」

   「そう、ですね……ただ、あそこは男性犯罪者の比率が圧倒的で、女性犯罪者はその……大変みたいです」

   「哦哦，真是……」

   「おお、もう……」

   　不难想象被扔进大量男性罪犯中的女性罪犯会受到怎样的对待。虽然我有点想帮艾尔玛一把……唔。

   　大量の男性犯罪者の中に放り込まれた女性犯罪者がどんな扱いを受けるのかなんてことは想像に難くない。エルマがそういう目に遭うのはちょっとどうにかしてやりたいが……ううむ。

   「……姑且还是请你转告艾尔玛，要是真的走投无路了可以来找我吗？」

   「……一応、エルマにどうしても困ったら声をかけるように伝えてもらえますか？」

   「……可以吗？」

   「……良いんですか？」

   「这也算是缘分吧。虽然不知道会变成怎样」

   「これも縁ってやつでしょう。どうなるかわかりませんが」

   　就算她来找我商量，我也有可能无能为力。我能做的也就只是出点钱而已。不过她应该会用身体来偿还吧。不，我不是指性方面的意思，而是指作为船员的方面哦？艾尔玛应该很适合当米米的教育者吧。

   　相談されても俺にはどうしようもない可能性だってある。俺にできることなんて多少の金を出すくらいのことだし。その分は
     
      身体
     からだで返してもらうことになるだろうけど。いや、性的な意味じゃなくてクルー的な意味でね？　エルマならミミの教育役としてはうってつけだろう。

   　根据工作表现分配报酬的百分之多少，然后让她用这些钱来还债就行了。

   　働きに応じて報酬の何％かを分配して、そこから借金を返してもらえば良いだろうし。

   「说起来，给船员的报酬行情大概是多少呢？」

   「そういえば、クルーに対する報酬の相場ってどれくらいなんですかね？」

   「这取决于你对船投资了多少，以及你在那艘船上担任什么角色」

   「船にどれだけ出資してるか、その船でどんな役割を担っているかで決められることが多いですね」

   「作为参考，米米的情况是？」

   「参考までに、ミミの場合は？」

   「米米小姐吗……呃，船是希罗先生的对吧，100％」

   「ミミさんですか……ええと、船はヒロさんのものですよね、１００％」

   「是啊」

   「ですね」

   「这样的话，就要根据船员的技能来决定了……米米小姐和希罗先生是什么关系？」

   「そうなると、乗員のスキルに応じてとなりますけど……ミミさんはその、ヒロさんと関係を？」

   「呃，啊，这个嘛」

   「えー、あー、まぁ」

   「那就得算进去了。出资率0％，相当于外行人的见习船员兼船长的情人，行情大概是0.1％到0.5％吧」

   「それは査定に入りますね。出資率０％、
     
      素
     しろ
     
      人
     うと同然のクルー見習い兼キャプテンの愛人となりますと、相場では０・１％から０・５％くらいでしょうか」

   「0.5％……不，也不算便宜吧？」

   「０・５％……安、くもない、のか？」

   　听到行情后我歪了歪头。这次的报酬和奖金加起来是八十四万艾尼。米米的报酬是0.5％的话，就是四千二百艾尼。如果一艾尼相当于一百日元的话，米米在这次出击中得到的报酬换算成日元就是四十二万日元。作为赌上性命和贞操的代价来说好像有点便宜……不过，考虑到衣食住全由我提供，好像也不算便宜？

   　相場を聞いて首を傾げる。今回の報酬及び賞金額の合計が八四万エネル。ミミの報酬額を０・５％とすると四二〇〇エネルになる。一エネル一〇〇円くらいの価値だと考えれば、今回の出撃でミミが手にする報酬は円換算すると四二万円くらい。命と貞操を懸けた対価としては安いような……まぁ、衣食住は全て俺持ちと考えるとそうでもないのか？

   「很便宜哦。如果作为操作员的技能提高的话，待遇会稍微好一点，但现在几乎就是个情人而已。不过，希罗先生的话，收入还是挺高的……用这次的报酬来计算的话，是四千二百艾尼吗。比我的一个月的工资还高呢……？」

   「安いですよ。オペレーターとしてのスキルが上がればもう少し良くなりますけど、今は
     
      殆
     ほとんどただの愛人ですからね。ただ、ヒロさんの場合は稼いでますから……今回の報酬で計算すると四二〇〇エネルですか。私の一ヶ月分の給料より高いですね……？」

   　接待员小姐好像真的开始考虑要不要成为我的船员，表情变得认真起来。饶了我吧。就算再怎么漂亮，能单手把壮汉扔出去的人还是太可怕了，我受不了。

   　本気で俺の船のクルーになることを検討し始めたのか、受付のお姉さんが真剣な表情になる。勘弁してください。いくら美人でも片手で大男を投げられる人は怖くて無理です。

   「四，四千二百！？我不能收这么多钱啦！？」

   「よ、よんっ!?　そんなに
     
      貰
     もらえませんよ!?」

   「不，这是你应得的报酬。你就收下吧」

   「いや、正当な報酬だし。ちゃんと受け取るように」

   「哎哎哎……」

   「えぇぇ……」

   　米米因为突然得到一大笔钱而颤抖不已，但对我来说这不过是小钱……光是修理费和补给费就能轻易花掉这个金额。而且，考虑到停泊费和伙食费的话，四千二百艾尼只能让我滞留二十天左右。真的是小钱。

   　降って
     
      湧
     わいた大金にミミが震えるが、俺にしてみたら
     
      端
     はした
     
      金
     がねなんだよな……船の修理費や補給の費用だけで簡単に吹っ飛ぶ程度の金額だ。そもそも、船の停泊費用とか食費とか考えると約四〇〇〇エネルでは二十日くらいしか滞在できない。本当に端金だ。

   「米米，钱这种东西是多多益善的。如果你觉得收太多了，就存起来吧」

   「ミミ、金はいくらあっても困るものじゃない。受け取り過ぎだと思うなら、その分は貯蓄しておけばいい」

   「是……这样吗」

   「そう……ですかね」

   　米米似乎还是无法接受，但还是收下了工资。毕竟只提供衣食住而不给工资的话也太可怜了。而且她不仅照顾我的生活起居，连性命都和我绑在了一起。其实我觉得不止0.5％，5％，10％都行……不过既然有行情的话，还是遵从比较好。而且看米米的样子，给她太多钱的话她也会很困扰。

   　ミミはまだ納得できていないようだが、ちゃんと給料を受け取ってくれた。衣食住の面倒だけ見て無給ってのはあんまりだからな。私生活の面倒を見てもらっている上に命に関しても
     
      一
     いち
     
      蓮
     れん
     
      托
     たく
     
      生
     しようなわけだし。本当は０・５％と言わず５％、10％くらいでも良いと思うんだけどな……相場ってものがあるなら一応はそれに従っておこう。ミミの様子を見る限り、あまり高額を渡しても困らせてしまいそうだし。

   　不过，我也可以另外为米米存一笔钱。之后再考虑吧。

   　まぁ、何なら俺が別枠でミミ用の貯蓄を積み立てておいてもいいな。検討しておくことにしよう。

   　把工资交给米米后，我从姐姐那里拿到了船员的合理报酬比率表，然后和米米一起离开了佣兵公会。今天没有其他安排，所以我和米米一起在第三区的商店里闲逛，结束了这一天。

   　給料をミミに渡し終えた俺はクルーの適正報酬比率の表をお姉さんにもらってからミミと一緒に
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいギルドを後にした。今日はこれ以上の予定はないので、ミミと第三区画のお店をブラブラと見て回り、一日を終えた。

   　从明天开始，我要花几天时间更换船内设备，维护船只，以及进行弹药等补给工作。加油吧。

   　明日からは数日かけて船内設備の入れ替えと船のメンテナンス、弾薬等の補給作業だ。頑張っていこう。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「嗯嗯……」

   「んんー……」

   　我全身感受着恰到好处的弹性，醒了过来。换新的床睡起来真是太棒了。

   　程よい弾力性を全身で感じながら目を覚ます。入れ替えた新しいベッドの
     
      寝
     ね
     
      心
     ごこ
     
      地
     ちは最高だ。

   「嗯唔……」

   「んにゅふ……」

   　在我身旁睡得香甜的米米也露出了幸福的睡脸。昨天我也好好享受了一番，嗯。我确实正在逐渐沉溺于米米的存在。毫无疑问。因为她既可爱又坚强，还会直接向我表达好感。我觉得如果这样还不堕落的话，就不是男人了。

   　俺の隣でスヤスヤと寝ているミミも幸せそうな寝顔をしている。
     
      昨日
     きのうも堪能させていただきました、はい。確実にミミという存在に
     
      溺
     おぼれつつあるね、俺は。間違いない。だって
     
      可愛
     かわいいし
     
      健
     けな
     
      気
     げだしストレートに好意をぶつけてきてくれるし。これで
     
      堕
     おちなきゃ男じゃないと思うね。

   　我小心翼翼地从床上爬起来，以免吵醒米米，然后回收了脱下来乱扔的衣服和内衣裤，放进洗衣房的最新型洗衣机里，按下开关。这台洗衣机不需要洗衣粉就能分解所有污垢，完美地洗净衣物，而且不会损伤布料，还能烘干。而且五分钟就能烘干，还会散发出好闻的香味。科学的力量真厉害。

   　ミミを起こさないようにそっとベッドを抜け出して脱ぎ散らかした服やら下着やらを回収し、ランドリーにある最新型洗濯機に入れてスイッチオン。洗剤いらずであらゆる汚れを分解し、生地を傷めずに
     
      完
     かん
     
      璧
     ぺきに洗い上げ、乾燥までしてくれる優れものだ。しかも五分で乾燥まで終わる上にいい
     
      匂
     においまでする。科学の力ってすげー。

   　我全裸着移动到浴室，然后躺在浴缸里打开开关。温度适中的热水很快就注满了浴缸，舒适的水流冲洗着我的全身。洗完后热水会自动更换，然后开始全身按摩。啊，太舒服了。这个浴缸会让人变得懒惰。

   　全裸のままシャワールーム改めバスルームに移動し、湯船に身を横たえてスイッチオン。程よい温度のお湯がすぐに湯船に満ちて心地よい水流が俺の全身を洗い上げる。洗い終わったら湯が入れ替わり、今度は全身のマッサージが始まる。あー、極楽。これはヒトを駄目にする湯船だわ。

   　洗完澡后，我走出浴缸，浴室里吹起了带有细小粒子的暖风，将我的全身吹干。这暖风很神奇，不仅不会吸入粒子让人咳嗽，还给人一种全身被柔软的毛巾擦拭过的爽快感。我完全不知道它是怎么做到的。

   　入浴を終えて湯船から出るとバスルームに細かい粒子を帯びた温風が吹き、全身を乾燥させる。これが不思議で粒子を吸って
     
      咳
     せき込むこともない上に、まるで全身を柔らかいタオルで
     
      拭
     ふいたかのような
     
      爽
     そう
     
      快
     かい
     
      感
     かんを与えてくれるんだ。ここまでくると仕組みが全然わからん。

   　我从洗衣机里拿出烘干的衣服和内衣裤，穿上自己的衣服后回到房间。米米还在睡觉，我摸了摸她的头和脸颊，把她叫醒。

   　洗濯機から乾燥の終わった服と下着を取り出し、自分の分を着てから部屋に戻る。ミミはまだ寝ていたので、頭や
     
      頰
     ほおを
     
      撫
     なでて起こしてやる。

   「嗯唔……希罗大人？」

   「んゅう……ヒロ様？」

   「早安，米米。」

   「おはよう、ミミ」

   「嗯……」

   「んー……」

   　她睡眼惺忪地向我伸出了双手，我把脸埋在她的胸前，紧紧地抱住了她。米米也抱住了我，一边用脸颊蹭着我的头，一边「诶嘿嘿」地笑着。不久后，她似乎清醒了过来，松开了抱着我的手臂，我也放开了她。

   　寝ぼけて両手を伸ばしてきたので、その胸の中に顔を
     
      埋
     うずめつつミミを抱きしめてやる。ミミもまた俺を抱きしめ、俺の頭に頰ずりをしながら「えへへ」とか言って笑っているようだ。やがて目が覚めてきたのか、俺を抱きしめていたミミの腕が
     
      解
     ほどかれたので、俺もミミから身体を離した。

   「早，早上好。」

   「お、おはようございましゅ」

   「早安，米米。」

   「おはよう、ミミ」

   　今天第二次的问候后，我亲了亲米米红彤彤的额头。

   　今日二度目の
     
      挨
     あい
     
      拶
     さつを交わし、顔を赤くしているミミの額にキスをしてやる。

   「床铺我来整理，你先去洗澡吧。衣服我已经洗好放在那里了」

   「ベッドは俺が整えておくから、
     
      風
     ふ
     
      呂
     ろに入っておいで。服は洗濯してそこにおいてあるよ」

   「好，好的……」

   「ふ、ふぁい……」

   　米米红着脸用床单裹住身体，拿着衣服离开了房间。目送她的背影离去后，我按下了床边的按钮。

   　
     
      真
     まっ
     
      赤
     かな顔をしたままシーツを身体に巻きつけ、服を持ってミミが退室していく。その後ろ姿を見送ってから、俺はベッドについているボタンを押した。ぽちっとな。

   「哦——」

   「おー」

   　昨晚的床铺被弄得一片狼藉，现在却在转眼间变得干净整洁。这张床是用特殊的有机材料制成的，只要按下一个按钮，床的有机材料就会活性化，全自动地完成床的清扫工作，包括事后清理。换句话说，这是一张活的床。

   　昨夜の行為でなかなかな惨状になっていたベッドがみるみるうちに
     
      綺
     き
     
      麗
     れいになっていく。このベッドは特殊な有機素材でできていて、ボタン一つでベッドの有機素材が活性化し、情事の後始末を含めたベッドの清掃を全自動で行なってくれるという逸品だ。つまり、これは生きているベッドなのである。

   「嗯，真舒服」

   「うーん、快適」

   　除此之外，还有让我全裸走动也不会感到不快，甚至能除臭，将有毒气体无害化的空调设备，一个按钮就能发挥完全隔音性能的墙壁，附带温水洗净功能的马桶（不知为何只有这个和原来的世界几乎没什么变化）等等，各种浪费高科技——不，可以说是有效利用到极致的船内设备，都安装在我的爱机克里希那上。

   　これ以外にも素っ裸で歩き回っても不快感を感じない上に消臭どころか有毒ガスなどの無害化までしてくれる空調設備、スイッチひとつで完全防音性能を発揮する壁、温水洗浄便座付きトイレ（
     
      何
     な
     
      故
     ぜかこれだけは元の世界のものと殆ど変わらなかった）など、進んだ科学力の無駄遣い──いや、この上ない有効活用と言える船内設備の数々が俺の愛機であるクリシュナに取り付けられた。

   　据经销商所说，「居住性方面堪比帝国最顶级的豪华客船」。高性能自动烹饪器铁人·五代的状态也很好，我和米米每餐都大快朵颐铁人厨师创造的美味饭菜。住起来舒服到甚至让我觉得住在这里作为终老之地也不错。

   　ディーラー
     
      曰
     いわく『居住性に関して言えば帝国最高峰の豪華客船並み』であるということだ。高性能自動調理器であるテツジン・フィフスの調子も良好で、俺とミミは毎食テツジンシェフの創り出す
     
      美
     お
     
      味
     いしい食事に舌鼓を打っている。もうここが
     
      終
     ついの
     
      棲
     すみ
     
      家
     かでもいいんじゃないかと思ってしまうくらい住み心地が良くなってしまったな。

   　不，不行。我还想尽情喝碳酸饮料。我不能放弃在行星居住地拥有带院子的独栋房子。

   　いや、ダメだ。俺は思う存分炭酸飲料が飲みたいんだ。惑星上居住地の庭付き一戸建ては
     
      諦
     あきらめるわけにはいかない。

   　我重新下定决心，命令铁人·五代制作「交给你了早餐」。该说不愧是高性能机器吗，铁人·五代从丰富的料理模板中读取使用者当时微妙的精神状态和身体状况，组合出最适合的菜单进行烹饪。

   　そう決意を新たにしながらテツジン・フィフスに『お任せ朝食』の作成を命じておく。
     
      流石
     さすが高性能機とでも言うべきか、テツジン・フィフスは豊富な料理テンプレートからその時の使用者の微妙な精神状態やコンディションなどを読み取り、最適なメニューを組み合わせて調理してくれるのだ。

   　虽然它到底是怎么监控我的状态是个谜，但目前为止一次都没有出错。

   　一体どうやって俺の状態をモニタリングしているのかは謎だが、今の所ハズレが出たことは一度もない。

   　我擦着餐桌准备饮料，洗完澡的米米来到餐厅。她穿着黑色紧身裤和稍大的T恤，打扮相当随意。

   　ダイニングのテーブルを拭いたり飲み物を用意したりしていると、風呂から上がったミミがダイニングにやってきた。黒いスパッツに少し大きめのＴシャツのみとかなりラフな格好である。

   「之后要训练吗？」

   「この後はトレーニングか？」

   「嗯，因为要锻炼身体，增强体力才行」

   「はい、身体を鍛えて体力もつけないとですから」

   「嗯，这是好事。我吃完饭也去锻炼一下吧」

   「うん、良いことだな。俺も飯食ったらトレーニングするかな」

   「那我们一起加油吧！」

   「じゃあ二人でがんばりましょう！」

   　我们一边聊着天一边吃着早餐。今天的菜单是早上就吃鳗鱼饭和山药泥……？一大早就让我精力充沛是想干什么啊，这个铁人。不，最近我都在努力，所以这是考虑到这一点的菜单吗……？铁人到底是怎么监控我的身体状况的啊。

   　そんな会話をしながら二人で朝食を
     
      摂
     とる。今日のメニューは朝からうな丼っぽいものととろろ芋っぽいもの……だと？　朝から精をつけさせてどうするつもりなんですかねぇ、このテツジンは。いや、ここのところ励んでいるからそれを勘案してのメニューか……？　本当にどうやって俺のコンディションをモニタリングしているんだ、テツジン。

   「身体状况还好吗？」

   「体調とかは崩していないか？」

   「嗯，没问题。我每天都会和希罗大人一起检查身体状况。不如说，自从在这艘船上生活以来，我的身体状况反而变好了。不仅饭菜好吃，运动也做得很充分。而且，药好像也很适合我的身体……我以前身体状况挺差的」

   「はい、大丈夫です。ヒロ様と一緒に毎日バイタルチェックもしていますから。寧ろ、この船で生活するようになってから調子が良いくらいです。ご飯は美味しいですし、運動もきっちりできていますから。それに、おくすりが身体に合ってるみたいで……私、結構重い方だったので」

   　米米一开始笑着回答，最后脸有点红。

   　最初は笑顔で、最後は少し顔を赤くしてミミが俺の質問に答える。

   「那就好。不要太过拼命，搞坏身体了」

   「それならいいんだ。あまり根を詰めすぎて体調を崩したりしないようにな」

   「嗯。话说回来，今天的计划是什么？」

   「はい。ところで、今日の予定はどうしますか？」

   「我想想。做完训练和体检之后，就去采购食材吧？现在用的自动食物料理包也快用完了，为了庆祝船内的设备焕然一新，稍微奢侈一点也挺好的」

   「そうだなぁ。トレーニングとバイタルチェックを済ませたら食料の買い出しかな？　そろそろ今使ってるフードカートリッジも尽きそうだし、船内の設備を一新したお祝いに少し
     
      贅
     ぜい
     
      沢
     たくをしてみるのも良いんじゃないかと」

   「好主意，那下午就去购物吧」

   「いいですね、じゃあ午後はお買い物ですね」

   　可能是很高兴能去购物吧，米米笑嘻嘻的，看起来心情很好。毕竟一起生活了将近两周，她也放松下来，不再那么紧张，开始露出自然的表情了。

   　買い物に行けるのが
     
      嬉
     うれしいのか、ミミはニコニコと機嫌が良さそうに笑みを浮かべる。流石に一緒に過ごして二週間近くも
     
      経
     たって、良い意味で緊張が抜けて自然な表情を見せてくれるようになってきたな。

   　一开始的时候，她还拼命地表现自己，生怕被我抛弃。现在她终于能稍微安心一点了吧。毕竟我们每晚都那么亲密。

   　最初の
     
      頃
     ころは俺に捨てられまいと必死さが
     
      滲
     にじみ
     
      出
     でていたもんな。やっと少し安心できたということなんだろう。まぁ、これだけ毎晩仲良くしていればそうもなるか。

   　吃完早餐后，我们两人一起前往健身房，按照AI教练的指导各自进行训练。虽然我和米米的训练内容不同，但目标都是锻炼躯干。锻炼躯干是为了在战斗机动时承受强烈的G力。

   　朝食を摂り終えた俺達は二人で一緒にトレーニングルームへと向かい、ＡＩトレーナーのコーチングに従ってそれぞれトレーニングをこなす。俺とミミとではトレーニングの内容が違うが、目指すところは同じく体幹を鍛えることだ。体幹を鍛えることによって戦闘機動時の強烈なＧに耐えられるようにするのが
     
      狙
     ねらいであるらしい。

   　不仅如此，为了锻炼持久力，我们还用跑步机进行跑步训练。虽然训练方法很原始，但多亏了每次训练前服用的纳米机器药丸，训练效率比普通运动要高几倍甚至几十倍。说实话，我没什么实感。

   　それだけでなく、持久力を鍛えるためにランニングマシーンでランニングも行う。トレーニング方法は原始的だが、実際にはトレーニング前に毎回摂取するナノマシン入りの錠剤のおかげでトレーニング効率は普通に
     
      身体
     からだを動かすのに比べて数倍から数十倍も高いらしい。正直言って実感はあまりない。

   　训练结束后，我们两人一起去浴室，互相帮对方洗澡，亲热一番。因为有这种奖励，所以每天的训练也不觉得辛苦。真的很开心。

   　トレーニングを終えたら二人でバスルームに行き、お互いの身体を洗いっこしあってイチャつく。こういうご褒美があるから毎日のトレーニングもあまり
     
      辛
     つらく感じない。実に楽しゅうございます。

   「好，走吧」

   「よし、行くぞ」

   「好的」

   「はいっ」

   　米米像往常一样握紧双拳，鼓足干劲。今天米米的打扮是腰间挂着小型激光枪的佣兵风格。我当然也是一如既往的佣兵风格。

   　いつものようにミミが両
     
      拳
     こぶしを握り締め、むんっと気合いを入れている。今日のミミの格好は小型レーザーガンも腰に下げての完全な傭兵スタイルだ。俺も当然ながらいつも通りの傭兵スタイルである。

   　要说为什么，是因为这次要去的地方是我和米米相遇的地方——也就是米米差点被袭击的地方。虽然有我在，我完全不打算让别人对米米出手，但小心驶得万年船。

   　
     
      何
     な
     
      故
     ぜかと言うと、今回向かう先が俺とミミの出会った場所──つまり、ミミが襲われかけた場所だからだ。俺がついている以上ミミに手を出させるつもりは一切無いが、用心はするにこしたことはないからな。

   　为了以防万一，在去第三区之前，我复习了一下激光枪的使用方法。虽然应该用不到，但这种事还是小心为上。

   　念のため、第三区画に降りる前にレーザーガンの扱いを復習しておく。使うことは無いと思うが、こういうのは用心しすぎるくらいで良い。

   　确认了安全装置的解除方法和威力设定，再次上好安全装置后，我让米米把激光枪收进枪套里。剩下的就是如果真的要开枪的话不要犹豫了。虽然应该不会陷入那种事态就是了。

   　セーフティの解除方法と威力設定を確認し、再度セーフティをかけてからホルスターにレーザーガンを収めさせる。あとは実際に撃つことになったら
     
      躊
     ちゆう
     
      躇
     ちよするなってくらいだな。そういう事態にはまず陥らないだろうけども。

   　确认完毕后，我们两人一起坐上电梯，前往第三区。

   　確認を終えたら二人でエレベーターに乗り込み、第三区画へ降りていく。

   「不用那么紧张啦。那种家伙只会对看起来很弱的猎物出手，很胆小的」

   「そんなに緊張すること無いって。ああいうのは弱そうな獲物にしか手を出さないヘタレだから」

   「好，好的」

   「は、はい」

   「虽然发生了那种事，所以很难不紧张吧。不过你看，这次有我在你身边」

   「あんなことがあったわけだから難しいだろうけどもね。でもほら、今回は俺が隣にいるわけだし」

   「……是啊。嗯，可以安心了」

   「……そうですね。うん、安心できます」

   　似乎真的稍微安心了一点，米米的表情不再那么紧张了。为了让她更加安心，我轻轻抚摸她的后背，她便舒服地眯起眼睛轻轻抱住了我。超可爱。

   　本当に少しは安心できたようで、ミミの表情から緊張感が抜けていった。更に安心させるようにそっと背中をさすってやると、気持ちよさそうに目を細めてそっと抱きついてくる。ばり可愛い。

   　不过电梯内有治安当局的监视摄像头在监视，所以过度的亲密接触不太好。就只抚摸后背直到她满足为止吧。

   　しかしエレベーター内は治安当局の監視カメラによって監視されているので、あまり過剰なスキンシップはよろしくない。満足するまで背中をさするだけに
     
      留
     とどめておこう。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「啊……」

   「あー……」

   「那个……那个是，艾尔玛小姐，对吧？」

   「あの……あれ、エルマさん、ですよね？」

   　我和米米两人走在杂乱的第三区街道上，就在看到目的地的食品店的时候，那个映入了眼帘。

   　ミミと二人で
     
      猥
     わい
     
      雑
     ざつな第三区画の通りを歩き、目的地である食料品店が見えてきたところでそれが目に入ってきた。

   　那是一个靠在离食品店入口稍远的墙壁上，披着白色兜帽斗篷的人影。如果只是这样的话，一般来说是无法判断出对方是谁的，但那个人头上戴着的兜帽却扭曲成了奇妙的形状。毫无疑问，那是因为兜帽下有一对横着伸长的精灵耳朵。

   　それは食料品店の入り口から少し離れたところの壁に寄りかかり、地べたに座ったまま
     
      俯
     うつむいている白いフード付きマントを
     
      被
     かぶった人影だ。それだけなら何者かなんてのは普通わからない
     
      筈
     はずなのだが、その頭に被ったフードが奇妙な形に
     
      歪
     ゆがんでいる。それは間違いなくピンと横に長く伸びたエルフ耳によるものであろう。

   　仔细一看，人影的周围散落着几个酒瓶。是走投无路了，所以喝闷酒了吗？

   　よく見てみれば、人影の周辺には酒瓶がいくつか転がっている。にっちもさっちも行かなくなってやけ酒でも飲んだのだろうか。

   「希罗大人……」

   「ヒロ様……」

   「嗯……算了，姑且先听听她怎么说吧」

   「んー……まぁ、一応事情だけは聞いてみるか」

   　我朝着白色兜帽人影走去，站在了她的旁边。白色兜帽人影似乎动了一下。我感到脖子后面有种刺痛感。

   　白フードの人影に向かって歩き、その
     
      直
     すぐ
     
      側
     そばに立つ。ピクリと白フードの人物が身じろぎしたように思えた。ピリッ、と首の後ろが
     
      痺
     しびれるような感覚がする。

   「「——！」」

   「「──ッ！」」

   　她的行动非常迅速。白色兜帽人影以迅雷不及掩耳之势拔出激光枪，将枪口对准了我。不过，我也几乎同时拔出激光枪，将枪口对准了对方。

   　行動は迅速だった。白フードの人物が抜く手も見せずにレーザーガンを抜き、俺に向かってその銃口を突きつけてくる。だが、俺もほぼ同時にレーザーガンを抜いて相手に銃口を突きつけていた。

   　从肮脏的白色兜帽下，可以看到一双死鱼般的眼睛。啊——看来她已经喝得烂醉了。

   　薄汚れた白フードの下から死んだ魚のような目が
     
      覗
     のぞいている。あー、こりゃだいぶキてるな。

   　她用死鱼般的眼睛盯着我一会儿后，无力地放下激光枪，露出了笑容。

   　彼女は死んだ
     
      瞳
     ひとみで
     
      暫
     しばらく俺を見つめた後、レーザーガンを力なく取り落として笑みを浮かべた。

   「呵呵，怎么？你是来嘲笑我的吗？」

   「ふふ、何よ？　私を笑いにきたの？」

   「才不是那样。既然受过对方的照顾，看到对方变成这副模样，至少会想问一下发生了什么事吧……不过，米米比我还更担心就是了。」

   「そんなんじゃないっての。世話になった相手がこんな有様だったらとりあえず事情くらいは聞くだろ……まぁ、それ以上にミミがな」

   「艾尔玛小姐……」

   「エルマさん……」

   　米米跪在瘫坐在地的艾尔玛身旁，用双手握住她无力地垂在地上的手。艾尔玛看着米米，露出自嘲般的笑容。

   　ミミが座り込んでいるエルマのすぐ隣に
     
      跪
     ひざまずき、力なく地面に投げ出されていた手を両手で握る。エルマはそんなミミを見て
     
      自
     じ
     
      嘲
     ちようするような笑みを浮かべた。

   「才半个月，我们的立场就颠倒了呢。」

   「たったの半月で立場が逆になっちゃったわね」

   　听到艾尔玛这么说，米米什么话也说不出来，只是默默地抱紧艾尔玛的身体。艾尔玛无力地任由米米抱着自己。

   　エルマの言葉にミミは何も言えず、無言でエルマの身体を抱きしめた。エルマは力なくなされるがままにミミに抱きしめられている。

   「状况如何？」

   「状況は？」

   「要支付给星系军的赔偿金……就算把存款全部吐出来，把船和所有东西都卖掉，也还是不够。」

   「星系軍への賠償金がね……貯金を全部
     
      叩
     はたいて船から何から全部売り払ったとしても足りないのよ」

   「还差多少？」

   「いくらだ？」

   「还差三百万艾尼……」

   「あと三〇〇万エネル……」

   「三百万啊……」

   「三〇〇万か……」

   　我瞄了一眼自己现在的财产。大约有三百三十万艾尼。要帮她一把也不是不行。

   　チラリと今の俺の所持金を確認してみる。約三三〇万エネルだ。助けてやることはできなくもないな。

   「就算想赚钱，也还要两个星期以上才能修好船，就算说要赚钱赔偿，但毕竟这次的事故是那种情况，所以很难取信于人……我也去佣兵公会咨询过了。」

   「稼ごうにも船の修理にはまだ二週間以上かかるし、稼いで弁償するって言っても今回起こした事故が事故だけに信用がね……
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいギルドにも相談してみたんだけど」

   　艾尔玛无力地摇头。

   　エルマが力なく首を振る。

   　嗯，我想也是。要修理受损如此严重的船，想必需要花上不少时间，而且船不能动的话也没办法赚钱。更何况，金额实在太大了。三百万艾尼可不是一笔小数目，应该没有放贷人会愿意把钱借给居无定所的佣兵吧。说到底，三百万艾尼的金额实在太大了。能够借出这么大笔钱的，大概也只有银行了吧，不过这个世界有银行吗？

   　まぁ、そうだろうなぁ。あれだけ大破した船を修理するのには時間がかかるだろうし、船が動かせなければ金を稼ぐこともできない。それに、額が額だ。三〇〇万エネルもの大金を根無し草の傭兵に貸してくれる金貸しなんて居ないだろうし、そもそも三〇〇万エネルというのは金額が大きすぎる。貸し出せるところなんて銀行くらいのものだろうが、この世界に銀行なんてあるのかね？

   　话说回来，连佣兵生活第五年的老手把存款全部吐出来，连修理中的船都卖掉，还是差了三百万艾尼，那赔偿金到底有多少啊……？太可怕了。

   　それにしても、傭兵生活五年目のベテランの貯金を全部吐き出して、修理中の船まで売り払ってもなお三〇〇万エネルも足りないって賠償金はいったいいくらだったんだ……？　怖いわー。

   「支付期限呢？如果没能支付的话会怎么样？」

   「支払期限は？　支払いができなかった場合の対応は？」

   「今天，再过两个小时左右……如果没能支付的话，就要被送去特里梅因Ⅲ的监狱强制劳动。那里关着数不清的宙贼。要是身为前佣兵的我被送去那里……」

   「今日、あと二時間くらい……支払いができなかったらターメーンⅢの監獄で強制労働だって。あそこには捕らえられた宙賊が山ほどいるわ。元傭兵の私が行ったら……」

   　艾尔玛开始扑簌簌地掉眼泪。

   　エルマがポロポロと涙を
     
      零
     こぼし始める。

   「我已经做好了乘船在宇宙中消散的觉悟。可是，这种事……这种事……！」

   「船に乗ったまま宇宙に散る覚悟はしていたわ。でも、こんなの……こんなの……！」
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   「艾尔玛小姐……希罗大人。」

   「エルマさん……ヒロ様」

   　米米抱着浑身颤抖、呜咽不止的艾尔玛，抬头看向我，眼神像是在诉说着什么。

   　身体を震わせて
     
      嗚
     お
     
      咽
     えつを漏らすエルマを抱きしめたままミミが俺を見上げてくる。何かを訴えるような目で。

   　我双手抱胸，陷入沉思。唔……要帮她是很容易。如果只要付钱就能解决的话，那付钱就是了。可是，问题在于付了钱之后，我手头的资金就只剩下三十万艾尼了。

   　それに対して俺は腕を組んで考え込んだ。うーむ……助けるのは簡単だ。金を払えばそれで済むというのなら、金を払ってしまえばいい。しかし、問題はそうすると手持ちの資金がたった三〇万エネルになってしまうということだ。

   　不，三十万艾尼是一笔大钱。以一般情况来说。但是，以一艘船的运作资金来说，这个金额实在靠不住。如果只是稍微修理或补给的话还没问题，但要是船因为某些原因而中度破损或重度破损的话，情况就会一下子变得很糟糕。不过，只要赶快赚钱就没问题了……要去狩猎宙贼的残党吗？

   　いや、大金ではある。一般的には。ただ、船の運用資金としてはいかにも頼りない金額だ。少々の修理や補給であれば問題ないが、何かの間違いで船が中破、大破してしまうと途端にヤバさが増す。まぁ、さっさと稼げば問題ないけれども……宙賊の残党狩りでもするか？

   　米米用不安的表情抬头盯着我的脸看。唔，被她用这种眼神看着，我实在是……

   　ミミは不安げな表情で俺の顔をジッと見上げ続けている。うーん、そういう目で見られるとなぁ。

   　老实说，我本来没有打算积极地帮助艾尔玛……但看到这种让人笑不出来的状况，要是就这样放着不管，她搞不好会宁可选择一死也不愿成为别人的玩物。就算她没有那么做，艾尔玛也肯定会遭遇凄惨的下场。

   　正直、エルマを積極的に助けるつもりはなかったんだが……こうも笑えない状況を見てしまうとな。このまま放置したら、慰みものになるくらいなら死を選ぶ、とかやりかねない。そうしなかったとしても、エルマが
     
      酷
     ひどい目に遭うのは確実だ。

   　艾尔玛对我和米米来说都是恩人，明明有能力帮助她却见死不救的话，我肯定会良心不安。没办法了……虽然艾尔玛可能会说我太天真，但既然我都帮助过米米了，事到如今也没什么好在意的。难得在新天地展开新的人生，随心所欲地过活也不错。

   　エルマは俺にとってもミミにとっても恩人であるわけだし、助けられるのに助けないというのはあまりに寝覚めが悪い。仕方がないか……エルマにはまた甘いって言われそうだけど、ミミを助けた俺が今更って話だよな。折角の新しい土地での新しい人生なのだから、好きなようにやるのも良いだろう。

   「艾尔玛。」

   「エルマ」

   「……干嘛？」

   「……何よ？」

   「你来当我的船员吧。」

   「お前、俺の船のクルーになれ」

   「……咦？」

   「……へ？」

   「三百万艾尼，我帮你出。相对的，你要成为我的船员。然后，从头开始教导米米佣兵的基础知识。还有，你也要协助我。」

   「三〇〇万エネル、俺が出してやる。その代わり、俺の船のクルーになれ。んで、ミミに傭兵のいろはを一から教えろ。あと、俺のサポートもやってもらう」

   「等、等一下。你是认真的吗？」

   「ちょ、ちょっと待って。本気？」

   　我无视用难以置信的眼神看着我的艾尔玛，取出小型情报终端装置确认时间。还剩两个小时，也就是说，下午三点是付款期限。

   　信じられないようなものを見る目を向けてくるエルマを無視して小型情報端末を取り出し、時間を確認する。あと二時間くらいってことは、午後三時が支払い期限だな。

   「没时间了，快点决定吧。看你是要成为我的船员，还是在监狱站被前宙贼的囚犯们当成玩物。」

   「時間がないぞ、決断しろ。俺の船のクルーになるか、監獄ステーションで元宙賊の囚人達に寄って
     
      集
     たかって慰みものにされるかだ」

   　这样看来，还真是残酷的选项啊。几乎没有选择的余地。不过，如果不把这种选项摆在她眼前，艾尔玛很有可能会固执己见。毕竟她看起来自尊心很高，感觉会拒绝别人出于善意的施舍。

   　こうしてみるとひでぇ選択肢だな。ほとんど選択の余地がない。でも、こういう選択肢でも突きつけないとエルマは意地を張りかねない。プライド高そうだし。善意による施しなんて突っぱねそうだものな、こいつ。

   「为、为什么……？」

   「な、なんで……？」

   「因为不这么做的话米米会伤心。而且，眼睁睁看着照顾过我的人遭遇不幸，我也会良心不安。最重要的是我想要你。」

   「こうしないとミミが悲しむからな。それに、俺も世話になった相手が酷い目に遭うのを見過ごすのは寝覚めが悪い。何よりお前が欲しいからだ」

   　虽然这次犯了大错，但艾尔玛原本是这条路上的五年老手。对于没有这个世界的常识的我，以及在殖民卫星长大、不谙世事的米米来说，她应该会是个好老师。

   　今回は大ポカをやらかしているが、本来エルマはこの道五年のベテランだ。この世界の常識がない俺や、コロニー育ちで世間知らずのミミにとっては良い先生になるだろう。

   　而且，虽说是在不知情的情况下让机体失控，但她确实拥有能正常驾驶那架机体的操纵技术。在紧急情况下有个副驾驶员，对我来说也比较安心。虽然我打算之后也教米米驾驶太空船，但那应该是很久以后的事了。

   　それに、知らずに暴走させたとはいえあの機体を普通に扱えるだけの操縦の腕もある。いざという時にサブパイロットがいるのは俺としても安心だ。そのうちミミにも船の操縦をレクチャーするつもりだけど、それはまだまだ先の話になるだろうし。

   「要、要我？」

   「わ、私をっ!?」

   　不知为何艾尔玛满脸通红，竖起了长耳朵。米米也露出有些惊讶的表情。你们的反应会不会太夸张了？虽然我这么想，但还是老实地点头。

   　何故かエルマが顔を
     
      真
     まっ
     
      赤
     かにして長い耳をぴーんと立てた。ミミも少し驚いた顔をしている。ちょっと反応が過敏過ぎやしないか？　と思うがここは素直に
     
      頷
     うなずいておく。

   「嗯。」

   「ああ」

   「哦、哦～？是、是这样啊？你是用那种眼光看我的啊？」

   「ふ、ふーん？　そ、そうなんだ？　そんな目で見てたんだ？」

   　艾尔玛不知为何突然忸忸怩怩了起来。那种眼光是哪种眼光啊？

   　エルマがなんだか急にモジモジとし始める。そんな目ってどんな目だよ。

   「嗯，是啊。」

   「まぁ、そうだな」

   　虽然我之前叫她残念宇宙精灵，但她选店的眼光很准，对相关手续的知识也很丰富，给的建议全都切中要点。以结果来说，她对米米的『药』的辅助也确实奏效了。关于失控这件事，也不能完全说是她本人的责任。

   　残念宇宙エルフと呼んだりもしたが、店のチョイスは適正だったし手続き関連の知識も豊富で、アドバイスは
     
      全
     すべて的確だった。『おくすり』を始めとしたミミへのフォローも結果的には功を奏したわけだし。暴走の件に関しては完全に本人の責任だとは言い切れないところもあるしな。

   「是、是这样啊……可是，不是还有米米在吗？」

   「そ、そうなんだ……でも、ミミがいるでしょ？」

   「再多一个人也没什么关系。对吧？米米。」

   「別にもう一人くらい増えたってどうってこない。な？　ミミ」

   「是啊。」

   「そうですね」

   「这、这样啊，一个人不够啊……」

   「そ、そう、一人じゃ足りないんだ……」

   　艾尔玛不知为何吞了口口水，用热情的视线看向我。嗯？这家伙的反应好像有点奇怪？是我的错觉吗？

   　エルマが何故かごくりと
     
      生
     なま
     
      唾
     つばを飲み込んで俺に熱っぽい視線を向けてくる。うん？　何かこいつの反応がおかしいような？　気のせいか。

   「所以，你打算怎么办？要上我的船吗？还是不要？」

   「で、どうするんだ？　俺の船に乗るのか、乗らないのか」

   「我……我要上。」

   「の……乗る、わ」

   「这样啊，那欢迎你。要好好工作哦。」

   「そうか、では歓迎しよう。しっかりと務めを果たしてくれよ」

   「我、我知道了。还请你手下留情哦……？」

   「わ、わかったわ。お手柔らかに頼むわよ……？」

   「？不，我会尽情使唤你哦？」

   「？　いや、存分にこき使うぞ？」

   　这家伙在说什么啊？三百万艾尼耶？换算成日圆可是三亿日圆耶？当然要尽情使唤她啊。

   　こいつは何を言っているんだ。三〇〇万エネルぞ？　円換算で三億円ぞ？　こき使うに決まってるだろうが。

   「是、是吗……我知道了。我会做好心理准备的。反正比起对付好几个宙贼，应该轻松多了。」

   「そ、そう……わかったわ。覚悟を決めておく。何人もの宙賊どもを相手にするよりは楽だろうし」

   　这家伙在说什么莫名其妙的话啊。算了，也罢。总之先去星系军的警备队本部，赶紧把钱付清吧。

   　なんかよくわからんことを言っているな、こいつは。まぁ、良いか。とにかく星系軍の警備隊本部に行ってとっとと金を払うとしよう。

   　我带着不知为何一脸做好觉悟表情的艾尔玛前往星系军的警备队本部，用艾尔玛准备的钱加上我的三百万艾尼支付了赔偿金。虽然手续花了点时间，但这样一来艾尔玛就正式恢复自由之身了。不过相对的，她本人不仅身无分文，还欠了我三百万艾尼的债务。

   　なんか知らんが覚悟を決めた表情のエルマを連れて星系軍の警備隊本部へと赴き、エルマの用意した金と俺の三〇〇万エネルを合わせて賠償金を払う。手続きには少々時間がかかったが、これでエルマは晴れて清い身となった。その代わり、本人は一文無しの上に俺に対して三〇〇万エネルもの借金を背負うことになったわけだが。

   「哎……多亏了你，我的钱包变得空空如也了。」

   「やれやれ……お前のおかげで俺の懐が随分寂しくなったよ」

   「我很感谢你……那个，我会一点一点还你的。」

   「感謝はしているわよ……その、少しずつでも返すから」

   「好好好。只要你好好工作，我不会跟你收利息的，我会耐心等你还的。」

   「へいへい。ちゃんと務めを果たしてくれりゃ利子なんかも取らないから、気長に待つとするよ」

   「是、是吗……我知道了。」

   「そ、そう……わかったわ」

   　总觉得她的反应很温顺啊。我总感觉我们之间好像有什么重大的误会，是我的错觉吗？

   　なーんか反応がしおらしいんだよなぁ。何か重大な擦れ違いが起きている気がするんだが、気のせいだろうか？

   「不管怎样，我们先去采购吧。我本来是打算去补充食物的，也得买你的生活用品才行吧？」

   「何はともあれ買い出しだ。本当は食料品を補給する予定だったんだよ。お前の生活用品も買わなきゃならんだろ？」

   「是有一些。不过船上也有些东西平安无事。」

   「いくらかはね。船に無事に残っていたものもあるから」

   「原来如此。那我们赶紧买完东西，然后回太空船吧。」

   「なるほど。んじゃさっさと買ってとっとと船に戻るぞ」

   「好的，希罗大人。」

   「はい、ヒロ様」

   　米米站在我右边，艾尔玛站在我左边。从旁人看来，我简直左拥右抱。艾尔玛不愧是宇宙精灵，是个超级大美女。可惜内在有点那个。

   　俺の右側にミミが、左側にエルマが立つ。
     
      傍
     はたから見たら両手に花だな。エルマも宇宙エルフってだけあって
     
      物
     もの
     
      凄
     すごい美人ではあるし。中身が割と残念だけど。

   　不过俗话说出外靠朋友，伙伴增加也不是坏事。而且还是个美女兼优秀船员，那就更不用说了。虽然我应该不会对她出手。要是我敢乱来，感觉手会被她扭断。

   　でも、旅は道連れ世は情けと言うし、連れ合いが増えるのは悪くないことだろう。それが美人で優秀なクルーなら
     
      尚
     なお
     
      更
     さらだ。手は出せそうにないけど。
     
      下
     へ
     
      手
     たに手を出そうとしたら
     
      捻
     ひねられそうだ。

   　总之，手头只有三十万艾尼，万一发生什么意外就太不放心了。毕竟我休息了将近一周，明天开始得赶紧动身赚钱才行。

   　ともあれ、所持金が三〇万エネルじゃ、いざという時にあまりにも
     
      心
     こころ
     
      許
     もとない。なんだかんだで一週間近く休んだわけだし、明日から早速金を稼ぐために動かなきゃならんな。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「对了，关于把战舰打成中度破损的那名佣兵，现在情况如何？」

   「そういえば、戦艦を中破させた例の傭兵の件はどうなっていますか？」

   「那件事吗？呃……他好像把船卖掉，把赔偿金付清了。」

   「あの件ですか？　ええと……船を売って賠償金を完納したみたいですね」

   「把船卖掉……而且已经付清了？」

   「船を売って……しかももう完納ですか？」

   「是的，好像是这样。今天正好是缴款期限。」

   「はい、そのようです。ちょうど今日が納期限だったようです」

   「今天……？我不是说过不追究他的罪吗？」

   「今日が……？　私、罪に問わないように言いましたよね？」

   　如果没能在军方要求的期限内支付赔偿金，那就会被当成犯罪行为。至少在这个国家是这样的。就算这个国家的法律是这么规定的，但只给他一周时间去支付那么庞大的赔偿金也太不讲理了吧。

   　軍が命じた賠償請求の納期限を破ったらそれはもう立派な犯罪になってしまう。少なくともこの国では。それはこの国の法がそうなってしまっているから仕方がないとしても、たった一週間であの
     
      莫
     ばく
     
      大
     だいな賠償金を払わなければならないというのはあまりにも横暴だろう。

   　尤其在这个星系里军方的权力很大，这种处分和通知实际上等同于军方在对那个佣兵问罪。按照常识来想，任谁都知道受损严重的船不可能在一周内修好。

   　特に軍の権力が強いこの星系においてこの処分と通達は実質的に軍があの傭兵に罪を問うているのと変わらない所業だ。常識的に考えて、大破した船の修理が一週間では終わらないというのは誰にでもわかることである。

   「是啊……呃，负责计算赔偿金额和通知支付期限的是主计科的巴里顿上尉。」

   「そう、ですね……ええと、賠償金の算定と請求、納期限の通達をしたのは主計科のバリトン大尉のようです」

   「那只猪……要不要把他大卸八块拿去喂他的同伴啊？」

   「あの豚め……バラバラに引き裂いてお仲間の餌にして差し上げましょうか」

   　主计科的那只猪对佣兵这种存在，以及巧妙地利用佣兵立下战功的我怀恨在心。所以他经常用这种卑鄙的手段找我麻烦。

   　主計科のあの豚は傭兵という存在と、その傭兵を
     
      上
     う
     
      手
     まく使って功績を挙げている私をよく思っていないのだ。なので、しょっちゅうこういう
     
      姑
     こ
     
      息
     そくな嫌がらせを仕掛けてくる。

   　如果和星系军一起去讨伐宙贼，然后稍微——不，那个佣兵的失误已经不是稍微的程度了——失误一下就会被轻易关进监狱，要是佣兵们之间流传起这种谣言，我会很困扰的。

   　星系軍と一緒に宙賊を討伐しに行って少し──いや、あの傭兵のミスは少しという次元の話ではないけれど──ミスをしたら簡単に収監される、なんて
     
      噂
     うわさが傭兵の中で流れるのは私としては困るのだ。

   「瑟琳娜大人。」

   「セレナ様」

   「哎呀……不过，这可真是个问题。请去调查一下。如果可以的话，就把那只猪拉下台吧」

   「おっと……しかし、これは問題ですね。調査をしてください。可能であればあの豚を引きずり下ろすように」

   「是」

   「はっ」

   　不过，虽说把船卖了，但居然能在一周内准备好那么庞大的赔偿金……看来佣兵比想象中还要有钱呢。我也辞掉军职去当佣兵吧……？

   　しかし、船を売ったとはいえあれだけの賠償金を一週間で用意できるとは……傭兵というのは思ったよりも金回りがよいのですね。私も軍をやめて傭兵になろうかしら……？

  

 
  
   
    ＃9：艾尔玛

    ＃９：エルマ

   

   


   


   　买完各种东西后，我们回到了船上，决定稍微提早吃晚餐。毕竟艾尔玛这几天好像都没好好吃过东西。

   　色々と買い物を済ませ、船に戻ってきた俺達は少々早いが夕食を
     
      摂
     とることにした。エルマはここ数日ロクに食って無さそうな雰囲気だったからな。

   「好奇怪。」

   「おかしい」

   「怎么了，不合你的口味吗？今天的晚餐可是使用了高级自动食物料理包和人造肉的特别晚餐哦。」

   「なんだ、口にあわないのか？　今日の夕食は高級フードカートリッジに人造肉まで使ったスペシャルなディナーなんだが」

   「不是啦！为什么是这种……！」

   「そうじゃなくてっ！　なんでこんな……！」

   　艾尔玛从椅子上站了起来，椅子发出「喀哒」一声。

   　ガタンッ、と椅子を鳴らしてエルマが席から立つ。

   「为什么佣兵的船会这么豪华啊！」

   「なんで
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいの船がこんなラグジュアリーな感じなのよっ!?」

   　艾尔玛指着前几天才刚换新，闪闪发亮的漂亮餐厅内部装潢大喊。就算你问我为什么……

   　先日入れ替えたばかりで輝かんばかりに
     
      綺
     き
     
      麗
     れいなダイニングの内装を指差し、エルマが叫ぶ。なんでって言われてもなぁ。

   「我觉得充实的居住环境很重要哦。美味的饭菜、干净的房间、清洁舒适的床铺，这些事物会对居住在那个空间的人的精神层面产生正面影响。」

   「住環境の充実は重要だと思うぞ？　
     
      美
     う
     
      味
     まい飯、綺麗な部屋、清潔で快適な寝床、そういったものはその空間で過ごす者のメンタルに好影響を与える」

   「道理我是懂啦……懂是懂！但这装潢简直就像高级客船一样啊！」

   「理屈はわかるけど……わかるけどっ！　まるで高級客船みたいな内装じゃない！」

   「这是有效活用赚来的钱啊。真是买对了。提出这个建议的米米很了不起哦。」

   「稼いだ金の有効活用だな。実に良い買い物をした。提案してくれたミミは偉いな」

   「欸嘿嘿。」

   「えへへ」

   「嗯嗯……！」

   「んんー……！」

   　大概是想说的话无法传达给对方，艾尔玛嘴巴弯成ㄟ字形，一副欲哭无泪的样子。

   　自分の言いたいことが伝わらないのがもどかしいのか、エルマが口をへの字に曲げて
     
      悶
     もん
     
      絶
     ぜつする。

   「艾尔玛。」

   「エルマ」

   「干嘛啦？」

   「なによ？」

   「别人是别人，我们是我们。我们就是这样，你快点习惯吧。」

   「よそはよそ、うちはうちだ。うちはこうなんだ。慣れろ」

   「咕……我知道了啦。」

   「くっ……わかったわよ」

   　我心中的佣兵形象……艾尔玛还在这样嘀咕着，但总算开始安静地吃饭了。我也把铁人的特别晚餐送入口中，大快朵颐。

   　私の中の傭兵のイメージが……とかなんとかまだブツブツ言っているが、エルマはなんとか騒ぐのをこらえて食事を摂り始めた。俺もテツジンのスペシャルディナーを口に運び、舌鼓を打つ。

   　虽然用普通自动食物料理包做的饭菜也很好吃，但高级自动食物料理包的水平完全不同。人造肉排也好吃到和之前吃的完全无法相提并论。人造肉和用换新前的普通自动料理机做的时候完全一样，但为什么会有这么大的差别呢……？铁人的力量好厉害。

   　通常のフードカートリッジを使った食事も美味かったが、高級フードカートリッジを使うと格が違う感じがするな。人造肉のステーキもこの前に食べた時とは比べ物にならない美味さだ。人造肉に関しては買い替え前の普通の自動調理器で調理した時と全く同じものなんだが、
     
      何
     な
     
      故
     ぜここまで差が出るのだろうか……？　テツジンの力ってすげー。

   「很好吃吧？」

   「美味いだろ？」

   「……好吃到让我怀疑之前吃的到底是什么东西。」

   「……いままで私が食べていたものは何だったのかって思うくらい
     
      美
     お
     
      味
     いしいわ」

   「我懂。」

   「わかる」

   「我懂。」

   「わかります」

   　我和米米都深深点头同意艾尔玛的话。铁人就是这么厉害。老实说，我甚至害怕自己的舌头会变得挑剔。

   　エルマの言葉に俺とミミも深く
     
      頷
     うなずいて同意する。それほどまでにテツジンはすごいのだ。正直、舌が肥えてしまいそうで怖いくらいである。

   　比如说，光是一块人造肉排，从绝妙的调味，到火候的控制，再到扑鼻而来的香辛料的风味，这些细节都让人造肉的味道提升了一个甚至两个档次。这些料理全都充满了这种细致的匠人技术。不愧是铁人的料理。

   　例えば人造肉のステーキ一つをとっても絶妙につけられた下味とか、焼き加減とか、ふわりと香る香辛料の風味だとか、そういった細かい点が人造肉の味を二段も三段も引き上げているのだ。そういった細やかな
     
      匠
     たくみの技が出てくる料理
     
      全
     すべてに感じられる。まさに鉄人の料理だ。

   　我们一边闲聊一边吃完饭，然后决定按顺序去洗澡。

   　他愛のない話をしながら食事を終え、次は順番に
     
      風
     ふ
     
      呂
     ろに入ることにする。

   「米米你教艾尔玛怎么用吧。要不然你们两个一起洗也行？」

   「ミミはエルマに使い方を教えてやってくれ。なんなら二人で入ればいいんじゃないか？」

   「说的也是。就这么办吧？」

   「そう、ですね。そうしましょうか？」

   「怎么用……？嗯，可以啊。」

   「使い方……？　まぁ、構わないけれど」

   　艾尔玛虽然也歪着头表示不解，但还是同意了，于是我决定交给米米，自己先去洗澡。啊～全身自动清洗和按摩好舒服啊～这个看起来像是会消耗大量热水，但其实利用了高度净水技术，所以是重复使用同样的热水，几乎不会消耗水。也有在长期航行中不容易陷入缺水状态的优点哦。

   　エルマも首を
     
      傾
     かしげながらだが同意したので、ミミに任せることにして風呂に向かう。あー、全身自動洗いとマッサージが気持ちええんじゃあー。これ、お湯を大量に消費するように見えるけど高度な浄水技術を利用することによって同じお湯を使いまわしているから、
     
      殆
     ほとんど水を消費しないんだよな。長期航行でも水不足に陥りにくくなるっていうメリットもあるんだよ。

   　洗完澡后，我穿着T恤和短裤这种休闲的打扮走向餐厅，发现米米和艾尔玛正在窃窃私语。

   　風呂を終え、Ｔシャツにハーフパンツのみというラフな格好でダイニングへと向かうと、ミミとエルマが何やらひそひそ話をしていた。

   「我洗好了哦～？」

   「あがったぞー？」

   「哔！？」

   「ぴっ!?」

   「呜哦！？」

   「うおっ!?」

   　正在窃窃私语的艾尔玛突然浑身一颤，发出了奇怪的声音，我也被吓了一跳。你到底是怎么了啊。还发出那种像麻雀一样的声音。

   　ひそひそ話をしていたエルマが
     
      弾
     はじかれたように身を震わせて変な声を出したので、俺も思わずびっくりしてしまった。一体どうしたと言うんだお前は。
     
      雀
     すずめか何かみたいな声を出してからに。

   「好，好，好快啊！？」

   「は、は、早かったわね!?」

   「不，这很普通……喂，你没事吧？脸色好像有点」

   「いや別に普通……おい大丈夫か？　なんか顔色が」

   「没没，没事！没有任何问题！」

   「だだっ、大丈夫よっ！　何の問題もないわっ！」

   「哦，哦」

   「お、おう」

   　我向米米投去视线，她回以暧昧的笑容。什么？怎么回事？违和感在我心中逐渐膨胀。我强烈地感觉到，我们之间发生了某种致命的分歧。

   　ミミに視線を送ってみるが、
     
      曖
     あい
     
      昧
     まいな笑みを返された。何？　何なの？　違和感が俺の中でムクムクと大きくなってくる。何か致命的な擦れ違いが起きている。そんな気がしてならない。

   「希罗大人，我和艾尔玛小姐去洗澡了」

   「ヒロ様、エルマさんとお風呂に行ってきますね」

   「啊，嗯」

   「あ、うん」

   　我没能察觉到违和感的真面目，就这样目送着她们离开。嗯？感觉艾尔玛好像在害怕我……？米米好像露出了寂寞的表情……？

   　違和感の正体に気づけぬまま二人を見送る。うーん？　なんだかエルマに
     
      怯
     おびえられているような……？　ミミがなんか寂しそうな顔をしているような……？

   　搞不懂。想不明白就是想不明白。这种时候还是忘掉吧。这是在浪费大脑的资源。绝不是放弃思考。这是决定性的思考的前进。

   　わからん。考えてもわからんもんはわからん。こういう時は忘れてしまうに限るな。脳のリソースの無駄遣いだ。決して思考放棄ではない。これは決断的な思考の前進である。

   　综上所述，我停止了对艾尔玛可疑行为的思考，回到自己的房间，开始考虑明天之后的行动。

   　そういうわけで、俺はエルマの不審な行動について思いを
     
      馳
     はせることを停止して自分の部屋で明日以降の行動について検討することにした。

   　由于今天付了钱，我的钱包变得相当寒酸，必须尽快赚到钱才行。考虑到船严重受损时的情况，至少要存个一百万艾尼。

   　今日の支払いによって俺の財布は割とお寒い状況なので、可及的速やかにお金を稼がなければならない。船が大破した時のことを考えると、最低でも一〇〇万エネルはキープしておきたいところだ。

   「嗯……」

   「うーん……」

   　我看着佣兵公会中介的委托，不禁沉吟起来。虽然不是没有划算的工作，但硬要说的话，这些案件都是给拥有运输舰的佣兵团的。

   　傭兵ギルドで
     
      斡
     あつ
     
      旋
     せんしている依頼を眺めて思わず
     
      唸
     うなる。割の良い仕事がないわけではないが、どちらかと言うとこれは輸送艦を持っている傭兵団向けの案件だ。

   　工作内容是将这个特里梅因普莱姆殖民卫星生产的商品，通过有点危险的宙域或星系，运送到两三个相邻的恒星系。虽然报酬会根据运送的产品和数量而有所不同，但大致上是一百万艾尼到三百万艾尼。如果能有效率地运送，就能赚得盆满钵满。

   　このターメーンプライムコロニーで生産された産品をちょっと危険な宙域や星系を通って二つ三つ隣の恒星系に運ぶお仕事で、運ぶ製品や量にもよるが
     
      概
     おおむねその報酬は一〇〇万エネルから三〇〇万エネル。効率よく運べばウッハウハだ。

   　但遗憾的是，这艘克里希那能运送的物资量绝对不算多。在移动到其他星系时，运送少量货物赚点零用钱，用来补贴燃料费和维修费是可行的，但以克里希那的装载量来说，要以运输为主的话效率就有点差了。

   　しかし残念ながら、このクリシュナで運べる物資の量は決して多くはない。どこかの星系に移動する際に小遣い稼ぎに少量の荷物を運ぶのは燃料代や整備費用の足しになるので十分にアリだが、輸送をメインにやるにはクリシュナの積載量では少々効率が悪いのだ。

   「果然还是赏金猎人吗……」

   「やはり賞金稼ぎか……」

   　虽然席卷这个星系的宙贼据点在前几天被摧毁了，但宙贼们也不是团结一致的。也有不少不属于那种大规模集团，而是以少人数活动的『流浪』宙贼。

   　この星系を席巻していた宙賊の拠点は先日壊滅したが、宙賊どもも一枚岩ではない。ああいった大規模なグループに所属せず、少人数で活動をしている『流れ』の宙賊というのもそれなりにいるのだ。

   　而这种宙贼在大规模集团被讨伐之后，活动会变得更加活跃。因为大规模宙贼被讨伐之后，星系军的警备就会变得松懈。

   　そして、そういう宙賊は大規模なグループが討伐された後にこそ活動を活発にし始める。
     
      何
     な
     
      故
     ぜなら、大規模な宙賊討伐の後には星系軍の警備が緩くなるからだ。

   「目标是小行星带吧」

   「
     
      狙
     ねらい所は小惑星帯だな」

   　在资源丰富的带状小行星上，会出现民间的采掘船和盯上它们的宙贼船。明天就去狩猎那些宙贼船吧。

   　採掘資源の豊富な小惑星帯には民間の採掘船と、それを
     
      狙
     ねらった宙賊船が現れる。明日はそういった宙賊船を狙って賞金稼ぎだな。

   　决定好之后，就是选择狩猎地点了。平时警备就很严格的贝雷贝雷姆联邦的支配星系那边，他们应该不会靠近。星系军的警备队本部所在的特里梅因普莱姆殖民卫星周边也一样。在宙贼基地所在的方位，星系军正在回收被击破的宙贼船的船体，所以那边也不行。

   　そうと決めたらハンティングポイントの選定である。平時から警備の厳しいベレベレム連邦の支配星系方面には
     
      奴
     やつらも近寄らないだろう。星系軍の警備隊本部があるターメーンプライムコロニーの周辺も同様だ。宙賊基地のあった方面では撃破した宙賊船の船体を回収する作業が行われていて、星系軍がその警備に就いているからあっち方面もない。

   「这样的话，就是这边，这边，还是这边吗……」

   「となると、この辺かこの辺か、この辺か……」

   　我推断出了他们容易出没的地点。但是，他们容易出没的地点和容易工作的地点是不一样的。

   　奴らが出没しやすいポイントを割り出した。しかし、奴らが『出没しやすいポイント』と『仕事がしやすいポイント』はまた別のものである。

   　就算宙贼容易出没，但要是没有作为猎物的采掘船的话就没有意义了。毕竟要是没有收入的话，宙贼也会饿死的。也就是说，我需要寻找一个宙贼容易出现，同时民间采掘船也容易活动的地点。

   　宙賊が出没しやすい宙域でも、そこに獲物である採掘船がいないのでは意味がない。実入りがなければ宙賊だって干からびるのだから。つまり、俺は宙賊が出現しやすいポイントで、なおかつ民間の採掘船が活動していそうなポイントを探す必要があるわけだ。

   「嗯——这可真难办啊」

   「うーん、これは難しいな」

   　我打开特里梅因星系的星系地图，试着收集各种各样的情报，但果然还是很难锁定有用的采掘地点。看来只能明天再稍微赌一把了。

   　ターメーン星系の星系地図を開いて色々と情報を集めてみるが、やはり有用な採掘ポイントというものを特定するのは難しそうだ。これは明日になってからある程度ぶっつけ本番でやってみるしかないかな。

   　就在我得出这个结论的时候，我的房门突然被打开了。

   　と、そう結論づけたところで突然俺の部屋の扉が開いた。

   「嗯？怎么了？话说，你至少敲个门吧……」

   「ん？　どうした？　というか、ノックくらいしろよお前……」

   　打开门走进来的是艾尔玛。不知为何，她穿着一件莫名地轻薄的衣服。话说，你有好好穿着内衣吗？或许是察觉到了我的视线，艾尔玛红着脸，像是要遮住胸部一样抱起双臂。

   　扉を開けて入ってきたのはエルマだった。何故か妙にラフというか、薄っぺらい服を着ている。というか君、ちゃんと下着つけてます？　俺の視線を察したのか、エルマが顔を赤くして胸を隠すかのように腕を組む。

   「我、我来了……」

   「き、来たわよ……」

   「哎？」

   「え？」

   　我可没叫你来啊？我歪了歪头，艾尔玛便满脸通红地狠狠瞪着我。不不不，我完全搞不懂你的意思啊。为什么擅自闯进我的房间，还瞪着我啊？

   　別に呼んでないんですけど？　と首を
     
      傾
     かしげると、エルマは顔を
     
      真
     まっ
     
      赤
     かにしてキッと俺を
     
      睨
     にらみつけてきた。いやいや、意味がわからんとですよ。何で勝手に部屋に入ってきた挙げ句、俺を睨みつけるわけ？

   「原来是这种兴趣啊……」

   「そういう趣向なわけね……」

   「嗯嗯……？」

   「んん……？」

   　艾尔玛叹了口气，不知为何直接从坐在桌子前的我身边走过，坐到了床上。那张床大到就算我和米米一起睡也绰绰有余。不是，穿着那么薄的衣服就坐到床上……我觉得这种会让人误会的行动不太好哦。

   　エルマは
     
      溜
     ため
     
      息
     いきを
     
      吐
     つき、何故かデスクに座っている俺を素通りしてベッドに腰掛けた。ミミと寝ても十分に余裕のある広さのあのベッドにである。いや、そんな薄着でベッドにって……そういう勘違いさせるような行動は良くないと思いますよ、ぼくは。

   「……你吧。」

   「……しなさいよ」

   「什么？」

   「はい？」

   「——所以说！我说随你喜欢怎么做都行！」

   「──だから！　好きにしなさいよって言ったのよ！」

   「为啥啊！？」

   「何でや!?」

   　我忍不住全力吐槽坐在床上大喊的艾尔玛。

   　ベッドに腰掛けたまま叫ぶエルマに思わず全力で突っ込む。

   「你不是说想要我吗！而且还花了三百万雇我当船员！也就是说是这么回事吧！」

   「欲しいって言ったじゃない！　それで、三〇〇万も出して私をクルーにしたじゃない！　つまりそういうことでしょっ！」

   「哎哎哎……」

   「ええぇ……」

   　我回想自己的言行和艾尔玛的反应，以及米米那寂寞的视线。

   　自分の言動とエルマの反応、そしてミミの寂しげな視線を思い返す。

   　原来如此，是这么回事啊。我的确对艾尔玛说过想要她。是说过。但是在那之前我说过是想要她来教育米米和辅助我吧？啊，难道说她把辅助这个词理解成那种意思了？

   　なるほど、そういうことか。確かにエルマに俺はお前が欲しいと言った。言ったわ。でもその前にミミの教育と俺のサポートって言ったよね？　あ、もしかしてサポートって言葉をそういうふうに受け取ったとかそういう？

   　原来如此。这么一想，艾尔玛那奇妙的言行和反应也说得通了。然后虽说是误会，但艾尔玛也接受了。唔唔。

   　なるほど。そう考えるとエルマの奇妙な言動と反応にも合点が行く。そして勘違いとはいえ、エルマはそれを
     
      受
     うけ
     
      容
     いれたというわけだ。ううむ。

   　我再次打量在床上颤抖的艾尔玛的容貌。

   　改めてベッドの上でプルプルと震えているエルマの容姿を眺める。

   　端正无比的五官，晶莹剔透的美丽银发。虽然将薄连衣裙撑起的胸部并不大，但也不是完全没有。整体来说身材纤细苗条，肌肤也白皙细致。是个无可挑剔的美人。

   　
     
      物
     もの
     
      凄
     すごく整った目鼻立ちに、透き通るような綺麗な銀髪。薄手のワンピースのような服を押し上げる胸の膨らみは小さいが、無いわけではない。全体的に細身でスラっとしていて、肌も白くきめ細かい。文句なしの美人だ。

   　虽然她似乎误会了我意图之外的事情，但俗话说送到嘴边的肉不吃是男人的耻辱。既然对方也愿意接受，那我再继续推辞的话也太失礼了。

   　俺の意図とは違う方向に勘違いした末での行動のようだが、
     
      据
     すえ
     
      膳
     ぜん食わぬはなんとやら。向こうも受け容れてくれているということであれば無理に遠慮するのも失礼というものだろう。

   「我知道了。我会努力不让你后悔的。」

   「わかった。できるだけ後悔させないように頑張る」

   「——！要、要温柔一点哦……？」

   「っ──！　や、優しくして、ね……？」

   「我会妥善处理的。」

   「善処する」

   　我这么说完，尽可能温柔地抚摸表情像是个害怕的小孩的艾尔玛的头，然后轻轻将她纤细的身体推倒在床上。

   　俺はそう言って
     
      怯
     おびえた子供のような表情をしているエルマの頭をできるだけ優しく
     
      撫
     なで、そっとその
     
      華
     きや
     
      奢
     しやな身体をベッドに押し倒した。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「禽兽。」

   「けだもの」

   「……」

   「……」

   「你这个渣男，花心大萝卜。」

   「きちく、すけこまし」

   「这是你情我愿，所以没问题。」

   「同意の上だからセーフ」

   「呜……」

   「うー……」

   　艾尔玛不断捶打我的胸口。哈哈哈，这家伙。

   　てしてしとエルマが俺の胸を
     
      叩
     たたいてくる。ははは、こやつめ。

   「我根本是白白被你上了嘛……」

   「私、抱かれ損じゃない……」

   「没那回事。我很开心。太棒了。」

   「そんなことはない。俺は
     
      嬉
     うれしかった。最高だな」

   「你这个禽兽……」

   「このけだもの……」

   「我觉得是自己误会了还主动送上门的兔子小姐不好……好痛好痛。别捏那里啦。」

   「勘違いして自分からオオカミに食べられに来るウサギさんが悪いと思いま……痛い痛い。そこを
     
      抓
     つねるな」

   　在胸口鼓起脸颊的艾尔玛捏住我敏感的地方。非常痛。

   　胸元で
     
      頰
     ほおを膨らませたエルマが敏感なところを抓ってくる。とても痛い。

   「没有保持沉默而是好好告诉你，这很诚实吧？」

   「黙っていないでちゃんと教える辺り誠実だろ？」

   「我觉得诚实的人会在事情变成这样之前就先说。」

   「誠実な人はこうなる前に言うと思うんだけど」

   「我觉得在事情变成这样之前先说，让你丢大脸才不诚实。」

   「こうなる前に言ってお前に盛大な恥をかかせる方が不誠実だと俺は思うけど」

   「你这人真是嘴上不饶人。」

   「ああ言えばこう言う。悪い口ね」

   　艾尔玛这么说完，用自己的嘴唇堵住了我的嘴唇。

   　そう言ってエルマが俺の唇を自分の唇で
     
      塞
     ふさいできた。

   「好痛！」

   「痛っ」

   「哼。」

   「ふん」

   　希望你不要在接吻结束时咬我的嘴唇。真的很痛。

   　キスの終え際に唇を
     
      齧
     かじっていくのはやめてほしいです。地味に痛いので。

   「既然都做了那也没办法。在这里磨磨蹭蹭烦恼也没有意义。」

   「やっちゃったもんは仕方ないわよね。うじうじと悩んでも意味がないわ」

   「我既开心又舒服，非常满足就是了。」

   「俺は嬉しかったし気持ちよかったし大満足だけど」

   　艾尔玛觉得如何？我没有说出口，而是用眼神询问。接着，艾尔玛红着脸移开了视线。

   　エルマはどうだった？　と言葉に出さずに目で聞いてみる。すると、エルマは顔を赤くして視線を
     
      逸
     そらした。

   「……还不坏啦。而且你对我很温柔。」

   「……悪くなかったわよ。優しくしてくれたし」

   「很好。」

   「よし」

   「好什么好啦。」

   「何がよしよ」

   「好痛好痛好痛好痛。」

   「痛い痛い痛い痛い」

   [image: ]

   　这次她捏了我的侧腹。从刚才开始就一直很痛耶？

   　今度は
     
      脇
     わき
     
      腹
     ばらを抓られる。さっきから痛いんですけど？

   「要是太过欺负我，我可是会反击哦。」

   「あんまり俺を
     
      虐
     いじめると逆襲するぞ」

   「……你试试看啊。」

   「……してみたら良いじゃない」

   「原来如此。」

   「なるほど」

   　原来她从刚才开始就一直对我动手动脚是在邀请我进行第二回合啊。那么我就回应你的期待吧。

   　さっきからちょっかいをかけてきていたのは二回戦のお誘いだったというわけか。ではご期待にお応えしましょう。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「早安。」

   「おはようございます」

   「早。」

   「おはよう」

   　第二天早上，我留下累得睡着的艾尔玛在床上，自己去洗澡，回到饭厅时米米已经坐在桌旁了。她好像没有特别在做什么，只是坐着而已。

   　翌朝、疲れて眠ったままのエルマをベッドに残したまま
     
      風
     ふ
     
      呂
     ろに入り、ダイニングへと戻ってくるとミミがテーブルに着いていた。特に何かしているわけではなく、座っていたようだ。

   「……」

   「……」

   「……」

   「……」

   　沉默很尴尬。不知是不是心理作用，感觉米米的表情也很阴沉。这是那个吧？不要抛弃我病复发了吧？

   　沈黙が気まずい。心なしかミミの表情も暗い気がする。これはアレだな？　捨てないで病が再発してるな？

   「那、那个？」

   「あ、あの？」

   「好了好了好了。」

   「まぁまぁまぁ」

   　我半强迫地让困惑的米米从座位上站起来，带她去刚才才离开的浴室。保养很重要嘛。

   　困惑しているミミを半ば強引に席から立たせ、今しがた出てきたばかりのバスルームに連れていく。ケアは大事だからね。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「禽兽。」

   「けだもの」

   「哦，包在我身上。」

   「おう、任せてくれ」

   「我不是在夸奖你！」

   「褒めてないわよっ！」

   　坐在对面的艾尔玛生气地大吼。

   　対面に座っているエルマがシャーッと怒る。

   　这里是饭厅。我的身旁是笑咪咪地抱着我的手臂的米米。

   　ここは再びのダイニング。俺の横にはニコニコ笑顔で俺の腕に抱きついているミミがいる。

   「昨天明明对我做了那么多……！却一大早就跟米米一起，你到底在想什么啊！」

   「
     
      昨日
     きのうあれだけ私を……のに！　朝からミミととかどういう神経してるのよ!?」

   「我觉得平等是很重要的哦。」

   「平等さは必要だと思うぞ？」

   「平……！」

   「びょっ……！」

   　我的回答让艾尔玛的气势减弱了。她恐怕是思考了我所说的「平等」的意思吧。

   　俺の返しにエルマの
     
      舌
     ぜつ
     
      鋒
     ぽうが揺らぐ。恐らく俺の言う『平等』の意味を考えてしまったのだろう。

   「大家都是同一艘船上的伙伴，大家好好相处。这样不是很好吗？」

   「同じ船の仲間同士、みんな仲良く。それでいいじゃないか」

   「你、你或许觉得这样很好啦。」

   「あ、あんたはそれでいいでしょうけどねぇ」

   「艾尔玛讨厌米米吗？」

   「エルマはミミが嫌いか？」

   「什！？才、才没有那种事。」

   「なっ!?　そ、そんなことは無いわよ」

   「那不就好了吗？说到底，艾尔玛是在知道我和米米是那种关系的前提下才搭上这艘船的吧？事到如今才把这件事当成问题不是很奇怪吗？」

   「なら良いじゃないか。そもそも、エルマはミミと俺がそういう関係なのを知った上でこの船に乗ったわけだろう？　今更そこを問題にするのはおかしいだろう」

   「那是……！是这样没错……」

   「それは……っ！　そう、だけど……」

   「大家相亲相爱，大家开心。这样不是很好吗？」

   「みんな仲良し。みんなハッピー。それで良いじゃないか」

   「……总觉得我好像被哄骗了。」

   「……なんか丸め込まれてる気がするわ」

   「没那回事哦～」

   「ソンナコトナイヨー」

   　我露出灿烂的笑容。既然米米和我都OK了，艾尔玛也只能服从了吧。毕竟我们只有三个人。

   　ニッコリと笑みを浮かべてみせる。ミミと俺がそれでＯＫとなればエルマも従わざるを得ないよな。何せ三人しかいないわけだし。

   「总之先不谈这件事了。」

   「とりあえずその話は置いておいて」

   「什么叫总之先不谈……算了，也好。再说下去好像也没什么意义。所以，你想说什么？」

   「とりあえずって……まぁ、いいわ。これ以上言っても仕方が無さそうだし。で、何よ？」

   「嗯，我想决定从今天开始的行动方针。」

   「うん、本日からの行動指針を決めたいと思ってな」

   「……看来是正经事呢。」

   「……
     
      真
     ま
     
      面
     じ
     
      目
     めな話みたいね」

   「算是吧。首先，我们必须尽快赚钱。虽然还有些存款，但老实说，要是船严重受损的话，剩下的金额会很危险。」

   「それなりにな。まず、俺達はできるだけ早く金を稼がなきゃならない。貯金はまだいくらかあるが、船が中破大破すると正直結構危ない金額しか残ってないんでな」

   「那是……」

   「それは……」

   　艾尔玛欲言又止。嗯，毕竟是我替她垫付赔偿金的结果，不用说也知道吧。

   　エルマが何かを言いかけて口を
     
      噤
     つぐむ。うん、まぁエルマの賠償金を立て替えた結果だからな。それは言うまでもないだろう。

   「所以，我们有两个选择。第一个是赶紧离开这个星系，寻找赚钱的地方。」

   「で、だ。選択肢は二つだ。一つは、さっさとこの星系から移動して稼ぎ口を探す」

   「这个星系不行吗？」

   「この星系じゃだめなんですか？」

   「毕竟宙贼的数量减少，工作也变少了，而且还有点可疑。我觉得移动到其他星系是个不错的选择。」

   「宙賊の数が減って仕事が少ない上にちょっとキナ臭いからな。他の星系に移動するってのは俺はアリだと思う」

   「是啊。」

   「そうね」

   　艾尔玛也点头同意我的意见。

   　俺の意見にエルマも同意するように
     
      頷
     うなずいた。

   「最近帝国和联邦之间的紧张关系正在升高，与国境相邻的这个星系有可能会变成纷争宙域。如果要以安全为优先，我觉得尽快移动是个不错的选择。」

   「最近帝国と連邦の間で緊張が高まっているから、国境に接しているこの星系は紛争宙域になる恐れがあるわ。安全を取るならさっさと移動するのは十分アリだと思う」

   「嗯。然后，另一个选项是留在这个星系，在小行星带狩猎流浪的宙贼，等待纷争发生。一旦发生纷争，对佣兵的需求就会急遽上升。因为要和敌国的正规军交战，所以危险性也很大，但报酬也很丰厚。」

   「うん。で、もう一つの選択肢はこの星系に
     
      留
     とどまって、小惑星帯で流れの宙賊を狩りながら紛争が起こるのを待つって選択肢だな。紛争ともなれば
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいの需要は急上昇する。敵国の正規軍相手に戦うことになるわけだから危険も大きいが、報酬も大きい」

   「现在这个时期，流浪的宙贼应该会频繁活动，这也是一个重点。大规模的宙贼集团被讨伐之后，星系军的警备就会松懈下来，对流浪的宙贼来说正是赚钱的好时机。那些家伙不仅难以发现，而且装备也往往很齐全，所以赏金也倾向于比较高。不过也有可能被卷入纷争之中，所以这个选项是高风险高回报。」

   「今の時期なら流れの宙賊が活発に活動しているだろうというのもポイントね。大規模な宙賊の一団が討伐された後は星系軍の警備が緩むから、流れの宙賊にとってはかきいれ時よ。奴らは見つけにくい上に装備が整っていることも多い分、賞金も高い傾向があるわね。紛争に巻き込まれる可能性もあるし、こっちの選択肢はハイリスクハイリターンということになるわ」

   「原来如此……那要怎么办？」

   「なるほど……どうするんですか？」

   「我就是想和你商量这件事。米米觉得呢？」

   「それを話し合おうと思ってな。ミミはどう思う？」

   　听到我的问题，米米沉吟片刻，然后开口说道：

   　俺の質問にミミはうーん、と少し悩んでから口を開いた。

   「我觉得留在这个星系狩猎宙贼比较好。」

   「この星系に留まって宙賊を狩るのが良いと思います」

   「哦？为什么？」

   「ほう、
     
      何
     な
     
      故
     ぜだ？」

   「以希罗大人的技术和克里希那的战斗力，那些装备稍微好一点的宙贼根本不是对手。就算发生纷争，只要情况不对，我们也可以逃走吧？」

   「ヒロ様の腕とクリシュナの戦闘力なら装備が多少整ったくらいの宙賊じゃ相手になりそうにないですし、紛争になってもいざとなったら逃げられますよね？」

   「是啊。就算发生纷争，我们也没有非参加不可的义务。」

   「そうだな。紛争が起こったからって絶対に参加しなきゃいけないわけじゃないな」

   　我点头同意米米的话。确实如米米所说，就算帝国和联邦之间爆发了纷争，我们也没有非参加不可的义务。倒不如说，这种时候那些宙贼反而会四处横行，袭击民用船和军方的运输船。我们可以选择去排除那些家伙，也可以选择赶紧夹着尾巴逃跑。

   　ミミの言葉に頷く。確かにミミの言う通り、帝国と連邦の紛争が始まったからといってその紛争に絶対に参加しなければならないわけではない。寧ろ、そういう時こそ宙賊どもはあちらこちらに
     
      跳
     ちよう
     
      梁
     りよう
     
      跋
     ばつ
     
      扈
     こし、民間船や軍の輸送船を襲うのだ。それらの排除に回るという選択肢もあるし、とっととケツをまくって逃げるって手もある。

   「我也建议留在这个星系。以你的技术，就算参加纷争也能大显身手，对付宙贼也不成问题吧。」

   「私もこの星系に留まることを推すわね。あんたの腕なら紛争に参加しても活躍できるでしょうし、宙賊も問題ないでしょ」

   「怎么，连艾尔玛也这么说吗？」

   「なんだ、エルマもか」

   「嗯，我也这么想。」

   「ええ、私もよ」

   　艾尔玛干脆地点了点头。听到经验丰富的她对我的技术给予好评，我有点开心。

   　エルマはあっさりと頷いた。ベテランの彼女が俺の腕を評価してくれているというのは少し嬉しいな。

   「那就这么决定了。」

   「じゃあ、決まりだな」

   「希罗大人也同意吗？」

   「ヒロ様も、ということですか？」

   「我打算从别的角度来考虑。就算要转移到其他星系，我也想先多赚点钱。毕竟长距离航行不知道会发生什么意外，而且我也没决定好下一个目的地」

   「俺はもう少し別の視点でな。よその星系に移るにしても最低限、もう少し金は稼いでおきたいってのもある。長距離航行は何が起こるかわからないし、次の目的地も決めてなかったし」

   「原来如此。顺便问一下，你现在有多少？」

   「なるほどね。ちなみに今いくらあるの？」

   「差不多三百万」

   「だいたい三〇万」

   「确实有点不够呢。那我们去赚钱吧」

   「確かにちょっと心許ないわね。じゃ、稼ぎましょうか」

   　我和米米点头同意艾尔玛的话，开始准备出港。

   　エルマの言葉に俺とミミが頷き、出港準備が開始された。

  

 
  
   
    ＃10：拥有恶运之人

    ＃10：悪運を持つ者達

   

   


   


   　既然决定留在特里梅因星系筹措资金，我们便立刻开始行动。

   　ターメーン星系に残って金策する、というわけで俺達は早速動き出した。

   　要做的事情本身很简单。在资源丰富的行星带巡逻，找出盯上采掘船的宙贼，将他们逼入绝境，然后狩猎。见敌必杀，一旦发现就立刻发动袭击。在采掘船附近降低动力炉的输出功率，埋伏在那里，将前来工作的宙贼击溃。

   　やることそのものはシンプルだ。資源の豊富な小惑星帯を巡回し、採掘船を
     
      狙
     ねらう宙賊を見つけ出し、追い詰め、狩る。見敵必殺で飛び回って見つけ次第襲いかかる、採掘船の近くでジェネレーター出力を落として待ち伏せし、仕事をしにきた宙賊を
     
      叩
     たたき
     
      潰
     つぶす。

   　赚钱的过程非常顺利。我们每天都能稳定地狩猎十艘左右的宙贼船。从宙贼船上可以拿到货物，至于悬赏金，至少有一万艾尼，多的时候甚至能拿到三万艾尼。今天还猎杀了结束“工作”后的家伙，得到了精炼过的稀有金属。

   　稼ぎはすこぶる順調だ。一日平均一〇隻前後の宙賊船をコンスタントに狩ることができている。宙賊船からは積み荷が手に入るし『流れ』に懸かっている賞金は少なくとも一万エネル、多いやつだと三万エネルほどの賞金が懸けられていることもあるし、今日は『仕事』を終えた後の
     
      奴
     やつらを狩って精錬済みのレアメタルを手に入れることもできた。

   　除此之外，还有从宙贼船上剥下的装备和各种掠夺品，一周下来总共赚到了一百八十七万艾尼。

   　その他にも宙賊船から
     
      剝
     はぎ取った装備や細々とした略奪品なども合わせ、一週間で一七八万エネルを稼ぐことができた。

   　报酬的分配率决定为米米0.5％，艾尔玛3％。因此，米米的份加上大规模讨伐的掠夺品的变卖所得为一万两千九百艾尼，艾尔玛的份为五万三千四百艾尼。

   　報酬の分配率はミミが０・５％、エルマが３％ということに決まったので、ミミの取り分が大規模討伐の略奪品の売却益も合わせて一二九〇〇エネル、エルマの取り分が五三四〇〇エネルとなった。

   　这样一来，我的存款就达到了200万艾尼，完全脱离了危险区域。

   　これで俺の所持金が約二〇〇万エネルとなり、危険域からは完全に脱したということになる。

   「今天也大赚了一笔呢！干杯！」

   「今日も大いに稼いだわねっ！　かんぱーい！」

   　残念宇宙精灵一边大笑一边举起装满酒的杯子，然后一口气喝光。每当她咽下酒的时候，那微微颤动的白皙喉咙看起来格外妖艳，让我有点不甘心。

   　残念宇宙エルフが馬鹿笑いをしながら酒の満たされたカップを掲げ、その中身を一気に飲み干す。酒を
     
      嚥
     えん
     
      下
     かする度に微妙に動く白い
     
      喉
     のどが
     
      艶
     なまめかしく見えてしまうのがなんだか悔しい。

   　顺便说一下，她喝的是啤酒。不过还是老样子，没有碳酸。我觉得不带气的啤酒应该叫麦酒。

   　ちなみに酒の種類は何かと言うと、ビールだった。例のごとく炭酸抜きだったが。俺が思うにシュワッとしないビールはエールだと思う。

   「啊——好好好，干杯干杯」

   「あー、はいはい。乾杯乾杯」

   　而我杯子里装的是冰镇过的茶。你问我不会喝酒吗？会啊。不过我一喝酒就会立刻醉倒！

   　対する俺の持つコップの中身はよく冷えたお茶である。酒が飲めないのかって？　飲めるさ。ただし飲んだらすぐにベロンベロンに酔っ払ってぶっ倒れるがな！

   　没错，我酒量很差。

   　そう、俺は下戸なのである。

   「连酒都不会喝，希罗真是个小孩子呢～？」

   「お酒も飲めないなんてヒロは意外とおこちゃまでちゅね～？」

   「烦死了，这是体质问题。又不是喝酒了就是大人」

   「うっせ、体質だ体質。別に酒を飲めりゃ大人ってわけじゃないだろ」

   　坐在我旁边的艾尔玛搂着我的肩膀靠了过来。这个残念宇宙精灵，喝醉了就会缠着人不放。情绪比平时还要高涨，身体接触也如你所见，大量增加。而且还是物理上的缠着人不放。

   　俺の隣の席に座ってたエルマが俺の肩に手を回してしなだれかかってくる。この残念宇宙エルフ、面倒くさいタイプの絡み酒である。テンションはいつもより高め。スキンシップは見ての通り大量増加。なんと物理的に絡んでくる。

   「艾尔玛小姐一喝酒就会变得很开心呢」

   「エルマさんはお酒を飲むととっても楽しそうですよね」

   「很开心哦？整个人轻飘飘的，暖洋洋的，超棒的！」

   「楽しいわよー？　ふわーっとしてぽかぽかして最高ね！」

   「不行哦」

   「ダメだぞ」

   「……好的」

   「……はい」

   　我叮嘱了目不转睛盯着酒瓶的米米。根据我的调查，这个世界，或者说这个银河似乎并没有特别规定饮酒的年龄，但果然还是认为太年轻的时候喝酒不太好。

   　じーっと酒瓶に視線を送るミミに
     
      釘
     くぎを刺しておく。調べてみたところ、この世界というか銀河には特に飲酒可能年齢の規定などはないようだが、やはりあまり若いうちから飲むのは良くないことであるとされているようだ。

   　对我来说，米米还是个孩子，所以喝酒还太早——如果米米是孩子的话，那对这样的米米出手的我岂不是鬼畜？

   　俺的にミミはまだ子供だから飲酒は早──ミミが子供だったらそのミミに手を出した俺は鬼畜の類なのでは？

   　不，我们彼此同意所以没问题。顺便也调查了这方面，只要满十五岁且彼此同意就没问题。没问题，没问题。

   　いや、お互いの同意があったからセーフ。ついでにそっち方面も調べたけど、満十五歳以上でお互いの同意があればセーフってことになってたし。大丈夫、セーフ。

   「话说回来，你的技术真不错啊。这艘船的强大自不必说，而且还能『灵活运用』，埋伏和奇袭的技巧也很高超」

   「それにしてもあんた、良い腕してるわよねぇ。この船が強力なのは言うまでもないけど、ちゃんと『使えてる』し、待ち伏せや奇襲の手際も良いわ」

   「身体好像还记得。不可思议的是，和战斗有关的事情大脑会很灵活，身体也会动起来」

   「
     
      身体
     からだが覚えてるみたいでな。不思議と戦闘関連では頭が回るし、身体も動くんだよ」

   「嗯……我说，你是不是对我们隐瞒了什么？」

   「ふーん……ねぇ、あんた私達に何か隠してない？」

   「没有哦」

   「カクシテナイヨー」

   　我用毫无感情的语气回答在极近距离下瞪着我的艾尔玛。虽然我确实隐瞒了一些事情，但不管哪件事，现在说出来都不是明智之举。比如说，我大概是来自异世界——这种情况应该说是现实世界比较好吧？——或者，我其实没有丧失记忆，又或者，我知道这个世界是『游戏』。

   　ジロリと至近距離で
     
      睨
     にらんでくるエルマに棒読みで返す。隠していることはいくつかあるが、どれもいま話すのは得策とは言えないと思う。例えば、俺が多分異世界──この場合、現実世界とでも言ったほうが良いのだろうか？──から来たことだとか、記憶喪失というのは
     
      噓
     うそだということだとか、この世界のことを『ゲーム』として知っているだとか。

   　实际上，我也不知道这个世界究竟是『游戏中的世界』还是『完全的异世界』。毕竟我在这里生活了这么久，也吃喝拉撒睡，所以已经不怀疑这个世界是现实了，但我不知道这个世界是『Stella Online』还是『类似Stella Online的世界』。

   　実際のところ、この世界が『ゲームの中の世界』なのか『完全な異世界』なのかわからないんだよな。これだけの時間をこっちで過ごして、食ったり飲んだり寝たりしているわけだから、この世界が現実であることにはもう疑いを持ってはいないが、この世界が『ステラオンラインの中』なのか『ステラオンラインに似た世界』なのかはわからない。

   　流通的舰船、装备、交易品等其他各种各样的东西，虽然有很多我有印象，但也有一些我完全没印象的。至于星系的情报，我完全没看过任何一个有印象的星系，而且在能获得情报的范围内，银河帝国的名字我一个都不知道。实在难以判断。

   　流通している艦船や装備、交易品などその他
     
      諸
     もろ
     
      々
     もろに関しては見覚えのあるものが多いが、全く見覚えのないものもある。星系の情報に関して言えば見覚えのある星系が一切見当たらないし、情報を知ることができる範囲の銀河帝国の名前は知らないものばかりだ。どうにも判断がつかない。

   　虽然我越来越怀疑这里可能是『类似Stella Online的异世界』，但要完全断定的话，这里又和Stella Online太像了。不管怎么说，感觉情报都不足以断定。

   　俺の中では『ステラオンラインに似た異世界』なのではないかという疑惑が強くなっているが、完全にそうだと断じるにはステラオンラインに似すぎている。どちらにせよ、断じるには情報が不足している感じだな。

   　虽然我和米米和艾尔玛的关系比普通要好，但就算我向她们坦白这些事，她们也只会觉得我在胡言乱语吧。而且就算说了也无济于事，所以我目前不打算告诉她们。

   　そしてミミやエルマとは普通以上に仲良くなっているとは思うが、こんなことを告白しても『おかしなことを言うなぁ』と思われるだけだろうと思う。言ってどうにかなるものでも無いと思うし、今の所は彼女達にこのことを話すつもりは無かった。

   「算了，没关系。我也有不能告诉你的事情。对吧？米米」

   「ま、良いけどね。私にだって言えない事はあるわけだし。ね？　ミミ」

   「我倒是没有哦？」

   「私は別にありませんよ？」

   「哎呀？真的吗？比如说最近的体重」

   「あら？　本当に？　例えば最近たいじゅ」

   「哇！哇！不行不行！」

   「わーっ！　わーっ！　ダメですダメです！」

   　米米突然慌慌张张起来，艾尔玛则咯咯地笑着。体重啊……米米的话，长肉的地方不是肚子而是胸部吧？毕竟她的胸部装甲是超弩级的……身体却是驱逐舰级。

   　急にミミがわたわたと慌てだし、エルマがケラケラと笑う。体重ねぇ……ミミの場合お
     
      腹
     なかじゃなくて胸に肉が付いてるんじゃないのか？　あの胸部装甲は
     
      超
     ちよう
     
      弩
     ど
     
      級
     きゆうだからな……身体は駆逐艦級なのに。

   「米米」

   「ミミ」

   「是？」

   「ひゃい？」

   「相信你的教练。绝对不能勉强减重」

   「トレーナーを信じろ。無理な減量とかは絶対にしちゃいけないからな」

   「好的……」

   「はいぃ……」

   　可能是被我察觉到了而感到害羞吧，米米用双手捂住了通红的脸。

   　俺に察されてしまったのが恥ずかしかったのか、ミミは
     
      真
     まっ
     
      赤
     かにした顔を両手で覆い隠してしまった。

   　我倒是觉得米米再胖一点也无妨。好，下次偷偷调整一下训练室的AI训练师的设定吧。嘿嘿嘿。

   　
     
      寧
     むしろ、ミミはもう少しお肉がついてもいいと俺は思うんだけどな。よし、今度こっそりトレーニングルームのＡＩトレーナーの設定をいじっておこう。ふふふ。

   「对了对了，关于明天」

   「そうそう、明日なんだが」

   「明天？」

   「明日ぁ？」

   「嗯，明天。明天要不要暂停狩猎，大家一起去购物放松一下？」

   「うん、明日。明日なんだがな、稼ぎはお休みにして皆でショッピングにでも行かないか。息抜きに」

   「放松吗？」

   「息抜き、ですか？」

   　听到放松这个词，米米歪了歪头。

   　息抜きという言葉にミミが小首を
     
      傾
     かしげる。

   「是啊。好不容易赚了钱却一直忙着狩猎宙贼，连花时间的机会都没有，这样很累吧？可以去吃点好吃的，买点生活用品，或者买衣服和饰品，用途有很多吧」

   「ああ。折角金を稼いでも使う暇もなくずっと宙賊狩りってのも疲れるだろう？　何か
     
      美
     お
     
      味
     いしいものを飲み食いするとか、身の回りのものを買うとか、なんなら服やアクセサリーを買うとか、使い
     
      途
     みちは色々あるじゃないか」

   「你只是单纯想休息吧～？」

   「単純にあんたが休みたいだけじゃないのぉ～？」

   　我坦率地点头同意了艾尔玛的调侃。

   　からかうようなエルマの言葉に素直に
     
      頷
     うなずく。

   「当然也有这个原因。如果不适度放松一下，说不定会犯下意想不到的失误。更重要的是，我希望米米能自由使用自己拼命赚来的钱，体验一下这种感觉」

   「
     
      勿
     もち
     
      論
     ろんそれもある。適度なリフレッシュをしないと思わぬミスを起こすかもしれないからな。それより何よりミミに自分が命懸けで稼いだ金、というものを自由に使う体験をして欲しいなと」

   「啊，原来如此。是啊，这种体验很重要呢」

   「あー、なるほど。そうね、そういう体験は大事よね」

   　艾尔玛的表情突然变得认真起来。虽然她的脸因为喝酒而微微泛红，但似乎并没有完全喝醉。

   　エルマが一転して
     
      真
     ま
     
      面
     じ
     
      目
     めな表情で頷く。酒のせいか顔はほのかに赤いままだったが、完全に酔っ払っているというわけでもないらしい。

   「呃，我……」

   「えっと、私は……」

   　米米则是一脸为难。这也难怪。我至今为止给米米的报酬总额是一万七千一百艾尼。如果一艾尼按一百日元来算的话就是一百七十一万日元。以米米的年龄，突然收到一百七十万日元的报酬，肯定会感到困惑吧。

   　ミミは、というと困った顔をしていた。そりゃまぁ、そうか。俺が今までミミに渡した報酬額の合計は一七一〇〇エネル。一エネルを一〇〇円として計算したら一七一万円。ミミの
     
      歳
     としで『これが君の稼いだお金ね』と言われてポンと一七〇万円も渡されたら戸惑いもするだろう。

   「我只是坐在操作员席上而已……这么一大笔钱我实在……」

   「私はオペレーター席に座っているだけでしたし……やっぱりあんな大金は」

   「确实，米米作为操作员还不能算是独当一面，但即便如此，我们也是同乘一艘船，一起赌上性命战斗的伙伴吧？那份报酬是正当的报酬哦。」

   「確かにミミはまだオペレーターとして一人前とは言い難いだろうけど、それでも同じ船に乗って等しく命を懸けて戦う仲間だろう？　あの報酬は正当な報酬だよ」

   「是啊。你不用客气。因为照顾这家伙的报酬也包含在内了。」

   「そうよ。遠慮なんて要らないわ。こいつの世話をする分も報酬には入ってるんだからね」

   「不，那个……如果你不愿意的话——」

   「いや、その……嫌なら──」

   「我可没说不愿意！」

   「嫌だなんて言ってないじゃない！」

   「我愿意！」

   「嫌じゃないです！」

   　艾尔玛和米米打断了我的话，异口同声地说道。米米红着脸直视着我的脸。艾尔玛说完后似乎感到害羞，把脸转向别处，长长的耳朵变得通红。

   　俺の言葉に
     
      被
     かぶせるようにエルマとミミが言葉を重ねてくる。ミミは赤い顔で俺の顔を
     
      真
     まっ
     
      直
     すぐに見て。エルマは言ってから恥ずかしくなったのか、顔をあさっての方向に向けて長い耳を真っ赤にしている。

   「希罗大人。我喜欢希罗大人。真的，打从心底爱着你。希罗大人就是我的一切。如果是希罗大人的话，我可以献上我的一切。」

   「ヒロ様。私はヒロ様のことが好きです。本当に、心から。愛してます。ヒロ様は私の
     
      全
     すべてです。ヒロ様になら私の全てを
     
      捧
     ささげられます」

   　米米从桌子那边探出身子，满脸通红地向我告白。这么热烈的告白，就算在电影和小说里也很难见到啊，我不禁这么想。

   　ミミがテーブルから身を乗り出し、真っ赤な顔でそう告白してくる。こんなに熱烈な告白なんて映画や小説でもそうそうお目にかかれないな、なんてことを考えてしまう。

   　而告白的对象偏偏是我……我该不会是喝醉酒后倒下，现在正在做梦吧？

   　その相手がよりにもよって俺だなんて……俺はいつの間にか酒でも飲んでぶっ倒れて夢でも見ているんだろうか？

   「我，我……倒，倒没有到那种程度？但，但是你救了我？要是没有你的话，我现在可能已经遭遇不测了？该，该说是报恩吗……那个，我很感激……也不是没有觉得你有点不错哦？不然再怎么说也不会允许你碰我身体的……笨蛋」

   「わ、私は……そ、そこまでじゃないけど？　で、でもあんたには助けられたし？　あんたに助けられていなかったら
     
      今
     いま
     
      頃
     ごろ
     
      酷
     ひどいことになってただろうし？　す、少しは恩というか……その、ありがたいというか……ちょっと良いかなって思ってたりしないこともないわよ？　そうじゃないといくらなんでも身体を許したりはしないわよ……馬鹿」

   　或许是被米米热烈的告白所感化，艾尔玛也扭扭捏捏地吐露了对我的想法。

   　ミミの熱烈な告白に感化でもされたのか、エルマもごにょごにょと俺に対する思いを吐露する。

   　我本以为她们俩都是出于某种义务感，为了报答我的救命之恩而勉强自己。听了她们的话，我感觉肩上的担子一下子变轻了，或者说胸口的疙瘩消失了。

   　俺、二人ともどこか義務的というか、助けた恩に報いるために少し無理をしているんじゃないかと思ってたんだ。なんだか、二人の言葉を聞いてすっと肩の荷が下りたと言うか、胸のつかえが下りた気がする。

   「等，你干嘛哭啊？」

   「ちょ、なんで泣いてるのよ？」

   「希，希罗大人？」

   「ヒ、ヒロさま？」

   「不，抱歉。你们能这么说我很开心。说实话我有点……不，是相当不安」

   「いや、すまん。二人にそう言ってもらえて
     
      凄
     すごく
     
      嬉
     うれしいよ。正直少し……いやかなり不安だったんだ」

   「不安，吗？」

   「不安、ですか」

   「你真傻。在绝境中潇洒地拯救了自己的王子，没有女人会不为之倾心的」

   「馬鹿ねぇ。絶体絶命のピンチを
     
      颯
     さつ
     
      爽
     そうと助けてくれた王子様に
     
      靡
     なびかない女なんてそういないわよ」

   　坐在我旁边的艾尔玛笑着亲了亲我的脸颊。一次又一次。

   　隣に座っていたエルマが笑いながら俺の
     
      頰
     ほおにキスをしてくる。何度も、何度も。

   「要是没有你，我现在已经在监狱里被当成玩物了。从那种境遇中拯救了我的你，毫无疑问是我的王子殿下。你完全不需要担心」

   「あんたが居なかったら私は今頃監獄で慰みものよ。そんな境遇から救ってくれたあんたは紛れもなく私の王子様なんだから。変な心配なんてしなくていいわよ」

   「我，我也是！希罗大人！要是没有希罗大人出手相救，我也会遭遇不幸！希罗大人是我的英雄！」

   「わ、私もですよ！　ヒロ様！　ヒロ様に助けてもらわなかったら、私も酷い目に遭ってました！　ヒロ様は私のヒーローです！」

   　米米从座位上站起来，绕到我身后，也抱住了我。感觉她身上有点酒味……难道是把酒当果汁喝了？

   　席を立って回り込んできたミミもまた、俺に抱きついてくる。少しお酒臭い気が……もしかしてジュースと間違えてお酒を飲んだのだろうか？

   「米米，我们来好好告诉王子殿下，我们是怎么看待他的吧」

   「ミミ、王子様に私達が王子様のことをどう思っているか、しっかりと伝えましょうか」

   「好，好的！我会努力的！」

   「は、はいっ！　がんばりますっ！」

   　两人的手伸向我的衣服。我毫无抵抗，任由她们摆布。

   　二人の手が俺の服に伸びてくる。俺は一切の抵抗をせず、彼女達の行動を甘受することにした。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　第二天。

   　翌日である。

   「好了，我们去购物吧」

   「さぁ、ショッピングに行きましょうか」

   「好的」

   「はいっ」

   「你们为什么这么有精神啊？」

   「君達なんでそんな元気なの？」

   　昨天我们明明一起亲热到很晚，但两人的肌肤看起来却比平时更有光泽，精神饱满。被捕食的果然是我吧？是不是被吸了什么？我内心感到诧异，但没有人回答我。

   　
     
      昨日
     きのうは一緒に夜遅くまで仲良くしていたはずなんだが、二人のお肌がいつもよりつやつやで元気いっぱいに見える。やはり捕食されているのは俺なのでは？　何か吸われているのでは？　俺は内心
     
      訝
     いぶかしむが、答えてくれる人はいない。

   「希罗大人？」

   「ヒロ様？」

   「不，没什么。我们走吧」

   「いや、なんでもない。行くとしようか」

   「好的」

   「はいっ」

   　米米带着满面笑容，兴高采烈地拉着我的手穿过机库坞，我们三人一起坐上高速电梯，一边欣赏电梯外的宇宙风景一边抵达了已经可以说是老地方的第三区。

   　上機嫌な様子で満面の笑みを浮かべるミミに手を引かれながらハンガーベイを抜け、高速エレベーターに三人で乗りこみ、エレベーターからの宇宙の風景を見ながら
     
      辿
     たどり
     
      着
     ついたのはもはやおなじみと言っても良い第三区画。

   「米米，你不怕吗？」

   「ミミ、怖くないか？」

   「没问题的！有希罗大人和艾尔玛小姐在，而且我也有激光枪」

   「大丈夫です！　ヒロ様もエルマさんもいますし、私だってレーザーガンを持ってますから」

   　米米笑着拍了拍自己腋下的激光枪。嗯，可以的话还是希望不要拔枪就能解决问题。下次让艾尔玛教我点体术吧。

   　ミミが笑顔で脇のレーザーガンをポンと
     
      叩
     たたく。うん、できれば抜かないで対処したいよな。今度エルマに体術の訓練でもつけてもらうかね。

   「话说回来，你有想去的地方吗？」

   「ところで、どこか行く当てはあるの？」

   「没有，完全就是一时兴起，所以没什么计划。米米有什么想去的地方吗？你之前不是调查过第三区的店家吗？」

   「いや、完全に思いつきだからこれといったプランは無いな。ミミはどこか行きたいところとかあるか？　前に第三区画の店をリサーチしてただろ？」

   「啊，是的。我想想」

   「あ、はい。そうですね」

   　米米取出情报终端，开始思考。

   　ミミが情報端末を取り出し、思案する。

   「有趣的地方应该是佣兵专用的道具店吧。那里好像有卖各种能在船内外使用的装备。还有就是枪支店和进口商品店之类的」

   「面白そうなところは
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい向けのガジェットショップでしょうか。船の内外で使える色々な装備を売っているみたいです。あとはガンショップとか、輸入品ショップとかですね」

   「道具店听起来挺让人在意的。不过枪支店吗？」

   「ガジェットショップってのは気になるな。しかしガンショップか？」

   「是的。如果不能保护好自己，关键时刻就会拖后腿。我的力气不大，运动神经也不好，所以想看看有没有什么好东西」

   「はい。自分の身を自分で守れるようにしておかないと、いざという時に足を引っ張ってしまいますから。私は力も弱いですし、運動神経もよくないので何か良いものがあったらなぁと」

   　原来如此，米米也认真考虑过自己需要的东西。我姑且不论射击战，对于互殴的打架没有自信，去看看或许也不错。

   　なるほど、ミミはミミで自分に必要なものというのをしっかりと考えているんだな。俺も射撃戦ならともかく、殴り合いの
     
      喧
     けん
     
      嘩
     かには自信がないし何か見てみるのもいいかもしれない。

   「进口商品店我也去过。能看到一些普通食品店不会卖的冷门食品，逛起来还挺开心的。而且和食品店不同，那里还有卖酒」

   「輸入品ショップは私も行ったことあるわね。普通の食料品店には並ばないようなマイナーな食品とかが見られて結構楽しいわよ。食料品店と違ってお酒も置いてるし」

   「嚯，听起来不错。也去那里看看吧。我对枪支店也有兴趣，也去那里看看吧。首先从哪里开始？」

   「ほぉ、それはいいな。そこも行ってみるか。ガンショップには俺も興味があるし、ガンショップにも行ってみよう。まず、どこから行く？」

   「道具店离这里最近」

   「ガジェットショップが一番近いですね」

   「那就去那里吧」

   「じゃあ、そこに行こう」

   　米米一边看着情报终端上的地图一边走，我们三人跟在她后面在第三区里走着。

   　情報端末の地図を見ながら歩くミミを先頭にして三人でテクテクと第三区画を歩く。

   　这个殖民卫星的第三区治安不太好，但电梯附近和通往第二区的闸门附近，还有星系军警备队总部附近治安相对好一些。而美味便利店似乎正好位于治安良好区域和治安不好区域的交界处。

   　このコロニーの第三区画はあまり治安が良くないのだが、エレベーター周辺と第二区画へと向かうゲートのある辺り、その他にも星系軍の警備隊本部のある辺りなどは比較的マシだ。おいしいマートのある辺りがマシな区域と治安の悪い区域の丁度境界線にあたるらしい。

   「好像是那家店」

   「あのお店みたいですね」

   「是那家吗」

   「あれか」

   　店的外观非常普通。正面是玻璃墙，里面摆着身穿抗Ｇ服的男女人偶。不对，光是抗Ｇ服这一点就很难说是普通了。

   　店の外観は至って普通だ。正面はガラス張りで、対Ｇスーツらしきものを着込んだ男女のマネキンなんかが並んでいる。いや、並んでいるものが対Ｇスーツって時点で普通とは言い難いかもしれないけど。

   「欢迎光临」

   「いらっしゃい」

   　一进店，坐在入口旁边收银台的店主就向我们打了声招呼。是个肌肉发达的粗犷大叔。

   　店に入ると、入り口のすぐ横にある精算カウンターに座っていた店主が声をかけてきた。筋肉モリモリの
     
      厳
     いかついおっさんだ。

   　我环顾店内，发现这家店并不大，大概和便利店差不多大吧。到处都装着监控摄像头，应该是用来防止偷盗的。

   　店内を見回してみると、さして広い店ではない。コンビニと同じくらいの広さだろうか。あちこちに監視カメラがあるのは盗難防止用ということだろう。

   「带着女人啊」

   「女連れ、か」

   「不行吗？」

   「駄目か？」

   「不是。那边的小姑娘暂且不论，你和那边的大姐一看就是佣兵」

   「いや。そっちの嬢ちゃんはともかく、あんたとそっちの姉さんはいかにも傭兵って感じがするしな」

   「看得出来吗？」

   「わかるもんなのか」

   「靠经验，经验。总之，店里有不少东西，需要说明的话就叫我吧」

   「経験だよ、経験。ま、色々あるから見ていきな。説明が必要だったら呼んでくれ」

   　店主挥了挥手，视线落在手边的平板上。虽然我有点怀疑他到底有没有接待客人的意思，不过日本以外的国家的店大概都是这样吧。只是日本的待客精神太异常了而已，大概。

   　そう言ってヒラヒラと手を振り、店主は手元のタブレットに視線を落とした。接客する気あんのかよと思わないでもないが、まぁ日本以外の国の店なんて大体どこもこんなもんだろう。日本のおもてなし精神が異常すぎるだけだ、多分。

   「话说回来，有很多东西光看外表根本不知道是什么啊。」

   「それにしても、見た目だけじゃなんなのかわからんものも多いな」

   　我拿起一个像是神秘罐头的东西端详。价格是三艾尼。我看看……为驾驶舱提供清爽的香气！不再在意烟味！原来是芳香剂啊。仔细一看，底部好像有粘着胶带？即使在SF世界，这种东西也是一样的。

   　謎の缶詰のようなものを手にとって眺める。値段は三エネル。ええとなになに……コックピットに
     
      爽
     さわやかな香りを提供！　タバコの
     
      匂
     においも気になりません！　って芳香剤かよ。よく見たら底が粘着テープになっているのか？　ＳＦ世界でもこういうのは変わらんな。

   「希罗大人希罗大人，这个抗G服不穿吗？」

   「ヒロ様ヒロ様、この対Ｇスーツとかは使わないんですか？」

   「啊——克里希那的驾驶舱本身就内置了抵消加速和急转弯时的G力的装置，所以不需要。米米之前也没感觉到过会让人昏厥的G力吧？」

   「あー、クリシュナはコックピットブロック自体に加速時や急旋回時のＧを相殺する機構が組み込まれているから必要ないかな。ミミも今まで気絶するほどのＧは感じたことがないだろ？」

   「那倒也是……我只是觉得有点帅而已。」

   「それもそうですね……ちょっとかっこいいなって思ったんですけど」

   　米米显得有些沮丧。那个设计确实很帅。不过，为了提高船员生存概率的生命维持功能已经配备了最高级的设备，所以不需要。抱歉啊。

   　ミミが少しションボリする。デザインがいかにもそれっぽくてかっこいいよな、それ。でも船員の生存可能性を向上させるライフサポート機能は最高級のものを積んであるから必要ないんだ。ごめんな。

   「这个不错吧？」

   「これ良いんじゃない？」

   　艾尔玛拿过来的是个莫名充满未来感的球体。老实说，我完全不知道这是用来干什么的。

   　エルマが持ってきたのは妙にサイバー感の
     
      溢
     あふれる球体だ。正直言って何に使うものなのか見当もつかない。

   「这是什么？」

   「なんぞそれ」

   「重力球哦。这个很方便哦。」

   「グラビティスフィアよ。これ、便利なのよ」

   　艾尔玛这么说着，把那个叫重力球的东西举到肩膀附近，按下了某个按钮。随后，机器驱动的声音“啾——”地响了起来。

   　そう言うとエルマはグラビティスフィアというものを肩の辺りまで持ち上げ、何やらボタンを押した。キュゥゥゥン、と機械の駆動音のようなものが鳴る。

   「然后呢？」

   「で？」

   「像这样，这样哦」

   「こうして、こうよ」

   　艾尔玛从重力球里拉出一根像是吸管的东西，放到嘴边。尽管她放开了手，重力球依然浮在艾尔玛的右肩附近。虽然很不可思议，但我还是不知道这是用来干什么的。

   　エルマはグラビティスフィアからストローのようなものを引き出して口元に当てた。手を放したのにもかかわらず、グラビティスフィアは依然としてエルマの右肩の辺りに浮いたままだ。不思議だが、何をするものなのかよくわからない。

   「抱歉，我不懂。第一次见」

   「すまん、わからん。初めて見る」

   「把饮料放进去，在战斗中随时都可以喝哦。而且，你看」

   「飲み物を入れておいて、戦闘中にいつでも飲めるのよ。しかも、ほら」

   　艾尔玛时而走动，时而在原地转圈，而重力球则一直紧紧地跟着她的动作。原来如此？

   　エルマが歩いたり、その場でくるりとターンしたりするとグラビティスフィアはその動きにピッタリと追従し続ける。なるほど？

   「也就是说，这是可以固定在空中的饮料瓶？」

   「空中に固定できるドリンクボトル、ってことか？」

   「没错。按下固定按钮后，它就会浮在空中，三秒后会自动跟随最接近的质量体。即使在高G力的驾驶舱里也能保持静止，是个很棒的发明哦。而且内容物不会洒出来，温度也能完美维持。」

   「そういうこと。固定ボタンを押したらその場に浮いて、三秒後の時点で一番近い質量体に追従するようになってるの。高いＧのかかるコックピットでも問題なくその場に静止し続ける優れものよ。しかも中身も
     
      零
     こぼれないし、温度維持も
     
      完
     かん
     
      璧
     ぺき」

   「这就是所谓的浪费技术吧……虽然很方便啦」

   「技術力の無駄遣いってこういうのを言うんじゃねぇかな……いや便利だけども」

   　我向浮在艾尔玛右肩附近的重力球伸出手，戳了戳它。虽然它会随着我戳的力度移动，但很快又会回到原来的位置。真是神秘的技术……。

   　エルマの右肩の辺りに浮いているグラビティスフィアに手を伸ばし、ツンツンとつついてみる。ふわふわ押された分だけ動くが、またすぐに元の場所に戻ってくるようだ。謎の技術だ……。

   「不过，应该很贵吧？」

   「でも、お高いんでしょう？」

   「一个500艾尼」

   「一個五〇〇エネルね」

   「好……贵？」

   「たっか……くね？」

   　微妙。非常微妙。换算成日元的话，一个5万日元的水壶或饮料架确实贵得离谱，但考虑到这是使用了神秘技术的超高科技产品，又觉得挺便宜的。最重要的是，以我现在的财力来看，这根本不算什么。

   　微妙。すごく微妙。日本円換算で五万円は水筒とかドリンクホルダーとして考えると
     
      滅
     め
     
      茶
     ちや
     
      苦
     く
     
      茶
     ちや高いけど、空間に固定する謎技術を使っている超ハイテク品と考えると安い気がする。何より、今の俺の財力から考えれば
     
      端
     はした
     
      金
     がねだ。

   「看起来很方便，就买吧」

   「便利そうだし、買うか」

   「我也要买」

   「私も買うわ」

   「不，就当是给船添置的备品吧，所以由我来出钱。连备用的在内，就买六个吧」

   「いや、これは船の備品として買うことにしよう。だから俺が出す。予備も合わせて六つ買おう」

   「是吗？那就恭敬不如从命了」

   「そう？　なら、お言葉に甘えるわね」

   　艾尔玛露出微笑。咕，原本的颜值就很高，所以破坏力也高。我有些害羞地移开视线，艾尔玛则一边轻笑一边迈着轻快的步伐走向柜台。咕呶呶。

   　エルマがにっこりと笑みを浮かべる。くっ、元の顔が良いだけに破壊力が高いっ。なんとなく気恥ずかしくなって視線を
     
      逸
     そらすと、エルマはクスクスと笑いながら軽い足取りでカウンターへと歩いていった。ぐぬぬ。

   　虽然还有其他各种各样的神奇商品，但没有我想要的东西。虽然我对类似便携式煤气炉的加热烹饪器具和简单的锅子平底锅等组合成套的烹饪工具有些兴趣，但船上已经有铁人了。我也没必要特意做些粗犷的男性料理。

   　その他にも色々と不思議グッズはあったが、俺が欲しいと思うようなものはなかった。携帯ガスコンロのような加熱調理器具と簡素な
     
      鍋
     なべやフライパン等がワンセットになっているクッキングキットには少し興味を
     
      惹
     ひかれたが、船にはテツジンがあるしなぁ。わざわざ俺が雑な男料理を作ることもあるまい。

   　在柜台付完钱，拜托他们把货物送到船上后，我们开始前往下一家店。

   　カウンターで支払いを済ませ、船に荷物を送ってもらうように頼んで次の店へと移動を開始する。

   「接下来是枪支店呢」

   「次はガンショップですね」

   「枪支店啊……总觉得枪支店这个词让人兴奋啊」

   「ガンショップか……なんかガンショップって響きがワクワクするよな」

   「你也是个男孩子呢」

   「あんたも男の子ねぇ」

   　枪支店就在小玩意店的附近。徒步三十秒就能到。

   　ガンショップはガジェットショップのすぐ近くにあった。徒歩三十秒である。

   「好严肃啊」

   「物々しいなぁ」

   「毕竟是枪支店嘛」

   「そりゃガンショップだからね」

   　面向街道的橱窗在玻璃外还装着铁栅栏。通往店内的门是厚重的自动门。严肃度MAX。穿过发出“嗡——”的夸张重低音打开的门，我们走进店内。

   　通りに面しているショーウィンドウはガラス張りの外に鉄格子。店内への扉は分厚い自動ドア。物々しさＭＡＸである。ヴィーン、とやたら派手な重低音を鳴らして開く扉を
     
      潜
     くぐり、中へと入る。

   「哦哦，好兴奋」

   「おお、ワクワクする」

   　一踏入店内，映入眼帘的是排成一列的枪、枪、枪。除此之外，似乎还贩卖着改造零件、替换用的能源包以及枪套等。我将视线转向店内的柜台，坐在那里的是目光锐利的老爷爷。

   　店内に足を踏み入れて目に入ってくるのはズラーッと並ぶ銃、銃、銃。その他にはカスタムパーツや替えのエネルギーパック、ホルスターなども売っているようだ。奥のカウンターに目を向けると、そこに座っているのは眼光の鋭いお
     
      爺
     じいさんだった。

   「小子，这里是贩卖用来射杀人的武器的店。可不是带着女人来约会的地方哦。」

   「小僧、ここは人を撃ち殺す武器を売ってる店だ。女連れでデートに来るようなところじゃないぞ」

   「您说得对。不过我会保持安静的，还请原谅。」

   「そりゃごもっとも。まぁ
     
      五
     う
     
      月
     る
     
      蝿
     さくしないようにするから許してくれ」

   「哼。」

   「ふん」

   　老人像是失去了兴趣般将视线从我身上移开，继续在柜台上维修分解的枪支。我完全感觉不到他有接待客人的意思，看来这附近的店家都是这样。

   　老人は興味を失ったかのように俺から視線を逸らし、カウンターの上で分解されている銃の整備に戻った。本当に接客するつもりが
     
      微
     み
     
      塵
     じんも感じられんな、この辺りの店は。

   「对了，你有准备白兵战用的装备吗？」

   「そういやあんた、白兵戦用の装備は用意してあるの？」

   「姑且有。因为不是经常用到的东西，所以收在货物箱的深处。」

   「一応な。そうそう使うものでもないからカーゴの奥に仕舞ってあるわ」

   「哦——也是啦，毕竟佣兵几乎不会用肉身战斗嘛。」

   「ふーん。まぁ傭兵が生身で戦うようなことは
     
      殆
     ほとんど無いものね」

   「所以才更应该注意吧。」

   「だからこそ気をつけるべきなんだろうけどな」

   　我拿起挂在墙上的激光步枪，确认重量。这到底是用什么材料做的？感觉莫名地轻。虽然轻不是坏事，但我觉得太轻也是个问题。

   　壁面にディスプレイされていたレーザーライフルを手に取り、重さを確かめる。一体何の素材でできているんだろうか？　妙に軽いな。軽いのは悪いことじゃないんだろうけど、軽すぎるのも問題なんじゃないかと思う。

   　米米似乎在认真地研究手枪型的激光枪。她拿起好几把激光枪，确认重量和握把。

   　ミミはハンドガンタイプのレーザーガンを熱心に調べているようだ。いくつものレーザーガンを手に取り、重さやグリップを確かめたりしている。

   「你不用看看吗？」

   「あんたは見なくていいの？」

   「我有这个啊」

   「俺にはこれがあるからなぁ」

   　我敲了敲挂在腰间的激光枪。这是我在Stella Online的白兵战活动中获得的奖品。性能比商店里卖的还要高，设计也很帅气，所以我直接把它当成了爱枪。

   　脇のレーザーガンをポンと叩く。これはステラオンラインの白兵戦イベントの賞品として手に入れたものだ。店売りのものよりも性能が高く、デザインも格好良かったのでそのまま愛銃にしている。

   「这把枪的设计很少见呢。是哪家厂商的？」

   「あんまり見たこと無いデザインの銃ね。メーカーどこ？」

   「啊——我不记得了。你瞧，我有那个嘛」

   「あー、覚えてないな。ほら、俺アレだから」

   　我不能说明获得的经过，所以含糊其辞。失忆设定真方便啊！

   　入手経緯を説明するわけにはいかないのではぐらかす。記憶喪失設定は便利だなぁ！

   「啊，对哦。保养方面没问题吗？」

   「ああ、そうだったわね。整備とか大丈夫なの？」

   「我不记得有保养过」

   「した覚えがないな」

   「喂，你啊……要不要让店主看看？」

   「ちょっと、あんたね……店主に見てもらったら？」

   「就这么办吧」

   「そうしよう」

   　我坦率地点点头，走向店主所在的柜台。一靠近柜台，店主老爷爷就用锐利的视线瞪了过来。眼神好凶啊，吓死人了。

   　素直に
     
      頷
     うなずき、店主の居るカウンターへと向かう。カウンターに近づくと、店主のお爺さんがギロリと鋭い視線を向けてきた。眼光鋭くてこえーよおい。

   「什么事？」

   「なんじゃ」

   「因为一些复杂的原因，我不知道这把枪的保养方法。不好意思，能麻烦你看看吗？」

   「少々複雑な事情があって、銃のメンテナンス方法がわからないんだ。すまないがちょっと見てくれないか？」

   　我一边说着，一边把激光枪连同枪套一起放在柜台上。毕竟总不能拔出来给他看吧。

   　そう言って俺はホルスターごとレーザーガンをカウンターに置いた。まさか抜いて渡すわけにもいかないからな。

   　店主用诧异的眼神看了我一眼，然后小心翼翼地从枪套里拔出我的激光枪，瞪大了眼睛。

   　店主は
     
      訝
     いぶかしげな視線を俺に送った後、慎重な手付きで俺のレーザーガンをホルスターから抜き取り、目を大きく見開いた。

   「这，这是！？曼达斯公司的……！？而且还是弹道预测线冠军特别限定版……！？」

   「こ、これはっ!?　マンダス社の……!?　しかもガンスリンガーチャンピオン特別限定モデル……じゃと!?」

   　椅子发出“嘎嗒！”一声，店主老人站了起来。没事吧？他全身都在颤抖，感觉随时都会倒下。

   　ガタッ！　と椅子を鳴らして店主の老人が立ち上がる。大丈夫か？　全身を震わせて今にもぶっ倒れそうなんだが。

   「小子……不，你能用这个吗！？」

   「小僧……いや、お前さんはこれを撃てるのか!?」

   「啊？当然能用啊」

   「は？　いや、そりゃ
     
      勿
     もち
     
      論
     ろん撃てるけど」

   　实际上我就是用它救了米米。艾尔玛和米米应该都看到我用这把激光枪射击的场景了。

   　実際にこいつを撃ってミミを助けたわけだしな。エルマもミミも俺がこのレーザーガンを撃った光景は見ているはずだ。

   「是吗……你能用啊……也就是说，你是正式的所有者……」

   「そうか……撃てるのか……ということは、正式な所有者ということじゃな……」

   　老爷爷坐回椅子上，闭上眼睛。

   　爺さんが椅子に座り、
     
      瞑
     めい
     
      目
     もくする。

   「我说艾尔玛，这个老爷爷为什么这么惊讶？」

   「なぁエルマ、この爺さんは何をこんなに驚いているんだ？」

   「我怎么知道。不过，曼达斯公司可是以制造独一无二的超高级武器而闻名的制造商。那个是曼达斯公司制造的吗？」

   「知らないわよ。でも、マンダス社って言ったらワンオフの超高級武器を作るメーカーとして有名なところよ。あれ、マンダス社製なの？」

   「不，我也不清楚。但应该比店里卖的要好」

   「いや、詳しくは知らんけど。店売りの品よりは良いもののはずだ」

   「那当然！这可是曼达斯公司的限定版啊！就算找遍整个银河，也找不到比这更好的枪了！」

   「当たり前じゃ！　マンダス社の限定モデルじゃぞ！　これ以上の銃なんぞ銀河中を探し回ってもそうそうないわい！」

   　老爷爷大声吼道，然后把激光枪塞回枪套里，还给了我。

   　爺さんがガーッと
     
      吼
     ほえ、ホルスターにレーザーガンを突っ込んで突き返してくる。

   「维，维护呢？」

   「メ、メンテは？」

   「那家伙不需要维护！就算有什么损伤，纳米机器自动修复系统也会立刻启动。最好不要随便乱动它。还有，那家伙除了你以外，谁也用不了。」

   「そいつにメンテナンスはいらん！　何か損傷が起こってもナノマシン自動修復システムが即座に働くようになっとるからな。
     
      下
     へ
     
      手
     たに手を出さんほうが良いんじゃ。あと、そいつはおまえさん以外には撃てん」

   「哦……」

   「へぇ……」

   　看来这把枪比我想象的还要好。在Stella Online里，这把枪确实被设定为不可转让、交易的装备，但没想到它居然还搭载了类似个人认证系统的东西。以后还是多注意一点吧，比如偶尔用布擦一擦之类的。

   　なんだか思っていたより良い銃だったらしい。確かにステラオンラインでは譲渡、トレード不可装備ってなってたけど、まさか個人認証システムめいたものまで搭載しているとは。これからはもう少し気にかけるとしよう。たまに布で磨いてやるとか。

   　米米一个人拿着各种激光枪看了半天，但似乎没有比她现在用的那把佣兵公会选的激光枪更顺手的。最后，我买了几条维护用的擦枪布，以及作为船的备用品的激光枪用预备能源包三打，然后决定前往下一个购物地点。

   　一人で色々なレーザーガンを手に取って見ていたミミだったが、どうにも今持っている
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいギルドで選んでもらったレーザーガンよりもしっくり来るものは無かったらしい。結局、俺はメンテ用の磨き布を数枚。後は船の備品としてレーザーガン用の予備エネルギーパックを三ダースほど購入して次のお買い物スポットに向かうことにした。

   「接下来是进口商品店吗？」

   「次は輸入品ショップだったか」

   「是的！那里好像有卖各种各样的稀有食材！」

   「はい！　色々な珍しい食材を扱っているらしいです！」

   　以品尝银河美食为目标的米米兴奋地说道。

   　銀河グルメを味わうことを目標にしているミミが鼻息を荒くする。

   「食物的话应该不会踩雷吧」

   「食い物ならハズレはないだろうな」

   「……是啊」

   「……そうね」

   　跟在我们后面的艾尔玛笑嘻嘻的。那笑容是什么意思啊。

   　俺達の後ろをついてきているエルマがニヤニヤと笑っている。何だよ、その笑みは。

   　我很快就知道了答案。

   　その疑問の答えはすぐに明らかになった。

   「噫……」

   「ヒェッ……」

   「希，希希，希罗大人，那，那，那个……」

   「ヒ、ヒヒ、ヒロ様、あ、あ、あれ……」

   　米米用颤抖的手指指向一个笼子，里面有一只抱脸虫一样的生物在乱动。它有着皮肤色的身体，像人类手指一样长着关节的多足，介于蝎子尾巴和触手之间的尾巴，以及多足根部一个像口腔一样的洞……那是什么，好可怕。怎么看都是个危险的生物。

   　ミミが震える指で指し示す飼育ケージの中でフ○イスハガーめいたサムシングが暴れていた。肌色で、人間の指のようにも見える節くれ立った多脚、サソリの
     
      尻
     しつ
     
      尾
     ぽと触手の中間のような尻尾、多脚の根本に開いたおぞましい
     
      口
     こう
     
      腔
     こうのような穴……何あれ怖い。どう見てもヤバイクリーチャーだろう、あれは。

   「听说这是活的高级食材。要吃吃看吗？」

   「生きたままのは高級食材らしいわよ。食べてみる？」

   「不，我就算了」

   「いいえ、私は遠慮しておきます」

   「顺便一提，这是加工品」

   「ちなみにこれが加工品」

   「噫……！」

   「ひぃぅ……！」

   　艾尔玛不知从哪里拿来了真空包装的抱脸虫。要吃这个？骗人的吧？

   　エルマがどこかから真空パック包装されたフェ○スハガーを持ってくる。これ食うの？　うせやろ？

   「听说这是遥远星系的军用口粮。要从头开始啃」

   「遠く離れた星系の軍用レーションらしいわよ、これ。頭からバリバリ食べるんですって」

   「好吃吗……？」

   「
     
      美
     う
     
      味
     まいのか……？」

   「谁知道呢？我没吃过所以不清楚。不过营养价值好像很高哦？」

   「さぁ？　食べたこと無いから知らないわ。栄養価は抜群らしいわよ？」

   　艾尔玛耸了耸肩。我姑且向米米使了个眼色，她立刻用力摇头。也是，就算是我，也实在吃不下去。

   　エルマが肩を
     
      竦
     すくめてみせる。一応ミミに視線を送ってみるが、全力で首を横に振っていた。だよな、これは
     
      流石
     さすがに俺も無理。

   「如果想吃遍银河的话，这还只是个开始哦？」

   「銀河を食べつくすというならこれくらい序の口よ？」

   「我们毕竟是新手，得先从安全的地方开始攻略才行。」

   「俺達はホラ、初心者だから。まずは無難なところから攻略していかないとな」

   「说，说得也是！啊，希罗大人！那边有卖看起来很好吃的肉！」

   「そ、そうですね！　あ、ヒロ様！　あっちに
     
      美
     お
     
      味
     いしそうなお肉が売ってますよ！」

   「哦哦！去看看吧！」

   「おお！　見てみよう！」

   　我从一边坏笑一边拿着真空包装的艾尔玛身边逃开。不，这不是逃跑，只是朝着别的目标前进而已。嗯。

   　ニヤニヤと笑いながら真空パック片手に迫ってくるエルマから逃げ出す。いや、これは逃走ではない。別の目標に向かって前進しているだけだ。うん。

   「这，这是……漫画肉！？」

   「こ、これは……マンガ肉!?」

   　那是一块包裹着骨头的肉块，毫无疑问就是漫画肉。

   　それは一本の骨を覆う肉塊、つまり紛うことなきマンガ肉であった。

   「我看看……一根约3公斤，76艾尼。已经处理好，可以直接吃」

   「ええと……一本約３ｋｇで七六エネル。調理済み、そのままかぶりつける、と」

   「好像已经熏制过了」

   「
     
      燻
     くん
     
      製
     せいにしてあるみたいですね」

   「好，就买这个吧。我一定要吃吃看」

   「よし、これは買っていこう。ぜひ食いたい」

   「好的！」

   「はいっ！」

   　一根7600日元的漫画肉……好贵！虽然贵，但我无法抗拒这诱惑！

   　一本七六〇〇円のマンガ肉……高い！　高いが、この誘惑には抗えない！

   　这是什么肉？这种小事根本无所谓吧。虽然我大概能猜到，毕竟这是个有人造肉的世界。

   　何の肉なのか？　そんな
     
      些
     さ
     
      細
     さいなことはどうでも良いじゃないか。想像はつくけどさ。人造肉なんてものがある世界だからね。

   「这个就用我的工资来买吧」

   「これは私のお給料で買いますね」

   「不，这是大家一起吃的，我来出吧」

   「いや、皆で食べるものだし俺が」

   「不，我想把这作为我第一份工资的用途。大家一起吃吧」

   「いいえ、これを私の初任給の使い途にしたいんです。皆で食べましょう」

   　米米用闪闪发光的眼神看着我。唔，既然她都这么说了，那我就恭敬不如从命吧。

   　ミミがキラキラとした
     
      瞳
     ひとみを向けてくる。ううむ、そう言うならお言葉に甘えるか。

   「好，那我就承蒙你的好意了」

   「わかった。じゃあご
     
      馳
     ち
     
      走
     そうになるよ」

   「好的！交给我吧！」

   「はいっ！　お任せください！」

   　米米把真空包装的漫画肉放进购物篮里，呼吸急促。我突然把视线转向艾尔玛，她似乎也在把什么东西放进购物篮里。好像都是酒。

   　真空パックされたマンガ肉を買い物かごに突っ込んだミミが鼻息を荒くする。ふと視線をエルマの方に向けてみると、彼女は彼女で買い物かごに何やらポイポイと入れているようだ。だいたい酒のようだが。

   「好，我也来找点什么吧！」

   「よし、俺も何か探すぞ！」

   　再怎么说店里也不会有什么危险吧，于是我跟米米分开，自己在店里四处寻找不可思议的食材。从生吃食用虫子之类的恶心食物，到正宗的柯贝牛肉，应有尽有……柯贝牛肉！？为什么会有柯贝牛肉！？

   　流石に店内で危険なことも無かろう、というわけでミミと別れて俺も不思議食材を探して店内をうろつく。躍り食いでいただく食用ワームなどのゲテモノから、由緒正しいコーベ・ビーフまで色々と……コーベ・ビーフ!?　コーベ・ビーフナンデ!?

   　虽然没有说明产地，但柯贝牛肉作为最高级的食用肉，似乎在全银河都有流通……价格是100克1000艾尼。根据部位价格会有变动。果然还是太贵了。虽然想买的话也不是买不起，但实在是提不起劲。

   　由来の説明は無かったが、最高級食肉としてコーベ・ビーフは全銀河に流通しているらしい……なんとお値段は１００ｇ辺り一〇〇〇エネルから。部位によって値段は変動。流石に高すぎる。買おうと思えば買えるが、とても買う気にはならないな。

   　正当我对柯贝牛肉的高价感到战栗时，艾尔玛单手拿着购物篮经过，用诧异的眼神看着我。

   　コーベ・ビーフの高さに
     
      戦
     せん
     
      慄
     りつしていると、買い物かご片手に通りがかったエルマが訝しげな視線を向けてきた。

   「你赚的钱不是已经够奢侈了吗？」

   「それくらいの
     
      贅
     ぜい
     
      沢
     たくはできるくらい稼いでるじゃない」

   「你啊，300克的菲力牛排可是相当于讨伐一艘宙贼舰的赏金耶。这种东西怎么可能……吃得下那么多？」

   「お前、３００ｇのヒレステーキで宙賊艦一隻討伐した時の賞金とかだぞ。そんなもん日常的に……食え、るな？」

   「以你的收入来说应该绰绰有余吧。」

   「あんたの稼ぎなら余裕でしょ」

   「不，奢侈是大敌！宇宙中应该有更便宜又好吃的东西才对！人造肉的牛排也够好吃了！」

   「いいや、贅沢は敵だ！　もっと安くて美味いものが宇宙にはあるはずだ！　人造肉のステーキだって十分美味いし！」

   　顺带一提，人造肉牛排100克大约是5艾尼。两者的价格差竟然高达200倍以上。没关系，我的舌头认为人造肉也够好吃了。

   　ちなみに人造肉のステーキだとだいたい１００ｇ当たり五エネルである。その価格差、なんと二〇〇倍以上。良いんだ、俺は人造肉でも十分美味しいと思える舌の持ち主だから。

   「嗯，的确。不是价格高就好。」

   「ま、確かにね。高けりゃ良いってもんじゃないわね」

   　说完，艾尔玛便离开了肉品卖场。总觉得艾尔玛的购物篮里好像装了真空包装的菲○哈格，是我的错觉吧？就、就当作没看到吧。

   　そう言ってエルマが食肉売り場から去っていく。今エルマの買い物かごの中に真空パックフェイ○ハガーが入っていた気がするんだが、気のせいだよな？　み、見なかったことにしよう。

   　接下来是饮料区。有很多莫名其妙的可疑果汁……可乐、没有可乐吗……！

   　お次はドリンクコーナーだ。よくわからない怪しげなジュースが多いな……コーラ、コーラは無いのか……！

   「这是……！？」

   「これは……!?」

   　瓶子里装着黑色液体。标签上写着『Coke』的文字。不会错！这是我最爱的可乐！我的旅程终点就在这里！

   　ボトルに入った黒々とした液体。ラベルには『Coke』の文字。間違いない！　これは俺の好物のコーラだ！　俺の旅の終着点はここにあった！

   　我一把抓起瓶子，飞奔向收银台。虽然店员好像有点害怕，但我毫不在意地付了钱，然后马上走到店外打开瓶盖。一股熟悉的香味飘散开来。我满怀期待地将瓶子倾斜。

   　俺はボトルを
     
      引
     ひっ
     
      摑
     つかみ、レジに猛ダッシュ。何か店員が
     
      怯
     おびえている気がするが、気にせず代金を払って早速店の外に出てボトルの封を開ける。ふわりと漂うフレーバーは慣れ親しんだもの。俺は期待と共にボトルを傾けた。

   「……嗯，我就知道会是这样」

   「……うん、まぁこんなことだろうと思ったよ」

   　舌头感受到的甜味和酸味，以及穿过鼻腔的香味，都和可乐一模一样，但这种可乐完全没有气泡的爽快感。这是无气可乐。喂喂喂，这可是那个以“喝死人”而闻名的玩意儿啊。

   　舌に感じる甘味と酸味、鼻に抜ける香りはまさしくコーラそのものだったが、このコーラにはシュワッとする
     
      爽
     そう
     
      快
     かい
     
      感
     かんが一切無かった。これは炭酸抜きコーラだな。オイオイオイ死ぬわアイツで有名なアレだ。

   　话虽如此，这可是珍贵的可乐味道。虽然爽快感有点不足，但确实是可乐。喝完瓶子里的饮料后，我回到店里，向店员问道：

   　とはいえ、貴重なコーラの味だ。爽快感は今ひとつだが、コーラには違いない。ボトルの中身を飲み干した俺は店内に戻り、店員に告げた。

   「这种饮料还有多少库存？」

   「この飲料の在庫はいくつある？」

   「呃，那个……店里有七瓶，仓库里有七箱」

   「え、ええと……店頭に七本、バックヤードに七ケースありますね」

   「全部给我」

   「全部くれ」

   　店员用类似库存管理终端的东西查了一下，然后瞪大了眼睛。

   　在庫管理用の端末らしきものを調べた店員の目が点になる。

   「全部」

   「全部だ」

   「好的，没问题！」

   「ハイヨロコンデー！」

   　我付了钱，办好了邮寄到船上的手续。呵呵，这样就行了。虽然很难说是理想中的可乐，但味道本身并不坏。作为总有一天要喝到真正可乐之前的替代品……话说，只要给这个添加碳酸不就行了？

   　代金を支払い、船に送る手続きを済ませておく。ふふ、これでよし。理想的とはまったくもって言い難い品だが、味そのものは悪くない。いつか本物のコーラを飲むその時までの代用品としては使える……というか、これに炭酸を添加すれば良いのでは？

   　我一边想着，一边在店门口附近操作情报终端，搜索有没有这种商品，但好像没有。为什么技术这么发达，却没有苏打水机呢……这个世界太扭曲了。必须纠正……。

   　そう考えた俺は店の出入り口付近で情報端末を操作してそういったグッズがないかと調べてみたが、どうやらそういったものは存在しないようであった。どうしてこんなに技術が進んでいるのにソーダマシンが存在しないんだ……この世界は
     
      歪
     ゆがんでいる。正さないと……。

   「希，希罗大人？」

   「ヒ、ヒロ様？」

   「眼神好危险……」

   「なんか危ない目をしてるわね……」

   「哈哈哈，别在意。我只是有点慌乱而已」

   「ははは、気にするな。少し取り乱しただけだ」

   　没什么，突然就达成目的也没什么乐趣。现在就让我好好品尝这份焦躁，这份苦涩的现实吧……呵呵呵。

   　なに、いきなり目的を達成してしまうのも面白くない。今はこのもどかしさを、苦い現実を味わおうじゃないか……ふふふ。

   　买完东西后，我们回到船上，各自品尝着自己的战利品。

   　買い物を終えた俺達は船に戻り、それぞれの戦利品を味わうことにした。

   　漫画肉……是理想的漫画肉。确实的满足感，浓郁的调味，适度的嚼劲……但一个人一根还是太多了。因为就算去掉骨头，肉也有2公斤以上啊？实在是吃不完。

   　マンガ肉は……理想的なマンガ肉だった。確かな満足感、濃いめの味付け、適度な
     
      嚙
     かみごたえ……しかし一人一本は流石に多すぎた。だって骨の分は差し引いたとしても肉が２ｋｇ以上はついてるんだぜ？　流石に食いきれないわ。

   　这根漫画肉还是用刀切开，大家一起分享吧。虽然不啃漫画肉有点没浪漫。

   　これは一本をナイフとかで切り分けて皆でシェアして食うのが良いんだろうな。折角のマンガ肉に
     
      齧
     かじり付かないなんてロマンがないけど。

   　然后，艾尔玛果然也买了那个抱脸虫的真空包装。虽然我心想「你不是在开玩笑吧」，但鼓起勇气吃下去后，意外地还不错。加工成食用的外壳与外表相反，非常柔软，口感就像鱼板一样，咬碎后溢出来的内馅是奶油状的，有点甜。如果要打个比方，就是……奶油可乐饼，不对，是奶油鱼板。

   　そして、エルマは例のフェ○スハガーの真空パックをやはり買ってきていた。ウッソだろお前と思ったが、勇気を出して食べてみると案外イケた。食用に加工された外殻は見た目に反して柔らかく、まるでかまぼこのような食感で、嚙み千切ると
     
      溢
     あふれ出してくる中身はクリーミーで少し甘い。これは例えるなら、そう……クリーミーコロッケならぬクリーミーかまぼこ。

   「意外地还不错。」

   「案外イケる」

   「只是外表看起来很糟糕而已。」

   「見た目が悪いだけなのね、これ」

   　米米用难以置信的眼神看着大口吃着抱脸虫的我和艾尔玛，让我印象深刻。

   　ミミがモリモリとフ○イスハガーを食べる俺とエルマを信じられないという目で見ているのが印象的だった。

   　我的可乐？姑且也让他们两人喝喝看咯？

   　俺のコーラ？　一応二人にも飲ませてはみたよ？

   「是不是有药味？我不太喜欢。」

   「なんか薬臭くない？　私はあまり好みじゃないわね」

   「好甜……」

   「甘いですね……」

   　艾尔玛明确地表示不喜欢。米米虽然没有明确地说出口，但表情也有些微妙。没关系没关系，我一个人享受就好。过阵子我会让他们喝添加碳酸的真正可乐的。给我记住。

   　エルマははっきりと好みじゃないと宣言。ミミもはっきりとは言わないものの、微妙な表情をしていた。いいさいいさ、俺が一人で楽しむから。そのうち炭酸を添加した本物のコーラを飲ませてやるからな。覚えてろよ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　漫画肉派对的隔天。我们再次造访小行星带。

   　マンガ肉パーティーの翌日。俺達は再び小惑星帯を訪れていた。

   　毕竟也存了不少钱，其实也可以马上移动到其他星系。但是，难得“流民”的数量增加了，再赚一笔也未尝不可。包含我在内的三人都一致同意了这个方向。

   　十分な貯金もできたわけだし、さっさと他の星系に移動しても良かった。しかし、折角『流れ』の数が増えていることだし、もうひと稼ぎしてからでも良いだろう。そういう方向で俺を含めた三人の意志がまとまったからだ。

   「真奇怪。」

   「妙ね」

   「确实很奇怪。」

   「妙だな」

   「很奇怪吗？」

   「妙なんですか？」

   　艾尔玛一脸严肃地嘟囔道，我也表示同意。米米看着我们，歪了歪头。

   　深刻な表情で
     
      呟
     つぶやくエルマと、それに同意する俺。そしてそんな俺達を見て首を
     
      傾
     かしげるミミ。

   　我们今天也来狩猎美味的“流民”，但当我们埋伏起来等待“流民”时，探测到了一群行动诡异的家伙。是三艘小型船。

   　今日も今日とて
     
      美
     お
     
      味
     いしい美味しい『流れ』狩りに来た俺達であったが『流れ』を待ち伏せしていると妙な動きをする連中を探知した。三隻の小型船だ。

   　那些家伙以莫名有秩序的动作，偷偷摸摸地在小行星带中四处移动。那明显不是采矿的动作，以宙贼来说，感觉也太有秩序了。说到底，那怎么看都不像是在寻找猎物的动作。那是避免与其他船只接触的动作。

   　そいつらは妙に統制の取れた動きで隠れるようにコソコソと小惑星帯の中を動き回っている。明らかに採掘をしている動きじゃないし、宙賊にしては動きに統制が取れすぎている感じがする。そもそも、どう見ても獲物を探している動きではない。あれは他の船との接触を避けている動きだ。

   「你怎么看？」

   「どう思う？」

   「很可疑呢。」

   「きな臭いわね」

   「是啊。」

   「だよな」

   「？？？」

   「？？？」

   　米米似乎还没反应过来，但我对这种行动的家伙心里有数。十有八九是贝雷贝雷姆联邦的侦察部队或者特工部队吧。虽然不知道他们在这里做什么，但多半是为了掌握古兰坎帝国军——也就是星系军的动向，准备设置小型雷达之类的吧。

   　ミミはわかっていないようだが、こういう動きをする連中に心当たりがある。十中八九ベレベレム連邦の偵察部隊か工作部隊だろう。こんなところで何をしているのかはわからないが、大方グラッカン帝国軍──つまり星系軍の動きを把握するための小型レーダーを設置しようとしているとかそんなところだろうと思う。

   「真头疼啊，一动就会被发现。」

   「参ったなぁ、動くと見つかるよな」

   「是啊，会被发现。」

   「そうね、見つかるわね」

   「你觉得被发现的话会怎么样？」

   「そうしたらどうなると思う？」

   「那不是会来消灭我们吗？」

   「そりゃ消しに来るんじゃないの？」

   「也是啊。这下可头疼了。」

   「ですよねー。さぁ困ったぞ」

   「他们是危险的人吗？」

   「危ない人達なんですか？」

   「是极其危险的家伙。多半是贝雷贝雷姆联邦军吧。」

   「とびきり危ない連中だ。多分ベレベレム連邦軍だろう」

   「哎！？」

   「えっ!?」

   　米米一脸吃惊地盯着雷达的反应。光凭雷达上显示的三个光点，米米应该没什么实感吧。

   　ミミがびっくりした顔でレーダーの反応を見つめる。ミミじゃあレーダーに映る三つの光点だけでは実感がわかないだろうな。

   「啊。」

   「あっ」

   「这下被发现了。」

   「こりゃ見つかったな」

   　雷达上显示的不明所属舰艇改变了行动。明显开始采取合作行动，试图将我们逼入绝境。因为是秘密作战，所以打算消灭目击者吧。

   　レーダーに映る所属不明艦の動きが変わった。明らかに連携してこちらを追い詰めるような機動を開始している。隠密作戦だから、目撃者は消そうとかそういう感じだろうな。

   　嗯——早知道就把动力炉的输出功率降到最低，使用紧急冷却装置进入热源隐形状态了。

   　うーん、ジェネレーター出力を最小限にカットして緊急冷却装置も使ってサーマルステルス状態になるべきだったか。

   「没办法，动手吧。」

   「仕方ない、やるか」

   「你是不是运气不好啊？」

   「あんた、悪運が強いんじゃないの？」

   「我可不想被你这么说啊」

   「エルマに言われたくないなぁ」

   「呜咕……但是，要说狗屎运强的话，米米也不遑多让吧？」

   「うぐっ……でも、悪運の強さならミミも大したものよね？」

   「哎哎！？我吗！？」

   「えぇっ!?　私ですか!?」

   　我的反击让艾尔玛哑口无言，她为了蒙混过去，把矛头指向了米米。

   　俺の反撃にエルマが言葉を失い、
     
      誤
     ご
     
      魔
     ま
     
      化
     かすようにミミに飛び火させる。

   　我觉得运气不好引发重大事故，背负巨额赔偿金，最后被我救下的艾尔玛的狗屎运绝对比我强。不对，迷路到这个世界的我可能比她强上好几个位数。这么一想，继承了父母的赔偿金，最后掉到第三区和我相遇的米米的狗屎运也相当强吧？

   　運悪く大事故を起こして
     
      莫
     ばく
     
      大
     だいな賠償金を負う羽目になって俺に助けられたエルマの方が絶対に悪運が強いと思う。いや、この世界に迷い込んだ俺のほうが圧倒的かもしれんけど。そう考えると親から引き継いだ賠償金で第三区画に落ちて俺と出会ったミミもなかなかのものだな？

   「别聊这个话题了。感觉所有人都会受伤」

   「この話題はやめよう。全員が傷つきそうだ」

   「也，也是」

   「そ、そうね」

   「说的是啊」

   「そうですね」

   「动力炉输出功率最大，准备迎击。米米姑且去询问一下对方的所属」

   「ジェネレーター出力最大、迎撃するぞ。ミミは一応相手の所属を問い合わせてくれ」

   「明白了」

   「わかりました」

   　我们从小行星的阴影中飞出，开始行动，避免被不明所属舰艇包围。

   　隠れていた小惑星の陰から飛び出し、所属不明艦に包囲されないように動き始める。

   「这里是佣兵公会所属，白银位阶佣兵船长希罗。呼号为克里希那。我是操作员米米。请接近中的不明所属舰艇表明所属」

   「こちら
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいギルド所属、シルバーランク傭兵キャプテン・ヒロ。コールサイン、クリシュナ。私はオペレーターのミミです。こちらに接近中の所属不明艦は所属を明らかにしてください」

   　米米打开通讯线路，但对方没有反应。确认对方没有反应后，米米再次询问，但果然还是没有反应。看来对方没有对话的打算。

   　ミミが通信回線を開き、呼びかけるが向こうの反応はない。反応がないことを確認したミミが再度問いかけるが、やはり反応は返ってこない。向こうに話し合うつもりはないようだ。

   　对了，虽然无关紧要，但三天前我的佣兵位阶从青铜升到了白银。据接待处的大叔所说，我如此活跃，还经常狩猎“流”，所以不能一直让我停留在青铜位阶。

   　そうそう、どうでも良いことだが、三日前に俺の傭兵ランクがブロンズからシルバーに上がった。受付のおっさん
     
      曰
     いわく、アレだけ活躍してコンスタントに『流れ』も狩ってくる俺をいつまでもブロンズランクにしておくわけにはいかない、だそうだ。

   　虽然升到白银位阶也不会有什么改变就是了。不过社会信用或许会稍微上升。

   　別にシルバーランクになったからって何か変わるわけじゃないんだけどな。社会的信用は少し上がったかもしれない。

   「所属不明舰，展开武装」

   「所属不明艦、武装展開」

   「和预想的一样。应战，展开武装」

   「予想通りだな。応戦する、武装展開」

   「了解，展开武装。干扰箔片和热诱饵弹的控制以及动力炉输出功率的调整就和往常一样由我来负责」

   「了解、武装展開。いつもどおりチャフとかフレアのコントロールとジェネレーター出力の調整はこっちでやるわ」

   「拜托了。要上了！」

   「頼んだ。行くぞ！」

   　我急速回旋，穿梭在小行星之间，冲向距离最近的所属不明舰。

   　急旋回し、小惑星の間を縫いながら一番近い所属不明艦に突っ込む。

   「机动还是这么疯狂……！」

   「相変わらず頭のおかしい機動を……！」

   「我已经习惯了」

   「私はもう慣れてきました」

   　逼近眼前的的小行星让艾尔玛表情抽搐，米米则露出苦笑。我的机动才不疯狂，很普通。因为这样就能咬住敌人的侧腹。

   　目前まで迫る小惑星にエルマが顔を
     
      引
     ひき
     
      攣
     つらせ、ミミが苦笑する。頭おかしくないよ、普通だよ。こうすると敵の横っ腹に食いつけるからだよ。

   　我沿着小行星的表面滑行移动，从阴影处跳出来后，所属不明舰的侧腹正好出现在我的眼前。时机刚刚好。

   　小惑星の表面を滑るように移動し、その陰から飛び出すと丁度目の前に所属不明艦の横っ腹が見えた。ドンピシャだ。

   『怎么可能！？』

   『馬鹿なっ!?』

   「一个」

   「ひとーつ」

   　两门大型霰弹炮发射出的无数子弹将所属不明舰——十有八九是贝雷贝雷姆联邦的战舰——的侧腹连同护盾一起打穿，将船体撕裂成碎片。

   　二門の大型散弾砲から発射された無数の弾丸が所属不明艦──十中八九ベレベレム連邦艦だろう──の横っ腹をシールドごと食い破り、船体をズタズタに引き裂く。

   「这碎片加农炮的威力还是这么离谱」

   「相変わらず威力がおかしいわね、このシャードキャノン」

   「很棒吧」

   「素敵だろ」

   「也只有你会用这种变态武器了……」

   「こんな変態武器使うのなんてあんたくらいでしょ……」

   「明明这么强」

   「強いのに」

   　虽然霰弹炮的有效射程很短，但面对小型舰时，它可是能将护盾连同船体一起撕裂的优秀武器哦？如果先剥掉护盾的话，面对大型舰也能造成伤害。

   　確かに散弾砲は有効射程が短いけど、小型艦ならシールドごと船体をズタズタに引き裂ける素敵武器なんだぞ？　シールドを
     
      剝
     はがしてからなら大型艦相手にもダメージが通るし。

   『二号机被干掉了』

   『二番機が』

   『这不是白银的手腕。小心点。拉开距离战斗』

   『シルバーの腕じゃないな。気をつけろ。距離を取って戦え』

   「看到碎片加农炮后，一般都会这么想吧……」

   「シャードキャノンを見るとそう考えるわよねぇ……」

   　剩下的两台机体不愿进行近战，从小行星带中脱离，将舰首对准了我。哦？要从正面进行火力对决吗？对手是我克里希那？有意思，我接受挑战。

   　接近戦を嫌った残りの二機が小惑星帯から抜け出してこちらに艦首を向けてくる。ほほう、正面からの火力勝負かね？　このクリシュナ相手に？　面白い、受けて立とう。

   　我将机体藏在大小合适的小行星后面，只将四条武装臂从阴影处伸出，开始同时发射重激光炮。

   　俺は手頃な大きさの小惑星に機体を隠し、四本の武装腕だけを小惑星の陰から出して重レーザー砲を斉射し始める。

   『什么！？船里伸出胳膊了！？』

   『なっ!?　船から腕が!?』

   『这激光的输出功率太高了……！不、不行！撑不住了！』

   『このレーザー、出力が高い……！　だ、ダメだ！　
     
      保
     もたない！』

   　联邦军舰一边采取回避行动一边用激光炮应战，但对方的激光炮无法击中几乎将机体藏在小行星阴影处的我们，反而是我们的重激光炮持续准确地捕捉到敌机。

   　連邦の軍艦も回避行動を取りながらレーザー砲で応戦してくるが、機体の
     
      殆
     ほとんどを小惑星の陰に隠しているこちらに相手のレーザーは届かず、逆にこちらの重レーザー砲は敵機を確実に
     
      捉
     とらえ続ける。

   　毕竟这攻击正如字面所述，是以光速飞来的，不可能轻易避开。当然，既然对方也在采取回避机动，就不可能百发百中，但即便如此，命中率也有八成。而克里希那的重激光炮的威力，只要能命中八成就足够了。

   　そりゃ文字通り光の速さで飛来する攻撃なわけで、そう簡単に
     
      避
     よけることなどできはしない。無論、向こうも回避機動を取っている以上は百発百中とは行かないが、それでも八割は当たる。そして八割も当たれば十分な威力をクリシュナの重レーザー砲は持っている。

   『啧！火力差距太大了！』

   『チィっ！　火力差がありすぎる！』

   『撤退！』

   『退避！』

   　两艘联邦舰试图逃跑，但要是让它们逃掉就麻烦了。我喷射推进器从小行星的阴影处飞出，追击敌机。

   　二隻の連邦艦が逃げようとするが、ここで逃すと厄介だ。スラスターを噴射して小惑星の陰から飛び出し、追撃をかける。

   『追踪！Fox1！Fox1！』

   『シーカー！　フォックス１！　フォックス１！』

   「热诱饵弹。」

   「フレア」

   「了解。」

   「了解」

   　两艘联邦舰一边后退一边发射热源诱导导弹，但接收到我指示的艾尔玛启动了欺瞒装置，导弹被发射出来的假热源诱导，朝着错误的方向飞去。

   　二隻の連邦艦が後退しながら熱源誘導ミサイルを発射してくるが、俺の指示を受けたエルマが
     
      欺
     ぎ
     
      瞞
     まん装置を作動させ、発射された偽の熱源に誘導されて
     
      明後日
     あさつての方向に飛んでいく。

   『可恶啊啊啊啊！』

   『くそがあぁぁぁっ！』

   　然后我毫不留情地用重激光炮齐射已经无计可施的联邦舰。接连发射的蓝色光束击中了全力后退的联邦舰，蓝白色的护盾闪烁了几下后弹飞了出去。

   　そして俺は万策尽きた連邦艦に容赦なく重レーザー砲の斉射を浴びせていく。次々と発射された
     
      碧
     みどり色の光条が全力で後退する連邦艦に着弾し、青白いシールドが何度か明滅して
     
      弾
     はじけ飛んだ。

   　这样一来就结束了。军用级别的装甲材料虽然能承受几发重激光炮的炮击，但很快就会变得炽热并熔化，失去强度而无法继续使用。

   　そうなるともう終わりだ。軍用グレードの装甲材は重レーザー砲の砲撃に数発耐えたが、すぐに赤熱化して融解し、強度を失ってその用を
     
      為
     なさなくなった。

   『无、无法逃脱——呜哇啊啊啊啊啊！？』

   『だ、脱出できな──うわあぁぁぁぁっ!?』

   　两艘联邦舰在重激光炮的炮火下盛大地爆炸四散。无法逃脱是因为军用规格的框架被激光击中后扭曲了吗？坚固有时也会带来麻烦。

   　二隻の連邦艦が重レーザー砲の砲火を浴びて盛大に爆発四散する。脱出できないってことは、軍用規格のフレームが中途半端にレーザーに耐えたせいで
     
      歪
     ゆがんだのかな？　頑丈なのも時には考えものだ。

   「好了……回收黑匣子和资料快取后就回去吧。」

   「さて……ブラックボックスとデータキャッシュを回収して戻るか」

   「要回去了吗？」

   「戻るんですか？」

   「嗯，我想星系军会出高价收购的。」

   「ええ、星系軍がそれはもう高く買ってくれると思うわ」

   「原来如此。」

   「なるほど」

   「要卖资料的话就交给我吧。我在星系军里有门路。」

   「データを売るなら俺に任せろ。星系軍に
     
      伝
     つ
     
      手
     てがあるんだ」

   「门路啊。你可别把麻烦事带回来哦。」

   「伝手、ねぇ。厄介事を抱え込んでくるんじゃないわよ」

   「哈哈哈，那当然。我会把能卖的东西卖了就回来的。」

   「ははは、当たり前だろう。ささっと売るものを売って帰ってくるさ」

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「你有什么要说的吗？」

   「なにか言うことは？」

   「对不起。」

   「ごめんなさい」

   「希罗大人……」

   「ヒロ様……」

   「非常抱歉。」

   「申し訳ありません」

   　两小时后，我在克里希那的餐厅里被罚跪在地板上。

   　二時間後、俺はクリシュナのダイニングで床に正座をさせられていた。

   　不，目的已经达成了啊，目的。

   　いや、目的は達したんですよ、目的は。

   　把克里希那的整备和补给交给米米和艾尔玛后，我直接前往星系军警备队本部，成功和瑟琳娜上尉约好了见面。不知道是不是正好有空，瑟琳娜上尉很快就出现了，我被带到另一个房间说明事情的经过，然后把从联邦舰上回收的黑匣子和资料快取交了出去，得到了报酬。很完美吧？

   　クリシュナの整備と補給をミミとエルマに任せた俺はその足で星系軍警備隊本部に向かい、セレナ大尉とのアポイントメントを取ることに成功した。丁度手が空いていたのか、セレナ大尉はすぐに現れ、案内された別室で俺は事の経緯を説明し、連邦艦から回収したブラックボックスとデータキャッシュを引き渡し、報酬を得た。
     
      完
     かん
     
      璧
     ぺきだろう？

   　但是，不知为何回过神来，我和克里希那，还有船员们已经确定作为帝国方的战力参加近期可能爆发的帝国和联邦的纷争了。而且还是在和佣兵公会好好谈过，以正式委托的形式接受的状况下。

   　でも、
     
      何
     な
     
      故
     ぜか気がついたら俺とクリシュナ、そしてクルー達は近日中に
     
      勃
     ぼつ
     
      発
     ぱつするであろう帝国と連邦の紛争に帝国側の戦力として参加することが決定していた。しかも傭兵ギルドにしっかりと話を通した上で、正式に依頼として受諾された状況で。

   　不知道发生了什么对吧？我也不知道发生了什么。

   　何が起こったのかわからないだろう？　俺にも何が起こったのかわからない。

   　感觉是被瑟琳娜上尉煽动了，哎呀，没有那种事啦，我只是一般的小喽啰佣兵。哎？联邦舰？我并不害怕。要不要参加就有点。

   　なんかセレナ大尉に
     
      煽
     おだてられて、いやぁそんな事ありませんよ、ぼく一般の
     
      雑
     ざ
     
      魚
     こ傭兵なんで。え？　連邦艦？　別に怖くはないですけど。参加するかどうかはちょっと。

   　哎？　帝国军想要招募优秀勇敢的佣兵？　不不不，我不是那种……是吗？　我好害羞啊，哈哈哈。既然你都这么说了……嗯，是啊。哎？不，刚才那句话不是那个意思……你问我是不是真的不行……？　我，我行的！

   　え？　帝国軍は優秀で勇敢な傭兵の参加を求めている？　いやいや、俺はそういうのじゃ……そうですか？　照れるなぁ、ははは。まぁそこまで言われれば……ええ、そうですね。え？　いや今のはそういう意味じゃ……やっぱできないですかって……？　で、できらぁ！

   「事情就是这样」

   「という感じでして」

   「你这不是完全被她牵着鼻子走了吗」

   「完全に乗せられてるじゃない」

   「希罗大人……」

   「ヒロ様……」

   「非常抱歉」

   「大変申し訳ございません」

   　两人责备的视线扎得我生疼。因为真的无从辩解，我只能老老实实地低头，华丽地跪下。

   　二人から向けられる非難の視線が痛い。本当に何の言い訳のしようもないので、素直に頭を下げて華麗に土下座をキメる。

   「算了，无所谓。船长是你，本来你就可以凭自己的判断接下工作」

   「まぁ、いいけど。キャプテンはあんたなんだし、本来はあんたの独断で仕事を受けたって何らおかしくないのよ」

   「是啊。希罗大人是这艘船的船长」

   「そうですよね。ヒロ様はこの船の船長ですから」

   「我被原谅了！」

   「許された！」

   「不过，你得补偿我一下吧？　我觉得给你点奖金也不为过」

   「でも、何かで埋め合わせはしてもらっても良いわよね？　ボーナスとか出してもバチは当たらないと思うわよ」

   「奖金吗……？　我现在已经拿得太多了」

   「ボーナスですか……？　私は今でも
     
      貰
     もらいすぎなんですけど」

   「别管那么多，这种东西该拿的时候就别客气。船长，你应该能拿出这点本事吧」

   「いいから、こういうのは貰える時には遠慮なくもらっておくべきよ。船長、それくらいの
     
      甲
     か
     
      斐
     い
     
      性
     しようは見せてくれるわよね」

   「我会积极考虑的」

   「極めて前向きに考えさせていただきたく存じます」

   「那就这样吧」

   「じゃあ、そういうことで」

   「这，这样好吗……」

   「い、いいのかなぁ……」

   　米米似乎还无法完全接受，不过我也觉得有点对不起她，所以打算想点办法。用美味的酒或食物来补偿她的话，她会原谅我吗？去美味Mart的线上商店找找看吧。其实给她钱也可以啦。

   　ミミはまだ納得しきれていないようだが、俺も悪いとは思っているのでなにか考えておこうと思う。
     
      美
     う
     
      味
     まい酒とか食い物で許してくれないだろうか？　おいしいマートのオンラインショップで何か探してみよう。別に金でもいいんだけどさ。

   「那么，在事情发生前都要待命吗？」

   「それじゃあ、事が起きるまで待機かしら？」

   「是啊。毕竟他们也叫我们不要出击。」

   「そうなるな。出撃も控えてくれって言われたし」

   「会给我们待命费吧？」

   「その分の拘束費は出るのよね？」

   「这部分我已经好好谈过了。一天五万。」

   「それはちゃんと交渉しておいた。一日につき五万だけど」

   「光是待命就有五万艾尼，真厉害……」

   「待機しているだけで五万エネルって
     
      凄
     すごいですね……」

   「我觉得这样很合理。」

   「妥当だと思うけどね、私は」

   　对于这一周来平均每天赚超过二十万艾尼赏金的我们来说，感觉有点便宜。不过，不用冒着生命危险，只要随时保持待命状态，一天就有五万艾尼，或许算是相当优渥的待遇。

   　ここ一週間、平均して二〇万エネル以上の賞金を毎日稼いでいた俺達からすればちょっと安く感じる。だが、命を危険に
     
      晒
     さらすことなく、いつでも出撃できるように待機しているだけで一日五万エネルはなかなかに
     
      美
     お
     
      味
     いしいのかもしれない。

   


   　总之就是这样，我们接受了星系军——帝国军的委托，开始待命。

   　とにかくそういうわけで、俺達は星系軍──帝国軍からの依頼を受けて待機することになった。

   「他们好像要我们少喝酒。」

   「飲酒は控えてくれだそうだ」

   「怎、怎么这样～」

   「そ、そんなー」

   　只有晚酌遭到禁止的艾尔玛发出哀叹，不过这也是理所当然的吧。明明是为了随时都能出击才叫我们待命，要是喝了酒无法出击的话，那就没有意义了。

   　晩酌を禁止されたエルマだけが嘆いていたが、それもまぁ順当だろうな。いつでも出撃に対応できるように待機してもらうというのに、酒を飲んでいて出撃できませんとかなると何の意味もない。

   「只要不喝酒，一天就能赚到1500艾尼哦，艾尔玛小姐。」

   「お酒を飲まないだけで一日一五〇〇エネルですよ、エルマさん」

   「……是啊。」

   「……そうね」

   「也就是说，只要忍耐一天，就能存下1500艾尼的酒钱。」

   「つまり、一日我慢するごとに一五〇〇エネル分の飲み代が
     
      貯
     たまるというわけです」

   「……是啊！」

   「……そうね！」

   　被米米劝导的残念宇宙精灵竖起长长的耳朵，原本低落的情绪一口气恢复了。嗯，如果换算成日币，就是一天能存下15万日圆的酒钱，这么一想，或许确实会让人更想禁酒呢。对爱喝酒的人来说。

   　ミミに諭された残念宇宙エルフの長い耳がピンと立ち、ダダ下がりだったテンションが一気に回復する。まぁ、日本円換算して一日一五万円分の飲み代貯金と考えれば確かに禁酒も
     
      捗
     はかどるのかもしれないな。酒飲みにしてみたら。

   「米米真聪明呢。」

   「ミミはかしこいなぁ」

   「欸嘿嘿。」

   「えへへ」

   　米米或许拥有让他人打起精神的天赋才能……不，肯定有，一定有。光是像这样和米米在一起，我就会变得很有精神。

   　ミミには他人を元気にさせる天性の才能のようなものがあるのかも……いやあるな、きっとある。こうしてミミと一緒にいるだけで俺は元気になるし。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　贝雷贝雷姆联邦军的行动相当迅速。恐怕是因为我击破的先行侦察部队失去联络，让他们认为袭击计划已经曝光了吧。

   　ベレベレム連邦軍が動くのは早かった。恐らく、俺が撃破した先行偵察部隊の連絡が途絶えたので、襲撃計画が露見したと考えたのだろう。

   　由于我不知道我回收的黑盒子和资料快取的内容是什么，所以实际上古兰坎帝国军掌握到敌方计划到什么程度，我也不得而知。

   　俺が回収したブラックボックスやデータキャッシュの中身がどんなものだったのかは知らないので、実際のところどこまでグラッカン帝国軍が敵の計画を把握しているのかはわからないけれども。

   　不管怎样，敌军有了动作，于是我们作为临时编成的古兰坎帝国军佣兵部队的一员，被召集到了星系军本部召开的作战会议上。

   　何にせよ敵軍に動きあり、ということで俺達は
     
      急
     きゆう
     
      遽
     きよ編成されたグラッカン帝国軍
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい部隊の一員として星系軍本部で開かれるブリーフィングに召集されたのであった。

   　这次似乎不是视频会议，而是要实际面对面进行作战会议。是情报对策还是什么的吗？我不是很懂军人的想法。

   　今回は通信会議ではなく実際に顔を合わせてブリーフィングをするらしい。
     
      諜
     ちよう
     
      報
     ほう対策か何かなのだろうか？　軍人の考えることはよくわからんな。

   　在时不时地偷瞄我们的帝国兵的带领下，我们被带到了本部内的一间作战会议室。

   　やたらチラチラとこっちを見てくる帝国兵に案内され、本部内にあるブリーフィングルームの一つに案内される。

   　这间会议室原本应该是用来容纳更多人数的吧。相当宽敞。可能是因为只放了和人数相当的椅子，感觉有些煞风景。

   　元々はもっと大人数でのブリーフィングに利用される部屋なのだろう。かなり広い部屋だ。人数分しか椅子は置かれていないのか、殺風景に感じる。

   　在煞风景的房间里，已经有几个像是佣兵的粗鲁男人聚集在那里。在我们进入作战会议室的同时，视线都集中了过来。

   　そんな殺風景な部屋には既に何人かの傭兵らしきむくつけき男達が集っていた。ブリーフィングルームに入ると同時に視線が集中してくる。

   「喂，快看那个。」

   「おい、あれ見ろよ」

   「带着女人……而且还是两个可爱的女孩子……！？」

   「女連れ……しかもかわい子ちゃんを二人、だと……!?」

   「那家伙是白银的艾尔玛吧？为什么会出现在那家伙身边？」

   「あいつ、シルバーのエルマだよな？　何であいつのところにいるんだ？」

   「之前讨伐宙贼的时候不是出了事故吗？可能是因为那件事吧。」

   「この前の宙賊討伐で事故ってただろ。その関係で何かあったんだろうな」

   「爆炸吧……爆炸四散吧……」

   「爆発しろ……爆発四散しろ……」

   　先到作战会议室的佣兵们看到我们进来，开始议论纷纷。喂，最后那个在诅咒别人的家伙。这可不是闹着玩的，别这样。

   　先にブリーフィングルームに到着していた傭兵達が入ってきた俺達を見てざわめく。おい、最後の
     
      呪
     じゆ
     
      詛
     そ吐いてる
     
      奴
     やつ。
     
      洒落
     しやれにならんからやめろ。

   　看来并没有特别指定座位，我们决定随便找个空位坐下。

   　特に席は決まっていないようなので、適当に空いている席に座ることにする。

   「米米坐中间。」

   「ミミは真ん中な」

   「啊，好的。」

   「あ、はい」

   　艾尔玛姑且不论，要是让米米坐在粗鲁的佣兵旁边，她应该会很紧张吧。艾尔玛似乎也这么想，没有特别抱怨什么，就坐在米米的两边。

   　エルマはともかく、ミミは厳つい傭兵に隣に座られでもしたら落ち着かないだろう。エルマも同じことを思ったのか、特に文句を言うことなくミミを挟んで席に着く。

   　在那之后又来了几个佣兵，差不多坐满的时候，作战会议的开始时间到了。瑟琳娜上尉和几名军人准时走进作战会议室。

   　その後も何人かの傭兵が入室してきて、席が埋まった辺りでブリーフィングの開始時間になった。時間丁度にセレナ大尉と数人の軍人が入室してくる。

   「注意！」

   「傾注！」

   　一个像是下级军官的健壮军人这么一说，作战会议室内的气氛顿时紧张起来。

   　下士官らしきガタイの良い軍人の言葉にブリーフィングルーム内の空気が引き締まる。

   「那么，特里梅因星系防卫战的作战会议现在开始。我是瑟琳娜上尉。这次临时编成的帝国军佣兵部队将由我指挥。虽然只是暂时，但我是你们的长官，所以请称呼我为瑟琳娜上尉。」

   「では、ターメーン星系防衛戦のブリーフィングを始めます。私はセレナ大尉。今回臨時編成された帝国軍傭兵部隊は私の指揮下に入ってもらうことになります。一時的にですが、私は
     
      貴方
     あなた達の上官となりますので、セレナ大尉、と呼ぶように」

   「「「Yes，Ma’am。」」」

   「「「イエス、マム」」」

   「很好。那么首先说明现状。凯欧路古。」

   「よろしい。ではまず現状の説明をします。ゲオルグ」

   「是。」

   「はっ」

   　名为凯欧尔格的下级军官操作墙上的控制台后，房间变得昏暗，瑟琳娜上尉背后出现巨大的全息屏幕。全息屏幕上放大显示了特里梅因星系的星系图。

   　ゲオルグと呼ばれた下士官が壁のコンソールを操作すると部屋が薄暗くなり、セレナ大尉の背後に巨大なホロ・スクリーンが起動した。ホロ・スクリーンにターメーン星系の星系図が大映しになる。

   「现在，贝雷贝雷姆联邦军的舰队正在向特里梅因星系移动。由于已经进入了超空间驱动，所以无法得知正确的构成，但根据独自获得的情报和超空间传感器的反应来看，帝国军断定这是由八艘战舰，二十四艘重巡洋舰，三十二艘轻巡洋舰，六十四艘驱逐舰，一百二十八艘护卫舰组成的攻击舰队」

   「現在、ベレベレム連邦軍の艦隊がターメーン星系に移動中です。既にハイパードライブに入っているため正確な構成は不明ですが、独自に入手した情報と超空間センサーの反応から考えて戦艦八隻、重巡洋艦二四隻、軽巡洋艦三二隻、駆逐艦六四隻、コルベット一二八隻からなる攻撃艦隊であると帝国軍は断定しています」

   　听到公布的敌军战力之大，佣兵们开始议论纷纷。我也有些吃惊。敌军战力比想象中还要多。这已经不是以纷争为名的小规模冲突，就算说是真正的军事冲突也不为过。

   　発表された敵軍戦力の大きさに傭兵達がざわめく。俺もちょっと驚いた。思ったよりも敵戦力が多い。これは紛争という名の小競り合いではなく、本格的な軍事衝突と言っても過言ではなくなりそうだ。

   「说白了，敌军战力比驻扎在特里梅因星系的星系军战力还要大。幸运的是，由于我们及早察觉到攻击，已经请求了增援，只要撑过他们明天跃出的一天，来自其他星系的增援就会到达。因此，我们的作战目标是明天一天，无论如何都要守住这个星系」

   「はっきりと言えば、ターメーン星系に駐屯している星系軍の戦力よりも敵戦力のほうが大きいです。幸い、攻撃の発覚が早かったために既に増援要請は完了しており、奴らがワープアウトしてくる明日一日を
     
      凌
     しのげば他星系からの増援が到着します。よって、我々の作戦目標は明日一日、なんとしてもこの星系を守り抜くこととなります」

   　如果援军会来的话，这作战计划还算妥当。看来我们送来的黑盒子和资料快取派上用场了。毕竟那东西的收购价相当高。

   　増援が来るなら妥当な作戦だろうな。どうやら俺達が届けたブラックボックスとデータキャッシュはお役に立ったらしい。買取価格もかなり弾んでくれたからな、あれ。

   「你们佣兵部队的任务是潜伏在小行星带，对通过那里的联邦军舰艇发动游击战。主要目标应该是敌方的驱逐舰和护卫舰。如果能击破巡洋舰或战舰，也会有额外奖励哦。」

   「貴方達
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい部隊の任務は小惑星帯に潜み、そこを通過しようとする連邦軍の艦艇にゲリラ戦を仕掛けることです。主に敵駆逐艦やコルベットを
     
      狙
     ねらってもらうことになるでしょう。巡洋艦や戦艦を撃破したらボーナスも出しますよ」

   　瑟琳娜上尉微微一笑。对此，大多数的佣兵都露出了苦笑。这也难怪，因为佣兵们搭乘的船舰基本上都是被分类为小型舰或中型舰的船。

   　セレナ大尉がニッコリと笑う。それに対して傭兵達の大半は苦笑いを浮かべてみせた。それもその
     
      筈
     はずで、基本的に傭兵の乗る船というのは小型艦から中型艦に分類されるものがほとんどだからだ。

   　巡洋舰以上的大型舰会搭载与其大小相称的动力炉，其巨大的输出功率展开的护盾，强度自然不是佣兵们和宙贼们搭乘的船所能比拟的。

   　巡洋艦以上の大型艦にはその大きさ相応のジェネレーターが搭載されており、その巨大な出力によって展開されるシールドは当然ながら傭兵達や宙賊達の乗る船とは比べ物にならない強度を誇る。

   　换句话说，以宙贼的小型舰或中型舰为对手战斗的佣兵舰，火力绝对不足以突破巡洋舰以上的大型舰的护盾。

   　つまり、宙賊の小型艦や中型艦を相手に戦うことを想定している傭兵艦では、巡洋艦以上の大型艦のシールドを破るための火力が絶対的に足りないのだ。

   　不过我的克里希那是可以的。而且还有王牌。

   　俺のクリシュナなら可能だけどな。切り札もあるし。

   「如果有能让那些家伙明白自己有多少斤两的妙计，我们会积极采用。不问手段。」

   「何か奴らに身の程を思い知らせる秘策などがあれば積極的に採用します。手段は問いません」

   　哦，不问手段啊。那我就正式提出使用那个的申请……不，老实说还是不太妙。毕竟事后调查发现那玩意儿是超一级的违禁品。幸好我把它放在能逃过扫描的特殊货柜里。

   　ほう、手段は問わないと。なら、こっそり使うつもりだったアレの使用を正式に具申……いや、正直に言うのは流石にマズいな。後から調べてみたらアレは超一級の禁制品ってことになってたし。スキャンを逃れられる特殊なカーゴに入れておいて良かったぜ。

   　这样一来，嗯……行得通吗？就抱着死马当活马医的心态试试看吧。

   　そうなると、うーん……いけるかな？　ダメ元でいってみるか。

   「瑟琳娜上尉，我可以发言吗？」

   「発言よろしいですか、セレナ大尉」

   「你是……好的，我允许你发言。」

   「貴方は……はい、発言を許可します」

   　不知为何，瑟琳娜上尉在看到米米和艾尔玛之后，眼神似乎变得严厉起来。这是为什么呢？算、算了，还是别在意吧。

   　
     
      何
     な
     
      故
     ぜかミミとエルマの姿を見たセレナ大尉の視線が厳しくなったような気がする。何故だろうか？　ま、まぁ気にしないでおこう。

   「我有一个能对联邦军造成打击的秘策……应该说是奇策。如果可以的话，希望能获得实行作战的许可。」

   「連邦軍にダメージを与える秘策……というか奇策の類がありまして。よろしければ作戦の実行許可を頂きたいのですが」

   「奇策吗？能详细告诉我内容吗？」

   「奇策ですか。内容を詳しく聞かせていただいても？」

   「好的。虽说是奇策，但作战本身很单纯。就是用我的船舰单独冲进刚跃出的联邦舰队，击溃敌方的旗舰后脱离战场。」

   「はい。奇策と言っても作戦は単純なものです。ワープアウト直後の連邦艦隊に俺の船で単艦切り込み、敵の旗艦を
     
      潰
     つぶして一撃離脱するだけですから」

   　听了我的提案，瑟琳娜上尉的表情僵住了，佣兵们也一片哗然。米米朝我投来不安的视线，艾尔玛则像是过于震惊，嘴巴张得老大，整个人僵在原地。

   　俺の提案にセレナ大尉が表情を凍りつかせ、傭兵達が大きくざわめく。そしてミミは俺に不安げな視線を送り、エルマは驚きのあまりなのか、口をあんぐりと大きく開けて固まっていた。

   「你疯了吗？」

   「正気ですか？」

   　瑟琳娜上尉向我投来诧异的目光。她的脸上仿佛写着“单枪匹马冲进舰队，这分明是自杀行为吧？”。

   　セレナ大尉が
     
      訝
     いぶかしげな視線を向けてくる。その顔には『艦隊に単艦突撃など、自殺行為以外の何物でもないですよ？』とはっきり書いてあるように見える。

   「嗯，我会做到的。就算失败了，也只会死一个蠢货。对帝国军来说，应该不痛不痒吧？」

   「ええ、やってみせます。失敗したとしても、間抜けが一人死ぬだけです。帝国軍にとっては痛くも
     
      痒
     かゆくもないでしょう？」

   「你在前几天的讨伐宙贼行动中大显身手，之后也稳定地狩猎着“流民”，是优秀的战力。我不想因为鲁莽的作战而失去优秀的战力啊？」

   「貴方は先日の宙賊退治で大いに活躍し、その後も『流れ』を安定して狩って回っている優秀な戦力でもあります。無謀な作戦で優秀な戦力を失いたくはないのですが？」

   「不用担心。我会做到的」

   「心配はありません。やりきってみせますよ」

   　虽然我完全不打算使用正当的手段——这句话我藏在了心里。

   　真っ当な手段を使うつもりは一切ないけど、という言葉は心の中に秘めておく。

   　瑟琳娜上尉似乎隐约察觉到了我的企图，向我投来怀疑的目光，但我华丽地无视了。

   　そんな俺の
     
      企
     たくらみを薄々感じているのか、セレナ大尉が疑いの
     
      眼
     まな
     
      差
     ざしを向けてくるが、俺はそれを華麗にスルー。

   　瑟琳娜上尉瞪着我思考了一会儿，最后叹了口气，耸了耸肩。她的动作仿佛在说“拿你没办法”。

   　セレナ大尉は
     
      暫
     しばらく俺を
     
      睨
     にらんで考え込んでいたが、最終的には
     
      溜
     ため
     
      息
     いきを
     
      吐
     ついて肩を
     
      竦
     すくめてみせた。処置なし、とでも言いたげな仕草である。

   「……好吧。既然你都这么说了，那我就期待你能好好完成工作吧。成功的话，我会给你丰厚的奖金」

   「……良いでしょう。そこまで言うからにはしっかりと仕事をこなしてくれることを期待させていただきます。成功すれば報奨金は弾みますよ」

   「谢谢」

   「ありがとうございます」

   　成功引出最棒的回答后，我带着满足的心情坐回座位。我脸上恐怕正挂着灿烂的笑容吧。

   　最高の答えを引き出すことができた俺は確かな満足を感じながら席に着く。恐らく、満面の笑みを浮かべていただろう。

   　这时，我听到有人低声说了一句「疯了」。说什么疯了，真是失礼。我只是想用手上的牌打出最大限度的战果而已。

   　そんな俺を見て誰かが「クレイジーだ」と
     
      呟
     つぶやくのが聞こえた。クレイジーだなんて失礼な。手持ちの札で最大限の戦果をあげようとしているだけなのに。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「笨蛋！笨蛋笨蛋！笨——蛋！你脑子是不是有问题啊！？」

   「馬鹿！　馬鹿馬鹿！　ばーか！　あんた頭おかしいんじゃないの!?」

   「米米，艾尔玛好过分。」

   「ミミ、エルマが
     
      酷
     ひどい」

   「艾尔玛小姐，你说得太过分了。不可以这样哦。」

   「エルマさん、言い過ぎですよ。めっ、です」

   「什么不可以这样啊！？单枪匹马突击联邦舰队什么的，这已经不是笨蛋，而是大笨蛋了！我才不要陪你一起有勇无谋地去送死呢！」

   「めっ、じゃないわよ!?　連邦艦隊に単艦突撃とか馬鹿を通り越して大馬鹿よ！　あんたの無謀に付き合って心中なんてゴメンなんだからね!?」

   　艾尔玛怒气冲冲地发出前所未有的怒吼，声音响彻了宽敞的货物室。

   　ガオー、とエルマが今までにない剣幕で怒鳴り散らし、その声が広々としたカーゴルーム内に響く。

   　从作战会议回来之后，艾尔玛就一直是这个样子。哎，我也不是不能理解啦。要是有人跟我说要单枪匹马冲进超过两百艘的敌方舰队，我也会做出同样的反应。

   　ブリーフィングから戻ってきてからエルマはずっとこの調子だ。まぁ、わからなくもない。何も知らずに二〇〇隻以上の敵艦隊に一隻で突っ込むとか言われたら、俺だって同じような反応をする。

   「哎，你冷静点。我也不打算毫无计划地突击。我可是有确实的计划。」

   「まぁ、落ち着け。俺だって無策で突撃するつもりはない。俺にはちゃんとしたプランがある」

   「你说说看啊。」

   「言ってみなさいよ」

   　我一边从工具箱里拿出作为备品事先买好的军用规格的防水胶布，一边安抚艾尔玛。就算你不用那样瞪着我，我也会好好说明的。

   　備品として買っておいた軍用規格のダクトテープをツールボックスから取り出しながら、エルマを
     
      宥
     なだめる。そう睨みつけなくたってちゃんと説明するって。

   「要做的事情本身很单纯。为了混进舰队的跃出反应，我们这边也要解除超光速驱动状态。跃出反应和超光速驱动解除时的反应几乎一样。首先不会被发现。」

   「やること自体は単純だ。艦隊のワープアウト反応に紛れるようにこっちも超光速ドライブ状態を解除する。ワープアウトの反応と超光速ドライブの解除時の反応はほとんど同じだ。まず気づかれない」

   「是啊，到这边为止都还好。然后呢？」

   「そうね、そこまでは良いわ。それから？」

   「解除超光速驱动后，立刻启动紧急冷却系统进入热源隐形状态。然后装成太空垃圾接近旗舰。」

   「超光速ドライブを解除したら、すぐに緊急冷却システムを作動させてサーマルステルス状態になる。そしてスペースデブリを装って旗艦に接近する」

   「不会被怀疑吗？而且，要是对方因为讨厌太空垃圾撞击而发动攻击的话就完蛋了。」

   「怪しまれない？　それに、デブリの衝突を嫌って攻撃されたら終わりよ」

   「这艘船的护盾强度和加速力的话，就算真的变成那样也能强行突破，所以没问题。接近到一定程度后，就用王牌的两发反舰鱼雷攻击旗舰。这样一来肯定会陷入大混乱。」

   「この船のシールド強度と加速力なら最悪そうなっても突っ切れるから問題ない。ある程度接近したら旗艦に切り札の対艦反応魚雷を二発ぶち込む。そうすれば大混乱は必至だ」

   「反舰鱼雷……这艘船搭载了那么危险的东西吗？」

   「対艦反応魚雷って……そんな物騒なもの積んでるの？　この船」

   「嗯，有搭载哦。因为弹药费贵得要命，所以我不太想用就是了。」

   「ああ、積んでるぞ。弾薬費がクッソ高いからあんまり使いたくないんだけどな」

   「那个……反舰鱼雷是什么？」

   「あの……たいかんはんのうぎょらい、ってなんですか？」

   　跟不上我和艾尔玛对话的米米歪头表示不解。啊啊，艾尔玛也就算了，米米应该不知道吧。

   　俺とエルマの話についていけなかったミミが首を
     
      傾
     かしげる。ああ、エルマはともかくミミは知らないよな。

   「反舰鱼雷是为了对装备强大护盾的大型舰艇造成致命损伤而开发的武器。弹头部分搭载了强力的护盾饱和装置和炸弹。只要挨上两发，就算是银河级的战舰也会爆炸四散。」

   「対艦反応魚雷ってのは強大なシールドを装備している大型艦に致命的な損傷を与えるために開発された武器でな。弾頭部分に強力なシールド飽和装置と爆弾を搭載しているんだ。こいつを二発
     
      喰
     くらえばギャラクシー級の戦艦だろうとなんだろうと爆発四散する」

   「好厉害……可是，这么强大的武器，大家都会用吧？」

   「
     
      凄
     すごいですね……でも、そんなに強力な武器なら皆使うんじゃ？」

   「很贵啊。一发就要五〇万艾尼。如果不是对付特别大的目标，用了就会亏大钱。所以很少有佣兵会使用。」

   「高いのよ。一発当たり軽く五〇万エネルはするの。よほどの大物相手じゃないと使ったら大赤字だからね。運用している傭兵なんてそうそういないわ」

   「一发五〇万艾尼。」

   「いっぱつごじゅうまんえねる」

   　听到反舰鱼雷的价格，米米惊讶得目瞪口呆。一发五〇万艾尼，这可是一笔大钱啊。不，和现实的导弹一发的价格相比，好像也没那么夸张？

   　対艦反応魚雷の値段を聞いたミミの目が点になる。一発五〇万エネルって凄い大金だからな。いや、現実のミサイル一発の値段に比べるとそうでもないか？

   「总之，到击破旗舰为止的流程我明白了。虽然感觉赌博的成分很大，不过佣兵这一行基本上都是这样。既然你说办得到，那就办得到吧。问题在于之后。」

   「とりあえず、旗艦撃破までの流れはわかったわ。
     
      博
     ばく
     
      打
     ち要素が大きすぎる気がするけど、傭兵稼業なんて大体がそんなものだしね。あんたがやれるって言うならやれるんでしょう。問題は、その後よ」

   「嗯，是啊。虽然旗舰爆炸四散的话，联邦军的指挥系统会大乱，但克里希那也会完全暴露在敌人的视线中。如果轻率地逃跑，就会被从背后同时射击。」

   「うん、そうだな。旗艦が爆発四散すれば連邦軍の指揮系統は大きく乱れるだろうけど、クリシュナは完全に
     
      捕
     ほ
     
      捉
     そくされる。
     
      下
     へ
     
      手
     たに逃げ出そうとすれば背中から一斉射撃を喰らうことになる」

   「没错。你很清楚嘛。」

   「そうよ。わかってるじゃない」

   　如果留在敌舰队中，联邦舰队也会害怕误伤友军而无法使用强力的武器，但只要突破舰队，露出毫无防备的后背，他们就会立刻用强力的大口径激光炮攻击我们。那样的话，就算是克里希那也撑不住。

   　敵艦隊の中に留まる分には連邦艦隊も同士討ちを恐れて強力な武装は使えないだろうが、艦隊を突破して無防備な背中を
     
      晒
     さらせば即座に強力な大口径レーザー砲を俺達に向けてくるだろう。そうなればいくらクリシュナといえどもひとたまりもない。

   「所以，我要把这个装在反舰鱼雷里。」

   「そこでな、対艦反応魚雷にこいつを仕込む」

   　我这么说着，打开货舱角落的隐藏货舱，取出里面的东西。没错，就是超一级的违禁品『歌唱水晶』。被严密地封在透明玻璃般的胶囊中，它自己发出淡淡的光芒，尽管被封印着，却发出仿佛在脑髓中回响的奇妙声音。

   　俺はそう言うとカーゴの片隅にある隠しカーゴを開いてその中身を取り出した。そう、超一級のご禁制品『歌う水晶』である。透明なガラスのようなカプセルに厳重に封入されたそれは自ら淡い光を発し、封印されているにもかかわらず脳髄に響いてくるような奇妙な音を発している。

   　它拥有宛如歌声般的不可思议旋律，听着听着，不知为何心中涌起一股难以言喻的思乡之情。

   　それはまるで歌のような不思議な旋律を持っており、聴いていると何故か胸中に言いようのない望郷の念がこみ上げてくる。

   　破坏这个水晶后出现的宇宙怪兽——结晶生命体，这个物体对他们来说究竟有什么意义？没有人知道。虽然好像正在积极研究中。

   　この水晶を破壊することによって現れる宇宙怪獣──結晶生命体にとってこの物体は一体いかなる意味を持つものなのか？　それは
     
      誰
     だれにもわからない。鋭意研究中らしいけど。

   「嗯！？什么！？那是！？」

   「んっ!?　なぁっ!?　それっ!?」

   「歌唱水晶～♪」

   「歌う水晶～♪」

   「你傻了吗！？怎么把这么危险的东西藏在身上！？喂，别弄掉啊！绝对不能弄掉啊！」

   「アホかっ!?　なんつー危険物を隠し持ってんのよ!?　ちょ、落とすんじゃないわよ！　絶対に落とすんじゃないわよ！」

   「哎呀」

   「おっと」

   「噫！？」

   「ひぃっ!?」

   　我假装要让水晶掉到地上，艾尔玛立刻吓得想逃跑。哈哈哈，真有趣。

   　床に取り落とすふりをすると、エルマが思いっきり逃げ腰になる。ははは、面白いなぁ。

   「好漂亮的水晶！而且好像还有声音……」

   「
     
      綺
     き
     
      麗
     れいな水晶ですね！　それになんだか音が……」

   「不行，米米！不能听！听了那个的话，脑袋会变得不正常然后死掉的！」

   「ダメよミミ！　聴いちゃダメ！　それ聴いたら頭がおかしくなって死ぬわよ！」

   「诶！？是这样吗！？」

   「ええっ!?　そうなんですか!?」

   　艾尔玛用双手捂住长耳朵往后退，米米听到艾尔玛的话后也捂住了耳朵。感觉好可爱。

   　長い耳を両手で
     
      塞
     ふさいで
     
      後
     あと
     
      退
     ずさるエルマと、エルマの
     
      台詞
     せりふを聞いて同じく耳を塞ぐミミ。なんか
     
      可愛
     かわいいな。

   「不，只是会有点想家而已……对我们来说可能是剧毒吧」

   「いや、ちょっとホームシックになるくらいだけど……俺達には劇物かもしれないな」

   　我回不去故乡。米米失去了归宿。虽然不太了解艾尔玛，但她好像是离家出走的有钱人家大小姐，要是想家的话就麻烦了。

   　俺は故郷に帰りたくても帰れない。ミミは帰るべき場所を失った。エルマはまだよくわからないけど、どうやら家を飛び出してきたいいとこのお嬢さんらしいし、里心がつくと困るだろうな。

   　我努力不去注意歌唱水晶发出的微弱歌声，走向货舱深处的弹药库。

   　俺は努めて歌う水晶から
     
      微
     かすかに響いてくる歌に意識を向けないようにしながらカーゴルームの奥にある弾薬庫へと移動する。

   　弹药库里面又暗又窄。我的目标就在最里面。没错，就是反舰反应鱼雷。

   　弾薬庫の中は暗く、狭い。その一番奥に目的のものはある。そう、対艦反応魚雷だ。

   「咕噜咕噜咕噜」

   「ぐるぐるぐーる」

   　我用军用规格的防水胶带把歌唱水晶粘在反舰反应鱼雷上。一圈一圈地缠。

   　軍用規格のダクトテープで対艦反応魚雷に歌う水晶をくっつける。ぐるぐる巻きだ。

   「这样就行了」

   「これでよし」

   「这样就行了！个鬼啊！」

   「これでよし、じゃ！　無いでしょうが！」

   　我走出弹药库假装擦了擦额头上的汗，然后被艾尔玛狠狠地敲了脑袋。好痛。米米摸了摸我被敲的脑袋。米米小姐真的是天使。

   　弾薬庫から出て額の汗を
     
      拭
     ぬぐうふりをするとエルマにスパーンと頭を
     
      叩
     はたかれた。痛い。ミミが叩かれた頭を
     
      撫
     なでてくれる。ミミさんマジ大天使。

   「艾尔玛小姐，不能使用暴力哦」

   「エルマさん、暴力はダメですよ」

   「不是不能使用暴力的问题！米米可能不知道，那个水晶可是超一级的违禁品啊！？要是不小心弄坏了，会有大量的结晶生命体涌过来，是超级危险的物品啊！」

   「ダメですよじゃないわよ！　ミミは知らないんでしょうけど、あの水晶は超一級の禁制品なのよ!?　もし何かの弾みで壊れたりしたら大量の結晶生命体が押し寄せてくる超危険物なのよ！」

   「是这样吗？希罗大人」

   「そうなんですか？　ヒロ様」

   「大致上没错」

   「だいたいあってる」

   「什么叫大致上没错啊！保管着那种危险物品却对我们只字不提，你是在开玩笑吗！？」

   「だいたいあってる、じゃないわよ！　あんな危険物を保管しているのに私達に一言も無いとかふざけてるの!?」

   「OKOK，是我不好。所以你冷静点。你声音太大了，耳朵都痛了」

   「ＯＫＯＫ、悪かった。だから落ち着いてくれ。キンキン声で耳が痛くなりそうだ」

   　我举起双手，向气得满脸通红的艾尔玛表示投降。

   　顔を
     
      真
     まっ
     
      赤
     かにしてプンスカと怒るエルマに両手を挙げて降参の意を示す。

   「总之，那个是我的王牌，或者说秘密武器。把那个射进联邦舰队的中枢，让结晶生命体们袭击舰队。然后趁乱逃出去」

   「とりあえず、あれが俺の切り札というか隠し玉だ。連邦艦隊の中枢にあいつを撃ち込んで、結晶生命体どもに艦隊を襲わせる。その混乱の隙を
     
      突
     ついて逃げ出すって寸法だ」

   「那样确实会引发大混乱……但这也太乱来了」

   「そりゃ大混乱になるでしょうけど……滅茶苦茶過ぎるわ」

   　确实很乱来。虽然不知道在这个世界里是什么情况，但结晶生命体的设定是会执拗地杀害有机生命体，或者试图侵食同化对方的货真价实的怪物。换句话说，如果要作为兵器使用的话，会有很多问题。说白了就是生物兵器。

   　確かに滅茶苦茶だろう。この世界ではどうだか知らないが、結晶生命体は有機生命体を
     
      執
     しつ
     
      拗
     ように殺し、あるいは侵食し同化しようとする正真正銘の怪物であるという設定だった。つまり、兵器として運用するとなると色々と問題があるブツなのだ。ぶっちゃけ生物兵器だからね。

   「只要能赢就行啦！」

   「勝てばよかろうなのだァ！」

   　但我没有丝毫犹豫。不管那些素未相识的士兵们会怎样，我们能活下来才是最重要的。

   　だが俺は
     
      躊躇
     ためらわない。見知らぬ兵隊さん達の命がどうなろうと俺達が生き残るのが優先である。

   　那乖乖在小行星带采取迟滞战术不就好了？开什么玩笑。对方光是巡洋舰以上的大型舰就有六十艘以上，是庞大的战力。结果就是连同我们藏身的小行星带一起被大口径激光炮和大型反应弹头导弹齐射给摧毁。

   　ならおとなしく小惑星帯で遅滞戦術を取ればいいって？　冗談じゃない。相手は巡洋艦以上の大型艦だけでも六〇隻以上の大戦力だ。潜んでいる小惑星帯ごと大口径レーザー砲や大型反応弾頭ミサイルの斉射でぶっ潰されるのがオチである。

   「你已经豁出去到让人觉得清爽的地步了呢……虽然我也同意只要能赢就行」

   「
     
      清
     すが
     
      々
     すがしいほどに開き直ってるわね……勝てば良いというのには同意するけど」

   「先不说这个了。接下来才是问题所在」

   「それはそれとして、だ。問題はここからなんだが」

   　我将视线转向表情微妙的艾尔玛和一脸茫然的米米。

   　微妙な表情をしているエルマときょとんとした表情のミミに視線を向ける。

   「这次的作战非常危险。一个不小心就会死。所以，如果你们希望的话——」

   「今回の作戦はとても危険だ。下手を打てば死ぬ。だから、望むなら船を──」

   　我可以让你们下船，艾尔玛像是要打断我这句话一样伸出手掌。

   　降りても良い、と言おうとした俺の言葉を遮るようにエルマが
     
      掌
     てのひらを突き出す。

   「我可不会下船哦。说到底，我本来就是明知危险还同意成为船员的。而且我和米米的命有一半都是你救回来的」

   「降ろすってのはナシよ。そもそも、危険を承知でクルーになることに同意してるんだから。というか、私もミミも半ばあんたに命を拾われたわけだしね」

   「就算下船我也没有地方可去。希罗大人去哪里我就去哪里」

   「船から降りても行くところなんてありませんから。ヒロ様の行くところが私の行くところです」

   「我倒是没有那么豁达……不过嘛，既然你有胜算，那我就奉陪到底吧。要是没有这种程度的觉悟，我可不会上船」

   「私はそこまで割り切れないけどね……でもまぁ、勝算があるみたいだし付き合うわよ。それくらいの覚悟がないと船になんて乗れないっての」

   「……这样啊。我明白了」

   「……そっか。わかった」

   　看来是我白操心了。我……其实有点害怕。虽然有胜算，但并不是绝对的。只要有一点失误就有可能丧命。最重要的是，我的失误可能会害死她们两个。一想到这里，我就害怕得浑身发抖。如果只有我一个人死，那我倒不会有什么感觉……虽然也不是完全不会，但至少心里会轻松一些。

   　要らぬ心配だったようだ。俺は……ちょっと怖いけどな。勝算はあるけど、それは絶対ってわけじゃない。少しのミスで死ぬ可能性もある。何より、俺のミスで二人が死ぬかもしれない。そう思うと怖くて震えそうになる。俺一人が死ぬなら別になんとも思わない……わけじゃないけど、まだ気が楽なんだけどな。

   「先不说这个」

   「それはそれとしてよ」

   「嗯？」

   「ん？」

   　艾尔玛的语气突然变了，我不禁疑惑地歪了歪头。

   　雰囲気の変わったエルマの言葉に思わず首を傾げる。

   「明知是危险物品却对船员们只字不提，还偷偷藏起歌唱水晶，你不觉得作为同乘一艘船的伙伴，这样很不公平吗？」

   「危険物とわかっていながらクルーに何も説明せず、こっそりと歌う水晶を隠し持っていたのは同じ船に乗る仲間としてはアンフェアだと思わない？」

   「呃……」

   「ぐっ……」

   　她说的完全正确，我确实多少有点想恶作剧的想法，但姑且也是为了不让她担心才这么做的。对于将性命托付给我的船员，没有告知她有这么大的风险，或许确实有点不诚实。

   　ぐうの音も出ない正論である。一応心配をかけまいと考えての行動だったが、多少の
     
      悪
     いた
     
      戯
     ずら心があったのは確かだ。俺に命を預けているクルーに対して、そういう大きなリスクがあることを伝えないというのは確かに不誠実だったかもしれない。

   「……对不起。」

   「……ごめんなさい」

   「很好，知道反省就好。今后再有那种非法物品的时候，也要告知船员。明白了吗？」

   「素直でよろしい。今後はああいうイリーガルな品を積む時はクルーにも伝えること。良いわね？」

   「我明白了。」

   「わかりました」

   「呵呵……艾尔玛小姐，感觉就像希罗大人的姐姐一样呢。」

   「ふふ……エルマさん、なんだかヒロ様のお姉さんみたいですね」

   　看着我和艾尔玛的对话，米米嘻嘻笑道。

   　俺とエルマとのやり取りを見ていたミミがクスクスと笑う。

   「当然啦。我年纪比较大，而且还是经验丰富老手呢。」

   「当然よ。私のほうが年長者だし、経験も豊富なベテランなんだからね」

   「连自己船的性能都不清楚的老手（笑）」

   「自分の船の性能も把握してないベテラン（笑）」

   「啊？」

   「あ？」

   「对不起请原谅我」

   「すみません許してください」

   　我老实地向一脸不爽的艾尔玛下跪。姑且不论枪法，肉搏战我可没有胜算。

   　真顔になってキレるエルマに素直に土下座する。銃の腕はともかく、肉弾戦では勝ち目がないからな。

   「那么，出发吧」

   「それじゃ、行くか」

   「好的！」

   「はい！」

   「嗯，出发吧」

   「ええ、行きましょうか」

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　做好准备的我们进入驾驶舱，各自坐到自己的位置上。我坐驾驶席，米米坐操作员席，艾尔玛坐副驾驶员席。我们各自把饮料装进那个浮在空中的饮料瓶里带了进来。

   　準備を終えた俺達はコックピットに入り、それぞれの席に着いていた。俺は操縦席、ミミはオペレーター席、エルマはサブパイロット席。それぞれ例の宙に浮くジュースボトルに入れてドリンクを持ち込み済みである。

   「明明是决死的单舰突击，你却一点都不紧张呢」

   「決死の単艦突撃前だっていうのに緊張感無いわねー」

   「过度紧张也没用吧」

   「必要以上に緊張しても仕方ないだろ」

   「交给希罗大人就放心了」

   「ヒロ様に任せておけば安心です」

   「米米真是坚定不移啊」

   「ミミはブレないわね」

   「当然了，因为我相信希罗大人」

   「
     
      勿
     もち
     
      論
     ろんです。私はヒロ様を信じていますから」

   「你的期待可真沉重啊。不过，我会回应你的期待的」

   「期待が重いなぁ。まぁ、ご期待にはお応えしましょうかね」

   　我苦笑着把手伸向浮在空中的杯子，杯子里插着一根吸管。

   　そう言って苦笑しながら中空に浮かぶ器から伸びたストローに手を伸ばす。

   「好的！啊，希罗大人，有通讯进来了。是帝国军的重巡洋舰“辉煌”发来的。要接通吗？」

   「はい！　あ、ヒロ様、通信が入ってきています。帝国軍の重巡洋艦『グロリアス』からです。
     
      繫
     つなぎますか？」

   「帝国军？接通吧」

   「帝国軍から？　繫いでくれ」

   　什么嘛，难得我想喝喝看这个无气泡可乐……通讯线路打开后，瑟琳娜上尉的脸出现在驾驶舱的显示器上。她正想说些什么，视线却转向了飘浮在空中的重力球——也就是装着果汁的瓶子，然后露出了惊讶的表情。

   　なんだよ、せっかくあの炭酸抜きコーラを飲もうと思ったのに……と思っていたら通信回線が開いてコックピットのディスプレイ上にセレナ大尉の顔が映った。何かを言おうとしたセレナ大尉の視線が中に浮かぶグラビティスフィア──宙に浮くジュースボトルに向き、彼女がきょとんとした顔をする。

   『明明接下来就要决死单枪匹马前去突击，你还真是从容啊』

   『これから決死の単独行だというのに余裕がありますね』

   「因为我有自信能活下来」

   「そりゃあ生き残る自信があるので」

   　用超光速驱动冲到极限，然后开一炮就脱离。这工作很简单，我甚至还有余力好好享受无气泡可乐。

   　超光速ドライブでギリギリまで突っ込んで、一発ぶち込んで離脱する。簡単なお仕事だ。炭酸抜きコーラを満喫できるくらいの余裕は十分にある。

   『这样啊……作战开始时间马上就要到了，我还有点担心呢。看样子应该没问题了。期待你不是嘴上说说而已』

   『そうですか……間もなく作戦開始時間ですから少し心配していたのですが、その様子だと大丈夫そうですね。口だけではないことを期待していますよ』

   「当然了。我可是专业的」

   「勿論です。プロですから」

   　听到我的回答，瑟琳娜上尉再次露出惊讶的表情，然后微微一笑，切断了通讯。

   　俺の返答にセレナ大尉は再度きょとんとした表情を見せた後、クスリと笑みを浮かべて通信を切った。

   「那位公主殿下，是闲得慌吗？居然会因为担心一个小小的佣兵而发来通讯」

   「あのお姫様、暇なのかしら？　たかがいち
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいを心配して通信を寄越すなんて」

   「她到底有什么目的呢？」

   「何が
     
      狙
     ねらいなんでしょうね？」

   「不知道。不过应该不用在意吧。米米，切断所有通讯线路。封锁通讯」

   「わからん。まぁ別に気にすることはないだろ。ミミ、通信回線全カット。通信封鎖」

   「好的，封锁通讯」

   「はい、通信を封鎖します」

   「艾尔玛，引擎全开。要进入超光速驱动了」

   「エルマ、機関最大。超光速ドライブに入るぞ」

   「Aye Aye, Sir，引擎全开」

   「アイアイサー、機関最大」

   「超光速驱动，开始充能」

   「超光速ドライブ、チャージ開始」

   「开始充能……距离超光速驱动启动还有5，4，3，2，1……超光速驱动启动」

   「チャージ開始……超光速ドライブ起動まで５、４、３、２、１……超光速ドライブ起動」

   　伴随着爆炸般的轰鸣声，克里希那开始超光速驱动。驾驶舱外遥远彼方的恒星光芒被抛在了身后，如同流星一般拉出了一条线。

   　ドォン、と爆発音のような音を立ててクリシュナが超光速ドライブを開始する。コックピットの外に見える
     
      遥
     はるか彼方の恒星の光が置き去りになり、流れ星のように線を引き始める。

   「注意雷达。不要错过联邦舰的跃出」

   「レーダーに注目。連邦艦のワープアウトを見逃すな」

   「「明白」」

   「「了解」」

   　我们已经大致掌握了联邦舰可能跃出的位置。所谓的超光速驱动，就是利用一种被称为超空间航线的，连接恒星与恒星之间的，如同高速公路一般的空间来进行星际移动的技术。

   　連邦艦がワープアウトしてくるであろう大体の位置はわかっている。ハイパードライブというのはハイパーレーンと呼ばれる恒星と恒星との間を繫ぐ高速道路のような空間を利用して恒星間を移動する技術だ。

   　由于超空间航线的出入口很宽，所以跃出时会产生一定程度的“晃动”，但大致的位置是固定的。因此，只要知道敌人会从哪个星系过来，就能在一定程度上缩小出现地点的范围。

   　ハイパーレーンへの出入り口は広いため、ワープアウト地点にある程度の『揺らぎ』は発生するが、大体の位置というのは決まっている。だから、どの星系から敵が来るのかわかってさえいればある程度出現ポイントは絞れるのである。

   　我们以超光速驱动状态在跃出地点附近盘旋，等待联邦舰队的跃出，过了十几分钟。

   　超光速ドライブ状態でワープアウト地点周辺をぐるぐると回り、連邦艦隊のワープアウトを待ち構えること十数分。

   「雷达有反应，多个跃出反应」

   「レーダーに感あり、ワープアウト反応多数」

   「好，开始减速」

   「よーし、減速開始」

   　我立刻将舰首转向联邦舰队的跃出地点，混在联邦舰的跃出反应中解除了超光速驱动状态。

   　すぐさま艦首を連邦艦隊のワープアウト地点に向け、連邦艦のワープアウト反応に紛れて超光速ドライブ状態を解除する。

   「紧急冷却，动力炉功率降低」

   「緊急冷却、ジェネレーター出力カット」

   「紧急冷却开始，功率降低」

   「緊急冷却開始、出力カット」

   　在解除超光速驱动的同时，将克里希那的动力炉功率降低到最低水平，启动紧急冷却装置，进入热源隐形状态。

   　超光速ドライブの解除と同時にクリシュナのジェネレーター出力を最低レベルまでカットし、緊急冷却装置を作動させてサーマルステルス状態に移行する。

   「好，偷偷靠近吧」

   「よーし、忍び寄るぞー」

   「话说回来，真亏你能想出这么卑鄙的手段……」

   「それにしてもよく考えつくわね、こんな
     
      姑
     こ
     
      息
     そくな手……」

   「为了活下去而绞尽脑汁，发挥想象力，这不是理所当然的吗？做不到的话就只有死路一条」

   「生き残るために想像力を働かせて知恵を絞るのは当然のことだろ。それができないと死ぬ」

   「不愧是希罗大人」

   「さすがはヒロ様です」

   　我关闭飞行辅助模式，仅靠惯性靠近联邦舰队。在我们慢慢靠近的时候，联邦舰艇也陆陆续续地跃出。

   　フライトアシストモードをオフにし、慣性だけで連邦艦隊へと近寄っていく。こうして徐々に近づいている間にも続々と連邦艦がワープアウトしてきていた。

   「真壮观啊。好帅」

   「流石に壮観だな。かっこいい」

   「确实。军舰排列得这么整齐，确实很帅」

   「確かに。軍艦がこれだけ整然と並んでいると格好いいわね」

   「是啊。有种雄壮的感觉」

   「そうですね。勇壮な感じがします」

   　战舰，重巡洋舰，轻巡洋舰，驱逐舰，护卫舰，五种舰艇整齐排列的样子确实很帅。但是，我们也不能光顾着看。

   　戦艦、重巡洋艦、軽巡洋艦、駆逐艦、コルベットの五艦種が整然と並んでいる様は実に格好いい。だが、ただボーッとそれを眺めているわけにもいかない。

   「旗舰是那艘吧」

   「旗艦はあれだな」

   　我看向坐镇于舰队中央的战舰。那艘战舰似乎也在向整个舰队发送通信，应该没错。

   　艦隊中央に鎮座する戦艦に目を向ける。あの戦艦から艦隊全体に通信も行われているようだし、間違いないだろう。

   「真的要冲进那里吗？」

   「本当にあそこに突っ込むの？」

   「没错」

   「おうさ」

   　我对脸色苍白的艾尔玛点了点头。都到了这一步，总不能夹着尾巴逃跑吧。

   　顔色の悪いエルマに
     
      頷
     うなずいてみせる。ここまで来て
     
      尻
     しつ
     
      尾
     ぽ巻いて逃げるわけにはいかんでしょうよ。

   「跃出反应消失了。联邦舰队开始移动」

   「ワープアウト反応はなくなりました。連邦艦隊、移動を開始」

   「好，差不多了。距离也刚刚好。紧急冷却装置再次启动，动力炉功率最大」

   「よし、そろそろだな。間合いも良い感じだ。緊急冷却装置再起動、ジェネレーター出力最大」

   「啊啊，真是的……紧急冷却装置再次启动，动力炉功率最大！」

   「ああ、もう……緊急冷却装置再起動、ジェネレーター出力最大！」

   「呐喊！」

   「
     
      吶
     とつ
     
      喊
     かん！」

   　紧急冷却装置的过度运转使得船体表面发出冻结的声音，我将推进器的输出功率调到最大，开始向联邦舰队呐喊。目标是位于舰队正中央的战舰。

   　緊急冷却装置の過剰作動によってピキピキと船体表面が凍りつく音が聞こえる中、俺はスラスター出力を最大にして連邦艦隊への吶喊を開始した。目標は艦隊のど真ん中にいる戦艦である。

   『……？　怎么回事？　雷达上……！？　Bandit急速接近！　正上方！　很近！』

   『……？　なんだ？　レーダーに……ッ!?　バンディット急速接近！　直上です！　近い！』

   『什么！？　雷达观测员在干什么！？』

   『何だと!?　レーダー観測手は何をしていた!?』

   『机体温度异常低！　这家伙，用过冷化伪装成了太空垃圾！』

   『機体温度が異常に低い！　こいつ、過冷却でデブリに化けてやがった！』

   「哈哈哈，慌张了慌张了」

   「はっはっは、慌ててる慌ててる」

   　联邦舰的炮塔开始转动，但那时我已经来到了舰队的中心。在这种可能造成友军炮火的状况下，他们不敢开火。我穿过众多联邦舰，打开了机体下部的武器舱。

   　連邦艦の砲塔が動き始めるが、こちらはその時には既に艦隊の中心部だ。フレンドリーファイアの可能性があるこの状況では撃てまい。多数の連邦艦の間を擦り抜けながら機体下部のウェポンベイを開放する。

   「哈哈！　吃我这招！」

   「はっはぁ！　こいつを
     
      喰
     くらいな！」

   　我向舰队中央的战舰发射了两发反舰反应鱼雷，然后从旁边穿过。紧接着，作为目标的战舰正中央发生了大爆炸。巨大的船体从中断成两截。

   　二発の対艦反応魚雷を艦隊中央の戦艦に発射し、その
     
      脇
     わきを通り抜ける。直後、目標となっていた戦艦のど真ん中辺りで大爆発が起こった。巨大な船体が中程で千切れ、真っ二つになる。

   『战舰虎眼沉没！　那架机体，装备了反舰反应鱼雷！』

   『戦艦タイガーアイ爆沈！　あの機体、対艦反応魚雷を装備しているぞ！』

   『可恶！是佣兵吗！？友军炮火也无所谓，用多管炮塔把它打下来！激光炮和对空实体弹炮，还有追踪导弹都别用！』

   『クソッ！　傭兵か!?　フレンドリーファイアしても構わん、マルチキャノンタレットで撃墜しろ！　レーザー砲と対空実体弾キャノン、シーカーミサイルは使うな！』

   「呀呼！以小搏大！」

   「イヤッフー！　ジャイアントキリングだぜぇ！」

   「等，等一下！呀呼什么呀呼！得快点逃走才行！」

   「ちょ、ちょっと！　イヤッフーじゃないわよ！　早く逃げないと！」

   「那倒也是！」

   「そりゃそうだ！」

   　从多个方向传来了锁定警告。即使旗舰沉没，舰队陷入大混乱，他们似乎也没有轻易放弃排除眼前敌人的意志。虽然也有可能只是指挥权的交接进行得很顺利。

   　多方向からロックオン警告が発せられる。旗艦が沈んで大混乱に陥っても目の前の敵を排除しようという意志はそう簡単には失われないものらしい。単に指揮権の引き継ぎがうまくいっているだけかもしれないが。

   「喂！？结晶生命体呢！？」

   「ちょっと!?　結晶生命体は!?」

   「还要三十秒左右才会出来！」

   「出てくるまで三十秒くらいかかるな！」

   「哈！？三十秒！？那怎么办啊！？」

   「はぁ!?　三十秒!?　どうすんのよ!?」

   「当然是四处逃窜！没什么，只要在舰队里飞来飞去，他们就无法使用强力的武装，所以没问题！」

   「当然逃げ回る！　なに、艦隊の中で飛び回る分には強力な武装は使えないから大丈夫だ！」

   「怎么可能没问题！笨蛋！」

   「大丈夫なわけ無いでしょ！　ばかー！」

   　随着艾尔玛的叫喊，近程防御用的多管炮从四面八方开始同时射击。无数的子弹以惊人的速度向克里希那袭来。

   　エルマの叫びと共に四方八方から近接防衛用のマルチキャノンによる一斉射撃が始まった。無数の弾丸が
     
      凄
     すさまじい速度でクリシュナに殺到し始める。

   「干扰箔片和紧急冷却装置！」

   「チャフと緊急冷却装置！」

   「已经启动了！」

   「作動させたわ！」

   「米米解除无线电静默！把数据传给帝国军！」

   「ミミは無線封鎖解除！　データを帝国軍に送ってくれ！」

   「好的！」

   「はいっ！」

   　我启动了所有的欺瞒装置，以毫厘之差避开集中炮火。当然，我无法避开所有四散的子弹，但克里希那的强力护盾会帮我挡住那些子弹。

   　ありったけの
     
      欺
     ぎ
     
      瞞
     まん装置を作動させて集中砲火を紙一重で
     
      避
     よけていく。勿論無数にばら
     
      撒
     まかれる弾の
     
      全
     すべてを回避することはできないが、そういった弾丸はクリシュナの強力なシールドが防いでくれる。

   　护盾原本就是用来对付太空垃圾的技术，所以对实体弹武器具有很高的防御力。就算被击中几发也不会有影响。

   　シールドというものは元々対スペースデブリ用の技術なだけあって、実体弾の武器には高い防御力を誇る。多少の被弾ではびくともしない。

   「护盾开始衰减了！」

   「シールド、減衰してきてるわ！」

   「适当使用护盾单元！不要舍不得！」

   「適宜シールドセルを使用しろ！　出し惜しみは無しだ！」

   「了解！」

   「了解！」

   『明明是小型舰，护盾却很硬……！』

   『小型艦のくせにシールドが硬い……！』

   『炮的可动范围被看穿了！互相掩护死角！』

   『砲の可動範囲を読まれてるぞ！　お互いに死角をカバーしろ！』

   『被贴上了……什么！？』

   『張り付かれて……何っ!?』

   　我一边听着艾尔玛的回应，一边朝着刚才作为盾牌的重巡洋舰的船底连续发射霰弹炮。发射的无数子弹让因友军炮火而衰减的重巡洋舰的护盾达到饱和，船底被打出无数个洞，内部构造物被蹂躏。

   　エルマの返事を聞きながら今まで盾にしていた重巡洋艦の船底に向かって散弾砲を連射する。発射された無数の弾丸はフレンドリーファイアで減衰していた重巡洋艦のシールドを飽和させ、船底を穴だらけにしてその内部構造物を
     
      蹂
     じゆう
     
      躙
     りんした。

   「两个！哦，来了！」

   「二つ！　お、来たぞ！」

   　在重巡洋舰失去战斗能力，我正准备转移到下一个猎物的时候，那个终于发生了。

   　重巡洋艦を無力化し、次の獲物に移ろうとしたところでついにそれは起こった。

   　响起一阵仿佛在脑中回响的尖锐声音，空间中出现了无数的裂缝。

   　頭の
     
      芯
     しんに響くような甲高い音が鳴り響き、空間に無数の裂け目が現れる。

   「出来了！快逃！」

   「お出ましだ！　逃げるぞ！」

   「哇哇哇，出来好多哦！？」

   「うわわ、いっぱい出てきましたよ!?」

   「啊啊，真是的！简直一团乱！」

   「ああもう！　しっちゃかめっちゃかね！」

   　从空间裂缝中出现的物体，整体是由水晶般的结晶质所构成的子弹，或者说是像獠牙一样的物体。前端尖锐，看起来就是很适合用来刺穿东西的形状。这也是理所当然的，因为它们最擅长的攻击就是利用那尖锐的前端进行冲角突击。

   　空間の裂け目から現れたそれは全体が水晶のような結晶質で構成された弾丸、
     
      或
     あるいは
     
      牙
     きばのような形の物体だった。先端は鋭く
     
      尖
     とがっており、いかにも刺さりそうな形をしている。それもその
     
      筈
     はずで、
     
      奴
     やつらの得意攻撃はその鋭い先端を存分に利用した衝角突撃なのだ。

   　当然，不只是这样，它们还会将身体的一部分像子弹一样高速射出，有些个体甚至还会发射谜样的能源光弹。

   　勿論、それだけでなく
     
      身体
     からだの一部を弾丸のように高速で撃ち出す攻撃や、個体によっては謎のエネルギー光弾を撃ってくるものまでいるのだが。

   『出现大量跃出反应！这是……结晶生命体！？』

   『ワープアウト反応多数！　これは……結晶生命体だと!?』

   『为什么会出现在这种地方！？』

   『なんでこんな場所に!?』

   『要来了！呜哇啊啊啊啊！？』

   『来るぞ!?　うわぁぁぁぁっ!?』

   『迎击！快迎击！能用的武器全部用上！』

   『迎撃だ！　迎撃しろ！　使える武器は全部使え！』

   『混蛋！这边是自己人——呀啊啊啊！』

   『馬鹿野郎！　こっちは味方──ぎゃぁぁぁっ！』

   『咿咿咿！？脚、脚被……不要啊啊啊啊啊！？』

   『ひいぃぃっ!?　あ、足がっ!?　侵食され……いやだぁぁぁぁぁっ!?』

   　现场一片凄惨。这下别说有组织的行动了，就连追击我都没办法。

   　
     
      阿
     あ
     
      鼻
     び
     
      叫
     きよう
     
      喚
     かんである。これでは組織的な行動はおろか、俺を追撃することもできまい。

   「这还真是惨烈。」

   「これは
     
      酷
     ひどい」

   「下手的人没资格说。」

   「やったあんたが言うな」

   　艾尔玛用傻眼的语气说完后叹了口气。米米似乎因为听到联邦兵们透过通讯传来的临死惨叫而受到打击，脸色苍白地颤抖着。

   　エルマが
     
      呆
     あきれたような声でそう言って
     
      溜
     ため
     
      息
     いきを吐いた。ミミは通信で流れてくる連邦兵達の断末魔の声にショックを受けたのか、顔面
     
      蒼
     そう
     
      白
     はくになって震えている。

   「米米，如果觉得难受，还是别听比较好。」

   「ミミ、
     
      辛
     つらいならあまり聞かないほうが良いぞ」

   「没，没事的」

   「だ、だいじょうぶです」

   　虽然看起来完全不像没事的样子，但既然她本人都这么说了，那我也不好再阻止她。毕竟要是有个万一，艾尔玛也能观测雷达和进行通讯。

   　全然大丈夫そうに見えないが、本人がそう言うならこれ以上は止めまい。いざとなればレーダーの観測や通信はエルマもできるしな。

   「好，该赚钱了」

   「よーし、稼ぎ時だな」

   「……啊？」

   「……は？」

   「看，联邦舰队陷入大混乱了」

   「見ろ、連邦艦隊は大混乱だ」

   「是，是这样，没错？」

   「そ、そうです、ね？」

   「也就是说，现在正是大量击破的好机会」

   「つまり、今こそ大量撃破のチャンス」

   「你在开玩笑吧？」

   「冗談でしょう？」

   「我是认真的」

   「俺は本気だ」

   　说完我让船来了个U型回转，让船驶向联邦舰队和结晶生命体群正在大乱战的战斗区域。

   　そう言って俺は船をＵターンさせ、連邦艦隊と結晶生命体の群れが大乱戦を行なっている戦闘区域へと船を向かわせる。

   「上吧！」

   「イクゾー！」

   　我的脑内开始播放『噔噔噔噔噔噔噔！铛！』的经典BGM。

   　脳内で『デッデッデデデデ！　カーン！』とお約束のＢＧＭが流れる。

   「呀——！？不要！会死！会死的！笨蛋！你是笨蛋吗！？」

   「ぎゃー!?　やだー！　死ぬ！　死ぬわよ！　バカ！　あんた馬鹿じゃないの!?」

   「艾尔玛」

   「エルマ」

   「干嘛！？」

   「何よっ!?」

   「以前有个红色的人说过，『只要不被打中就没问题』」

   「昔、赤い人がこう言いました。『当たらなければどうということはない』と」

   「那家伙肯定也是银河级的笨蛋吧！？」

   「絶対そいつも銀河級のバカよ!?」

   　没什么，和某红色彗星先生乘坐的机体相比，克里希那还有护盾，轻轻松松。那个人可是开着只要被攻击打中就会被一拳打爆的机体，轻轻松松地避开攻击击沉战舰的。和那个相比这根本就是简单模式。

   　なぁに、某赤い
     
      彗
     すい
     
      星
     せいさんの乗っていた機体に比べればクリシュナにはシールドもあるし楽勝楽勝。あの人は攻撃が当たったらワンパンな機体でひょいひょい攻撃
     
      避
     よけて戦艦落としてたし。アレに比べればイージーモードだよ。

   　我一边躲避着冲过来的结晶生命体，一边将剩下的两发对舰反应鱼雷分别射向不同的战舰。因为它们光是应付结晶生命体就已经忙不过来了，所以对我这边的攻击非常稀疏。简直轻松愉快。

   　突撃してくる結晶生命体を避けながら残り二発の対艦反応魚雷を別々の戦艦に一発ずつお見舞いしていく。結晶生命体への対応で手一杯だから俺に対する攻撃が薄いこと薄いこと。楽勝ですわ。

   「擦到了！擦到了啊！？啊啊啊！右舷有结晶生命体！左舷前方有大口径激光！」

   「
     
      掠
     かすってる！　掠ってるわよ!?　あぁあ！　
     
      右
     う
     
      舷
     げんから結晶生命体！　
     
      左
     さ
     
      舷
     げん前方から大口径レーザー！」

   「好嘞好嘞」

   「ほいほいっと」

   「希罗大人，您真冷静」

   「ヒロ様、冷静ですね」

   「在战场上，就是像这样慌张的家伙会先死。米米也要努力保持冷静哦」

   「戦場ではああやってテンパった奴から死んでいくぞ。ミミも冷静さを保てるように頑張ろうな」

   「好的」

   「はい」

   「我听到了啊！？」

   「聞こえてるわよ!?」

   　我只击破了挡在前方的结晶生命体，然后瞄准联邦军的大型舰。

   　行く手を阻む結晶生命体だけを撃破し、連邦軍の大型艦を
     
      狙
     ねらっていく。

   　结晶生命体本身其实并不强。它们没有护盾，结晶的身体也不是很硬，用霰弹炮就能轻易击碎。激光的话就有点难对付了。

   　結晶生命体そのものは実はそんなに強くはない。シールドがあるわけではないし、結晶の身体はさして硬いわけではないので散弾砲で簡単に砕き飛ばせる。レーザーはちょっと効きにくいけど。

   　只要用重激光炮和霰弹炮对着被结晶生命体的冲角攻击打到护盾饱和的船疯狂射击，联邦舰就会接连爆炸四散。至于组成队形顽强抵抗的家伙，就带着大量的结晶生命体去蹭它们。

   　結晶生命体の衝角突撃でシールドが飽和した船に重レーザー砲と散弾砲をバシバシ撃ち込んでいくだけでバンバン連邦艦が爆発四散していく。隊形を組んで強固に抵抗している奴らには大量の結晶生命体をトレインしていって
     
      擦
     なすり付けてやる。

   『那个该死的带手混蛋！』

   『あのファッキン腕付き野郎め！』

   『我要宰了他！』

   『野郎ォぶっ殺してやる！』

   『带手的恶魔！』

   『腕付きの悪魔め！』

   　虽然联邦军的各位对我恨之入骨……但很遗憾，这就是战争。

   　連邦軍の皆さんからのヘイトが
     
      凄
     すごいことになっているが……残念ながらこれ、戦争なのよね。

   　我接连击破那些发出怨恨之声的联邦军舰艇。干得漂亮，老爸，明天就吃牛排吧。

   　
     
      怨
     えん
     
      嗟
     さの声を上げる連邦軍の艦艇を次々に撃破していく。やったぜ父ちゃん、明日はビフテキだな。

   『帝，帝国军开始行动了！』

   『て、帝国軍が動き始めました！』

   『可恶！？时机太巧了！这些水晶混蛋和有手的混蛋都是他们派来的吗！』

   『クソッ!?　タイミングが良すぎる！　この水晶野郎どもも腕付きのクソ野郎も奴らの差金か！』

   　看来联邦军察觉到帝国军的动向了。奖励时间结束。

   　どうやら連邦軍が帝国軍の動きを察知したらしい。ボーナスタイムは終わりだな。

   「到此为止了。我们离开战区吧。」

   「ここまでだな。戦域を離脱するぞ」

   「终于要走了！？」

   「やっと!?」

   「是啊，要是被卷入友军的炮击就麻烦了。」

   「ああ、味方の砲撃に巻き込まれちゃ
     
      敵
     かなわんし」

   　帝国军应该会从射程外投入最大火力吧。为了将结晶生命体连同联邦军一起歼灭。要是那时还留在这里，存活的概率会相当低。

   　帝国軍はアウトレンジから最大火力を投入してくるだろう。結晶生命体ごと連邦軍を撃滅するために。流石にその時にこの場にいたら助かる見込みはかなり低い。

   「准备好护盾单元。展开干扰箔片和热诱饵弹。」

   「シールドセルの用意をしておけ。チャフとフレア展開」

   「展开完毕！」

   「展開完了！」

   「要加速了，别咬到舌头哦！」

   「飛ばすぞ、舌を
     
      嚙
     かむなよ！」

   　我将推进器的输出功率一口气提升到最大，从联邦军和结晶生命体展开混战的战区紧急脱离。

   　スラスターの出力を一気に最大まで上げて連邦軍と結晶生命体が乱戦を繰り広げている戦域から緊急離脱を行う。

   『佣兵船要逃跑了！开火开火！』

   『
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい船が逃げるぞ！　撃て撃て！』

   『别让那家伙跑了！』

   『あの野郎を逃がすな！』

   「超光速驱动，开始充能。」

   「超光速ドライブ、チャージ開始」

   「开始充能，距离超光速驱动启动还有5、4、3——」

   「チャージ開始、超光速ドライブ起動まで５、４、３──」

   『目标开始填充超光速驱动！』

   『ターゲット、超光速ドライブチャージ開始しました！』

   『可恶啊啊啊啊！你给我记住啊啊啊啊！』

   『くそがあぁぁぁっ！　てめぇ覚えてろよぉぉぉぉっ！』

   「不好意思，我已经忘了。再见啦！」

   「悪いな、もう忘れたよ。じゃあな！」

   「——2、1……超光速驱动启动。」

   「──２、１……超光速ドライブ起動」

   　伴随着轰鸣声，我们瞬间脱离了战场。别说声音了，我们连光都抛在身后，开始移动。没有任何手段能够追击我们。如果他们能追踪超光速驱动的轨迹就另当别论，但在那种情况下是不可能的。

   　ドォン、という爆音と共に戦域を一瞬で離脱する。音どころか光さえも置き去って移動を始めた俺達を追撃する手段は存在しない。超光速ドライブの航跡を追跡してくれば話は別だが、あの状況ではそうは行くまい。

   「我还以为要死了……」

   「死ぬかと思ったわ……」

   「哈哈哈，太夸张了。」

   「ははは、
     
      大
     おお
     
      袈
     げ
     
      裟
     さな」

   「我觉得一点都不夸张……不过，真不愧是希罗大人！」

   「大袈裟ではなかったと思いますけど……でも、さすがはヒロ様です！」

   　艾尔玛露出灵魂出窍般的表情，无力地叹了口气，米米则用闪闪发光的眼神看着我。呵呵呵，再多夸我一点也没关系哦？

   　エルマが魂の抜けたような表情でぐったりと息を吐き、ミミがキラキラとした視線を送ってくる。ふふふ、もっと褒めてくれても良いんだぞ？

   「那么，这次赚了多少？」

   「それで、今回の稼ぎは？」

   「击坠数从途中开始就没数了。米米，怎么样？」

   「撃墜スコアは途中から数えてなかったな。ミミ、どうだ？」

   「好的，我看看……好像击破了三艘战舰、四艘重巡洋舰、两艘轻巡洋舰、十三艘驱逐舰和二十一艘护卫舰。」

   「はい、ええっと……戦艦三隻、重巡洋艦四隻、軽巡洋艦二隻、駆逐艦一三隻、コルベット二一隻を撃破したみたいですね」

   「大丰收大丰收。嗯，我记得战舰一艘两百万，重巡洋舰一艘五十万，轻巡洋舰一艘三十万，驱逐舰一艘十万，护卫舰一艘五万。合计……一千万零九十五万艾尼吗？大赚了一笔啊！」

   「大漁大漁。えーと、確か戦艦一機二〇〇万、重巡一機五〇万、軽巡一機三〇万、駆逐艦一機一〇万、コルベット一機五万だったよな。合計……一〇九五万エネルか。ボロ
     
      儲
     もうけだな！」

   「一千万零九十五万艾尼……」

   「せんきゅうじゅうごまんえねる……」

   「四发反舰鱼雷就值两百万了，所以是八九五万艾尼。我的份是其中的3％……所以是二六万八五〇〇艾尼」

   「対艦反応魚雷四発で二〇〇万は飛んでるでしょ。だから八九五万エネルよ。私の取り分はその３％だから……二六八五〇〇エネルね」

   「呃，米米的份是四万四七五〇艾尼」

   「ええと、ミミの分は四四七五〇エネルだな」

   「四万四千七百五十艾尼……」

   「よんまんよんせんななひゃくごじゅうえねる……」

   　米米因为金额过于庞大而呆住了。我的份在扣掉两人的报酬后是八六三万六七五〇艾尼。加上存款的两百万艾尼和之前卖掉黑盒子和资料快取的钱约五〇万艾尼，全部加起来存款就是一一一三万艾尼。我真是个大富翁。

   　ミミがあまりの金額の大きさに
     
      呆
     ぼう
     
      然
     ぜんとしている。俺の取り分は二人の報酬を差し引くと八六三六七五〇エネルか。貯金の二〇〇万エネルにこの前のブラックボックスとデータキャッシュを売った分が約五〇万エネル、全部合わせると貯金は一一一三万エネルってとこだな。大金持ちだ。

   「这样一来我的存款就是一一一三万艾尼了……还是有点少啊」

   「これで俺の貯金が一一一三万エネルか……まだ少ないな」

   「也不算少吧？你有想要的船吗？」

   「少なくはないんじゃない？　欲しい船でもあるの？」

   「我想在安全的行星居住地上买个带院子的独栋房子」

   「安全な惑星上居住地に庭付き一戸建てが欲しいんだ」

   「那可完全不够啊」

   「それじゃ全然足りないわね」

   　是啊。要在古兰坎帝国的安全行星居住地上买个带院子的独栋房子，必须先购买高级市民权和土地。据说需要花费数亿艾尼。这么一想，一一一三万艾尼完全不够。

   　そうなんだよな。グラッカン帝国で安全な惑星上居住地に庭付き一戸建てを建てるには上級市民権やら土地やらを買わなきゃならない。その費用として数億エネルかかるらしい。そう考えると一一一三万エネルじゃ全然足りない。

   「以你的本事，去古兰坎帝国军里当官，以成为骑士为目标不是更快吗？」

   「あんたくらいの腕があるならグラッカン帝国軍に仕官して騎士でも目指したほうが早いんじゃないの？」

   「这个嘛……」

   「それなぁ……」

   　古兰坎帝国采用贵族制度。拥有高贵血统的人们在众多人民的支持下，以高贵的义务为前提统治古兰坎帝国的各个星区。

   　グラッカン帝国では貴族制が採用されている。高貴な血筋を持つ人々が多くの人民に支えられながら高貴なる義務の元にグラッカン帝国の各セクターを統治しているのだ。

   　贵族重视血统，因此基本上平民似乎无法成为贵族，但骑士制度就是例外。

   　貴族は血を重んじるため、基本的には平民が貴族になれるということはないらしいのだが、その例外が騎士制度である。

   　这是在古兰坎帝国军中立下显赫战功的将兵被授予贵族身份的制度，据说被授予骑士位的军人即便原本是平民，也能被授予高级市民权，以贵族的身份行动。

   　これはグラッカン帝国軍で著しい功績を挙げた将兵を貴族として叙する制度で、騎士位を授けられた軍人はたとえ元は平民であっても上級市民権を与えられ、貴族として振る舞うことが許されるようになるらしい。

   「军人和贵族什么的太麻烦了，我就算了。能用钱解决的话，那才是最好的」

   「軍人とか貴族とかめんどくさそうなんでパス。金で解決できるならそれが一番だ」

   「真有你的风格。不过我也同意麻烦这个说法」

   「あんたらしいわねぇ。めんどくさいってのには私も同意するけど」

   　艾尔玛微笑着耸了耸肩。米米……好像还没回来。她正一边念叨着能量，能量，一边发呆。

   　エルマが微笑し、肩を
     
      竦
     すくめてみせる。ミミは……まだ戻ってきていないらしい。えねる、えねるって
     
      呟
     つぶやきながら放心している。

   「总之该怎么办呢，现在去汇合也有点微妙」

   「とりあえずどうすっかね、今から合流するのも微妙だけど」

   「姑且汇合一下比较好吧？再继续闹下去的话，感觉会被其他佣兵们记恨，只要在后面老实待着就行了吧」

   「一応合流したらいいんじゃない？　これ以上暴れると他の
     
      傭
     よう
     
      兵
     へい連中から恨まれそうだし、後ろでおとなしくしてればいいじゃない」

   「是啊，就这么办吧」

   「そうだな、そうするか」

   　我将舰首转向古兰坎帝国军布阵的空域，解除超光速驱动，出现在舰队的上方。

   　艦首をグラッカン帝国軍が展開している宙域へと向け、超光速ドライブを解除して展開している艦隊の上方に出る。

   「这里是克里希那，任务完成，归队。」

   「こちらクリシュナ、任務を完了して帰投した」

   　在停止超光速驱动的同时，我发送了通讯，很快地，直属指挥官瑟琳娜上尉就接通了线路。驾驶舱的显示器上显示着她那副心情大好的表情。

   　超光速ドライブの停止と同時に通信を送ると、すぐに直属の指揮官であるセレナ大尉に回線が
     
      繫
     つながれた。コックピットのディスプレイ上に映る彼女の表情は実に上機嫌な感じである。

   『辛苦了。看来你赚了不少啊？』

   『ご苦労さまです。随分と稼いだようですね？』

   「还好啦。毕竟我冒了风险，能获得相应的回报也是理所当然的吧。」

   「ええまぁ。リスクを取りましたんでね。リターンもそれなりなのは当然の結果でしょう」

   『也是呢。请提交数据。要参加追击战吗？』

   『そうですね。データの提出をしておいてください。追撃戦には？』

   「再继续活跃下去的话，感觉会招人怨恨，还是算了吧。而且弹药、干扰箔片、热诱饵弹和护盾单元的存量也不太够了。」

   「これ以上活躍すると恨みを買いそうなんでやめときます。弾薬やチャフ、フレアにシールドセルなんかも
     
      心
     こころ
     
      許
     もとないですし」

   『原来如此。那么，克里希那请在本队附近执行炮击部队的护卫任务……话说回来，那个结晶生命体为什么会出现在那种地方呢？』

   『なるほど。ではクリシュナは本隊付近で砲撃部隊の護衛の任に着くように……ところで、あの結晶生命体は
     
      何
     な
     
      故
     ぜあのような場所に出現したんでしょうね？』

   「会不会是击破的联邦军旗舰上载了什么不妙的东西？」

   「撃破した連邦軍の旗艦にヤバいものでも積まれてたんじゃないですかね？」

   　我用事先准备好的回答装傻。因为当然能预想到会被问到，所以答案当然也准备好了。当然这和事实不同，但也没有办法确认。毕竟已经被反舰鱼雷炸得灰飞烟灭了。

   　
     
      予
     あらかじめ用意していた返答ですっとぼける。聞かれることは当然想定できるわけだから、答えだって
     
      勿
     もち
     
      論
     ろん用意してある。勿論事実とは違うが、それを確かめる
     
      術
     すべは存在しないのだ。なんせ対艦反応魚雷で跡形もなく吹き飛んでるからな。

   『……就当作是这样吧。瑟琳娜，通讯结束。』

   『……そういうことにしておきましょうか。セレナ、アウト』

   　通讯结束，显示瑟琳娜上尉脸的视窗关闭了。

   　通信が終わり、セレナ大尉の顔が表示されていたウィンドウが閉じる。

   「那么，接下来就悠闲地等待战斗结束吧。」

   「んじゃ、あとはのんびり戦いが終わるのを待ちますか」

   「因为你的捣乱，感觉会变成一面倒的比赛呢。」

   「あんたが
     
      引
     ひっ
     
      搔
     かき回したせいでワンサイドゲームになりそうね」

   「我很厉害吧？」

   「
     
      流石
     さすがだろ？」

   「别得意忘形了……虽然想这么说，但也没办法这么说呢。我觉得很精彩。虽然一直担心你什么时候会被击坠就是了。」

   「調子に乗るんじゃないわよ……って言いたいけど、そうも言えないわね。見事なものだと思うわ。いつ撃墜されるかと気が気じゃなかったけど」

   「因为是希罗大人嘛。」

   「ヒロ様ですから」

   　不知何时复活的米米不知为何一脸得意地挺起那对大胸。嗯，好奶子。今天因为激战而累坏了，就让我尽情地治愈一下吧。咕嘿嘿。

   　いつの間にか復活したらしいミミが何故かドヤ顔でその大きな胸を反らせる。うむ、ナイスおっぱい。今日は大激戦で疲れたし、思う存分癒やしてもらうとしよう。ぐへへ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　特里梅因星系防卫战在极短的时间内就结束了。以当初被认为会陷入苦战的古兰坎帝国方的完全胜利告终。

   　ターメーン星系防衛戦はごく短い時間で終了した。当初、厳しい戦いを強いられると思われていたグラッカン帝国側の完全勝利という形で。

   　关于这场战斗，有许多不明之处。根据记录，不知为何刚跃出的贝雷贝雷姆联邦舰队遭到一群结晶生命体的袭击，在一片混乱中失去了许多舰船。

   　この戦いについては不明な点が多い。記録によると、何故かワープアウトしたばかりのベレベレム連邦艦隊に結晶生命体の群れが襲いかかり、大混乱の中で多数の艦船が失われたという。

   　当时对特里梅因星系发动攻击的贝雷贝雷姆联邦舰队的损耗率非常惊人，实际上有九成的舰船在特里梅因星系化为宇宙的碎屑。幸存的士兵也很少，或许是因为吃了过于惨痛的败仗，贝雷贝雷姆联邦方面似乎有为了顾及国民感情而封锁情报的迹象。

   　この時ターメーン星系への攻撃を行なったベレベレム連邦艦隊の損耗率は
     
      凄
     すさまじく、実に九割の艦船がターメーン星系で宇宙の
     
      藻
     も
     
      屑
     くずと化した。生き残った兵も少なく、あまりにも無様な大敗を喫したためかベレベレム連邦側では国民感情に配慮して情報封鎖が行われたような形跡がある。

   　此外，古兰坎帝国方面的情报也非常少。这边也很有可能进行了某种情报操作。

   　また、グラッカン帝国側の情報も非常に少ない。こちらにも何らかの情報操作が行われた可能性が高い。

   　为什么结晶生命体会这么凑巧地袭击贝雷贝雷姆联邦舰队呢？

   　何故、都合よくベレベレム連邦艦隊に結晶生命体の群れが襲いかかったのか？

   　为什么虽然数量很多，但区区数千个结晶生命体就能让贝雷贝雷姆联邦舰队受到重大损害呢？

   　何故、いくら数が多かったとはいえ数千程度の結晶生命体の群れにベレベレム連邦艦隊が大損害を被ったのか？

   　从战力上考虑，区区数千个结晶生命体应该很难对当时的贝雷贝雷姆联邦军的攻击部队造成重大损害。当然，也不是毫发无伤就能解决的数量。

   　戦力的に考えれば数千程度の結晶生命体では当時のベレベレム連邦軍の攻撃部隊に大きな損害を与えるのは難しい
     
      筈
     はずである。無論、無傷で済む数でもないが。

   　这时浮现出的是当时被认为滞留在特里梅因星系的某个佣兵的存在。

   　そこで浮上してくるのがこの
     
      頃
     ころターメーン星系に滞在していたと思われるとある傭兵の存在だ。

   　没错，就是各位熟知的那位船长希罗。根据记录，他似乎正好是在这个时候出现在特里梅因星系。

   　そう、皆さんも御存知のあのキャプテン・ヒロである。記録によれば、彼は丁度この頃にターメーン星系に現れたとされている。

   　此外，根据笔者的独立调查，当时那位瑟琳娜·霍尔斯也以帝国军上尉的身份被分派到特里梅因星系军。

   　更に独自の調査の結果、当時のターメーン星系軍にあのセレナ＝ホールズも帝国軍大尉として配属されていたのだということが判明している。

   　船长希罗和瑟琳娜·霍尔斯。这两人同时存在的星系里，古兰坎帝国军取得了奇迹般的胜利。

   　キャプテン・ヒロとセレナ＝ホールズ。この二人が同時に存在していた星系で起きたグラッカン帝国軍の奇跡の大勝利。

   　虽然因为记录太少而没有决定性的证据，但只要这两人凑在一起，就会让人觉得“发生什么都很正常”，想必不光是笔者这么想。

   　記録が少ないため決定的な証拠は無いが、この二人の組み合わせとなれば『何が起こってもおかしくはない』と思うのは筆者だけではないだろう。

   　各位读者应该也知道，他们之后也取得了盛大的“战果”。

   　読者の皆様もご存知のように、彼らはこの後にも盛大な『戦果』を上げているのだから。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「又来了？」

   「また？」

   「又来了吗？」

   「また、ですか？」

   　特里梅因星系保卫战结束之后过了大约一周。

   　ターメーン星系防衛戦が終わって約一週間。

   　看到小型情报终端收到的信息，我的表情扭曲了起来，艾尔玛和米米看到我的表情，也露出了厌烦的表情。我大概也露出了同样的表情。

   　小型情報端末に入ってきたメッセージを見て表情を
     
      歪
     ゆがめた俺を見てエルマとミミがうんざりしたような表情を浮かべた。多分俺も同じような表情を浮かべている。

   　那是瑟琳娜上尉发来的热情的求爱信息。

   　それはセレナ大尉からの熱烈なラブコールだった。

   『古兰坎帝国军一直都在寻求优秀的驾驶员！优厚待遇！充实的福利！赋予高级市民权！还有其他各种各样的优惠！爱我古兰坎帝国四世！』

   『グラッカン帝国軍は優秀なパイロットを常に求めています！　高待遇！　充実した福利厚生！　上級市民権の付与！　その他にも様々な特典があります！　あいうぉんちゅーふぉーぐらっかんいんぺりあるふぉーす！』

   　简单来说就是这样的内容。这种感觉的邮件每天都会直接发来，或者通过佣兵公会发来。这是垃圾邮件吗？

   　要約するとこんな感じの内容である。こんな感じのメールが直接、あるいは傭兵ギルド経由で毎日のように送られてくるのだ。スパムメールかな？

   「怎么办啊。那个女人，过不了多久就会开始挖墙脚了」

   「どうすんのよ。あの女、そのうち外堀を埋めにかかってくるわよ」

   「那是猎人盯上猎物时的眼神呢」

   「あれは獲物を
     
      狙
     ねらうハンターの目ですね」

   「真让人高兴不起来啊」

   「
     
      嬉
     うれしくねぇなぁ」

   　虽然我很欢迎美女来追求我，但如果是作为军人想要我当她的部下，那我就有点不乐意了。就算待遇再怎么好，收入也会比佣兵少很多，而且自由时间也会减少。克里希那也不知道会变成什么样。

   　美人に狙われるのは大歓迎だが、それが軍人として自分の部下に欲しいからという理由となるとそれはちょっとノーセンキューである。いくら高待遇とは言っても傭兵の稼ぎよりは収入はずっと落ちるだろうし、自由な時間もなくなるだろう。クリシュナだってどうなるかわかったものじゃない。

   　虽然我对福利和市民权有点兴趣，但福利只要有钱就能解决，市民权好像也能用钱买到，所以只要有钱就能解决。说实话，这个提议没什么吸引力。

   　福利厚生や市民権の付与には少しだけ興味があるが、福利厚生に関しては金さえあればなんとでもなる問題だし、市民権に関しては金で買うこともできるようなのでやはりこちらも金さえあればなんとかなる。正直あまり魅力的な提案ではない。

   「好，我们逃吧」

   「よし、逃げよう」

   「可以吗？」

   「良いんですか？」

   「无所谓吧。佣兵想去哪里是他的自由。在事情变得麻烦之前逃跑才是明智之举。」

   「構わないでしょ。傭兵がどこに行こうと本人の勝手よ。厄介な事になる前に逃げるのが賢いわね」

   　米米有些担心地歪着头，艾尔玛则这么说着，从座位上站了起来。

   　少し心配そうに首を
     
      傾
     かしげるミミにエルマがそう言って席を立つ。

   「除了反舰鱼雷以外，其他东西都补给和整备完毕了，随时可以出发。」

   「対艦反応魚雷以外は補給も整備も終わってるからすぐに出られるわよ」

   「鱼雷嘛，反正也不是拿来用的，无所谓。事不宜迟，我们赶紧出发吧。」

   「魚雷はまぁ、そう使うものじゃないし良いだろ。善は急げだな」

   　一发要五十万艾尼的反舰鱼雷可不是能随便“拿出来”的库存。听说很少有地方会囤积这种东西。如果是游戏的话，就能轻松补给呢。

   　一発五〇万エネルの対艦反応魚雷なんてそうそう『出る』在庫じゃないからな。在庫をストックしているところなんてそうそうないもんらしい。ゲームなら簡単に補給できるのにな。

   「这、这样好吗……？」

   「い、良いのかなぁ……？」

   　米米似乎担心我们逃出特里梅因星系后会遭到通缉，但就算逃了也不会被通缉。对方是被任务束缚的军人，根本追不上我们。

   　ミミは逃げるようにターメーン星系を去るのが心配なようだが、別に逃げたからって指名手配されるわけでもなし。あっちは任務に縛られた軍人さんである。追ってくることもできまいて。

   「下一个目的地是？」

   「次の目的地は？」

   「有点远，是六颗行星之外的星系。」

   「少し遠い。六つ先の星系だ」

   「六颗行星之外……是昨天提到的那里吗？」

   「六つ先……というと、
     
      昨日
     きのう話していたあそこですね？」

   「嗯。是帝国最尖端医疗技术聚集的地方。」

   「うむ。帝国の最先端医療技術が集うあそこだ」

   「阿雷因星系吧。」

   「アレイン星系ね」

   「对，就是那里。」

   「そうそれ」

   　我们一边走向驾驶舱，一边讨论下一个目的地。

   　コックピットに向かいながら次なる目的地について話し合う。

   　接下来要去的是阿雷因星系。那里是医疗站和生物技术相关的殖民卫星聚集的高科技星系。

   　次に向かうのはアレイン星系。医療系ステーションやバイオテクノロジー関係のコロニーが集うハイテク星系だ。

   「好像还有各种各样的人造肉，以及基因改良过的作物之类的名产哦」

   「なんか色んな種類の人造肉とか、遺伝子改良された作物とかも名物らしいぞ」

   「酒呢？」

   「お酒は？」

   「既然有基因改良过的作物，那应该也会用那个来酿酒吧？」

   「遺伝子改良された作物があるならそれを使った酒も作ってんじゃね？」

   「真不错！我有预感会发现新的美食！」

   「良いですね！　新しいグルメの予感がします！」

   　我坐到驾驶座，米米坐到操作员席，艾尔玛坐到副驾驶员席，各自系上安全带。

   　俺は操縦席に、ミミがオペレーター席に、エルマがサブパイロット席にそれぞれ座り、シートベルトを着用する。

   「米米，麻烦你申请出港」

   「ミミ、発艦申請頼む」

   「了解」

   「了解です」

   「艾尔玛，和往常一样负责输出管理和子系统的掌控」

   「エルマ、いつもどおり出力管理とサブシステムの掌握を」

   「好好好，了解」

   「はいはい、了解」

   「出港申请OK！」

   「発艦申請ＯＫです！」

   「好，出发！」

   「よし、出るぞ！」

   　解除与机库坞的对接，收起起落架后飞向宇宙。

   　ハンガーベイとのドッキングを解除し、ランディングギアを格納して宇宙へと飛び出す。

   　今天的宇宙景色也一样雄伟，美丽。看着这幅景色，我理解到自己是多么渺小的存在。同时，也让我兴奋地想到现在的自己只要想去，甚至可以到达在遥远彼方发光的那颗星星。

   　今日も宇宙の
     
      景
     け
     
      色
     しきが雄大で、美しい。この景色を見ていると自分がいかにちっぽけな存在なのか理解させられる。同時に、今の自分は行こうと思えば
     
      遥
     はるか
     
      彼方
     かなたで光を発するあの星までも行くことができるのだとワクワクさせられる。

   「首先是德鲁玛星系吗」

   「まずはデルーマ星系か」

   「是的，我来设定航线」

   「はい、航路を設定します」

   　米米在操作员席上操作控制面板，开始导航至目标恒星系。我遵从导航，将克里希那的舰首朝向被设定为目标的恒星。

   　ミミがオペレーター席でコンソールを操作し、目標の恒星系へのナビゲーションが開始される。俺はナビゲーションに従い、目標に設定された恒星へとクリシュナの艦首を向けた。

   「超光速驱动，开始填充能量」

   「超光速ドライブ、チャージ開始するわよ」

   「好嘞。超光速驱动，开始倒计时」

   「あいよ。超光速ドライブ、カウントダウン」

   「5，4，3，2，1……超光速驱动启动」

   「５、４、３、２、１……超光速ドライブ起動」

   　随着一声爆炸般的轰鸣，克里希那将光芒抛在身后，开始向前航行。

   　ドォンと爆音のような音が鳴り、クリシュナが光を置き去りにして走り出す。

   「目标，德鲁玛星系。超空间驱动开始填充能量」

   「目標、デルーマ星系。ハイパードライブチャージ開始」

   「超空间驱动开始填充能量」

   「ハイパードライブチャージ開始」

   「成功连接超空间航线」

   「ハイパーレーンへの接続成功」

   「倒计时，5，4，3，2，1——超空间驱动启动」

   「カウントダウン、５、４、３、２、１──ハイパードライブ起動」

   　空间开始扭曲，我们进入了超空间航线。

   　空間が
     
      歪
     ゆがみ、ハイパーレーンへと突入する。

   　好了，出发吧。前往不是游戏的，宇宙的彼方。

   　さぁ、行くとしようか。ゲームではない、宇宙の彼方へ。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   「这次的战功相当大……你真的要这样吗？」

   「今回の戦功はかなり大きなものだが……本当にそれでいいのか？」

   　画面另一头的叔父皱着眉头向我确认。我微笑着再次点了点头。

   　画面の向こうで
     
      叔
     お
     
      父
     じ様が
     
      眉
     まゆを
     
      顰
     ひそめて確認をしてくる。私は
     
      微笑
     ほほえみを浮かべて再度
     
      頷
     うなずいた。

   「是的，我以前就上奏过，国内需要一支能够自由行动，四处狩猎宙贼的独立部队吧？希望您能实现我的愿望」

   「ええ、国内を自由に移動して宙賊を狩って回る独立部隊の必要性は以前から具申しておりましたでしょう？　それを
     
      叶
     かなえて頂ければと」

   「以你的实力，应该可以转到战功更大，更显赫的部队……看来我说服不了你啊。好吧，我会安排的」

   「君の実力ならばもっと大きく、華やかな戦功が望める部隊への転属も可能だが……どうやら説得は無駄のようだな。わかった、望むように取り計らおう」

   「谢谢您」

   「ありがとうございます」

   「嗯。再见」

   「ああ。それではな」

   　我低下头，对面切断了通讯，全息显示器上投影的窗口自动关闭。

   　頭を下げた向こうで通信が切れ、ホロ・ディスプレイに投影されていたウィンドウが自動で閉じる。

   「呵呵……我不会让你逃走的哦？」

   「ふふ……逃しませんよ？」

   　我望着窗外拖着光尾飞向远方的一艘船，如此喃喃自语。

   　窓の外で光の尾を引きながら彼方へと飛び去っていく一機の船を眺めながら私はそう
     
      呟
     つぶやく。

   　映在窗户上的我的脸上，浮现出明显的笑容。

   　窓に映った私の顔にははっきりとした笑みが浮かんでいた。

  

 
  
   
    ＃EX－1　米米和艾尔玛

    ＃ＥＸ－１　ミミとエルマ

   

   


   


   　我们现在正前往阿雷因星系。虽然使用超空间驱动进行恒星间航行的速度远比光速还要快，但似乎也不是一瞬间就能抵达目的地。根据情况不同，有时甚至需要在超空间内度过数日。

   　今、私達はアレイン星系に向かっています。ハイパードライブを使った恒星間航行は光よりも
     
      遥
     はるかに早く私達を移動させますが、決して一瞬でというわけではないようです。場合によっては数日間ハイパースペース内で過ごすこともあるとか。

   　基本上在超空间驱动中会自动航行，船员们可以休息……但也不能保证不会发生意外。我们三个人轮流在驾驶舱内监视航行，剩下两个人休息。

   　基本的にハイパードライブ中は自動操縦になるそうで、船員は休息を取るようなのですが……不測の事態が起こらないとも限りません。私達は三人で船に乗っているので、誰か一人がコックピットで航行を注視し、残り二人は休息するというローテーションを組んでいます。

   「辛苦了，米米。我给你泡点什么吧。你想喝什么？」

   「お疲れ様、ミミ。何か淹れてあげるわ。何が良い？」

   「谢谢。那给我来杯红茶吧」

   「ありがとうございます。それじゃあ紅茶を」

   「嗯，我知道了」

   「ん、わかったわ」

   　我和希罗大人换班，来到食堂后发现艾尔玛小姐正在休息。我接受了她的好意，在食堂的座位上坐下。

   　ヒロ様と警戒役を交代し、食堂に足を運ぶとエルマさんが休憩していました。ご厚意に甘えて食堂の席にテーブルに着きます。

   「来，我给你加了糖」

   「はい。砂糖も入れてあるわよ」

   「谢谢……真好喝」

   「ありがとうございます……
     
      美
     お
     
      味
     いしい」

   　自从用高性能自动烹饪机“铁人·五代”泡茶之后，红茶的香味更浓了，也更好喝了。虽然换代之前的自动烹饪机性能也相当高，但铁人更胜一筹。它做出来的料理每一样都很好吃，我的体重也……呜呜，我可不想变得太胖，所以也得努力运动才行。

   　この紅茶も高性能自動調理器『テツジン・フィフス』で淹れるようになってからより香り高く、美味しくなりました。入れ替える前の自動調理器もかなりの高性能品だったけれど、テツジンはその更に上を行きますね。出てくる料理はどれも美味しくて、どんどん体重が……うう、あまりぷにぷにになるのは嫌だから、運動も頑張らないと。

   「话说回来，今天是米米日吧？」

   「ところで、今日はミミの日ね？」

   「哎！？」

   「ふぇっ!?」

   　艾尔玛小姐露出坏笑，调侃着我。我好不容易才让自己不去在意的。脸好烫。我的脸现在一定变得通红了。呜呜，好害羞。

   　エルマさんがニヤニヤと人の悪い笑みを浮かべながらからかうようにそう言ってきます。折角あまり意識しないようにしていたのに。顔が熱い。きっと私の顔は
     
      真
     まっ
     
      赤
     かになってしまっています。うう、恥ずかしい。

   「呵呵……米米你啊，不管过多久都这么纯情呢。真可爱」

   「ふふ……いつまでたっても
     
      初
     う
     
      心
     ぶねぇ、ミミは。
     
      可愛
     かわいいわ」

   「请不要捉弄我了……真是的」

   「からかわないでください……もう」

   　“我的日”，也就是我拜访希罗大人寝室的日子。那个，也就是说，就是那么回事。

   　私の日、というのはつまり、私がヒロ様の寝室を訪れる日という意味です。その、つまり、そういうことですね。

   「实际上，你和那家伙怎么样了？能好好相处吗？」

   「実際のところ、あいつとはどう？　
     
      上
     う
     
      手
     まくやっていけそう？」

   「嗯……是的。希罗大人对我很温柔，也给了我一份工作……我觉得这是我人生中最充实的一段时间」

   「んっ……はい。ヒロ様は優しくしてくれますし、私にもちゃんと仕事をくれて……私、今までの人生で一番充実した時間を過ごしていると思います」

   　我喝了一口红茶，回答艾尔玛小姐的问题。实际上，希罗大人确实让我接受了作为佣兵操作员的训练，也和艾尔玛小姐商量过，给了我一些力所能及的工作。他需要我，关心我，这让我非常开心。

   　紅茶を一口飲み、エルマさんの問いかけに答えます。実際、ヒロ様は私にちゃんと
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいのオペレーターとしての訓練を積ませてくれていますし、エルマさんと相談して私にもできる仕事をちゃんと回してくれます。ちゃんと私を必要としてくれて、気にかけてくれるのがとても
     
      嬉
     うれしいです。

   「是啊，那家伙很温柔呢。为什么会去当佣兵呢？」

   「そうね、あいつは優しいやつよね。なんで傭兵なんてやってるのかしら？」

   「嗯……希罗大人果然是哪里的名门出身吧？」

   「うーん……やっぱりヒロ様はどこかの名家の方なのでは？」

   「确实有那种感觉。怎么说呢，那家伙有种不食人间烟火的感觉」

   「そんな感じよねぇ。なんというか、浮世離れしてる感じがするのよね、あいつ」

   「我懂。他不知道一些众所周知的事情，对任何东西都感到很稀奇」

   「わかります。
     
      誰
     だれでも知っているようなことを知らなかったりしますし、なんでも珍しそうにしますよね」

   「那家伙好像想蒙混过去，但太明显了」

   「あいつは
     
      誤
     ご
     
      魔
     ま
     
      化
     かしてるつもりみたいだけど、バレバレよね」

   　艾尔玛小姐开心地笑了。比如，他对铁人这种食品打印机做出来的料理感到很佩服，看到并不稀奇的终端用APP还会嘀咕着“这是新感觉”。

   　エルマさんが楽しそうにクスクスと笑いました。例えば、テツジンのようなフードプリンターで作られる料理に対して妙に感心していたりしますし、別に珍しくもなんともない端末用のアプリを見て『これは新感覚だ』とか
     
      呟
     つぶやいていることもありますね。

   「那家伙真是不谙世事啊」

   「世間知らずなのよね、あいつ」

   「呃，这种说法……」

   「ええと、その言い方は……」

   　艾尔玛小姐的说法让我忍不住苦笑。

   　エルマさんの物言いに思わず苦笑してしまいます。

   　不过，艾尔玛小姐说的确实没错。没错，希罗大人就是不谙世事。他的言行举止和行动都十分引人注目，简直就像一个被养在深闺的孩子第一次看到外面的世界一样兴奋。

   　でも、エルマさんの言うことは的を射ているんですよね。そう、世間知らずなんです、ヒロ様は。まるで今まで箱入りで育てられてきた子供が、初めて外の世界を見てはしゃいでいるような、そんな言動や行動が目立ちます。

   「不过，追问佣兵的出身是违反礼仪的，所以我也不打算深究。只是偶尔会让人担心」

   「ま、傭兵の出自を
     
      詮
     せん
     
      索
     さくするのはマナー違反だからあまり追求するつもりはないけどね。たまに危なっかしいのよね」

   「这我非常理解」

   「それはよくわかります」

   　他有一种被勾起兴趣后会若无其事地做出普通人不会做的事情的危险性。简直就像在看一个好奇心旺盛的孩子一样，让人捏一把汗。

   　興味を
     
      惹
     ひかれて普通の人はやらないようなことを平然とやってしまいそうな危うさがありますからね。まるで好奇心の強い子供を見ているみたいでハラハラします。

   「不过，总感觉他这样很可爱呢。为什么呢？」

   「でも、なんだかそれが可愛く見えちゃうのよね。なんでかしら」

   「呵呵……说来说去，艾尔玛小姐也很喜欢希罗大人呢」

   「ふふ……なんだかんだ言ってエルマさんもヒロ様のことが大好きですよね」

   　为了报复刚才被艾尔玛小姐捉弄，我捉弄了她一下，结果她突然脸红了。长耳朵一抖一抖的，真可爱！

   　先程からかわれた仕返しに、エルマさんをからかうと、エルマさんは途端に顔を赤くしてしまいました。長い耳がピコピコと動いて可愛いですね！

   「我，我才没有……真是的，别捉弄我了」

   「わ、私は別に……もう、からかわないで」

   「这是刚才被你捉弄的报复」

   「さっきからかわれたお返しです」

   　我不禁笑了出来。说实话，自从爸爸妈妈去世之后，我从没想过自己还能像这样平静地笑出来。对于给予我这种日常的希罗大人，我真是感激不尽。

   　思わず笑いが
     
      溢
     あふれてしまいます。正直、パパとママが死んでしまってからというものの、またこんな風に穏やかに笑えるような日が来るとは思っていませんでした。こんな日常を私にくれたヒロ様にはいくら感謝してもし足りないです。

   　希望这种幸福的每一天能一直持续下去。

   　こんな幸せな毎日が続きますように。

   　我一边和艾尔玛小姐一起笑着，一边在心中这样祈祷着。

   　エルマさんと一緒に笑いながら、私は心の中でそう祈るのでした。

  

 
  
   
    ＃EX－2：射击训练

    ＃ＥＸ－２：射撃訓練

   

   


   


   「今天要去进行射击训练哦」

   「今日は射撃訓練をしに行くぞ」

   　击退贝雷贝雷姆联邦军后过了几天。对瑟琳娜上尉的劝诱攻势感到厌烦的我在吃早餐时如此宣言道。或许是被这突如其来的宣言吓到了，米米和艾尔玛停下吃早餐的手，露出呆滞的表情。

   　ベレベレム連邦軍を撃退して数日。セレナ大尉の勧誘攻勢に
     
      辟
     へき
     
      易
     えきした俺は朝食の席でそう宣言した。この突然の宣言には
     
      流石
     さすがに面食らったのか、ミミとエルマが朝食を
     
      摂
     とる手を止めてきょとんとした顔をする。

   「真是突然呢。不过，我赞成！因为必须要多加练习才行」

   「突然ですね。でも、私は賛成です！　もっと練習しないとですから」

   「我倒是无所谓……不过会不会太突然了？」

   「私も別に構わないけど……唐突過ぎない？」

   　艾尔玛停下把像是谷物片的东西浸在像是牛奶的东西里送入口中的手，歪了歪头。

   　牛乳のようなものに浸されたシリアルのようなものを口に運ぶ手を止め、エルマが首を
     
      傾
     かしげる。

   「不，总觉得这几天的劝诱攻势让我压力好大……我想用激光枪大开杀戒来消除压力」

   「いや、なんかもうここ数日の勧誘攻勢でストレスがな……レーザーガンをぶっ放してストレスを解消したい」

   「真是危险的消除压力法呢……不过，总比开着克里希那去粉碎小行星要来得温和吧」

   「物騒なストレス解消法ねぇ……まぁ、クリシュナで小惑星を粉砕しに行くよりは穏便か」

   「我才不会做那种无意义的环境破坏……感觉会被采掘船的人骂」

   「そんな無駄な環境破壊なんてしねぇよ……採掘船の人に怒られそうだし」

   　散布在小行星带的无数小行星是资源的宝库。虽然并不是谁的所有物，但无谓地破坏并不是什么值得称赞的行为。根据情况不同，民间采掘船可能会向佣兵公会投诉。如果变成那样的话，感觉会被那个可怕的接待姐姐掐死。好可怕。

   　小惑星帯に無数に点在する小惑星は資源の宝庫である。別に誰のものというわけでもないが、無為に破壊するのはあまり褒められた行為ではない。場合によっては民間採掘船から
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいギルドに苦情が入りかねないのだ。もしそんなことになったらあの怖い受付のお姉さんにキュッとされそうだな。震える。

   「那么，吃完早饭就去佣兵公会吧。」

   「じゃあ、朝ご飯を食べたら傭兵ギルドですね」

   　米米吃着像是三明治的东西，像是浓汤的东西，还有像是土豆沙拉的东西，以及像是炒蛋的东西，微笑着说道。

   　サンドウィッチのようなもの、何かのポタージュスープのようなもの、そしてポテトサラダのような何かに
     
      炒
     いり
     
      卵
     たまごのような何かを食べているミミがそう言って
     
      微笑
     ほほえむ。

   　刚保护她的时候，她吃普通分量的饭都吃得很辛苦，现在却发挥出普通分量的饭都吃不饱的健胃如狮的吃相。恐怕是长期的极贫生活导致胃变小了吧。想必就是这份食欲培育出了那奇迹般的胸部装甲。

   　保護した当初は普通盛りの食事をキツそうに食べていた彼女であったが、今では普通盛りの食事では若干量が足りないほどの
     
      健
     けん
     
      啖
     たん
     
      家
     かぶりを発揮している。恐らく、長い極貧生活の末に胃が小さくなっていたのではあるまいか。きっとこの食欲があの奇跡的な胸部装甲を育んだのであろう。

   　虽然她本人很在意自己变胖了，但我觉得比起当初骨瘦如柴的身体，现在这样才是健康的肉体，所以希望她务必维持现在的食量和运动量。对AI训练师的改造已经万无一失了。呵呵呵。

   　本人は太ったと気にしているようだが、当初の骨が浮くような
     
      身体
     からだつきよりは今のほうがずっと健康的な肉体だと思うので、ぜひこのままの食事量と運動量を維持してもらいたい。ＡＩトレーナーへの細工は万全だ。ふふふ。

   「嗯，就是这种感觉。既然决定了，那就赶紧吃完吧。」

   「うん、そういう感じで。そうと決まればとっとと食っちゃうかね」

   　我这么说着，开始解决自己的早餐。顺带一提，我的早餐是分量较多的像是三明治的东西。像是肉的东西、像是芝士的东西和像是蔬菜的东西用各种酱汁调味，下了一番功夫让人吃不腻。不愧是铁人，手艺真好。

   　俺はそう言って自分の朝食をやっつけにかかる。ちなみに俺の朝食はボリューム多めのサンドウィッチのようなものだ。肉っぽいものやチーズっぽいものや野菜っぽいものが様々なソースで味付けされていて、飽きがこないように工夫されている。さすがはテツジン、見事な
     
      業
     わざ
     
      前
     まえであった。

   


   
    ☆★☆

    ☆★☆

   

   


   　吃完早餐后，我们三人简单地休息了一下，便一同前往佣兵公会。训练用的能源包似乎可以在佣兵公会买到，所以我带去的东西只有终端和激光枪。

   　朝食を摂った俺達は食休みもそこそこに三人で連れ立って傭兵ギルドへと繰り出すことにした。訓練用のエネルギーパックは傭兵ギルドで買うことができるらしいので、俺が持っていくものは端末とレーザーガンくらいのものだ。

   「嗯……」

   「ふむ……」

   　我先从克里希那的舷梯下来，等了大约十分钟。艾尔玛和米米也从克里希那下来了。米米背着肩包，艾尔玛则带着腰包。

   　先にクリシュナのタラップを降りて待つこと十分ほど。エルマとミミもクリシュナから降りてきた。ミミは肩掛け式のショルダーバッグを、エルマはウェストポーチをそれぞれ身につけてきているようだった。

   「干嘛？」

   「何よ？」

   「没什么，我只是觉得女性果然和我这种邋遢的男人不同，会带着包包。」

   「いや、俺みたいにズボラな男と違ってやっぱり女性は何かしらバッグを持ってくるんだなぁと思って見ていただけだ」

   　我的装备只有放在腰间枪套里的激光枪、夹克口袋里的情报终端，以及激光枪用的备用能源包。

   　俺の装備は腰のホルスターに入っているレーザーガンとジャケットのポケットに入っている情報端末、それにレーザーガン用の予備エネルギーパックくらいのものだからな。

   「和男人不一样，女人有很多必需品。」

   「男と違って女には色々と必要なものが多いのよ」

   「说得也是。」

   「そうだな」

   　虽然完全猜不到那个包包里装了什么，但女性应该有女性的考量吧。尽管对内容物感到好奇，但去探究这点就太不识趣了。

   　あのバッグの中身については皆目見当もつかないが、女性には女性の事情というものがあるのだろう。中身について好奇心が湧かないこともないが、それを探るのは無粋というものだな。

   「好，走吧。」

   「さぁ、行くか」

   　我们三人搭乘直达电梯前往第三区域。电梯井对面那片无垠的宇宙光景我也差不多看习惯了。第一次乘坐这台电梯时我还很感动，但如今这片景色也逐渐成为我的日常。人类的适应力真是厉害。

   　直通エレベーターを使って三人で第三区画へと移動する。エレベーターシャフトの向こうに無限に広がる宇宙の光景もそろそろ見慣れてきたな。初めてこのエレベーターに乗った時は感動したものだが、既にこの光景も俺にとって日常になりつつあるということか。人間の適応力って
     
      凄
     すごいもんだよな。

   　走出电梯后，佣兵公会就在眼前。一踏进公会，佣兵们的视线瞬间集中到我们身上，但很快又移开了。毕竟我们在这个殖民卫星活动已经将近一个月了，佣兵们和职员们也逐渐记住了我们的长相。

   　エレベーターから降りれば傭兵ギルドはもうすぐそこだ。中へと足を踏み入れると一瞬傭兵達の視線が集まるが、すぐにその視線は
     
      逸
     それていく。なんだかんだでこのコロニーで活動を始めてから一ヶ月近く
     
      経
     たつ。傭兵達や職員にも顔を覚えられてきたということだろう。

   「早上好。请问今天有什么事？是来找委托的吗？」

   「おはようございます。本日はどのようなご用件で？　依頼探しですか？」

   　我们走到柜台，接待员小姐用最灿烂的笑容迎接我们。虽然好像有个大叔在柜台后面咬着手帕，一副要流出血泪的样子，但还是别在意吧。要是不小心和他对上视线，被他缠上也很麻烦。

   　カウンターへと移動すると、受付のお姉さんが極上の笑みで出迎えてくれる。なんか奥の方で血涙を流しそうな勢いのおっさんがハンカチを
     
      嚙
     かみ
     
      締
     しめているようだが、気にしないようにしておこう。
     
      下
     へ
     
      手
     たに視線を合わせて絡まれるのも面倒だし。

   「不，今天是想做激光枪的射击训练。」

   「いや、今日はレーザーガンの射撃訓練をしたいんですが」

   「好的。我想您应该知道，训练场在那边。备用的能源包可以从自动贩卖机购买。请务必小心，不要发生意外。关于射击训练中的意外或受伤，公会概不负责。」

   「承知致しました。ご存知かと思いますが、訓練場はあちらです。予備のエネルギーパックは自販機から購入できますので。くれぐれも事故などありませんようにお気をつけください、射撃訓練中の事故や
     
      怪
     け
     
      我
     がなどについてはギルドでは一切の責任を負いかねますので」

   「了解。」

   「了解です」

   　我向面带笑容的大姐姐轻轻点头致意，然后前往射击训练场。以前和米米商量护身用武器时，我也利用过这个设施，所以不会迷路。

   　笑顔のお姉さんに軽く会釈し、射撃訓練場へと移動する。この施設は以前ミミの護身用の武器について相談をした時にも利用したことがあるので、迷うこともない。

   「你对那个柜台小姐的态度莫名地恭敬呢。难道对她有意思？」

   「あんた、あの受付嬢には妙に丁寧な態度で接するわよね。気でもあるの？」

   　艾尔玛用微妙地不悦的声音这么说，同时用鄙视的眼神看着我，我摇头表示否定。她完全误会了。

   　微妙に不機嫌そうな声音でそう言いながらジト目を向けてくるエルマに俺は首を横に振って否定の意を示す。とんでもない勘違いだ。

   「才没有那回事。我只是因为害怕才对她恭敬。那个人可是单手就把柜台大叔扔飞了耶。」

   「そんなものはない。単に怖いから丁寧に接しているだけだ。あの人受付のおっさんを片手で投げ飛ばしたんだぜ」

   「那真的很厉害呢……她是怎么做到的？」

   「あれは凄かったですよね……どうやったんでしょうか？」

   「原来如此……大概是生物改造或强化义体吧。」

   「なるほど……生体改造か強化義体かしらね」

   「那是什么好可怕。现在流行那种东西吗？」

   「なにそれ怖い。そういうのって
     
      流
     は
     
      行
     やってるのか？」

   「以太空船战斗为主的佣兵很少会做那种事。不过也有专门负责保护重要人物、白刃战或调查未开发行星的佣兵，那种人倒是挺常做的。」

   「船での戦闘がメインの傭兵にはあんまりいないわね。要人の警護とか白兵戦とか未開惑星の調査とかを専門でやる傭兵もいるから、そういう人だと結構やってるかな」

   「还有这种任务啊。」

   「そういう任務もあるのか」

   　这是Stella Online里没有的任务呢。游戏中的Stella Online里没有这种细节。果然还是不要把这里当成游戏比较好。

   　ステラオンラインでは実装されていなかったミッションだな。こういう細かいところにゲームのステラオンラインには無かった仕様が見られたりするんだよな。やっぱりゲームだと思ってかからないほうが良さそうだ。

   　在我思考着这些事情的时候，我们抵达了射击训练场，于是我先让米米待在我身边，复习激光枪的使用方法。话虽如此，我对激光枪这种科幻武器也不是很了解，所以就拜托艾尔玛来当老师了。我假装在旁守望，自己也学习激光枪的使用方法。

   　そんな事を考えているうちに射撃訓練場に着いたので、まずはミミにつきっきりになってレーザーガンの扱いに関して復習をさせる。とはいえ、俺だってレーザーガンなどというＳＦ武器について詳しいわけではないので講師役はエルマにお願いした。俺はその様子を見守るフリをして自分自身もレーザーガンの扱いについて学習していく。

   「使用方法就是这种感觉。明白了吗？」

   「扱いに関してはこういう感じよ。わかったわね？」

   「是的，艾尔玛小姐。」

   「はい、エルマさん」

   「谢谢你，艾尔玛。实际的射击训练就由我来指导吧。」

   「ありがとう、エルマ。実際の射撃訓練に関しては俺が見るよ」

   「是吗？那我就自己训练了。」

   「そう？　それじゃあ私は私で訓練するわね」

   　我从艾尔玛那里接下指导米米的任务，开始进行指导。训练场的射击通道分为个人用的狭窄通道和指导用的宽敞通道，我和米米使用的是指导用的宽敞通道。

   　エルマからミミの講師役を引き継ぎ、指導を開始する。訓練場の射撃レーンに関しては個人用の狭いものと指導用の広いものがあり、俺とミミが使っているのは指導用の広いものだ。

   　我让米米举起激光枪，从各种角度观察她的姿势，指出她握枪，扣扳机，举枪时的姿势问题，然后让她进行改善。不过，其实我的指导也只是有样学样而已。

   　ミミにレーザーガンを構えさせ、ミミのその姿を色々な角度から観察しながらグリップの握り方や引き金の引き方、構える時のフォームなどについて指摘して改善していく。まぁその、俺の指導も見よう見まねなんだけれどもね。

   「瞄准的时候不要闭上一只眼睛，要睁开两只眼睛瞄准」

   「
     
      狙
     ねらう時は片目を
     
      瞑
     つぶったりしないで、両目を開けたまま狙うんだ」

   「睁，睁开两只眼睛吗？」

   「りょ、両目を開けたままですか？」

   「没错。虽然在习惯之前会很辛苦，但不能闭上一只眼睛。视野会变窄，精度也会下降。诀窍不是把焦点对准目标，而是把焦点对准自己的枪，瞄准器。把准星和照门对准焦点，然后把目标对准准星」

   「そうだ。慣れるまで大変だろうけど、片目を瞑るのは駄目だ。視野が狭くなるし、精度も落ちる。コツは目標にピントを合わせるんじゃなく、自分の銃、照準器にピントを合わせることだな。照門と照星にピントを合わせて、その先に目標を重ねるんだ」

   　我一边给米米提供建议，一边让她射击，结果米米射出的激光很快就打中了目标。

   　狙いの付け方をアドバイスしながらミミに射撃をさせると、割とすぐにミミの放つレーザーが目標に当たり始めた。

   「打，打中了！」

   「あ、当たりました！」

   「嗯嗯，米米很有天赋。那我们稍微增加一些目标吧」

   「うんうん、ミミは筋が良いぞ。じゃあちょっと目標を増やそうか」

   　我操作射击空间的控制台，让只有一个的目标增加到四个。

   　俺は射撃スペースのコンソールを操作し一つだけだった目標を遠近合わせて四つ出現させる。

   「目标会按顺序发光，你就对着发光的目标射击吧。就算失败也不会有惩罚，放轻松」

   「目標が順番に光るようになってるから、光った目標をバンバン撃っていこう。別に失敗しても罰とかがあるわけじゃないから気楽にな」

   「好的！」

   「はいっ！」

   　米米兴奋地喘着粗气。看来打中目标让她很开心。嗯，训练时保持愉快的心情是很重要的。比起不情不愿，这样效率要好得多。

   　ミミがふんすと鼻息を荒くする。どうやら当たるようになってきたら楽しくなってきたらしい。うん、楽しんで訓練をするのは大事なことだな。嫌々やるよりもずっと効率が良い。

   　让米米训练了一段时间后，她的精度开始下降，于是我决定让她休息一下。

   　
     
      暫
     しばらくミミに射撃訓練をさせていると少しずつ精度が下がってきたので休憩させることにした。

   「手臂很酸吧？一直伸直手臂，保持紧张状态，会比想象中更累」

   「結構腕が疲れるだろ？　ずっと伸ばしっぱなしで緊張させたままになるから、思ったよりも疲れるんだよな」

   「是啊，感觉手臂好酸……」

   「そうですね、なんだか腕がだるいです……」

   　米米说着，揉了揉自己的手臂。

   　そう言ってミミが自分の腕を
     
      揉
     もみ
     
      解
     ほぐす。

   　我在原来的世界里喜欢玩重量很真实的空气枪和气体枪，所以知道长时间举枪时手臂会有一种难以言喻的倦怠感。要是太过火，肩膀也会酸痛。

   　元の世界で重さがリアルなエアガンやガスガンの類を
     
      嗜
     たしなんでいたので、長時間銃を構え続けた時のなんとも言えない腕の
     
      倦
     けん
     
      怠
     たい感については覚えがある。度が過ぎると肩が凝ったりもするんだよね、あれ。

   「米米你先休息一下，我也要训练」

   「ミミはちょっと休んでてくれ。俺も訓練するから」

   「好的」

   「はい」

   　我一边听着米米的回答，一边操作控制台，设定目标。首先是近距离的静止目标一个。然后是和米米一样远近不同的多个目标，接着是多个移动目标，然后是多个出现又消失的目标……就这样逐渐提高难度。

   　ミミの返事を聞きながらコンソールを操作し、ターゲットを設定する。まずは近距離の静止ターゲットを一つ。次はミミと同じく遠近のターゲットを複数、次は動くターゲットを複数、その次は現れては消えるターゲットを複数……という感じでどんどん難易度を上げていく。

   「呼——！」

   「すぅぅぅ──ッ！」

   　我深吸一口气，集中精神，陷入时间被拉长的感觉。思考加速，周围的动作变得缓慢。

   　息を吸い、集中すると時間が引き伸ばされたような感覚に陥る。思考が加速し、周囲の動きが遅くなる。

   　激光枪连续发出“咻咻咻咻咻”的射击声，同时出现的目标瞬间被射穿。我也不知道为什么在原来的世界里没有开过真枪的我能做到这种事，但不管是什么，能用的东西我都会拿来用，所以我不太在意。

   　ドドドドドヒュンッ、と連続でレーザーガンの射撃音が響き、同時に出現していたターゲットが一瞬で撃ち抜かれた。
     
      何
     な
     
      故
     ぜ元の世界で本物の銃を撃ったこともない俺にこんな芸当ができるのかはやはりわからないが、それがどんなものであれ使えるものは何でも使う主義なので、あまり気にしないことにしている。

   　我用完一个能源包后结束了训练。我掌握了感觉。至少，我似乎能应对白刃战，至少和玩Stella Online的时候一样，或者更厉害。

   　エネルギーパックひとつ分を撃ち尽くしたところで訓練を終える。感覚は
     
      摑
     つかめた。少なくとも、ゲームとしてステラオンラインをやっていた時以上か、同程度には白兵戦にも対応できそうである。

   「希罗大人果然很厉害！」

   「やっぱりヒロ様はすごいです！」

   「哦哦！？」

   「おおうっ!?」

   　我换掉空了的能源包，把激光枪收进枪套里，米米感动地叫了出来。我刚才太专注于射击，完全忘了米米的存在，所以被吓了一跳。

   　空になったエネルギーパックを交換してホルスターにレーザーガンを収めたところで感極まったようにミミが声を上げた。射撃に集中していてミミの存在を忘れてしまっていたせいで思わずビクッとしてしまったぞ。

   「有、有那么厉害吗？」

   「そ、そんなに凄かったか？」

   「非常厉害！以惊人的速度准确地射穿目标……太厉害了！」

   「凄かったですっ！　
     
      物
     もの
     
      凄
     すごい速度で正確にターゲットを撃ち抜いてて……すごかったです！」

   　米米喘着粗气，激动地说道。米米小姐，你太激动了，词汇量都降低了哦。

   　ミミが鼻息も荒くふんすふんすしながら力説する。ミミさん、興奮しすぎて
     
      語
     ご
     
      彙
     い力が下がってますよ。

   　我正对两眼放光，兴奋地抬头看着我的米米感到不知所措，这时在隔壁训练道训练的艾尔玛也出现了。

   　キラキラした目で俺のことを見上げて興奮しているミミに戸惑っていると、隣のレーンで訓練をしていたエルマも姿を現した。

   「我在隔壁训练道看到了，刚才那确实有点神乎其神。该说不愧是冠军吗？」

   「隣のレーンで見てたけど、確かに今のはちょっとした
     
      神
     かみ
     
      業
     わざだったわね。
     
      流石
     さすがはチャンピオンってことかしら？」

   「呃，嗯，那个，我自己也觉得做得不错」

   「ええと、まぁその、自分でも
     
      上
     う
     
      手
     まくやれたとは思う」

   　其实这是我第二次在这个世界用激光枪射击，不过没必要老实交代，所以我随便糊弄了过去。艾尔玛似乎把我的含糊其辞理解为谦虚，她露出了坏笑。

   　本当はこの世界でレーザーガンを撃つのなんてミミを助けた時以来二回目なのだが、そこは別に正直に話す必要もないので適当に言葉を濁しておく。俺の歯切れの悪い言葉を
     
      謙
     けん
     
      遜
     そんと受け取ったのか、エルマがニヤニヤする。

   「难道说，你不太习惯被夸奖？」

   「もしかしてあんた、褒められるのにあまり慣れてないのかしら？」

   「……被你这么一说，好像是这样」

   「……そう言われるとそうかもしれない」

   　毕竟在日本生活的时候，没什么机会因为这种事情被夸奖。要是我说自己玩游戏玩到全世界排名前几！别人反而会退避三舍。

   　日本で生活しててこういうことで褒められる機会なんてあんまりないからね。全世界ランキングで上位に食い込むくらいゲームやりこんでます！　とか言ったら
     
      寧
     むしろドン引きされるまである。

   「怎么了，一脸微妙的表情」

   「どうしたのよ、微妙な顔をして」

   「没什么，我只是在想，我好像确实没怎么因为这种事情被夸奖过」

   「いや、確かにこういうので褒められたことはあんまりなかった気がするな、と思っただけだ」

   「这样啊。你过去的经历越来越神秘了呢。拥有如此高超的本领却没被夸奖过，到底是怎样的环境啊？」

   「そうなんだ。ますますあんたの過去が謎ね。そこまでの腕を持ってて褒められないってどういう環境よ？」

   「可能是与争斗无缘的地方吧。」

   「争い事と無縁の場所だったのかもな」

   「那是什么地方啊……就算是过着古风生活的精灵，现在也会用激光枪哦。」

   「どんな場所よ……古式ゆかしい生活を送るエルフでも今時はレーザーガンくらい使うわよ」

   「感觉好没梦想啊。」

   「それはなんかロマンが無いなぁ」

   　与森林共生的精灵用科幻武器武装自己，一点梦想都没有。不，这样反而充满了浪漫吗？

   　森と共に生きるエルフがＳＦ兵器で武装してるとかロマンの
     
      欠片
     かけらもない。いや、一周回ってむしろロマンに
     
      溢
     あふれるのか？

   「你心目中的精灵是什么样子啊……」

   「あんたの中のエルフ像ってどんなのよ……」

   　我耸了耸肩，回应用鄙视的眼神看着我的艾尔玛。要是聊起古风的精灵，我的梦想可能会被破坏，所以还是不要提起这方面的话题吧。

   　ジト目を向けてくるエルマに肩を
     
      竦
     すくめてみせる。古式ゆかしいエルフの話をすると俺の夢が壊されそうだからこの手の話題はあまり振らないようにしよう。

   「米米，要再练习一下吗？」

   「ミミ、もう少し練習するか？」

   「好的，我会努力！」

   「はいっ、頑張りますっ！」

   「适可而止哦。」

   「程々にな」

   　看到米米双手握拳，气势汹汹地喘着粗气，我不禁露出苦笑。不过，要是米米能学会保护自己，我也会更放心，所以就再努力一下吧。

   　両手を握りしめ、気合いを入れてふんすと鼻息も荒くやる気を
     
      漲
     みなぎらせるミミに思わず苦笑いする。まぁ、ミミが自分で自分の身を守れるようになれば安心感も増すわけだから、もう少し頑張りましょうかね。

   　在那之后，我教了她同时射击多个目标的诀窍、利用遮蔽物进行掩护的方法，以及枪战时的行动方式等等，今天的训练就结束了。

   　その後、複数のターゲットを撃つ場合のコツや
     
      遮
     しや
     
      蔽
     へい物を利用したカバーリングの仕方、銃撃戦の際の立ち回り方なども教えて今日の訓練を終えた。

   「手臂好酸……」

   「腕がパンパンです……」

   「去浴室好好暖暖身子，然后去简易医疗舱里躺一下吧。多少会好一些的」

   「お
     
      風
     ふ
     
      呂
     ろでしっかり温まって、簡易医療ポッドにも入っておくと良いわよ。多少マシになるから」

   「米米，你啊，训练菜单里最好追加一些手臂肌肉的训练项目」

   「ミミはあれだな、トレーニングメニューに腕とかの筋肉のトレーニングを追加したほうが良いかもな」

   「唔，嗯……我不是很想长肌肉，变得肌肉发达」

   「う、うーん……あんまり筋肉をつけてムキムキになるのは」

   　米米对我的提议面露难色，脸色也阴沉了下来。也就是说，她虽然想减肥，但不想变得肌肉发达。

   　ミミが俺の提案に難色を示して顔色を曇らせる。ダイエットするのは良いけどムキムキになるのは嫌、ってわけね。

   「但是，长点肌肉的话，会比较不容易胖哦？」

   「でも、ある程度筋肉がついていたほうが太りにくくなるわよ？」

   「我会努力的」

   「頑張ります」

   　米米瞬间就改变了态度，表情也变得严肃起来。这转变也太快了吧？　虽然我更喜欢软乎乎的……但人家都拿出干劲了，我也不好泼冷水。而且适度运动对健康也有好处。

   　一瞬で
     
      掌
     てのひらを返してキリッとした表情になるミミ。変わり身早すぎでしょう？　俺としてはぷにぷにのほうが好きなのだが……やる気を出しているというのに水を差すこともあるまい。適度な運動は健康にも良いと言うし。

   　在那之后，米米在饭后的训练中更加努力了。

   　その後、ミミは食後のトレーニングに更に精を出すようになるのであった。
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   感谢您购买《转生后的我成了最强装备，所以决定以一户建为目标成为自由佣兵》第一集。我怎么觉得书名好长啊！

   『目覚めたら最強装備と宇宙船持ちだったので、一戸建て目指して
     
      傭
     よう
     
      兵
     へいとして自由に生きたい』の一巻を手に取っていただきありがとうございます。我ながらタイトルなげぇな！

   　初次见面，我是リュート。是栖息在北海道，类似熊的某种生物。不是初次见面的读者，好久不见。

   　初めまして、リュートです。北海道に生息しているクマのような何かです。初めましてではない方はお久しぶりでございます。

   　其实我喜欢轻……没错，我喜欢轻科幻。至于有多轻，嗯……我不是很喜欢古典科幻。是的。啊，别这样！不要丢石头！

   　実は私はライトな……そう、ライトなＳＦ好きでして。どれくらいライトかと言いますと、まぁその……古典のＳＦはあまり
     
      嗜
     たしなんでおりません。はい。あっ、やめて！　石投げないで！

   　是的，我是从游戏方面进入科幻领域的轻度玩家。以科幻为题材的游戏种类繁多，机器人、机械、电脑空间和宇宙是男孩子的浪漫！

   　はい、私はゲーム方面からＳＦに入ったライト層なのです。ＳＦを題材としたゲームというのもやはり色々ありまして、まぁロボとメカと電脳空間と宇宙は男の子のロマンですよね！

   　最近我迷上了科幻战略游戏Stellaris和太空飞行模拟游戏Elite Dangerous。

   　最近ですとＳＦストラテジーゲームのStellarisやスペースフライトシムのElite Dangerous辺りにハマりましたね。

   　最新的游戏创造出来的影像美非常出色，无法直接前往宇宙的我，也能透过游戏在浩瀚的星海中旅行。质量高到足以让我想象神秘而美丽的宇宙这个主题。

   　最新のゲームが作り出す映像美は素晴らしいもので、直接宇宙に行くことができない私でもゲームを通して壮大な星の海を旅することができます。神秘的で美しい宇宙というテーマに思いを
     
      馳
     はせるには十分過ぎるほどのクォリティです。

   　我想说的是，大家也来玩科幻游戏吧！宇宙超棒的！就是这样。

   　何が言いたいかというと、皆もＳＦゲームをやろう！　宇宙ってすげー！　ってことです。はい。

   　哎呀，真的，从小行星带和恒星在各种距离下眺望，不小心靠得太近差点撞上去或是差点被烤熟，都相当有趣哦。嗯。

   　いやほんと、小惑星帯や恒星を色々な距離で眺めたり、うっかり近寄りすぎて衝突しそうになったり焼けそうになったりするのもなかなか楽しいものですよ。ええ。

   　不过，还是别靠近脉冲星比较好。脉冲星很可怕。

   　ただしパルサーに近寄るのはマジでやめたほうがいい。パルサーこわい。

   　好了，差不多该谈谈小说了……话虽如此，我其实不太擅长写后记！到底该写什么才好……！？

   　さて、そろそろ小説の話をしましょうそうしましょう……とはいえ私はあとがきというものが苦手なのです！　一体何を書けば良いんだ……!?

   　来谈谈作品中没有提到的设定吧。所以，来解说本作品中的技术相关……这样字数会不够，所以来谈谈稍微提到的美味便利店吧。

   　作中では語られないちょっとした設定を語ることにしようそうしよう。というわけで当作品における技術関連……を解説すると文字数がピンチになるので、ちらっと出てきたおいしいマートの話をしましょう。

   　美味便利店是银河中拥有分店，从上流阶级到一般市民都能提供各种食物的大型企业。起源非常古老，据说可以追溯到人类进入宇宙之前。

   　おいしいマートは銀河中に支店を持ち、上流階級から一般市民にまでありとあらゆる食料を提供しているメガコーポレーションです。その起源は非常に古く、一説には人々が宇宙に進出する前にまで
     
      遡
     さかのぼるとか。

   　总公司位置成谜，连正职员工都很少见，是充满谜团的企业……不过在本篇中（大概）不会揭露这个谜团。至少目前没有这个预定。

   　本社の位置は謎に包まれており、正社員を見かけることすら
     
      稀
     まれという謎多き企業……なのですが本編でその謎に迫ることは（たぶん）ありません。少なくとも現時点では予定にないです。はい。

   　顺便说一下，GC NOVELS出版的《和主人一起的异世界生存之旅！》也已经发售了。这也是我的作品。如果可以的话，希望各位能一起阅读！

   　それと話は変わりますが、ＧＣノベルズ様より『ご主人様とゆく異世界サバイバル！』が発売しております。こちらも私の作品です。よろしければ是非、併せて手にとって頂ければ幸いです！

   　虽然还有很多想说的……但这次就先到这里吧！

   　もっと色々語りたいですが……今回はこの辺りで失礼させていただきます！

   　向邀请我的A先生、责任编辑K先生、负责插画的锅岛テツヒロ先生、参与本书发行的各位，以及购买本书的读者们致上最深的谢意。

   　お声掛けしてくださったＡさん、担当のＫさん、イラストを担当してくださった
     
      鍋
     なべ
     
      島
     しまテツヒロさん、本巻の発行に関わってくださった皆様、そして何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に厚く御礼申し上げます。

   　我们下一集再见！

   　また、次巻でお会い致しましょう！

   
    リュート

    リュート

   

  

 









  
   
    
     因为一觉醒来就得到了最强装备和太空船，所以想以拥有一栋房子为目标自由自在地当个佣兵
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